
5章南調査区の遺構

らの出土である。

らl土、土坑墓の可能性を想定し得る。しかし 1 遺構の一部を検出したのみのため、

現状では断定し難l'o出土土器はIVa1群に属するものが大半であり、底面誼上から出土した深鉢制部破片

(240-13)も当該群に属する可能性が強い。一方、 240-16はIVd群(大沼C1式)浅鉢ロ縁部破片である。ただい

は畦上国からの出土であり、本遺構に本来伴ったかは必ずしも確実ではない。よって1 ここで

本遺構の上限時期をIVa1期と判断するにとどめておく。(策)

SIく572土坑(図版122)

LI る。 SKP549柱穴に切られ SKP717パ18.. 734柱穴を切っている。東半は水路に

より調査できなかった。現状から、掘り込みは短径O.90m前後の楕丹形平面をなすものと推定するの水路部

分の断面観察から、掘り込みは豆層下面から認めることができる。壁は中位で内側にくびれ、底面はほぼ平

坦である c 掘り込み確認面から疲極までの深さはO.59mをiJUJる。

はクロボク十ムを主体とし百現状ではその性格は判然としない。

パ -1市 二次加工ある剥片l点、凹石類1点、などが出土している。

本土坑は、形態および覆土の特徴が明確でないことから、その性格は現状では不明である。出土土器はIV

らは縄文土器破片1 スクレイ

群に属するが1 その詳細な時期は不明である。このため、本土坑の詳細な時期も現状では明らかではない。

SK576土坑(図版122)

調査区中央のLK44区に位置している。確認は土震観察用ベノレトのIV層中で、

が、調査はベルト上に残っていた部分のみ行った。土坑規模は残存する部分か

も0.5 0.6n1以上の楕円形を呈するものと推測される。深さは確認面から0.25mで、

まり、!新宿は中華鍋様を呈する。覆土は包含)露である璽 e 震が埋め戻されたもので多く

いる
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の円形
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もしくは楕円形平面をなすものと推定するが、確実ではない。壁は開き気味に立

る。確認密から底面までの深さは0.25mをiJlIJる。覆土はおもに地山擦の混入震の差か

クロポク十を宇j本とし、相対的に混入物が少ない。

したが、現状ではその由来は判断し簸いの
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した。 っている。 のキ蓄用
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第 3節 南調査区の検出遺構と遺構内出土遺物

なす円壁は大きく開きながら立ち上がり、 j底面には凹凸がある。掘り込み平面確認面から底面までの深さは

、.
3
ム

2

均三一回 さは0.30111以上あるものと推測する。土坑平面形の長軸方位はN 芯

である。

はクロボク土を主体とする単一層と認定した。覆土中には少量の遺物を包含する。縄文土器破片のほ

か、 二次加工ある剥片l点、などがある。

は形態から百楕円形平面の小形の土坑慕であった可能性も想定し得るものの百現状では断定し難い。

出土土器から百本遺構の上限時期はIVc期(大洞BC式)と判断する。(楽〉

土坑(図版122)

に位置する o fy層上面でi擦の集中を認め、粧を設定して掘り下げた。その結果、 rr注土層断面の

によりち磯下位に掘り込みの容在を確認した。確認状況から、径1.31ll前後の円形もしくは楕円形平面を

なす可詑牲を誰混ぜするものの1 確実ではない。畦断面で 仏窓~ま iま

担である。上面の磯確認面から底面までの深さはO.361llで、ある。

覆土はクロボク土を基調とする。明瞭に分層することはできなかったが、覆土下位はより黒味の強し三色諮

を呈する。地UJ磯@炭化物のほか比較的遺物を含む。縄文土器破片のほか、石鎖 e スクレイパー各工点など

がaSる。

は、全体形態が不明なため確実ではないものの、上面に磯をまとめて配した土坑墓の可能性があろ

う。出土土器から百本土坑の上限時期はrVal期と判断する。(栄)

SK591土筑(図版123)

している。確認l土地出面で、大形の礁を中心に黒詫色土が径立5nltまどの

にひろがっているのを認めた。上面は径0.45~0 .48m、底面は直径0.3m前後の円形を呈しており、深さ0 .1 1m

は中華鏡様を呈している。覆土はしまりのない黒福包土である。確認、面で検出された磯下には2i習の

に向けて接倒しの状態で検出されミいずれの土器もほぼ底面に援している。

している口

liが1 出土状況から られる。

と発える。〈高橋)

と哲]り合うが、前後関係lま不務である。現状で最大長1.30mをAiJ

り百特に底面西側は柱穴様の落ち込みとなっている。

さが0.36n1を語、IJる。

よび十罷翫部か与

ることができなかっ

る

した。

ある。出土土器はlva群を主体とし、

る。出土土器の下限時期から、ここでは1

h 吋

さ令。

とし、ておく。

-137 --



第 5章南調査区の遺構

SK636土坑(図版119)

し、 SK481磁 525を切り、 SK524に切られている。水路壁断面の観察によると¥

ら掘り込まれている。土坑の西側半分のみ調査したが、上面は直径O.8m、底部も直径O.5m

の円形を半し、掘り込み白からの深さはO.6mで断面は摺鉢状で、ある。覆土は直属由来の黒褐色土を中心に

地山土塊や地山の小円磯が混入しているが、堆積状況からは自然、堆積と考えられる。

遺物は土器13点、剥片1点が出土しているの

本土坑の性格は不明である。出土土器からIVa1期を上限時期と考える。(高橋)

SK638土坑(図版123)

る

した〔そのため、

した畦の土層断面観察
τァ

て了

よ ア〔
V

本り

ニ筑(図版

LK42区に位置する。 SK589土坑調査の際に

した。断面のみの確認のため、詳細な形態およ

した畦の土層断面観察の結果五その

は不明である。(祭)

SK642土坑(問販123)

調査区東側のLH45区に位置し、水路の西側壁面で断面のみを確認したものである。掘り込み罰は

上回には大形の際があり百掘り込み面からの深さ0.15mで、底面はIV層中にとどまるc

の円形を呈するものと推定され、断面形は底面が南側に偏る摺鉢状を呈していたと考えられる。

掛:糸文の施された深鉢形土器のj可一個体片で、投げ込まれた状況で検出されており¥覆十と

、、

ともに人為的に理め戻されたものである。

の破片のみである。

と判断さ ら霊号 ;-

LJ43区

平田形は

る。亜層中において本土坑に伴う遺物の集中地点を確認していたものの、最終的に

した。 SB430建物跡目 SKP692柱穴を切っている。

る。掘り込み泣北部が深くなる

形をな さは現状で0.14mを測る

一ν ・ァe;. ，..~o 

ら出土している。

どがある。ほとんどがfト片であること

二次加工ある

Eであるの

と判断する。

剥片 な

し したものと る。

は形態および覆土の特徴から、やや小形ではあるが、楕円形平面の土坑墓の可能性が高いものと

にはIVa2群(大将印式)に属すると推定できるものがあることからミ

期もれTa2期と判断しておく。(祭〉
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3節南調査区の検出遺構と遺構内出土遺物

土筑(図版123)

145反に罷し、水路の西側壁面で、設rr部のみを確認したもので SK660に切られてい

る。掘り込み商は直属中で、掘り込み面からの深さ0.19mで底面は

ほどの磯を検出したがこれは、覆土とともに投げ込まれたものである。

遺物は土器2点が出土している。

は覆土の状況から土坑墓の可能性があり 1 時期は遺構の切り合い関係と

とどまる。覆土中に長さ20cm

から

に属すると考える。

し"7Jく路の西側壁面で、断面のみを確認したもので"SK659を切り有 SK661，こ

h
u
ソ掘

。

た

るてれちり切 lま 、掘り込み面からの深さ は とどまる。土坑の

はしまりのある.Om以上の円形ないしは楕円形を呈すると提訴される。

された数{留の磯は覆土とともに投げ込まれており、また遺物

まれていたものである。

線刻際: している。

本土坑は覆土の状況から土坑墓の可能性があり、時期は遺構との切り合い関係と出土土器から

洞B2式}--Tvc期〈大潟BC式)~こ属すると考える。〈高橋〉

SK661 

調査区東側のLH45区に位置し 1 水路の西側壁面で断面のみを確認したもので"SK660翁 SKP662を切って

いる。掘り込み面は車層中で、掘り込み面からの深さ0，21111で庄市はV層日立にとどまる「十土方の持樺は

径0.7mほどの円形を呈すると推測される。覆土はしまりのある黒掲色土で χ 上位で検出された擦は覆十と

ともに投げ込まれておりミまた遺物は本来fv層由来の覆土中に含まれていたものである。

1 吋-1、つE
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したn S 1 617竪穴住居践に切られているO 現状から、遺構は長径0.63m、

と推定する。底面は比較的平坦で1 壁はやや急傾斜で立ち上がっている。

面までの深さは0.37mで、ある。

覆土はV層由来と推定できるクロボク土である。

LI 
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ある。 S1 61 られることから、その下限時期はIVal期と

3K575土坑(図版124)

LK41区V した。 SKP709柱穴を切っている。西端と東部は未確認であるが、現状から、
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第 5章南調査区の遺構

径0.65m前後の円形平面をなすものと推測する。掘り込みは浅いすり鉢形を呈し、確認面から までの深

さは0.15mに過ぎなし」

覆土は縄文土器および、径10cm前後の亜角磯を含むクロボク土である。

本土坑は円形平面の小形土坑纂の可能性も推定し得るが、現状では断定し難い。出土土器から、本土坑の

上限時期はIVa1期と判断する。(築)

SK693土坑(図版124)

LK40区V'""VI層上田で一部のみ確認した。現状では詳細な形態は不明であるものの、長径1.10mの楕円

形平面の土坑の可能性あるものと推定しておく。確認面からの底面までの深さは0.29mで、ある。

は地山離を含むク口ボク土である。

本土坑の詳細な性格等は不明である。(祭)

SK698土筑(図版92)

L 1 43 " 44区に位寵する。本遺構は調査区東側を通る水路部分の土層断面で確認したのみであり百詳細な

形態は不明である。土層断面では掘り込みは立層下面から認めることができ、 S1 617竪穴住居跡を切って

いる。断面形は、現状で砲弾形を呈し、掘り込み確認面から底面までの深さは0.49mである。

は三分した。下層には地山土塊を含み百かつそれぞれの層界は漸移的であることから百 した埋め

し土の可能性があるが、判然とはしない。

本遺構に伴うと推定できる遺物には縄文土器破片5点、剥片1点などがある。

本遺構は断面形態からは柱穴の可能性もあるが、現状ではその性格は特定し難い。掘り込み聞から百本遺

はrvc期(大将BC式)前後 ずの
v

いと推定する。〈柴〉

31く726土坑(図版124)

るo 蓄中で荏認した。長径0.59m、短窪0.57rnのほぼ円形手話をなす。

立ち上がり、底面はほぼ平坦である。確認、面からj底面までの深さは0.10mを測る。

は混入物の少ないクロボク土である。現状ではその由来は判然、としない。

本土坑の性格は不明である。薙誌面からは車場以前に罵する可能性も想定し得るものの百出土遺物がない

三時
に二・ に

ため、確実ではない。〈策〉

L 142区に位置する。南調査区 I区東端部を縦走する水路部分で断面を確認したに過ぎない。 SK548こり克

に切られている。断面では重層下面が掘り込み面である。壁は緩やかに立ち上がり、底面は若干沼凸があるコ

誼麗下面からの深さは0.36111で、ある。

断面覆土は1----3層に分けた。覆土の過半を占める上位のli蓄はクロボク土を主体とし百その由来は判然、と

しなし ¥0 底面直上の2場 3層もその由来は不明である。ただし百 3震は2J蓄が焼土化した部分である。

本土坑は断面のみでの確認であるため、その性格は不明瞭で、あるの土坑下面付近で火が焚かれたことは、

何らかの埋葬行為と関連する可能性も想定し得ょう。ただし、虫内遺跡群の調査では類例を指摘することは

できない。
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第3節南調査区の検出遺構と遺構内出土遺物

本土坑は、 SK548土坑との切り合い関係から、百a期を下限時期とする可能性があると推測する。(柴)

SK810土坑(図版111)

調査区東側のLG44区に位置している。確認面は地山面で、当初はSK296単独の遺構と捉えていたが、覆

土の状況からSK296を切る土坑の存在を確認したものである。上田は径0.65x 0.73m、底部も直径0.6m前後

の円形を呈している。深さ0.10mで百底面は平坦で、ある。土坑中央の3個の磯は確認面で検出されており、

覆土が理め戻されると同時に人為的に置かれたものと考えられる。覆土の黒褐色土はしまりがなく、炭化物

を含むほかは遺物は出土していない。

は覆土の状況から土坑墓と判断されるが冗持期については不明である。(高橋)

土坑(図版124)

調査区北端のLL50区に位置しているが1 西側半分は調査区外にある。薙認は士宮山富で、径1.0mほどの範

囲に黒褐色土の広がりを確認したが可調査区外との境界壁面の土層からは宜層中から掘り込まれていること

がわかる。上面は誼径O.90m"底面も直径0.6m前後の円形を景し、掘り込み面からの深さはO.21mで断面は

中華鍋様である。覆土の黒褐色土はH層が埋め戻されたもので、覆土中から検出された多数の円磯も埋め戻

しの際に投げ込まれたものと考えられる。

遺物は出土していない。

本土坑は覆土の堆積状況から土坑慕と判断される。時期は不明である。(高橋)

3iく2075土坑(図版124)

し'"SK2076を切り"SKP2083に切られている。士宮山富?で黒謡色から培褐色土

が径1.01TIほどの範囲に広がっているのを確認し、精査の結果土坑(SK2075 2076)と柱穴(SKP2074" 2077 " 

2083)が集中していることがわかった。本土坑の上面は径o. 58'--...'0 .69111百底言語も護径0.6111前後の円形を呈し、

さは0.20n1で毒る。痘語;土手翠ご霊くしまってjさり、壁iまわずかにえみを持ちながら外領して立ち上がる。

はE層が埋め震されたものである。

遺物は出土していない。

本土誌は規模からは土玩墓とは判断しがたいが、覆土の状況からは葬送に関連した土誌とも考えられる G

時期は不明である。〈高橋〉

謁査区北端のLL50区に位置し、 SK2075、 SKP2077~こ切られている。確認の状況はSK2075 と同様である。

上面は直径0.7m、底面も護径O.5mの し、深さはO.6mである。 は平坦で整くしまり壁はほ

ち上がっていて1 断面は円高状である。 は亘

られ1 上位から中位にかけて土器片を検出している。

している。

本土坑は規模からは土坑墓とは判断し難く百採さと断面形から大形の柱穴とも

期不明の粗製深鉢破片のため可本遺構の持期も不明である。(高橋〉

Bl-

されたものと考え

られる。出土土器は時



第 5章南調査区の遺構

SK3013土坑(図版125)

諮査区北側のLl¥149区に位置し、 SR3011.. 3012を切っている。確認面は地山部で、 IJ¥円擦を含む褐色土

が1.7XO.7mの楕円形に広がっているのを確認した。規模は上面で1.66XO.88m、底面は1.5X 0.7m前後で、楕

円形を呈し、深さは0.61mで砂i深層に達している。壁は底面からほぼ垂直に立ち上がる。覆土は黒褐色土が

主体で、埋め戻しの際に地山土を意図的に覆土上位に持ってきたものであろう。

遺物は覆土各層から出土しており、土器106点、石鍛1点、石匙1点、剥片22点、のほか、骨片1点が2層から

出土している。

本土坑は覆土の堆積状況から土坑墓と判断され、 SR3011との切り合い関係からその上根時期はIVc期と考

えられる。

51く3019土坑(図版125)

した。 SKP3301柱穴を切る。長窪1.03m"短径1.00mのほぼ円形手揺をなす。壁はほ

に立ち上がり、底面は平沼で三うる。確認窃から底面までの深さはな51rnである。

覆土は1~6層に分けた。い 2層は断面ではやや不整のすり鉢状を呈し、さらに 1層は確認面では径0.70m

前後の円形平面をなす。これらの平断面形状から、 1 サ層と 3~6層とは切り合い関係のあるそれぞれ別遺構

の覆土であった可能性も想定し得るが、認査では判断できなかった。 3層以下の覆土には地山土や炭化物等

の混入物が顕著であり、いずれも人為的な埋め戻し土と判断する。

覆土中からは縄文土器破片などが出土している。また1 底面中央からは長径35cmの大形直角礁が出十し

fこO

本遺構は形態および覆土の特徴から、円形平面の土坑墓と推定する。出土造物から百上限時期はfVa2期

(大潟B1式)と判断する。

なお、遺構採取の土壌資料の残存脂肪分析を株式会社ズコーシャに委託した(第7章第3節参照)0(築)

25) 

調査区北端のLL49区に{立置している

はi我山密であるが、調査区外と

東側半分は調査区外にある。本土坑はSKP3082に切られている。

は1j議下から掘り込まれているが1 本来の豆

と考えられる。土坑の規模は、現状から上面が直径14111以上、されており 1 は狂層が掘り

底面が0.8m以上の円形を呈するものと考えられる。

て、壁は丸みを持ちながら外傾して立ち上がる。

さは掘り込み面から0.67n1で¥底面は堅くしまってい

は黒裾色士主体で各層ともフ守口ック状になっ

していることから されたものである。

遺物は土器12点、白石類1点、が出土している。

本土坑は覆土の堆撞状況から土坑墓と判断されるが、時期について

るため不明である。(高橋)

AAJ 
の片器土

2

た
‘

i
u
 

調査区北側のL047~に位置している。確認は地山面で\暗褐色土が径0.6mほどの範囲に広がっているの

した。上面は痘径0.6m百底面も直径O.4mの円形を呈し、深さ0.2mで底面は平坦である。壁は底面か

ら直線的に大きく外傾して立ち上がる。覆土中には地UJ塊が含まれることから掘り上げた土を埋め戻したと

1Af1 
一-1弓L一一



第 3節南調査区の検出遺構と遺構内出土遺物

判断される。

遺物は土器30点、スクレイパ-1点、微小剥離痕ある剥片l点1 剥片3点が出土している。

本土坑は規模から土坑墓とは判断し難いが、時期は出土土器からIVa1期を上限時期と考える。(高橋)

Stく3030土坑(図版125)

LL LM48" 49区V層中で確認した。 SKP3029柱穴に切られ、 SKP3071.. 3072柱穴を切っている。長径

1.93m九短径1.07mの楕円形平面をなす。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。確認面から底面

までの深さは0.52mを測る。長軸方位はN-89
0

-Eである。

覆土は1---14層に分けた。大勢として、地山土を含むクロボク土と塊状の地山土とが混在した堆積状況を

している。土層断面形状からは九

5層以下は土坑掘削後の連続し

は当初の覆土堆積の後に周囲から流入した可能性があるものの、

し土と判断する。

覆土中からは縄文土器破片百スクレイノマ-1点百二次加工ある剥片1点などのほか百土製耳飾被片2点が出

した。このうちの1点、は西側底部付近からの出土である。

本遺構は形態および覆土の特徴から百楕円形平面の土坑墓と推定する。出土土器は詳細な時期不明であり、

本土坑の詳細な時期も不明である。(栄)

SK3036土坑(図版126)

調査区北側のLM49に位置する。確認面は地山であるが百掘りすぎのため底面の一部を検出したにすぎな

し'0

調査した底面から土坑の規模は0.81XO.65m以上の楕円形を呈していたと推測される。覆土は地山土塊の

る培謡色十ムで1 縄文土器の細を含む。土坑内の北部で底面からlucmほど浮いて長さ 15cmの撲とと

もに打製石斧が出土した。この打製石斧は先端部を北西方向に向けていた。遺物はこの打製石斧のほかには

土器細片のみである。

本土誌は打製石斧の出土状況などから土玩墓と判断されるが、持患については不明である。

SK3u3i土坑(図版126)

調査区北側LレLIv150区に位置する。穫認は端山面であるが、当初は深鉢形土器の下半を確認して百

と判断し精査を行った結果1 この深鉢形土器を中心に直窪1.0mほどの範囲に踏褐色十一と

の広がりが認められたことから土坑としたものである。土坑の規模は、上田で径0.89---0.96m、底面で、0.71TI

前後の円形を呈している。 深さはO.82mで、底面は中央に向かつて緩く傾斜していて、度は中位で一度わ

かにくびれ、さらに外領して立ち上がる。覆土3傘 4麿は人為的に埋め戻されたもので、その後に壁の崩壊土

である褐色土や蓋震が自然流入したものと考えられる。なお2" 3層中には焼諜が確認されたが、こ

的に見ると深鉢形土器を盟む配置になり 1 土坑廃絶後に単独の石国土器埋設炉が存在した可能性も否定でき

ない。

り

本土坑は覆土の堆積状況から

(高橋)

剥片13点、炭化栗L点のほか、 lj畜から骨片1点が出こt.している。

と判断され百その持期は出土土器からlVc期(大和ITBC式〉と考える。

一-!Ll三一一



第 5章南調査区の遺構

SK3062土坑(図版126)

調査区北端のLN49区に位置し可 8K3063を切っている。穫認蔀は地山言語で、暗褐色土や黒褐色土が径2m

の範間に広がっているのを確認したが、精査の結果から8K3062と8K3063" 3064が重複していることがわかっ

fこO

本土坑の規模は上国が径0.99m、底面が直径0.8m前後の円形を呈し、深さ0.21mで、底面は漸移層にとどま

る。中央に向かつて緩く額斜する底面はしまりがあり、援は丸みを持ちながら外傾して立ち上がる。

培褐色土は土器片、剥片、炭化物を多く含んでしまりがあり、人為的に埋め戻されたと判断される。

遺物は土器139点、土製耳飾l点、スクレイパー3点王剥片48点、が出土しているが百耳飾などは特徴的な出

土状態ではなく、覆土中位から他の遺物とともに検出されている。

本土坑は覆土の堆積状況から土坑墓と判断され1 出土土器からIVa1期を上限時期と考える。(高橋)

SIく3063土坑(図版126)

調査区北端のLJ¥T49区lこ位援し、 8K3062" 3064に切られる。礎認状況は8K3062と持様ではあるが、嘉平

な擦を中心に焼土が径0.8m'まどの範囲に広がっているのを確認した。上面は径0.65~.70m、底面も鼠径O.6n1

前後の円形を呈し、深さ0.20mで、底面は漸移層で、とどまる。断面形は8K3062に類似する。覆土は赤褐色焼

土下に、しまりのある黒褐色土があり、地山の小円磯のほかに土器細片や炭化物を含んでいる。確認、面から

検出された擦は、土坑中央から北壁まで折り重なった状態であったが1 焼けていないため擦の上面に焼土が

意図的に置かれたと考えられる。

遺物は土器7点、スクレイパ-1点、剥片山点が出土している。

本土坑は覆土の状況や繰の在り方から土坑墓と判断される。出土土器と他遺構との切り合い関係から 1

rVal期を下限時期と 日令 はない円

土坑(密扱126)

し、 っている。 は8K3062.. 3063と間様であるが、

‘さ深マ
hvれ

電

J1C

組
以
一
沼
山

OX 1，0111以上、

は凹凸が忘り北西に向かっ

.... ，/ 
A / ， していたと

く顔斜していて、壁泣 して

'7 

/.;) 0 

じりの黒褐急土でしまりはないが、郡片を多く含んでいる。

遺物は土器8点1 剥片時点、が出土している。

本土坑の性格は不明であるが、出土土器からrVal期を上限時期と る。(高橋)

10土坑(図版126)

謁査区北端のLJV148区

の範西に広がっているの

は平坦である。

し、 8KP3111を切っている。

した口上面は1.44 1 

ち上がる。

が1.6X 1.2mの

も1.3XO，9m前後の構円形を呈し 1 深さな20m

〈与 ブ口、ソ

ク状となっていて人為的埋め戻されたものである。遺物は各層から出土しているが、本来包含層であった1

も多い。

は土器31点王 スクレイノマー 徴iJ¥剥離痘ある剥片l点、 している。

寸 AA
''''ふみ恒ー-
~ A A 



3節南調査区の検出遺構と遺構内出土遺物

本土坑は形態や覆土の状況から土坑墓と判断され、出土土器から五句1期を上限時期と考える。(高橋〉

SK3126A土坑(図版126)

LN48区V層上面で確認した。 SKP3126B柱穴を切っている。長径1.01m、短径O.97mのほぼ円形平面をな

す。壁はやや急傾斜で立ち上がり、底面はほぼ平坦である。確認面から底面までの深さはO.33mである。

覆土は炭化物と遺物とを多量に含むク口ボク土である。覆土中からは縄文土器破片、石鍛破片1点、スク

レイパ-1点、回石類1点、ノウサギの左距骨片1点、種不明骨片1点などが出土した。出土遺物の由来は現状

では不明である。

本選構は形態および覆土の特徴から、円形平面の土坑墓の可能性が強いものと推測する。出土土器には時

期幅があり、その下i壊はIVc期で、ある。よって、本遺構の上限時期をIVc期(大洞BC式〉と判断しておく。(築〉

SK31 

LN48区に位置する。 IV層上面で確認した。長径1.76n1.，.短径O.83mの照丸方形平面をなす。壁は比

較的急傾斜で立ち上がり、底面はほぼ平坦である。確認留から底面までの深さはO.63mを損11る。長軸

方位はN-88
0 

- Wである。

覆土は1-.，，3J蓄に分けた。 1層は現状で土坑東半儲に錦在する主に地山土由来の堆積層である。 2麗は大形丹

磯を含み、土坑底部に向かつて若干傾斜した堆護状態を呈するo 3}震は比較的均質で、ある。地出土粒を含む

が、遺物は比較的少ない。これらの覆土はその土質および混入物から百いずれも埋め戻し土と判断する。

覆土中からは縄文土器破片百二次加工ある剥片1点、剥片、補乳類の骨片13点などが出土した。このほか、

3層中からは、土製耳飾破片3点も出土している。これらの土製主主飾破片はいずれも摩滅した小片のため百同

あるかは判断し難い。

形態および覆土の特徴から、隅丸方形平面の土坑墓と判断する O さらに覆土断面形状からは百

り込み面付近ま

ろう。

にj毘入したものと

SIく3128土読〈函絞127)

し¥その上面iこ大形月擦を据えた後に1 土坑掘部土で盛土を造成したとの誰

にはrValr~r\Tc群む時期騒がある。出土土器は基本的に土坑;留め戻し

ることから吉本土坑のよ摂時期は117c期(大潟BC式)と判断しておく。

読査区北部のLIvI47吋に位置し"SK3129を切っている。確認は地山面でミ径2~C)mの範簡に黒褐

広がりを認めたが百本土坑とSK3129百SX3130が重擾していることがわかったが百土層観察用畦壁面では車

り込まれている。土坑の規模はよ窃が直径0.82m、底面が直径0.7m前後の月形を呈し、深さ0.45m

で底面は地まで達している。覆土は車}蓄の流れ込みと考えられる1層のほかは埋め戻されたものでミ遺物

ら出土した。

遺物は土器55点、土製耳飾1点百剥片3点が出土しているつ

は覆土の状況から士坑墓と判断され百出土土器からIVal鶏を上限時期と考える。(高橋)

29土坑(図版127)

認査区北部のLlv148区に位置し、 り、 SK3128に切られている。土坑規模 で長軸1.38111

;て短斡O.76m以上の楕円形で1 も長軸1.3mX短軸O.7m以上で、ある。深さは0.20n1で、底面は平坦で、堅くし
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まり、震は直線的に外額して立ち上がる。覆土は地山砂霊土

遺物は土器41点、出石類1点、まIJ片5点が出土している。

されたものである。

本土坑は形態と覆土の状況から

るが百確実ではない。

と判断され、 SK3128との切り合い関係からrVa期を下限時期と

SIく3133土坑(図版127)

調査区北側のLN48区に位置している。確認は地山商で黒色土が径0.8mの範囲に広がっているのを確認し

た。上国は直径0.7mの円形を呈し、深さO.1mで、断面は中華鍋様で、ある。覆土は地山際の混入する黒色土で1

土器片や剥片が含まれる。

まiJ片11点が出土しており、剥片

り方から、島

!JC 
ものである。

本土坑 された場所とも られる。

らrv ，J... ァ
心。

SK3135土坑(図版

謂査区北側のLLeLIvi48区に位置し 1 東側は援きしによって剖平されている。確認面は地山富で 1 褐色土が

.Omほどの範囲に広がっているのを確認した。上国は長径O.93m以上五底面も長径0.70m以上の楕丹形と

推測される。 深さは0.40mで、底面は中央に向かつて緩く傾斜しており、壁は底密から丸みをもって平誌に

立ち上がる。

は本来地山土である褐色土と樺色土で、埋め戻されたものである。

遺物は土器l点が出土している。

と判断さ 3
h
J
 

;- プ

mv

3K3i特土坑(図版

した口掘り G 

ら鹿市までの深さは

0.26mを i~}J る。長軸方{立はN Wである。

とし、東半部がより
。
、， らは縄文土器援片、二次加工ある郡片

したn

は形態から、構円形平面をなす土坑墓の可能性が強いものと推定する。出土土器はfy群に属すると

判断するが、詳細な時期は不明である。現状では三本土坑の詳細な時期も不明で5ちる。

3iく3147 図版

している。 は地山間で、 .6 っているの

は長軸1.56m 短軸0.77111で、底面も長軸1.45mX短軸0.58mの靖円形を呈している。深さは

0.20mで百底面はわずかに凹凸があるものの堅くしまり、壁は東ではほぼ垂痘に三密では底密かり主jグチ守利二っ

て外額して立ち上がる。覆土はf塩山擦の混じる結褐色土で人為的に埋め戻されたものと考えられる。

遺物は土器14点、剥片2点が出土している。

本土坑は形態と覆土の状況から土坑墓と判断される。詳細な時期は不明である。

-146-
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SK31特土坑(図版128)

LM47区VII層上田で確認した。掘り込みは長径1.59m、短径0.89mの楕円形平面をなす。壁は緩やかに

ち上がり、底部には凹凸がある。確認面から底閉までの深さは0.24mを測る。長軸方位はN-8t-wであるO

覆土は主としてクロボク土と地山土との混合度の差によって1~3層に分けた。 1層は地山土を主体とし、

2 e 3層はクロボク土を主体とする。少なくともlぺ層は地山土を含むことから、人為的な埋め皮し土の可能

性が強い。覆土中からは縄文土器破片と土製耳飾破片1点、崎乳類の関節骨片1点が出土した。

本遺構は形態および覆土の特徴から、楕円形平面の土坑墓と判断する。出土土器から、本土坑の上限時期

はIVa1期と判断する。(栄)

Siく3i5i土坑(図版128)

調査区西端のLSeLT42区に位置する。確認は地山市で、黒色土が径2.0mの範囲に広がっているのを確認

した。上面は一辺1.6mの方形で、底面は直径1.3111の円形を呈している。深さは1.0mで、底面は中央に向かつて

わずかに傾斜し、壁は底面から0.75mまでは垂直に立ち上がり円筒状であるが、上位は大きく外傾して立ち

上がる。覆土は培褐色土と地山土である褐色土が五層に堆積しており、自然の流れ込みである。

造物は土器13点、白石類l点、剥片4点が出土している。

本土坑は覆土の状況から土坑墓とは判断し難く、貯蔵穴としての機能なども考えられる。時期は出土土器

から躍a期を上限時期と考える。(高橋〉

SK31i1土坑(図版128)

調査区北側のLIv147区に位置している。確認は地山面で、黒色土が径0.7mの範屈に広がっているのを確認

した。上面は径0.70>< 0.60n1、底面も直径0.5rn前後の円形を呈している。深さはな14mで、底面には凹凸が

あり壁は外傾して立ち上がる。覆土は炭化物を多量に含む黒色土で、造物も混入している。

遺物は土器24点1 剥片15点が出土している。

本土坑は覆土の状討から小形の土坑墓と判断され、 らfVal期を上限時期と考える。(高橋〉

81く31i2土坑(密版128)

調査区東端のLS43区に泣還している。確認l土地山富で、黒褐色土と暗褐色土が2.0>< 1.0mの範囲に広がっ

ているのを確認した。上面は長紬1.82mX短軸0.95、底面も長軸1.2m><短軸0.6m前後の楕円形を呈する。深

さは0.47mで、底面は平沼で竪くしまり、壁は東側でほぼ垂直に、部側では丸みをもって外傾して立ち上がる。

は藍魯 fV層からの流れ込みで、あるい 2震を除けば地山土が埋め戻されている。

遺物は土器23点、石核1点、郡片1点、が出土している。

本土坑は形態と覆土の状況から土坑墓と判断され1 出土土器からfVa2期(大j両日式〉を上限時期と考える。

(高橋)

SK31 

調査区西端のLQeLR45区に位置している。確認面は地山で、 2{霞の角磯を中心に培褐色~黒褐色土が2.0

X 1.2111の範囲に広がっているのを確認した。上面は長軸1.92m><短軸1.10、底部は長軸1.9111X短軸0.9111前

後の楕円形を呈している。深さは0.64mで底面は平坦で、竪くしまりがあり百壁は底面から直線的に立ち上が
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第 5章荷調査区の遺構

る。覆土は培褐色土が主体で璽..IVJ警が埋め炭されたものである。

造物は土器51点1 剥片14点が出土している。

本土坑は形態と覆土の状況から土坑墓と判断され、出土土器からIVa2期(大洞B1式)を上限時期と考える。

(高橋)

SK3188土坑(図版129)

調査区西側のL046区に位置する。確認面は地山で、径0.7mの範囲に黒褐色土の落ち込みを確認した。確

認段階では平面的な大きさから柱穴としたが、覆土の堆積状況から土坑としたものである。上面は直{釜O.65m、

深さ0.451TIで百底面も直径0.4mの円形を呈している。底面は砂磯層上面まで達していて可凹凸があり可壁は

わずかに外傾しながら立ち上がる。覆土は粘性の強い黒褐色土で、理め戻されたものである。

遺物は覆土中全体から出土していて、土器46点、剥片26点、砕片9点であり、いずれも埋め戻された十に

含まれていたものである。

本土坑の性格は不明である。出土土器からIVa1期を上限時期とする。(高橋〉

SK3208土坑(図版129)

調査区中央南側のLN42区に位置している。確認面は地山で1 稽褐色土が1.0XO.8mの範囲に広がっている

のを確認したc上部は0.90XO.76m、底面も0.8XO.6m前後の稽円形を呈している。深さは0.29n1で¥断面は

中華鍋底様の底面から一度くびれる袋状である。覆土は自然の流入土であるl層を除けば"2層は盟}蓄が，，3J蓄

は地山土が埋め戻されたものである。遺物は出土していない。

本土坑は形態と覆土の状況から貯蔵穴から土坑墓に転用された可能性もあるが1 時期は不明である。(高

..J..::;C.'¥， 

干高ノ

SK32i9土坑(図版129)

調査区中央南部のLN42区に位置している。確認、古は地出で1

のを確認した。上田は直径0.83m"底面も直径O.75mの

底部からわずかに丹、に膨らみ上位でくびれる袋状である。

遺物は出土していない。

ほどの範囲に広がっている

している。深さは0.26n1で、産JT面は平;湿な

はm" [¥1騒が理め寵されたものである円

本土坑はSK3208と同じで貯蔵穴から土坑墓に転用された可能性があるものの、

る。(高橋)

ついては不明であ

SK3220土筑(図版129)

調査区中央南側のLN42区に位置している。地出で、黒掲色土が径O.7mの範囲に広がっているのを確認した。

上面は径0.56，...._，0.58m、底部は痘径0.5m前後の不整円形を呈している。深さはな16mで、底面は平塩で壁は

直線的にタト傾して立ちとがる。覆土lま璽"蓄が埋め戻されたものである。

造物は出土していなし 10

本土坑は覆土の状況から土坑墓と判断されるが、時期については不明である。(高橋)

SK3222土坑(図版129)

14'5-



第 3節南調査区の検出遺構と遺構内出土造物

調査区北側のLlv147に位置し、 SKP3223を切っている。 地山面で、直径30cmほどの な擦を中心に

.On1の範囲に広がっているのを確認した。上面は径0.75----0.96m、底面も経0.57----0.68mのやや不

整な円形を皇している。深さは0.47mで、底部は平坦で、竪くしまり、壁はほぼ垂直に立ち上がり、断面は円

筒状である。

覆土は地山土塊の混入する黒褐色土で、上位から中位にかけて大小の磯を多数検出した。これら礁は本来

車 IV層を埋め戻す際に投げ込まれたものと判断される。なお土坑中央上面にある磯は意図的に置かれたも

のであろう。

遺物は出土していない。

本土坑は覆土状況や磯の在り方から土坑墓と判断されるが、時期については不明である。(高橋)

土坑(図版130)

調査区中央南側のLN41尽に役置している。地山語で黒褐色土が径0.8mの範囲に広がっているのを確認し

た。上部は径0.77----0.83m、底面は直径0.6m前後の円形を呈している。深さは0.25mで、断面は中華鍋底様

の底部からわずかに外に膨らみ、上位で一度くびれる装状を呈している。覆土は黒褐色土で地山土である黄

澄色土が混入し、人為的に埋め戻されたものである。

遺物は出土していない。

本土坑は近接して在るSK3208.. 3219に断面が類似し、機能的にも同様と考えられるが1 時期は不明であ

る。
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した。掘り 短径0.55n1の丹形平面をなす。壁

はやや開き気味に立ち上がり可底面はほぼ平坦である。現状で、確認面から底面までの深さは0.20mを測る。

ただし百遺物の出土状況から、本来の掘り込み面はより上位であったと推定する。

;土中突きjlの栢対きさにまさ山土の混入度の高し とその濁患のク口ボク

比較的多量の縄文土器援片の

とする堆譲層とに一

石嫉2点、二次加工

一AM
l
J

の

は主として土坑上位で、検出し

日高乳類の骨片などがある。

は1 覆土の特徴から小山状の盛土を伴った rコ も想定し得るもの

の、現状では断定し難い。出土土器から、本土坑の上波時期はIVa2期(大調印式)と判断する。〈楽〉

した。本遺構はSKP3237A柱穴に切られる。現状から長径0.92m、短径0.90mの円

なす。底面は平坦で百確認密からの深さは0.13m~こ過ぎない。覆土は蓄に類似した比較的均質な

クロボクごとである。覆ごと中からは縄文土器破片1点が出土している。

は覆土の由来が判然とせず、現状ではその性格は不明で、ある。出土土器から、本遺構の上限時期は

f¥Ia2期(犬病問主J蔀誇と推定する。〈栄〉

SK3251土読〈図版130)

議査i三北端のLO"LP47"48区 しているが九遺構の北西半分は調査区外にある。士官山面で石器忍したが、
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第 5章南調査区の遺構

境界壁の土層断面の観察からは、 ら掘り込まれたと考えられる。土坑の規模は、上留で-径0.8m目、

底面で、径0.6m以上の円形あるいは構内形を呈するものと推測される。深さは0.62rn以上で、底面は中央

に向かつて緩く傾斜している。壁は底面からほぼ垂直に立ち上がり、断面は円筒状である。覆土は耳@班層

がブロック状になって全体に地山土粒が混入していることから人為的埋め戻されたものである。

造物は土器2点が出土している。

本土坑は覆土の状況から土坑慕と判断され、 IVb期(大沼B2式)を上限時期と考える。(高橋)

SK3255B土坑(図版130)

LL46 47区V1I層上国で確認した。本遺構はSKP3255A.. 3255C柱穴に切られてし唱。現状から冗長軸0.70m百

短軸0.60m前後の不整方形平面をなすと推定する。箆はやや開き気味に立ち上がり、底面は一部lこ出凸があ

る。確認面からの深さは0.22mを測る。長軸方位はN-83
0

- "'vVである。

に部分的に堆接するクロボク土である。層栢はV層に類似し、土坑の大

半が埋没した後の流入土と判断する。 2層は地!li土塊が混入することから、埋め戻し土と判断する。地!11土

塊は相対的に上位に多く 1 下位は炭化物の混入が顕著で百より黒味が強い。

らは縄文土器破片山点、剥片11点が出土した。いずれも小片であり、埋め戻し時もしくはその後

に混入したものと判断する。

本遺構は形態と覆土の特徴とから、小形の土坑墓であった可按注を想定し得る。 の2層中からの出土

にはrVal群に属する小片があり、本土坑の上限時期も当該期と判断する。(祭)

5 土器埋設遺構

SR35土器埋設遺礎(図版131)

LJ45区に位置する。 S1 388竪穴住居跡を切る。 E層中で豆位に埋設した粗製深鉢を検出した。埋設土器

は現状で口縁部を欠く。土器内覆土および遺構周辺から、口縁部破片を確認することはできなかった。

土器内覆土は分層不能であったことから、基本的にー誌の埋め震し土と判断する。覆土からは縄文土器被

まIJ片5点、および砕片100点余りなどが出土した。いずれも小破片であり、意図的に埋められたとは

認め難い。このほか、覆土中からコナラ麗子葉が1点、掘り込み埋め突し土中から璃乳類の関節部分の骨片l

点がそれぞれ出土している。

はrvc~群(大洞BC式〉 る。(祭)

SR35土器翠設遺構(図版131)

L 145区に位置する。立層中で正位に埋設した粗製深鉢を検出した。なお、本遺構はSK203土坑と

る。本遺構の確認、面がより上位であることから、本遺構が新しいものと判断する。

埋設土器は現状で口縁部および服部上半の約を欠く。土器内護土および遺構局辺から口縁部破片を確

認することはできなかっ

ったことから、基本的に一括の埋め戻し土と判断する。覆土上泣から出十した

径10cmを越える比較的大形の亜角磯2点は意図的に埋めた可能性があろう。このほか、埋設土器内からは縄

文土器破片約20点、剥片数点などが出土している。これらは墓本的に小破片であることから可埋め突し特に

混入したものと判断する。なお百掘り込み埋め戻し土中から二次加工ある剥片が1点、出土している。現状で

1S0 



3節南調査区の検出遺構と遺構内出土i毒物

l土、意図的に埋められたかは判断し難い。

は百c群〈大沼BC式)~こ属する。

SR37土器埋設遺構(図版131)

LJ39区に位置する。立膳中で正位に埋設した粗製深鉢服部下半~底部を検出した。調査では、土器埋設

のための掘り込みは明瞭ではなかった。埋設土器内覆土は比較的均質なクロボク土である。

遺物はない。

埋設土器はIVb群(大沼印式)に属する。(楽)

3 

らの出土

LJ38区に位置する o VI層中で正位に埋設した粗製深鉢底部のみを確認した。精査時には埋設土器上部は

部平されており¥かっ、土器内覆土も掘り上げていたため三連講の詳細は不明で、ある。

埋設土器はlVb群(大沼印式)に属する。(築)

SR39土器埋設遺講(図版131)

LK37 38区VI層上面で確認した。 SK76土坑を切っている。現状で、ほぼ正位に理設した粗製深鉢制部~

底部を確認した。ただし可断面図作成面は場設土器底部をはずれている。埋設土器内には別個体の深鉢口縁

部~服部を大形破片に分割して約めている。

土器内覆土は基本的に内部の深鉢破片を境に二分できる。上位の1層はしまりがほとんどなく百埋設土器

内中央部に堆積する。このことから、本層は土器破片を内部に納めて深鉢を場設した後、土器破片が下方に

陥没するにつれて、周囲から流入した堆覆と推定する。埋設土器内からは他の出土遺物はなかったc

埋設土器はIVb群(大、詞B2式)に属する。(柴)

iこ{立謹する。宜層中で正位に埋設した粗製深鉢を確認した。埋設土器内には別個体の粗製深鉢下

半を逆位で、入れ、その下位には同一深鉢の口縁部~胸部の大形破片を重ねるようにして納めている。

埋設土器内覆土は四分した。逆位深鉢内の覆土はしまりがなく百土器埋設後に流入したものと判断できるむ

その下位の2層は若干の地山土粒を含み、深鉢破片とともに人為的に埋め戻された堆積であろう。底面直上

の3e 4層は混入物が少なく 1 遺体埋葬部位に対応する可能性を想定しておく。

このほか、土器内覆土からは縄文土器破片数点と微小剥離痕ある剥片1点、剥片4)点および土製耳飾破片1

点が出土している。土器破片および石器類はいずれも小片であり、土器埋設特に混入したものと判断する。

また、 2層上位からの出土した土製耳飾破片は小破片であることから、現状では意図的に埋められたかは判

断し難い。

はrVb群とIVc群の中間的な形態をなすO …方、埋設土器内に入れられた粗製深鉢はryc群に

ことから、ここでは本遺構はIVc期(大潟BC式)に属すると判断しておく。〈楽〉

土器埋設遺講(図版132)

LJ38区に位置する。謹上面で正{立に埋設した粗製深鉢底部を確認した。また、埋設土器内面および掘
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第 5主主 南調査区の遺構

り込み内からは定IJ紹体の粗製探鉢の腕部~底部のおよそ1/5程度が破片で出土している。このほか百埋設土

器内からま!J片i点も出土した。

埋設土器はIVc群(大洞BC式〉に属する。一方、埋設土器の内外から破片となって出土した粗製深鉢はIVa

群に属する。当該深鉢は出土状態から 1 埋設時に意図的に埋められた可能性が強いものと推定するが、ここ

で'tiIVc期における本遺構構築時に周辺の造物包含層中の深鉢破片を利用した可能性を想定しておくの(築)

SR42土器埋設遺構(図版132)

L 146区に位置する。本遺構はSKP184柱穴を切っている。現状ではSKP184覆土上面で、正位に埋設した小

形粗製深鉢底部を確認したのみである。土器内覆土は確認時にはすでに掘り上げていたため百その詳細は不

明である。埋設土器はfvc若手(大洞BC式)に属する。(楽〉

5 

LK39区立層中で確認した。 SR99土器埋設遺構と隣援するが、切り合い関係の有無は不明で連うるの埋設土

は確認面からの深さO.35mの掘り込み中に底部と柄部および口縁部が大きく壊れて分離した状態で確認し

た。調査時には土器埋設の状態および覆土の性格を必ずしも明確に判断できなかった。その後の整理作業に

おいて、埋設土器は口縁部と踊部下半の一部を除きほぼ復元可能であった。このことから、本遺構は吉本来百

完形の粗製深鉢を正位に埋設したものであり、その後、土圧により胸部が大きく破壊され、破片が土器内部

ち込むなどして変形したものと推定する。

なお、確認、面および埋設土器内からは5.11]1弱体の縄文土器被片のほか、須恵器翠破片も1点出土している。

いずれも小破片であり、埋設持およびその後に混入したものと判断する。

埋設土器はP!c群〈大潟EC式〉に属する。〈楽〉

円い己 図版132)

した組髪譲鉾を確認した。

ーパした。土器内中央上泣に堆議する1}蓄はi宮山土粒を多量に

は口縁室長ま している。

し土と判断する。

り している。 2層はよ吉山土粒の混入の少ない比較的均質なクロボク土である。 で

Jj!J{面体の深鉢胸部破片が埋設土器底古から5-..-8cm上泣で、出土している。この lまか百埋設土器内からは

縄文土器破片約20点百微小剥離痕ある郡片1点、が出土しているが、これらの造物の詳細な出土状況は不明で

ある。

埋設土器はIVa2群(大沼田式〉にf奮する。なお、 251-3はより後出の土器と推定できる。しかし百小破片で

あり、土器埋設後に混入したものと判断する。(祭)
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る。立層中で正位に据えた粗製深鉢を確認した。埋設土器は には口縁部を欠いて

いた。詳細な出土状況は不明で、あるが百 251…3は同一個体の口縁部破片の可能性がある。このことから百

設土器は本来完形の状態で埋設され、その後、口縁部が部平された可能性が強い。

土器内覆土は比較的浪人物の少ないクロボク土である。;埋設土器内からは別極体の縄文土器破片が数点出

している。いずれも小片であり、混入したものと推定する。

1Cl) 
一一一 』 司rLVl-1 



第 3節南調査区の検出遺構と遺構内出土遺物

はIVa群に属する。(築〉

SR特土器埋設遺構(図版132)

LL39区に位置する。 E層中で正位に埋設した粗製深鉢を確認した。埋設土器は口縁部から胸部上半を打

ち欠き百その大形破片を内蓋として納めている。また、埋設土器底部は穿孔されていた可能性がある。土器

内覆土は内葦の土器破片の上下では明瞭な違いがなく、ともに混入物の少ないク田ボク土である。埋設土器

内からは他の出土遺物はなかった。なお1 土器埋設のための掘り込みの範囲は明瞭ではなかった。ただし、

埋設土器の外側に接するように出土し、土器埋設のための掘り込みに伴うと判断できる別個体の粗製深鉢口

縁部破片も確認している。

;埋設土器は充分に接合復元することができなかった。おもに底部形態からIVa2群〈大洞印式)に属すると

判断する。また、掘り込みから出土した252♂も内外出の調整および縄文の特徴などから"IV a2群に属する

と判断しでも矛屈しない。掘り込み中に意図的に埋められた可能性もあるが、現状で、は断定し難い。〈祭〉

土器埋設遺構(図版133)

LL39区に位置する。宜層中で、正位に埋設した粗製深鉢底部を確認した。埋設土器は遺存状態が不良でミ

堤設時の詳細な状況は不明である。また、整理時には当該遺物を確認できなかった。〈祭〉

S持48土審理設遺講(図版132)

LL39区に位置する。耳属中で正位に埋設した粗製深鉢を確認した。埋設土器は現状で上半を欠く。同一

個体と判断できる口縁部破片が周辺か与出土していることから、完形の深鉢が埋設され、その後、上半が削

。
品市、一
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u可たれしさ平 は比較的混入物の少ないク口ボク土である。埋設土器内からの

はなかった。

埋設土器はrvc群〈大潟BC式〉に属する。〈楽〉

s 
LL41区豆

部被片を納め

した。口縁部を打ち欠いた粗製深鉢を正位に埋設している。内部には打ち欠いた

白石類i点、のほか数点の大形再磯を充填している。確認居期辺にも河燥が分布するが1

うものかは不明である。土器内覆土は口縁部破片を境に上下に二分した。上層は混入物が少ない

均賓なクロボク土であり、月磯充填後に居留から流入したものと判断する。一方百下層には少量の地r1r磯の

ほか、骨粉も含んでいる。本j蓄は主として遺体;埋葬部位に穏当する可能性があろう。

埋設土器はIVc群(大洞BC式〉に属する。

なお、埋設土器内面に{す着した炭化物の残存籍訪分析を株式会社ズコーシャ した〈第7章第3節参照)。

LJ41区に位置する。立}露中で入れ子状にして斜位に埋設した2個体の粗製深鉢を確認した。なお、下位で

は本遺構以前のSKP526柱穴を検出している。

埋設土器上半は確認時には削平されており 1 る土器内覆土はE層と類似したクロボク土である。現

153-



5章南調査区の遺構

状では、土器内覆土が土器埋設時に人為的に埋め突されたかは判断し難し'0

覆土中からは縄文土器破片15点1 剥片2点などが出土し、周辺からは縄文土器破片のほか、石錐1点も

している。いずれも本選構に本来伴ったものかは不明である。

2侶体の埋設土器はその形態を若干異にする。両者に多少の型式上の時期差を認め得る可能性があるが、

ここでは大きくはlVa群の範轄でとらえておく。(栄)

SR63土器埋設遺構(国版133)

LK42区H層中で確認した。粗製深鉢をほぼ正位に埋設している。ただし、土器埋設のための掘り込みは

明確ではなかった。埋設土器内覆土は2分した。ともにクロボク土を基調とし、両層の境界は漸移的で=ある。

下層は相対的に造物の包含が少なく、、かっしまりが強い。覆土中からは縄文土器破片約20点、剥片3点など

が出土している。いずれも小片であり、現状では意図的に埋められたとは想定し難い。また、下層からは骨

片2点が出土している。

本埋設土器は現状で口綾部を欠く。 IVc群(大許可BC式)に属する。〈楽〉

SR66土器埋設遺構(図版133)

LL39区に位置する。五層中で正位に埋設した粗製深鉢を確認した。埋設土器は口縁部の大半を欠失して

いる。土器内覆土は混入物の少ないクロボク土である。埋設土器内からは剥片1点が出土している。

埋設土器は充分な復元が医難であった。そのため確実ではないが、 IVb群(大洞B2式)に属すると判断する。

(栄)

SR72土器壊設遺構(図版134)

LL38窃 39区に位置する。 VI層中で正位に埋設した粗製深鉢を確認した。埋設土器はほぼ完形である。

器内覆土は上下に二分した。上層は地L1J土粒を含み、埋め戻し土と推定する。下層には地山土粒がほとんど

なく百主に遺体;埋葬部{立に相当する堆積の可能性が強い。下層からは有孔石製品が出土している。遺体の装

もしくは副葬品と推定できょう。

埋設土器はIVa群に属する。(楽〉

s 土器壇設遺構(図版134)

LJ"LK34区に位置する。 VI層上面で正位に埋設した粗製深鉢を確認した。埋設土器の遥存状態は不良で

あった円しかし、口縁部が程度残存することから 1 本来、完形の深鉢を埋設したものと判断する。

土器内覆土上位からは5j1J個体の粗製深鉢口縁部~胸部の破片が重なって出土している。また、覆土下位から

はさらに完!j{自体深鉢胸部の大形破片が出土している。これらの出土状況から百本遺構は2個体の粗製深鉢の

大75破片を大きくは二重の内蓋として埋設土器内に納めたものと判断する。ただし、これらの土器破片の上

下での覆土の相違を認定することはできなかった。このほか、埋設土器内からは深鉢胴部小破片l点とSR111土

器埋設遺構の埋設土器破片数点および剥片3点、が出土している。これらはし1ずれも土器埋設時に混入したも

のと判断する。

埋設土器はIVb群(大澗B2式〉に属する。(築)

.r' 
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第3節商調査区の検出遺構と遺構内出土遺物

SR80土器翠設遺構〈図版134)

LK"LL38区に位置する。 vll層上前で正位に埋設した粗製深鉢を確認した。埋設土器は口縁部から胴部上

半を欠失する。土器内覆土はクロボク土である。埋設土器内からは別個体の土器破片3点が出土している。

いずれも小片であり、混入したものと判断する。

埋設土器はIVa群に属する。(栄)

SR83土器埋設遺構(図版134)

LJ45区に位置する。 立層中で¥正位に埋設した組製深鉢底部を確認した。遺構上半は既に削平されてお

り、埋設土器は、現状で、器高11cmあまりが残存するに過ぎなかった。掘り込みは明確に確認できず、埋設

土器内からの出土造物はなかった。

埋設土器はIVl法学〈大沼B2式)に属する。(築)

3宍97土器埋設遺播〈図版134)

LL43区に位置する。藍層中で正位に埋設した粗製深鉢底部のみを篠認した。埋設土器内からは特記すべ

き遺物等の出土はなかった。また、遺構周辺には多量の遺物が分布していたが、確実に本遠構に伴うと認定

し得るものもなかった。

埋設土器はIVa2群(大潟別式)に属する。(祭)

SR98土器埋設遺構(図版134)

LL39区に位置する。 立層中で正位に埋設した粗製深鉢を確認した。埋設土器は底部が遺存するのみであっ

た。土器内覆土は混入物の少ないクロポク土である。埋設土器内からは藍a群およびl¥Ia2群に属する縄文土

器小破片各l点と剥片1点、が出土している。

埋設土器はIVa2若手(大許可B1式)に属する。(築)

土器埋設遺構(図版132)

LK39区立層中で確認した。 SR43土器埋設遺構と隣接するが百切り合い関係の有無は不明である。遺構は

に破片となって重なっている復元口径24cmの粗製深鉢口縁部~日間部からなる。湾問からはほかに向一個

体の可能性ある粗製深鉢底部およびそれぞれ別個体の粗製深鉢口縁部破片@底部破片が出土している。

本遺構は確認面および断面で土器破片が椀形に並ぶ可能性を認めたため百土器埋設遺構とした。しかしな

がら、調査においては埋設時の状態を充分に明らかにすることはできず、覆土の性格も不明である。

本遺構出土土器のうち百 257-8はIVc群百 257-9tまfVa群に属する。後者は小破片であることから、混入と推

定する。よって百本遺構はfvc期〈大潟BC式)に属すると判断する。〈柴)

SR1∞土器翠設遺構(図版135)

L 145区に位置する。 IVJ畜中で、正位に埋設した粗製深鉢底部のみを確認した。 は践に削平され

ていたものと推定する。掘り込みは明確に確認できず、また、土器内覆土からの出土遺物はなかった。埋設

土器は現状で百器高10cm足らずが残存するに過ぎず、土器埋設時の詳細は不明で、ある。

埋設土器はIVc群(大M1BC式〉に属する。(楽〉

1にに
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第 5章南調査匿の遺構

SR111土器場設遺講(図版135)

LJ34区に位置する。 VI層中で粗製深鉢破片がまとまっている状態を確認した。深鉢は全体の1/2程度しか

違存せず、埋設されていたかは必ずしも明瞭ではなかった。しかし、本区周辺までは造物包含層が広がって

いないことから、ここでは土器埋設遺構として扱った。土器は胴部破片を下にし 1 その上に押しつぶされた

ような状態で胸部下位~底部破片が乗り、さらにその上に臼縁部~服部破片が重なった状態となっていた。

また、約50cm南西に位置するSR75土器埋設遺構内からも当該土器の胴部破片が出土している。本遺構を土

器埋設遺構とするならば可埋設時に土器の一部を打ち割った破片を掘り込み底に敷き、その上に残りの土器

を据えた可能性があろう。

埋設土器はIVa2群(大洞B1式〉に属する。 SR75土器埋設遺構から出土した破片は、当該遺構がIVb期に属

する可能性が高いことから、 SR75土器埋設遺構構築時に混入したものであろう。

SR1 i 

LL37区に位置する。 vll層上面で、正位に埋設した粗製深鉢底部を篠認した。埋設土器は違存状態がきわめ

て不良であった。現状では土器埋設時の詳細な状況は不明である。埋設土器はrvc群(大、調BC式)に属する。

(楽〉

SR113土器壇設遺構(図版135)

LL37区に位置する。羽層上面で正位に埋設した粗製深鉢底部を確認した。埋設土器は遺存状態がきわめ

て不良であった。現状では土器埋設時の詳細な状況は不明である。埋設土器はIVc群(大洞BC式)に属する。

(楽)

SR114土器埋設遺構(図版135)

LK36区に位置する。 した粗製深鉢底部を確認した。土器内覆土法クロボク土であ

る。埋設土器内からは出土造物はなかっ

埋設土器は1Vb群(大調印式)に属する。(築)

SR115土器埋設遺構(図版135)

L 1 37区に位置する。羽層上面で正位に;埋設した粗製深鉢底部を確認した。

あった。口縁部から服部を欠失するほか百底部の一部も欠いていた。また百確認、時には土器内覆土を既に掘

り上げていたため、その詳細は不明である。埋設土器は底部の一部を打ち欠いてい

では断定し難い。

はrva群に属する。

S宍116土器埋設遺議(図版135)

もあるが、現状

LJ35区に位置する。VlI層上田で正泣に壊設した粗製深鉢底部を確認した。埋設土器は違存状態が不良で

あった。口縁部から服部を欠失し、さらに確認時には土器内覆土を既に掘り上げており、土器埋設時の詳細

は不明である。埋設土器周辺からは別個体の土器破片数点を検出しているが、その出土状況も不明で、ある。

埋設土器はIVa群に属する。

lbb-



3節南調査区の検出遺構と遺構内出土遺物

SR11 

立j雲中で石室認した。遺構は遠存状態が不良で、議査で、は逆泣の総製深鉢口縁部の一部を確認した

に過ぎない。土層断面の観察では立層中に土器埋設のための掘り込みが存在する可能性があるものの、半日然

としない。土器の内外からは若干の縄文土器破片や二次加工ある剥片1点王微小剥離痕ある剥片3点などが出

うものかは不明で、ある。

るのみである o IVa群に属する可能性が強い。(祭)

5R i 

L 1 43 e必区立層中で、正位に埋設した粗製深鉢を確認した。本遺構はSB430建物跡P2e S 1 617竪穴住居跡

を切っている。

ための掘り込みは必ずしも明瞭ではなかったが1 他遺構との位置関係から 1 埋設土器よりも一

回り大きい程度であったと推定する。埋設土器上位は被援が著しいが、一部口綾部まで残存している。ま

埋設土器上位中央からは濡平な大形再選撃が出土している。これらのことから、本遺構は完形の深鉢を掘り込

み中に据え百口縁部まで一気に掘り込み掘削土を埋め戻し、上富に蓋石を震いたものと判断する。土器内覆

土および諮与込み埋め喪し士からは比較的多量の縄文土器被片が出土している。これらはいずれも小破片で、

かっ著しく摩滅したものが多いことから、埋め戻し特に護人したものと判断しておく。

はfvc群(大潟BC式)に属する。(築〉

SR124土器理設遺構(図版136)

LJ43区立層中で確認した。全体に破損が著しく、また、掘り込みは明瞭ではなかったものの、下位で深

鉢服部下位~底部の一部を正泣置で確認したことから三本来1 粗製深鉢を正伎に据えた土器埋設遺構と判断

しfこO

埋設土器は遺存状態が不良であった。口縁部~腕部上半部分をほとんど欠失しており、口縁部破片の一部

と服部下半の多くが薮片となって埋設土器内部から出土している。埋設土器内覆土は比較的均質なクロボク

る。埋設土器破片以外には、剥片@砕片約80点王骨片L点百ブドウ属およびマメ科種子各1点、などが出

している。

本遺構は刊現状では1 完形の埋設土器上位が破壊されたものか、ロ縁部~服部上半部分の破片を内蓋とし

て入れたものかは判断し難い。埋設土器はIVc群(大潟BC式)に属する。(祭〉

SR127土器理設遺構(図版110)

調査区南端のLH40区にあって百 SK286を切っている。遺構の上部は削平を受けていて、埋設された土器

も体部上半を欠いている。確認時点では土器埋設のための掘り込みラインは検出できなかったが1 土器取り

上げ後に検出した掘り込みの規模は上国で、直径0.30m、底面で直径0.10mtまどで、埋設された土器の外形と

ほぼ同じ大きさである。土器は正立した状態で埋設されていて、底部は堀り込み底面からわずかに浮いてい

る。埋設土器内の覆土1，，2層はしまりがあり炭化物、焼土が含まれ、また2層からは骨片が出土している。掘

り込みの覆土はしまりのない褐色土である。

埋設土器はIVc群(大潟BC式)である。(高橋〉
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第 5章南調査区の遺構

SR135土器埋設遺構(図版136)

LL351Zに位置する。立層中で、正位に埋設した粗製深鉢底部を確認した。土器内覆土は累諸色土と塊状の

池山土とに二分した。土層断面形状から、連続した埋め戻し土と判断する。埋設土器内覆土上位からは別館

体の深鉢破片数点が出土している。いずれも小片であり、埋め戻し時に混入したものと推定する。

あった円 に属する可能性があるが三現状では確実で、はない。

(楽)

SR1 

調査区東側のLK45区に位置している。確認は地山由であるが、遺講の上部は創平を受けていて 1 深鉢形

土器の体部下半から底部をほぼ正立した状態で検出した。確認、持点では土器埋設のための掘り込みは検出で

きなかったが、半載の結果、上言語が掻0.6mの円形を呈するものと推測され、深さ 0.2n1で、壁は緩く揺り

状に外傾する。また三深鉢形土器は掘り形の北側壁に屡して正立していたことがおかった。土器内の覆土は

あるが、体部下半まで、大きく削平を受けていることから、本来の覆土であったかどうかは疑問が

る。掘り込み内覆土はしまりがなく、炭化物のほか焼土粒子が含まれる。

と掘り形からミ している。

はrvc群(大洞B(;式)である。(高橋〉

S只145土器埋設遺覆(図版136)

調査区東側のLJ45区に位置している。確認面はE層であるが、遺構の上部は前平をうけていて 1 深鉢形

土器の体部下半から底部をほぼ正立した状態で検出した。確認時点、では土器埋設のための掘り込みは検出で

きなかったが百半載の結果、上面が径0.7mの円形を呈するものと推測され、深さ0.2mで¥壁は緩く揺り鉢

状に外傾する。深鉢形土器は掘り形の北~東壁に接して正立していたことがわかったc 土器内の覆土はしま

りのない暗褐色土であるが、体部下半まで創平を受けていることから、本来の覆土であったかどうかは疑問

が残る。掘り込み内覆土は本来車}蓄の土でしまりがなく、炭化物を含む。

遺物は掘り込み内覆土中から土器片2点、微小剥離痘ある剥片1点、石核1点、郡片2点が出土している。

埋設土器はrvc君主大洞BC式〉と考えられる。(高橋)

SRi46土器理設遺構(図版136)

るo II層中で正位に埋設した粗製深鉢を確認した。埋設土器は現状で口縁部を欠失する

埋設土器内の覆土は豆)藷と類似するクロボク土である。明瞭に分層できないことから、基本的には一括の埋

め戻し土と判断する。覆土中からは縄文土器破片約20点、骨片数点、などが出土している。縄文土器はいずれ

も小破片であり、埋め戻し時に混入したものと推定する。

埋設土器はIVc群(大洞BC式〉に属する。(築)

SR148土器埋設遺構(図版137)

LJ35区に位置する。四層上国で正位に埋設した粗製深鉢を確認した。埋設土器は現状で口縁部から服部

上半を欠失するつ土器内覆土は主として地山砂擦の混入度の差で三分した。土層誌rr面形状から χ 基本的

続した埋め戻し土と推定する。土器内からは剥片1点、掘り込み内からは赤色塗彩された鉢?の小破片1点と
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剥片l点とが出土している。いずれも埋め戻し時に混入した可能性が強い。

はrvc若手(大潟BC式〉に属する。(築〉

SR 

る。理層上面で正位に埋設した粗製探鉢底部を確認した。 は長径O.92mの不整平

さO.23mの掘り込みの南東寄りに据えている。土器内覆土は混入物の少ない均質なクロボク土であ

る。埋設土器内からの出土遺物はなく、掘り込み内から剥片3点、砕片3点が出土した。

プ
号

SR1 

39区に位置する。理層上面で斜位に埋設した粗製深鉢底部を確認した。埋設土器は遺存状主主

良で、口縁部から服部を大きく欠失するほか1 底部のほぼ半分を欠いていた。土器内覆土はt富山土粒が顕著

であり¥埋設時に;埋め良された可能性が強い。埋設土器内からは、男rJ個体の有文の深鉢口縁部破片l点、が出

土している。

埋設土器は充分に復元することが不可能で、あった。底部形態からrVb群〈大将B2式〉に属すると推定する。

ら出土した261ーらは摩滅が著しく、かっ詳細な状況も不明であるため、本遺構に本来伴ったも

のかは判然としなし '0 口縁部形態と文様配置からは埋設土器と何時期と判断し 1 意図的に土器内に納めたも

のと想定しても大きな矛盾はな ~\o (祭〉

S 6u土器埋設遺構(図版137)

LJ38区班層上面で確認した。 SK165" 254土坑を切っている。違存状態が不良で、判然としない部分もある

が、極製深鉢を正位に埋設したものと推定する。確認、時には、埋設土器は底部涜i立が破片となって大きく

形しており百さらに口縁部を欠いていた。

土器内覆土はクロボタ土を主体とし、地山土粒の混入度の差で上下に二分した。 は部分的に地山土粒

し、人為的な理め戻し土の可能性が強~ìO また埋設土器底部直上周辺には焼骨の細片を含んでいる。

本遺構からは百ほかに縄文土器破片約20点王二次加工ある剥片1点王微小剥離痕ある剥片2点 1 剥片3点など

が出土している。 3震から出土した161-11以外はいずれも小片であり百少なくともこれら小片は混入したも

のと判断する。

埋設土器はIVc群(大洞BC式〉に属する。(築)

SR168土器壊設遺構(図版137)

LK38区に位置する。 VJI層上国で正位に埋設した粗製深鉢底部を確認した。埋設土器は現状で、ロ縁部か

ら胸部の下半を欠失する。埋設土器内からは同一個体の腕部破片が折り重なって出土している。遺構は遺存

状態が不良で、土器内覆土の性格も判然としない。そのため、埋設土器内の土器破片の由来などρ遺構の詳

細も不明瞭である。

埋設土器はIVb群(大潟印式)に属する。(楽)

SR1 
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LJ39尽に位置する。百層中で正註に埋設した粗製深鉢腕~底部を確認した。

で可口縁部を欠き、かっ遺寄部分の多くは破片となっていた。現状では底部中央部分も欠くが百底部穿孔さ

~ ¥ 1.こか としな ~\o した。 Lう 1

した埋め戻し土と る。

埋設土器の内外からは少量の縄文土器破片が出土している。いずれも小片であり可埋め戻し時に混入した

ものと推定する。このほか百埋設土器底部直上からは白石類の破損品が出土した。

埋設土器は、遺存状態が不良のため確実ではないが百 IVa2群(大調印式)に属すると推定する。土器底面

直上からの凹石類は埋設時に意図的に納めた可能性があろう。(楽)

3宍iiO土器翠設遺講(思!:友

LK39区に位置する。盟'''_'PJ層相当層中で正位に埋設した粗製深鉢を確認した。理設土器は現状で口

を欠く。土器内覆土はよくしまったクロボク土である。主として色調から上下に二分した。下層がより赤味

の強い色調を呈し、少量の補乳類骨片を含む。埋設土器内からは、埋設土器の破片のほか、号IJ個体の縄文土

ども出土している。また、土器埋設のための掘り込み覆土上位からも

片が出土している。これらは少量かっ小片で、あり百埋め戻し特に混入したものと推定する。

埋設土器は違存状態が不良で、充分に復元するごとができなかった。底部形態からfva2群(大潟印式〉に

属すると判断する。

なお、本遺構からの採取土壌の残存脂肪分析を株式会社ズコーシャに、リン分析をノマリ J ..サーヴェイ株

した(第7章第ト 4節参照)fコ(禁)

SR17i土器理設遺講(図版138)

LK39区 る。 SK264士、坑を切っている。豆!雪中で、正位に埋設し

であったの現状で、口縁部から続部の一部を欠く。

した。

ものの、地の混入物は少ない。 らは完!J個体の深鉢破片数点が しているが1

ロザロヨ台土設望
g
寸
g
J

したものと推定する。

る。(築)

ラ

hソ
/れ

SR1 

L 138区IV層上国で確認した。 SK179B土坑を切っている。本来、完形の粗製深鉢を正位に埋設したもの

と推定するが、遺存状態は不良であった。確認時には埋設土器上半は大きく壊れ1 埋設土器の内外に破片と

なって散乱した状態であった。また、底部も破損し、本来の形状を充分にはとどめていなかった。土器内覆

は上下に二分した。上震は埋設土器周囲の埋め戻し土類似する混準装土であり百埋設時に埋め戻された可能

い。下層は上崩よりも礁の混入が少なく遺体埋葬部位に相当する可能性があろう。

本遺構からは;埋設土器とは別個体の土器破片が数点出土している。いずれも小破片であり、埋め戻し

したものと判断する。

に属する。(柴)

SR1 
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L 1 38区百層上部で確認した。確認面で、長径0.51m、短径0.37mの楕円形平面を呈する掘り込み中に粗製

深鉢を正位に埋設している。遺構上位からは径10，..._，20cm前後の円磯生告、が出土し 1 円磯下から埋設土器底面

かけてからは壊設土器の口縁部~絹部破片が重なって出土している。

土器内覆土の大半は掘り込み埋め戻し土上位と同ーの地山磯が比較的顕著なク口ボク土であった。また、

埋設土器底部直上の堆積は地山磯が相対的に少なく百ょくしまっている。なお百埋設土器内からは剥片1

が出土したほかには出土遺物はなかった。

埋設土器は内部から出土した破片と接合し、ほぼ完形となった。よって百本遺構は完形の粗製深鉢の

部~服部を打ち欠き百その破片を内部に内蓋として入れ有さらに上部に丹礁を据えたものと推定する。

はIVb群(大洞B2式〉に属すると判断する。(築)

LJ45区に位置する。璽層上面で正位に埋設した粗製深鉢を確認した。埋設土器は現状では口縁部を欠き百

調査時には遠権内および周辺からその口縁部破片を確認することはできなかった。埋設土器内からは底面よ

り 5~15cm上位に号IJ個体の粗製深鉢口縁部~服部の大形破片が出土した。土器破片による内蓋であったと判

断する。

は1---3層に分けた。最上位の1層は豆}蓄と類似し、土器埋設後に周囲から流入した可能性が強

いものと推定するG2層は炭化物の混入が顕著で1 土器埋設時に埋め戻されたものと判断する。一方、大形

土器破片下の3層は混入物が比較的少なく百遺体埋葬部位に対応するものと推測する。

本遺構からの検出遺物には土器破片山数点、二次加工ある剥片1点百微剥離痕ある剥片2点、剥片9点、な

ある。その多くは2j書中からの出土である。このほか百土器内覆土の水洗選定IJにより 100点以上の砕片も

採集している。

;埋設土器はfvc群(大潟BC式〉に属する。(楽)

LJ40区 口縁部側をやや南西側に傾け し を した。埋設

ロ縁部の大半を欠き百

豆層類似のクロボク土であるの

には日時部の一部が破片となって落ち込んで、いたり

ったことから、一括の理め戻し土と判断する。

り スクレイノマ

点などが出土している。いずれも小片であることから『埋め戻し特に混入したものと判断しておく。ま

土器埋設のための掘り込みへの埋め渓し土中から石匙破片が出土している。

埋設土器はIVb群(大潟B2式)に属する。(築)

3 

LJ LK44区に位置する。五}留中でかすかに東側に傾けて埋設した粗製深鉢底部のみを検出した。現状で

は覆土内からの出土遺物はなく、本遺構の詳細な構造は不明で、ある。

なお、 当該土器の所在を確認できなかった。確認時の記録から、 に属すると推

る
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5宣南調査区の遺構

SR238土器埋設遺矯(図版139)

L 1 "LJ38区VJI層上面で確認した。上面径O.57m前後1 深さO.45mの掘り込み中に有文の精製深鉢を正位に

据えて埋め戻した後、掘り込み上位南側に柄部を穿孔した小形の壷を置いている。

土器内覆土は底部直上の3層とその上位の2J曹とに大きくは二分できる。 3層は層厚10cm~こも満たないが、

相対的に地山擦が少なく、かっ骨粉を含むことから、主として遺体埋葬部世に棺当する堆覆の可能性が強い。

は地山起源の砂E壌を多量に含み、掘り込み覆土のい 4層とともに掘り込み掘削土の埋め戻し土と

判断する。

らは遺物の出土はなかった。また、土器埋設のための搭り込み埋め戻し土には地111の段

丘礁とともに理設土器の口縁部~服上部破片が出土しておりミ土器理設時に土器の一部が破損したものと判

断する。

は埋設された深鉢が遺体を納めた土器棺、掘り込み上位から出土した小形壷が洪献土器と想定して

おく c 埋設土器は、 B3の底部形態、底面の総代痕、ロ縁部が外反し腕上位に入組搭状文が施されるなどの

本遺跡では特異な特徴を示す。ここでは、小形壷が共伴すると想定することから、本遺構をIVb期(大洞印

式)に属すると判断しておく。

なお、本選構採取土壌の残存脂肪分析を株式会社ズコーシャに、リン分析をノぞり J サーヴェイ

に委託した(第7章第3"4節参照)0(築〉

SR239土器壇設遺構(図版139)

LJ40区に位置する。 立属中で正位に埋設した粗製深鉢を確認した。現状で埋設土器は臼縁部を欠く。埋

設土器内や周囲から口縁部破片を確認することができず、埋設当時の土器の形状は判断し難い。

土器内覆土はE層類{以のクロボク土である。分層が困難であったことからミ基本的に一括の埋め戻し土と

判断する。覆土からは縄文土器破片約10点が出土した。いずれも小破片であり、埋め戻し特に混入したもの

と推定する。

埋設土器はIVc群(大許可BC式〉 る。(楽〉

SR242土器埋設遺構(図版139)

調査区北側のLH43区に位置している。確認、面は地山田であるが1 遺構上半は大きく削平を受けており、

深鉢形土器の体部下半から底部にかけて正立した状態で確認した。土器埋設のための掘り込みは1

径0.4111、底面は直径O.3mであり、深さはO.1mほどにすぎない。覆土は土器内では炭化物を含む

あるが、削平を受けていることから本来の覆土かどうかは不明である。掘り込み内は地山土である樫色土が

ブロック状で混入した暗褐色土で、土器埋設の際の覆土である。掘り込み南側の確認、面で検出した4個の!擦

については判然としないが、地山に含まれる凝灰岩質の磯である。

埋設土器はIVc群(大洞BC式)と考えられる。(高橋)

SR247土器埋設遺構(図版139)

謂査区東側のLH42区に位置する。確認面は池山面で、遺構上半は削平を受けていて百深鉢形土器の休部

中央を確認した。土器埋設の掘り込みは確認時には明確ではなく、半載した結果から、埋設土器よりもわず

かに大きめの規模であったことがわかった。 はこの掘り込みに正立しており、口縁寺区から

162-



第3節南調査区の検出遺構と遺構内出土遺物

部付近までを欠損している。埋設土器内の覆土は1 黄樫色土と褐色土の混合土が主体を占め百底部に薄く暗

褐色土が認められた。掘り込み内の暗褐急土は褐魯土のブロックが混入しているが土器埋設時の埋め戻しの

土である。

埋設土器はIVa2群(大調印式)で、ある。(高橋)

LH" L 1 37区に位置する。羽麗上面で粗製深鉢底部を確認した。深鉢底部は、本来、掘り込み中に正位

されたものと推定できるが1 遺存状態は不良で、あった。口縁部から底部の一部までを欠き三かっ違存

する底部も破片となっており、後世に大きく削平されたものと推定する。違存する土器内覆土からの

物はなかった。

はIVb群(大潟B2式〉に属する。(祭〉

SR256土器埋設遺構(図版140)

調査区東側のLG41尽に位置している。確認は地山富だが、確認当初にはSK357lこ伴うものとして捉えて

いたが、半載の結果から、本遺構がSK357の廃結後lこつくられたものと判断された。深鉢形土器は体部上半

を欠くが..，.立した状態である。土器埋設の掘り込みは0.65>< 0.9n1の権円形、深さ0.25111で、断面は中華鍋

様である。土器内覆土の黒褐色土には多量の炭化物が含まれ、掘り込み内2層の黒掲色土からは炭化した栗

された。また底面は赤褐色に硬化しており、掘り込み内で燃焼が行われているが1 埋設土器は

一次的加熱は受けていない。

遺物は、土器l点、二次加工ある剥片1点、石核1点が出土している。

本遺構は、掘り込み内で粟を焼いた後に深鉢形土器を埋設したものと考えられれるが、これらが葬送に伴

う一連の行為の結果であるのかは不明である。

埋設土器はIVc群(大洞BC式)で、ある。(高橋)

SR257土器理設遺構(図版140)

LL39"40区に泣置する。 IV層中でまとまった状態で粗製深鉢破片や円擦などを確認した。土器は小破片と

なっており、違存状態は不良であった。調査の結果、最終的に本遺構は、粗製深鉢を正位に据えた土器埋設

と判断した。埋設土器内部からは埋設土器本体の破片のほか、JjrJ個体の粗製深鉢底部破片(266-9)およ

び径20__，30cm前後の円磯3点が出土している。また、埋設土器確認面局辺には窪60cmの大形丹磯や

点が存在していた。このほか、石鍛1点が出土しているが、その出土状態の詳細は不明である。なお、埋設

土器内底部直上の2層からは骨粉が出土している。

埋設土器および内部から出土した粗製深鉢底部破片はIVa群に属する。本選構は1 本来、組製深鉢を正位

に埋設し、その内部に別個体の深鉢底部破片や円磯を充填したものと推定する。ただし、埋設時に土器が完

形であったかは不明である。また、周囲の大形円磯や凹石類は本遺構に伴う可能性が強いと推定するものの、

現状では断定できない。石鎌についても、本遺構に伴うものかは判断し難い。(楽)

LL40区に位置する。豆 した粗製深鉢を確認した。現状で埋設土器 / 
¥。
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5章南調査区の遺構

面では埋設土器に一部重なって男IJ錨体の縄文土器破片が分布している。

土器内覆土は二分した。上層は地山由来の砂擦を比較的多量に含み、上泣からは;埋設土器本件破片や足立鱈

体縄文土器破片が出土している。これらの遺物の多くは遺構上半が当日平された際に混入したものと推定する。

下層は上層に比べ、混入物が少ない。少量かっ小形の土器破片のほか、骨粉も検出している。このほかに土

器埋設のための掘り込み内からも少量の縄文土器破片が出土している。また吉本遺構からは石景色破片や剥片

数点、も出土しているが、その詳細な状況は不明である。

埋設土器はIVc若手(大洞BC式)に属する。また、確認、面上に分布する土器破片から百 は土器埋設後百

IVc期中にそ された可能性が高いものと推定する。

SR263土器埋設遺構(図版141)

LL41区に位置する。豆層中で逆位の粗製深鉢口縁部を確認した。土器の内外および産下から小形の

き深鉢が破片となって出土している。謁査においては埋設のための掘り込みを確認することはできなかっ

が、ここでは上述の台付深鉢を含む遺物包含}蓄を掘り込んでミ粗製深鉢を逆位に埋設したものと想定してお

く。現状では遺構の詳細は不明である。

はロ縁部形態と内面識整の特設とから大きくはIV

いものと推定する。(築〉

;こ属する

SR300土器埋設遺播(図版141)

L 1 45区に位置する。 IV層中で確認したc 掘り込み中に有文の深鉢の大形破片を棺身として納めている。

掘り込みは推定長径0.40mの構円形平面で、確認面からの深さは0.30111で、ある。棺身は、逆伎に入れた底部

破片とその上に正位に震いた全体の1/3前後の口縁~胸部破片とによって構成している。

別個体の粗製深鉢の口縁~胴部破片が重なって出土し、内蓋としたものと判断する。

は棺身と内蓋とを境に、 1.-~4層に分けた。いずれもクロボク土を主体とし、棺身および内葉の破片j夕、

の内側からは

外の出土遺物は少なし¥)各層の特徴の違いは必ずしも明瞭でなく、その由来も明確に判断し難い。ただし 1

棺身底部破片と内蓋との簡の2!震は他の層と比べ、しまりが~~l¥ことから、本}蓄が遺体埋葬部位に対応する

1ものと
司

A
V

は、棺身および内蓋に用いられた土器破片から、 に属すると判断する。(祭〉

調査区南側のLL"LM40区に位置する。確認は南北基本土層ベルトの壁面に確認されたもので、班層中か

ら掘り込まれたものであるが、掘り形のプランは把握できなかった。埋設土器は、南側に大きく傾いている

が、これは中央にある大形の扇平な磯に押されたものと考えられる。この磯は正立させた埋設土器の上回に

置かれていた可能性がある。覆土l層は、車層からの流れ込みと られ、遺物もこの1層から出土したもの

である。なお骨片1点が出土しているが、これが本遺構に伴うものかどうかは不明である。

埋設土器はIVa2群(大洞B1式)である。(高橋〉

cu 
LJ41区に位置する。 SK409土坑に切られている。 した怒製深鉢底部のみ した。
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第3節酪諦査区の検出遺講と遺構内出土遺物

は既に削平されており、土器内覆土も確認時には掘り上げていたため百本遺構の詳細は不明で

ある。埋設土器は藍a群に属する。(築〉

認査区東側のLG43区に位置している。確認、面は地山語であるが、遺構の上位から中位にかけては削平さ

れていて、埋設土宗も底部が残っているだけである。埋設土器は正立し、掘り込みは縫認面で、直径0.25n1で、

断面が中華鍋底様を呈している。大きく誇iJ平されているためl層が本来の土器内覆土かどうかは不明である。

覆土中から遺物は出土していない。

埋設土器はfvc群(大潟BC式〉で、ある。(高揚〉

LJ引区に泣寵する。 v露中で正泣に埋設した粗製深鉢腕下泣~底部を確認した。確認、特には;埋設土器服

部の一部は破片ーとなっていた。埋設土器内では{患の遺物は未確認である。なお、本遺構はSKP486柱穴を切っ

ている。

は蓋a若手に属する。

5宍401土器埋設選権(国版142)

L 1 38区にf立霊する c 粗製深鉢を正位に埋設しているが、上位は大きく破壊されている。土層建rr湿の観察

では百土器埋設のための掘り込みや埋設時の地表面などは明確に認定できなかった。埋設土器遺存部の上位

でのよ量物等の出土状混から 1 遅くとも護層形成時には埋設土器上半が大きく間平されたものと判断できる。

また百埋設土器遺存部上位には土器破片とともに地山諜がまとまって出土している。土器埋設時に掘り込み

面まで、地ilJ磯混じりの土で埋め戻したとも組定し得るものの、より後出の土器を伴う可能性もあることから

断定し難い。

なお、土器内覆土下金は混入物が少ないク口ボク

は!Va2群(大沼印式)に属する。

これらは本来車}蓄に帰属すると判断する。

ブ

匂口 した。

ち1
三号ヴ
己 0 n

らはIVc群の土器破片(269叩 8)が している。

り に底部を打ち突い

た粗製深鉢を正位に埋設している。土器内の覆土はクロボク土を主体とする と認定した。土器内から

は、円盤状石製品1点と深鉢底部破片1点とが出土している。前者は覆土上回からの出土1 後者は正確な出土

位置不明である。

埋設土器はIVa群に属する。(築)

L 1 43区V層中で確認した。 SKP618柱穴を切る。粗製深鉢を掘り込み中にほぼ正位で埋設している。掘

り込みは長径短掻の稽円形平面で、確認部からの深さはな43mで、ある。

を誤IJる。現状では口援部の大半を欠失している。また、埋設土器内覆土上泣から掘り込み南西端部上田にか
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第 5章南調査区の遺構

けて 1 号11個体の粗製深鉢破片が多数まとまって出土している。

は1~3層に三分した。 1層は断面でいわゆるレンズ状堆積の様桔を呈し、覆土上位のわず

かなくぼみに堆積したクロボク土である。 2層はその上位に上述した汚11個体粗製深鉢破片を多量に含むクロ

ボク十である。当該深鉢は全体の1/2程度の量が出土している。 3層は特に下位に炭化物を多量に含む。 2 3 

はその層棺から連続した埋め戻し土と判断する。埋設土器内からは先の粗製深鉢破片以外に" 1 J喜から丹

盤状土製品1点王 2層からさらに別館体の縄文土器破片数点、徴小剥離痕ある剥片1点、剥片3点などが出土し

ている。

本遺構;立、掘り込みにほぼ完形の深鉢を据えて〈遺体を約めた後〉口縁部まで一気に;埋め戻し 1 そ

号IJの深鉢の一部をさらに打ち割って葦状に覆ったものと判断する。覆土のうち"3層は遺体埋葬部位に相当

する可能性が強いと推定する。また、 1J蓄は埋葬後に遺体が腐朽し、土器内埋め戻し土上面が陥没するにつ

明つろあ
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と
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埋設土器および上面出土土器の特徴から、 IVc期(大洞BC

式

SR41 

した。長窪短窪0.38111の三平面で、確認古からの深さ 0.47mの柱穴状掘

り込みの覆土上位から 1 破片となった粗製深鉢が出土した。組製深鉢は本来の形状をとどめてはいなかった

ものの、復元の結果ほぼ完形となった。なお、遺構確認、面から覆土上位にかけてからは、このほかに別個体

の土器破片も少量出土している。

掘り込み覆土は地山土塊を含むクロボク土であった。土層断面では、深鉢が出土した掘り込み覆土上位と

それ以下とを区分することはできなかった。

本遺構は、出土した粗製深鉢は本来ある程度の原形をとどめた状態で;埋設されたかは判然としなかったが、

ほぼ完形に復元できたことから、土器埋設遺構として扱った。ただし、柱穴状を呈する掘り込みは、土器埋

設遺構の掘り込みとしては虫内遺跡群では特異で、ある。調査時には判断できなかったが、柱穴と

とが切り合ったもの、あるいは柱穴の廃絶に当たって、土器を洪献したものとの想定もあり得るかもしれ

tJ ~ ¥0 

出土土器271-1はIVc群(大式〉 る。(築〉

SR427土器埋設遺構(図版143)

L 143区に泣置する。 SKP458柱穴を切っている。 fv属中で確認したものの、埋設土器は底部しか這存し

ていなかった。遺構上位は既に削平されたものと推定するが、詳細は不明である。

埋設土器は底部穿孔された粗製深鉢で、正位に埋設している。現状では埋設土器覆土からは砕片1点、が出

したのみである。

埋設土器はIVc群(大洞BC式)に属する。(策〉

SR442土器壇設遺構(図版143)

LJ41 .. 42区に位置する。 IV層中で、推定径0.55111の掘り込み中に深鉢破片の集中を確認した。調査の結果、

探鉢破片は複数個体を含み、かっ、本来の形状を保った状態で埋設されたかは判然としなかったものの、こ

こで として扱った。なお1 はSKP614 705柱穴を切っている。
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第3節南調査区の検出遺構と遺構内出土遺物

掘り込み覆土はクロボク土を基調としち覆土中から詰土器破片のほか耳石鍛l点、が出土した。また、

滋辺にも遺物が分布するが百本遺構に伴うものかは不明である。

出土土器からfva期に属すると判断する。(築)

LJ39 舎 40区百層上面で確認した。 SK393土坑~ SKP506B柱穴を切っている。遺構東端は範囲確認調査時

の試掘溝により削平されていた。現状から九推定径O.30m前後の掘り込み中に粗製深鉢底部を正{立に理設し

たものと想定する。また、埋設土器上位に辻長窪20cm以上の大形の歪角礁が存在し、これは苦石とし

還されたものと判断する。なお、検出時には埋設土器は土圧もしくは蓋石の荷重により一部周囲に破片となっ

て広がっていた。ただし、口縁部破片は未確認であることから、ロ縁部を欠いた状態で埋設されたものと?を

しておく。

は百c群〈大潟B0式〉 る。(祭〉

SR512土器謹設遺構(図版143)

L，J41 に金置する。 した。 で に{半うこと

が確実な遺物はない。

埋設土器は車a群に属する。(楽)

5員土器壇設遺構(図版143)

L 143区に位置する。 した。西端側上位をSK552土坑.， SKP571柱穴によって切られてい

る。関口部径32cm前後、深さ32cm前後の掘り込み内に口縁部を欠く深鉢を正位に埋設している。

の口縁部破片は本遺構内および周辺では確認できないことから 1 本来、口縁部を欠いた状態で埋設したもの

と判断しておく。埋設土器は現状で、復元高約30cmで、ある。

は地山土粒の混入度の差で、上位震と中~下位層とに二分した。読者は地山土粒を多量に

ク口ボク土、後者はその上半に土器破片を多量に含むクロボク土であり、ともに人為的な理め戻し土と

判断できる。また、遺構確認面からは出石類が出土し、覆土上位~中泣にかけてからは男IJ偲体の深鉢柄部破

片がまとまって出土している(272-4)。いずれも埋め戻し特に意図的に埋めたものと判断する。このほか¥

272-5は掘り込みへの埋め戻し土である3層から出土した深鉢口縁部小破片である。埋設土器内に埋めた深鉢

と同一個体の可能性があるが、確実で守はない。ここで1ま本例は偶然混入したものと想定しておく。

現状からは、本遺構は嬰児の埋葬施設である可能性が強いものと判断するの埋設土器内の覆土下位は上位

に比べて土器等の混入物が少なく 1 基本的に遺体埋葬部位に相当すると推定できょう。埋設土器は班a群に

属する。

なお1遺構採取の土壌資料の残存脂肪分析を株式会社ズ、コーシャに委託した(第7章第3節参照)0(楽)

SR2028土器埋設遺構(図版143)

調査区北端のLM50区に位置しているの確認面は臨層中であるが、遺構の上位は削平されていて埋設土器

も続部下位が残っているだけである。埋設土器は底部を欠く深鉢形土器を正立させているが、破片状態で図

きなつかた。掘り込みは確認部では産径O.2mで百断面は中華鍋底様を呈しミ底面は謹上面に留まる。
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第 5叢南調査lRの遺構

豆 あることから、掘り込み蛮は豆層と判断される。 iっ覆土1

は出土していない円

は掘り どから と られる。

S 

調査区北側のLM50区に位置する。確認面は重層中である。埋設土器は深鉢形土器を正立し百掘り込みは

埋設土器よりもわず、かに広く、上面は直径O.7m、底面の直径はO.25mで、埋設土器の底部の直径とほぼ同じで

ある。

覆土l層は理層からの流れ込みによるもので¥.2層が本来の覆土で可上位から骨片が出土している。掘り込

も亙}蓄が;埋め戻されたもので¥ある。覆土中から

埋設土器はIVb群(大漏出式〉である。

は出土していない。

SR3001土器理設遺構(図版144)

調査区西側のLP38区 している。 は!擦の露頭する地山面で1 は無文深鉢形土器

させているが、削平を受けて胸部下半から底部が残っているだけである。掘り込みは確認面では直径55CTI1

の円形で底面は磯層面に達している。覆土の1"2}蓄は各々立像盟層に由来するものである。覆土中からの遺物

は出土していないが、周辺から している。

る。(高橋)

SR3002土器禁霊設遺構(図版144)

L040区に位置する。官層上面で正位に埋設した粗製深鉢腕部~底部を確認した。理設十器内の覆十F は1---

けたつい 2層は地山擦と地山土粒との混入度の相対的な差で分けたのしかし『その埼界は漸移的で

あり、基本的に一連の堆壊と判断する。 31蓄は地山土塊である。現状ではその性格は不明である。警十内か

らの はなかった。

令ロ

r、
ミコ

している キ
C いる

胸部上半を欠いている。掘り込みは確認面では産径O.7mで、底面は直掻O.4mの円形を呈していて百

は底面に接している。埋設土器内には、男IJ個体の深鉢形土器の破片が意図的に縦位に置かれている。

は菰}喜由来の土で、掘り込み内の覆土も車層が埋め戻されたものである。

は埋設土器とその中の土器だけである。

はIVa2群(大潟B1式)で、ある。

る。 は藍 ある。 口縁部が残っていることから

掘り込みは埋設土器よりもめ

ミ

た
ど
、

と二をえられる。

は径O.2mで、ある。 で から
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3節高調査区の検出遺構と遺構内出土遺物

土器が出土しているが百これは麗層からの流れ込みと

伴うものではなく、軍患の包含題中のものである。

はfvb群(大潟B2式)である。

られる。なお取り上げ番号182の骨は百

LP47区V層中で正位に埋設した粗製深鉢を確認した。本遺構はSKP3031柱穴を切っている。埋設土器は

現状で口縁部~胴上位を欠き百それらの破片を土器内部に充填していた。なお、埋設土器内からは別個体の

深鉢破片も出土している。

埋設土器はIVb群(大調印式)に属する。(楽)

調査区西側のLP46誌に位寵している。確認留はV題中で深鉢形土器底部と破片の広がりを認め、 j吾l:i刀の

治山面で掘り込みを確認した。埋設土器は深鉢形土器を正立させており百別個体の深鉢形土器の破片を数枚

重ねて埋設土器上面に蓋をしている。掘り形は確認面では直径0.8111丸底面では直径O.2rnの円形で、深さは

0.3m"壁は外傾して立ち上がる。埋設土器内の覆土は車層に由来し、掘り込み内の2層はV層を埋め戻した

ものであるの覆土中から遺物は出土していない円

埋設土器はIVc群〈大潟BC式)と考えられる。(高橋)

している円

さ

は地LIJ冨?で、ミ

は丸みがある。

にして訴り

させている。

ち

でいったものと考えられ、 1震もこの

ら遺物が出土している。

るお片L点、が出ートしている。

マ心

は掘り込み

している。確認面は地山面で、深鉢形土器を正立させている。確認面で

は掘り込み規模は埋設土器とほぼ同じ大きさであることがわかっ

さ20ClTIの角磯があり百埋設土器内の下位にも深鉢形土器の破片とた。

った状態で検出されたが、

の腐朽とともに落ち込んでいったと考えられる。

は後期後半の土器が出土しているが、

である。

とし 、
も?し

Y り、

らの出土遺物 る。

している。 は 治 山 で1 深鉢形土器の口 とその )~ 

V<_ 
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5章南調査区の遺構

認した。掘り込みは確認面では直径0.6111、底面でえは直径0.15111の円形を呈し、埋設土器底部は掘り込み底面

よりもわずかに浮いている。掘り形の壁は南部ではわずかに外領する程度だが、北側の壁は大きく外傾して

いるため、正立していた埋設土器も南から北に傾いた状態である。これは土器埋設時に掘り上げた土を十分

に詰めなつかったことによるものであろう。埋設土器と掘り形の覆土はいずれも亜層に由来するが、遺物は

出土していない。確認面で検出した遺構周辺の擦が、本遺構に伴うものかは不明である。また確認特に周辺

から出土した土器は後期後半から晩期前半の土器である。

はPlc若手(大将BC式)である。(高橋)

SR3011土器埋設遺講(図版145)

調査区北側のL1v149区に位置し、隣接する81¥3013よりも吉い【コ確認面は地山面で、 81¥3013と同時に確認

した。確認面における掘り込みは直径0.4111で、埋設土器の口綾部径よりもわずかに広い程度で、深さは

0.3111で、埋設土器底部はわず、かに掘り形底面より浮いている。埋設土器は、掘り込みに正立させた深鉢形

、中の覆土l層は璽層が自然流入した土であり、;埋葬遺体の腐朽後に覆土の落ち込みに伴って流入し

たものと考えられる。

と掘り込み内からミ土器21点百土製王手飾l点、剥片4点が出土している。このうち土製瓦飾

は埋設土器内胴部下半の2層から出土している。

埋設土器はIVc群(大iJPJBC式)である。(高橋)

SR3012土器埋設遺構(図版145)

調査区北側のL1VI49区に位置し、 8K3013に切られている。確認面は地山面で、 81¥3013と同時に確認した

が、遺構全体の1/4程度しか残っていない。掘り込みは埋設土器とほぼ同じ大きさであったと考えられる。

埋設土器内l層はおそらく直属の白然流入土であろう。

遺物は出土していない。

埋設土器はrvc群(大洞BC式)で、ある。(高橋〉

SR3014土器埋設遺構(図版146)

調査区西側のLQ45区に位置しでいる。確認、面は百層中で、深鉢形土器の口縁部を確認したの調査段階で

掘りすぎてしまい、確認状況と掘り込み断面を図示している。掘り込みは直径0.35111"深さは0.28111でχ 底

面は円みがあり、埋設土器の大きさとほぼ同じであったと考えられる。掘り込み内

褐色土でN層が理め戻されたものであるの

遺物は覆土中と遺構周辺から後期後半の土器15点とスクレイパー 微小剥離痕ある剥片1点が出土して

いる。

埋設土器はNa2群(大前]印式)で、ある。(高橋〉

SR3015土器埋設遺構(図版146)

調査区東側のLQ46区に位置しているの確認簡はV層面で、深鉢形土器の胴部を確認した。掘り込みは

径0.3n1、深さは0.2111で、底面は丸みがあり、埋設土器底部は掘り込み底面からO.1mほど浮いている。埋設

は深鉢形土器を正立させているが冗腕部上半は部平されている。埋設土器内覆土および掘り込み覆士は
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第 3節南調査区の検出違構と遺構内出土遺物

pl}蓄が埋め戻されたもので、埋設土器内からは遺物が多く出土している。

遺物は土器10点、スクレイパ-1点1 剥片2点が出土している。

埋設土器はrvc群(大iJqjBC式〉で、ある。(高橋)

SR30i 

LP45区に位置する。 V層中で正位に埋設した粗製深鉢を確認した。埋設土器は遺存状態が不良であった

確認時には本来の形状をとどめておらずミロ縁部破片の一部は埋設土器内部から出ことした。

には寄元できず、現状では埋設時の詳細な形態を判断することはできない。

埋設土器内からは、号IJ@H本の縄文土器破片のほかミ補乳類の骨片3点も出土している。

はiVc群(大潟BC式〉に属する。(楽)

SR3020土器準設遺講(醤版146)

調査区北側のLIvI"LN49区に位置している。確認揺はIV層面で1 倒立し

た。掘り込みは確認、部で、は直径0.5m、深さ0.3るmで、直径0.3mの底面には;埋設土器の底部

し

内器i
工の

前
知
h

--一一一吋ー刀マ心中一の

している。

は

は国際掘り

く、底部片が掘り込み底面近くまで落ち込んでいることから、

したものと考えられる。

遺物はド3層から土器49点、土偶1点、石剣類1点、剥片12点、が出土している。また 1 土{島、石剣類は特徴

的な出土状況を示してはいない。

ともrvc群(大潟BC式)で、ある c

5 

し 切られている

と

このほか、 l層かも

から も Lf.こ O

も し1円

L047区 正位に埋設した粗製深鉢を確認した。 は口縁部を欠く。

らその周回にかけて、男11個体の深鉢口縁部~胴部破片が重なって出土した。

として利用したものと判断する。埋設土器内覆土からはほかにまとまった造物の

はなかった。

るの

-
M
 

な ス、ゴーシャ した
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SR3u61 

し した。 ;ま いていにG

t ¥ことから、

れた あろう。この 、， 

などがある。このうち¥骨片品はlJ雲中の

は補乳類との主主定結果を得ている。

よ らも している円

はf¥T に属する n

なお、 ヤんンコス

3 図版146)

した粗製深鉢を確認した

していた。埋設土器内部から

はIVc群(大i~BC式) tこ属する。(栄〉

っている c

した円

S 

調査区北側のLlVl48区に位置している。

り込みは直径0.25mで、深さ0.1mで、底面に

は地LLI面で、深鉢形土器の胸部を確認した。

している n

J訟
に

1 

を倒立させており、底部破片は遺構局辺から出土している。 は埋設土器内がIV層由来の黒掲色土で、掘

り込みは暗褐色土である。覆土中からは遺物は出土していないれ

である。(高橋〉

SR31 

している。 は地山富で、 したハ掘り

底部はわずかに浮いている。深さO.1mほどで、底面は直径O.

Lつ いているが、こ り 円万
γ
sト

z-
十
品

言
明
ハ
付う

は
ど

1γ
し

か

覆
の

の
た

内

い

み
て

込

E

h

ツ確ではないc

来の可能性がある

はZ17

したが、いずれもIV層に

ら縄文後期後半の土器色点が出土している。

である。

し、

SR3137土器壊設遺構(図版

調査区西側のLR43区に位置している。確認面はIV層中で、深鉢形土器の胸部を確認した。確認面及び断

面観察でも掘り込みは把握できなつかた。他の土器埋設と同襟に掘り込み規模は埋設土器とほぼ同じ大きさ

であったと考えられる c 埋設土器は腕部上半を欠いていて、覆土はW層に由来する。

遺物は土器内から土器2点が出土している。また埋設土器内の円磯には煤状炭化物が付着している。

はIVc群(大洞BC式)であるの

SR31 
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3節南調査区の検出遺構と遺構内出土遺物

している。

る。

った状態であったため、

はさらに2，飽の磯があり 1 その下に深鉢形土

は把握できず、断面によってわずかに底面プラン

に由来するが、遺物は出土していない。

ち込んだものと考えられる。

3宍出品?

した。 ふ
z{い

主二
c二子 、、

ち

.L~ 
に掃局

ことはできな引っ

、、3
 

Lν の
4v
℃
 

叩

A
Vあ

た
っ

、ム
ム
川
内な

V
J

・4

-7 
?，;) 0 ¥. 

さ宍31

、‘

-z
、f‘?也、

一て 1 し7こc

り、」

での

はJi向

いため、傾いた

さむたもので追うる吋
〈
/

、J

め-の
3

私一 ~……
…
u
j
 

女一一
V

L

玄ので

にi吉浮0.3mの範囲

;こ 雪j

させたもので、 り

ーフでt

L しま
プ
包} iり は していないっ

である。

S民31

している。確認屈は地山で、深鉢形土器の腕部中心に直径0.15n1の範囲に黒色

した。掘り込みの深さはわずかに0.05mほどで、遺構の上半は言IJ平されており、深鉢形土

も服部下半を残す程度である。埋設土器と掘り込みの覆土はともにVI層に由来する。

土の広がり

していなし'0

と宍われる。
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3宍31

し となっていたが百

の物遺

。

た

ム

ん

つ

し

ま

断

と

判

ま
の

し

永
U

ん
)

たーレ っている。

はなかった。

る。

SR31 

さ20"""'30 cm っているのを

した。掘り込み は把握できず、土層建rr面によっ

径0.3m、 は丸みがあり、埋設土器よりわずかに大きい程度であることを確認した。

させており¥中には大形の鉢形土器の破片が全て外国を上にし

れたような状態で検出された。

この鉢形土器の前部中央に

している。こ

とともに

る丹文の上下を人組三叉文で挟んだ、文様が施されており、外

り、本来確認間にあった磯ととも

あったもの もの
n-

ア
(
》 と掘り

司づ

.-;:;) 

していない。
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ゐ。

円 ;--"r".;:; 

み託手 i 

iま さ20cmほ の

ぐっているの

と り童文し1ている。 はV屈に る

zv 
i
f

のの
‘ムヰふ
U

吋

AV
--一あ一

γで

し した。 口で

に
守?

の きるととからミ

したり

ろう口

し
、

ーしだた これら

たものと
。

ブ
〈
国

りミ り込み中に患部を欠いた粗製深鉢を据え、

内蓋として霊いたものと想定する。土器内覆上上位から

も出土していることから、埋設土器内は当初の埋め戻し土より上位は関口状態で島った可能性が強し'uただ

し、遺構内およびその間辺からは埋設土器口縁部破片を確認することはできずミ現状で、は埋設時に口縁部が

していたかは不明である。 ると推定するが1 より詳細な時期は不明である。

SR31 

る。雪中で逆{立のほ し、 ら、掘り込み中に

と地[lJ土粒主体部分とが混在していしたものと判断し はしまり く1 クロボク

した。

る。

なお、遺構採取の土壌資料の残存脂肪分析を株式会社ズコーシャ し 。

SR3183土器理設遺構(図版150)

調査区南端のL036区に位置する。

面でも断面観察でも確認できなつかた

深鉢形土器の腕部を確認したが、掘り込みは確認

他の土器埋設遺構と とほぼ同じ大きさと られ

る。

は深鉢形土器を正立させたものだが1 胸部上半は欠損している。

るが遺物は出土していない。

あ

るの

三宍31

175 



第

し iι _' I._。

く円

gζ なくとも2

iフ

< ナ/ぃー はない iで/勺z ，-~ヴ

/ ミ

LひP色!¥合V<つ乙FU3マI 

しし43 ( 吋;J ，-， に謹 I!JムT:

にはート器内:葎十は掛り ーc一t一むl--つ /L」7Lこ〈、りょ る。また、 アこめ

-';) 0 

」吋守量歪
E

一品一口
r/5fム

一一円

J
Jャ一一H

一戸。
1 ナT:円 となっていた廷かは、ほぽ

(一品子、 >ぷ7γw寸 J」JJ『 Lh / 手 とし τdとh (しLーぷレ ソ 己主ふんJふっ

( 、

れ 主~

L十/ '- し←， 

}し一 、一
ノ$ 

つふ/._噌 の

-三L子、L刀L立つ lご ら百五.-.::， ，-......_， "'ぷQニ?炉、? ミ エー

S R32i 

Q
U
 

1
j〆

LN46 ほ し した。 lま を切ってい

会

微細な

し¥ ケロ らはミ

している。この まとまっ な7-)).つ

SR3221 

調査区西側のLP41"42区に位置する。確認市は

掘り込みは確認面でも断面観察でも妃援できなかったc

し

させてものである

は衷 ヲいり してい

る。
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SR3231 

1II け し した口埋設十器は現状で口縁部~腕部約を欠く

きることから、土器埋設後の部平によるものと欠損部は確認、富よりも

判断するひ

，.:L ，!-<.一明 1、・ μ

bとLン U '1'/ 

l土、栴対的

に納めたものと判誌rrする。

は5781群に属する。〈楽)

ら;之、柱状豆免擦とともに 1 石長!I類某部破 1

かっ摩滅痕跡をiまとんど認めることができないことから、

SR3241 

i3 となった深鉢内部に境技の治UJ十の出十手認めた r

あり九塊:伏の地山土は意図的に深鉢内に入れたもの

った。ただし、調査においては、塊状地山土よりもし'」ヴ匂

もん」

L)M5で断-w干す
し」

ることはできず、ま ための掘り込みを確認することもでき

土器設置時に地山土が深鉢なかっ り

ていとものと
。

ブ
(
》 り している つ1)":0.

は明らかで、はない。

る可能性を認めるものの、確実ではない。(楽)

LL42区に位置する。 m層中において、逆位状態の注口土器口縁部~胴部上半の約半分の破片を確認した。

り込みは明確ではなかったが、腕上位に1ヶ所の穿子しが存在することから、注口土器の大形破片を利用し

と判断した。破片内の覆土はE層と類似、し、顕著な出土遺物はなかった

はrv るの
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5童南調査区の遺構

SR3243土器理設遺構(図版152)

L1v146区に位置する。取層中で逆伎に据えた深鉢を確認した。深鉢は口縁部を欠く。掘り込み@楊十等の

詳細は不明である。

はIVa1群に属する。(築〉

SR3257土器埋設遺構(図版1

LN45区に位置する。

は不明である

埋設土器はrVa2群(大沼印式)

した粗製深鉢を確認したc 深鉢は底部の し、掘り込み e

る。(楽)
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第3節南調査区の検出遺構と遺構内出土遺物

SR3275土器埋設遺構(図版153)

議査区西側のLP45区に註置している。確認面はVJ露中で、深鉢形土器の口縁部を薩認した。掘り込みは

確認湿では把握できず、断面観察で埋設土器とほぼ同じ規模の大きさであることがわかった。埋設土器内の

はrv層由来の黒褐色土で可下位には埋設土器の破片が落ち込んでおり有上位からは2点の土器が出土し

ている。

埋設土器は無文深鉢形土器を正立させており 1 底部は掘り込み底面に接している。

埋設土器はIVb群(大潟B2式〉と推定する。〈高橋)

SR3276土器壇設遺構(図版153)

LlVI42区に位置する。 V麗中で正位に埋設した粗製深鉢を確認した。埋設土器は現状で口縁部から腕部上

位を欠く。土器内覆土はクロボク土を基調とし、色調から上下に二分した。いずれも混入物が少なく-...V層

と額似した特徴を示す。埋設土器内からはまとまった遺物の出土はなかった。

本選構の時期は確認層位と埋設土器の特徴とから、 IVa1期と判断する。(楽)

5 

調査区西側でL043..44区に位置する。 議誌面はIVJ畠中であるが1 上部は部平を受けている。土器埋設のた

めの掘り込みは半載によっても確認出来なかった。埋設土器本体は倒立した状態で全体が東側に傾いていて¥

また埋設土器本体の東側に接して板状の土器片によって上部を覆われた深鉢形土器の底部が正立状態で検出

されている。本来正立させたものと倒立して中に板状の土器片を入れたものと一対の土器埋設遺構と考えら

れる。なおこの土器埋設遺構では本体も含めて7個体(深安材、鉢1)の土器が確認された。

埋設土器本体内の覆土は粘性のある黒褐色土であるが、上位の石器や骨片は包含層からの流れ込みと考え

られる口

埋設土器はIVa2群(大i1mB1式)で、ある。(高橋)

SR3290土器理設遺構(図版154)

LI¥1 .. LN43[乏に位置する。基本土麓観察用畦で、正イ立に埋設した粗製深鉢を確認した。土器埋設のため

の掘り込み面は現状で亜層上面に相当する。 は口縁部および一部の胴部を欠く。

土器内覆土は地山土を主体とするl層とクロボク土を基調とする2層とに分けた。 1層は覆土上位に偏在す

る。周囲の遺物包含露中には土質が類似した士宮山土主体の涜棄土塊が分布していることから、本震は土器埋

設以後の廃棄土に由来する可能性があろう。 2層は、周囲の遺物包含層に比べ混入物が少なく、土器埋設当

初の埋め戻し土と判断する。覆土内からは石匙1点が出土している。

埋設土器はIVc群(大洞BC式)に属する。(楽)

SR3292土器埋設遺構(図版154)

LM" LN43区に位置する o IV居中で正位に埋設した粗製深鉢を確認した。確認時の埋設土器は口縁部を

欠き、内部覆土上位から埋設土器本体の口縁部破片および別個体の深鉢破片がまとまって出土した。

はク口ポク土を基調とする。土器破片がまとまって出土した覆土上位は、下位に比べてしまりが弱く、

覆土上位は土器埋設後に流入したものと推定する。
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5章南調査区の遺構

本遺構は土器埋設時に埋設土器本体の口縁部破片などを内葦として入れたものと判断できる。埋設土器お

よび内葦使用土器破片から、本遺構の時期はrVal期と判断する。(柴)

6 焼士遺構@屋外炉

3持55;壌土選権(図版185)

LK44区に位置する。立層上面で近接する2ヶ所の焼土面を確認した。いずれも径10'"'-'20C111蔀後のIJ¥範囲

が焼土化しているにとどまる。思辺では関連する可能性ある遺構 e遺物は未確認で、ある。現状で

詳細な時期は不明である。

SN101:壌土遺講(図版155)

調査区東側L146"47に位置する。確認蔀は漸移層上面で¥SK13ト139の上部にある。 101留の焼擦が1.3x

1.6n1の構内を掻く状態で検出した。擦の内部は0.6>< 0.8111の構内形で百深さ0.ln1の揺ち込みがるり 1 赤福

している。周辺の精査でも柱穴は議認されなかったことから露外炉と考えられる。造物は出土

しておらず、時期は不明であるが、検出状況からはSK138"139以降である。

SN122窪タト炉〈図版155)

L 1 45区重層上面で確認した。 SKP221柱穴を切る。推定径0.45m前後の浅い掘り込みの中央部を一段深く

掘り込み、底を打ち欠いた小形の粗製深鉢を正伎に据え、その愚図に丹擦を巡らしてし崎。土器内部や掘り

込み内の覆土には明瞭な焼土や焼土面を認めることはできなかったが、埋設土器周囲の円磯には被熱痕が存

ることから、本遺構は石国土器埋設炉と認定した。周辺では明確な竪穴住居跡、の床語、壁1 柱穴などを

確認できなかったことから、ここでは単独の屋外炉と判断しておく。

なお九埋設土器内からは少量の土器破片のほか、 2層から暗乳類の脅片が出土している。また育大形の打

製j石斧l点、が炉石として転用されている。

埋設土器はfvc若手(大潟BC式)tこ属する。

SN291;境土遺構(図版

LJ44区に位置する。亜居中で、長径0.35m、短径0.31mの不整楕円形に広がる焼土産百を確認したの車騒が

さ1cm程焼土化したものと判断する。周辺からはIVa1群土器破片が出土しているが1 現状で

し難い。(栄〉

SN292焼土遺構(図版184)

調査区中央LK45区に位置している。 は地山面で、精赤褐色tの焼土が0.3XO.5mほどの範閤に広がっ

て確認された。焼土の厚さはO.1mほどで、径0.3mの不整円形の浅い落ち込みを伴う。焼土

状となっていて土器片1点と炭化物の他骨片が出土している。

本遺構の時期は出土土器からIVa1期と考えられる。(高橋)

SN311 

しているの は地山由で、 91密の焼け とその慰留に
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第 3節南調査区の検出遺構と遺構内出土遺物

どの範留に明非趨色焼土が広がっているのを確認した。磯群下には深さO.1m、断面が中華鍋底様を呈する

落ち込みがあり、覆土はしまりのない明赤褐色焼土である。

本遺構は燥が焼けていることと百焼土の落ち込みが伴うことから本来屋外炉であった可台出生が想定される。

時期については出土遺物が無く不明である。(高橋)

SN346焼土遺構(図版155)

調査区東端のLF42"43区に位霞し、 SK347"359を切っている。確認、面は地山田で、直径1.0mの範囲に広がる

炭化物層の上に焼けた40個ほどの車角毒殺と円磯を確認した。磯群下には深さ0.2m、断面が中華鍋様を

る落ち込みがあり、その覆土は炭化した堅果類を多量に含む黒色の炭化物層である。

スクレイノマー している。

は竪果類を焼いた施設と考えられ、時期は出土遺物からIVc期前後と推定する。(高橋)

SN4部焼土遺購〈図版155)

L 1 "LJ44区に位置する。 fv層上面で北半部のみ確認した。現状から百推定径0.6m前後の円形平田で深

さ0.1111の浅い掘り込みの覆土上高で火が焚かれ、覆土中央部が焼土化したものと判断する。掘り込み上位

北側の壁際には被熱痕のある大形円磯があり、本来、掘り込み壁際に円磯をめぐらしていたものと想定する O

掘り込み覆土からは縄文土器破片山点百五核l点、が出土している。このほか、骨片の可能性ある小片がl点出

しているが、その詳細な出土状態は不明で名る。

本遺構は調査時には周囲に関連する遺構を特定できなかったことから、ここでは単独の屋外炉と判断して

おく。覆土中の遺物にはIVal群に属するものがあることから、当該期を本遺構の上限時期と判断する。(築〉

壌土遺構〈函絞185)
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LlVI44区 した内経らず、の範囲が厚さ4cm前後焼土化している。現状で

ることはできなしL 現状では九本遺構の詳細な時期は不明である。〈楽)
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第 5章南調査区の遺構

ブ 配 石 遺 構

SQ152配石遺構(図版156)

調査区東側のLJ46区に位置している。盟層中にあり、大小の磯35偲が直径O.85mほどの円形を措くように

されているが、東南部の磯は北西方向から押し出されるように東側に移動している O これら磯のうち17侶

は焼けているが、礁が描く内側の土が焼けているような痕跡は認められなつかた。従ってこの配石は、

的に焼擦を選んで使用したものと考えられる。

遺物は配石内とその周辺から九土器片4点、使用痕のある剥片1点、石核1点、が出土している。

本遺構の詳細な時期は不明である。(高橋)

LJ44[玄に位置する。立 、上端を東北東に向けて傾いた状態の大形角柱状礁を確認した。また¥潤

には大形の円磯等も点在しているが、明確な配置を認定することができなかった。そのため、ここで

は単独の立石と想定しておく。ただし、調査では明確な掘り込みは認定できなかったため、礁が本来直

立していたかは現状では判断し難い。

角柱状磯は最大長29cmをiJtIJり、被熱痕などは確認できな l¥o 石質は流紋岩であるの周辺からはNa群の土

器小片が出土していることから、本遺構も当該拐に属する可能性があるものの、確実ではない。(築)

S0450詑石遺構(図版156)

LK43 44区に位置する。 E層中において径1m前後の範聞に20点ほどの径10""""'30cm前後の完形もしくは

破損礁の集中を確認した。磯群の下部には掘り込みは存在しなかったことから、配石遺構と判断した。

磯群は地山の段丘蝶由来の可能性ある泥岩と搬入された安山岩類などからなる。後者のうちの3点には被

熱痕が存在する。また、磯群中には白石類2点も伴っている。

醸群内とその周辺からはこの白石類2点のほかミ縄文土器破片数点1 石核1点、なども

うかは判然とせず、かっ詳細な時議も不明である。確認属位から、

期(大洞B1---印式)前後に属する可能性が高いものと推定しておく。(祭〉

土
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図版156)

している。謹麗中にあり、大小の自然磯8翻で構成されているが百礁に規則

的な配置は見られない。本遺構の時期はi深層辺から出土した土器からはrva1期と

の礁の上から検出されているが、ヱド遺構に伴うかは明らかではない。〈高橋〉

られる。骨片が大形

S03181配石遺構(図版

LN47区に位置する口 N層上位で諜群および若干の遺物の集中と焼土面とを認めた。涯を設定し、掘り

明確な掘り込みを認めなかったため、当時の地表面上に構築した配石遺構として扱う。

は現状で、径20，-""30cm前後の大形穣5点と小形延長、出石類2点などからなり、これらがほぼ南北方向に

列状に並んでいる。磯群の北西側には最大長0.43m程度の焼土面が存在している。ここでは焼土記と磯群と

が隣接し 1 かっ確認面がほぼ等しいことから、再者を一連の遺構としてとらえておく。ただし、機群には一

部に被熱痕を認めることができるのみである。
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第 3節 南調査i去の検出遺構と遺構内出土遺物

焼土面および磯群周辺からは若干の縄文土器破片と土偶破片l点が出土した。また、焼土中からは暗乳類

の骨片11点が出土したほか、磯群の北隣からは石剣類破片1点が出土している。

は焚き火を伴う祭紀行為を行った可能性があろう。土偶および石剣類破片もこの祭杷行為と関連

するとの想定もあり得ょう。本遺構の時期は、出土土器と検出層位から、 Na1期と推定する。(楽)

SQ3184配お遺構(図版157)

LN44区に位置する。車層中で、径0.5mほどの範閤に大形円磯が集中しているのを確認した。礁周辺を

したが百掘り込みを確認することができなかったため、当時の地表面に構築した配石遺構と判断した。

は径15""'30cm前後の大形円磯5点、のほか、凹石類2点、 線刻磯l点などからなる。凹石類2点

耳
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片も伴っている。

本遺構の周辺には現状では関連する遺構事遺物を認定することはできないo

Na2期(大洞印式〉前後の時期に属する可能性が高いと推測する o (楽)

は、確認層位から、

LN45区に位置する。宜属中で径1.5m程度の範囲に円磁の集中を確認した。磯の下位には掘り込みを確認

できなかったことから、当時の地表面上に磯を集めた配石遺構として扱う。磯群中には縄文土器破片のほか、

打製石斧破片1点、出石類3点、石思被片1点、を含んでいる。

現状では本選構の詳細な性格@時期等は不明である。(楽)

SQ3236書記苓遺講(図版157)

調査区中央のLN44区に位置している。確認はNJ雪中で、およそ1.0><1.3mの構円形の範囲に13，儲の擦を確

認した。擦は丹緩や亜角擦で、向ーレベル面に据えられている。共伴する遺物がなく詳しい時期は不明だが、

ら晩期言言葉かそれ以降の持揺が考えられる。 り込みも無く、擦も焼けてiまいない。(

橋)

ま石遺構〈図版

調査区中央のLIv143区に位置している。確認はV露中でおよそ直窪O.七.11の範囲に大小の磯9個を確認した。

中央2偲の亜角磯を中心に小円磯と土器片4点、凹石類1点、剥片1点で構成される。機群下には土坑などの遺

構はなく、角際、も焼けていない。

本遺構の時期は共伴する土器から晩期前葉前後と考えられる。(高橋)

ハハ}

調査区北側のLJ49区に位置している。掘り形規模は痘窪O. 深さ0.68nlミ断面は不整な!弓箆形を

している。柱痕跡は認められず、覆土の状況からも柱抜き取り後に関口していた柱穴に包含層が流入してい

る。時期は出土土器からIVa2期(大調印式)と考えられるの本柱穴と同様に柱が抜き取られたと判断される

柱穴には、同区に位置するSKP50があるが、本柱穴とともに建物の柱かどうかは不明で、ある。(高橋)
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第 5章 南 調 査gの遺構

SKP07柱穴(区!版158)

調査区北側のLK48区 している。掘り形規模は直径0.38mで、深さ0.62m、断面は円筒形で柱は掘り

形西壁に寄せて、根留めの礁がある。柱痕跡、からは直径0.2mほどの柱が推測される。同じLK48区にある

SKP30とLJ49区にあるSKP33とLJ48区のSKP158は柱穴底面標高から同時に立てられたと判断され"1間X

2間以上の建物跡も想定される。時期は出土土器からIVc期(大沼BC式)と考えられる。

SKP65柱穴(図版159)

調査区北側のLJ"LK49に位置している。掘り形規模は直径0.48mで、深さ0.65m、断言立は円筒形を呈して

いる。 掘り形中央の礁は柱腐朽後に落ち込んだ根閉めの磯と判断されるが、上面にある扇平な角磯が、掘り

うよな状況から辻、

られる。(高橋)
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した。掘り込みは長径O.53m、短径0.45n1の楕円形平面をなすO 確認窃から底面ま

での深さは0.48mで、ある。

は 1---3層に分けた。 1層は周匿の層に比べて相対的にしまりが~53l iクロボク土である。 2層との境界は

漸移的であるが、基本的に柱痕跡に対応すると判断できる。 2}蓄は相対的にしまりが強く¥柱の根回め土に

対応すると判断する。 3層は掘り込み底面直上に堆積する。地山擦の混入が比較的顕著であり、柱の高さの

調整もしくは掘り込み底面の整形のために埋め戻された堆積の可能性があろう。

覆土中からは縄文土器破片16点、剥片3点1 石核2点1 石剣類破片1点などが出土している。このうち百

核は径20C111近い円磯数点などとともに覆土上位から出土し、柱の根回め石として利用された可能性も想定

し得る。ほかの遺物は小破片であり、偶然混入したものと判断しておく。

出土土器から三本遺構の上限時期をrvc類(大病BC式〉と判断する。

SKP1 

LI した られる円現状で、 月

らの深さは0.63111で、ある。

は1---3層に分けた。断面形状から、

現状で 1 柱痕跡は径25c111前後である。

らは縄文土器被片14点、二次加工あるま11片1点、微小剥離痘oる剥片1点、剥片5点などが出土した。

し る円

その多くは3層からの出土であり、 したものと判断する。

合

との切り合い箆係か告、

ることはできフ、

はいずれも小破片のため、明確 し難い。

していた

SKP176柱穴(図版160)

LI したハ な はほ に立ち上がり

は平坦である。確認、面から底面までの深さは0.28111で、ある。
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第 3節南調査区の検出遺構と遺構内出土造物

本柱穴からは粗製深鉢口縁部~胴部の大形破片が遺構確認面、遺構上位、遺構中位の3窃に分かれて出土

した。覆土は主にこれらの土器破片を境に四分した。いずれも地山土を含むことから、人為的な埋め戻し土

と判断する。このうち、土層断面では北壁側に堆積する4層は柱の根回め土の可能性があるが、確実ではな

し¥0

は柱材抜き取り後1 深鉢破片を数回に分けて納めながら埋め戻した柱穴と解釈することも可能であ

るが、現状では断定し難~ìo 本遺構出土の深鉢破片は口縁部から胴部の約2/5分であった。胎土@

の特徴から百 IVa期に属すると推定するが、底部を欠くこともあり確実ではない。(楽〉

SKP184柱穴(図版160)

LI した円 8KP166守主穴を切り、 に切られている

現状で、長径0.70m前後百短径0.55mの楕円形平面をなすO 壁は中{立に段ゃくぼみがあり、やや不整である。

確認面からの深さはな76mで、ある。

覆土は地山擦の混入度の差で二分した。向層の境界は漸移的であり、基本的に連続した埋め戻し土と判断

する。覆土中からは縄文土器破片11点、剥片3点1 石核1点百四石類1点などが出土した。

はその形態から柱穴と判断する。柱痕跡を確認することはできなかったことから、柱材は抜き取ら

れ、埋め戻されたものと推定する。壁の段ゃくぼみは柱抜き取り痕に相当する可能性があろう。本柱穴の廃

絶持期は出土土器と他遺講との切り合い関係とから"rVb期(大潟B2式)前後の可能性が強し 1と想定する。現

状では潟辺に関連する柱穴を認定することはできず、本柱穴が建物を構成していたかは不明で、ある。

SK 部柱穴(図版160)

L 146区羽層上面で確認した。 8K186土坑 8KP184柱穴を切っている。現状で、長径0.99m、短径0.77m

の不整の楕円形平面をなす。壁の西半部はほぼ垂誼に立ち上がるが、北半部は底部から10C111前後上位で、段

なし 1 さらに緩やかに開き気味に立ち上がっている。確認古からの深さは0.70111で、ある。

は 1~5j冨に分けた口各震の境界は比較的努霊長であるが、廷とんどの震が治山諜や土富山土を含むことか

ら1 基本的に連続した埋め戻し土と判断する。

Lっ 郡片12点、百五類1点などが出土した で時乳類の骨片も出土

している n

iまその形態から柱穴と判断する。柱痘践:を認めることはできず、柱材は抜き取られ、埋め震さ

ものと推定する。壁の北半部が柱抜き取り痕iこ対応する可能性があろう c 本柱穴の廃絶時期は出土遺物から

議(大沼BC式〉の可能性が高い。現状では周辺に関連する柱穴を認めることはできず、

成していたかは不明で、ある。(楽〉

SiくP21

している。掘り形規模は直径O.4mで、深さ0.4111、街頭は円筒形を塁している。

柱護跡から ほどの柱が推測される。柱痕跡内にある擦は、柱腐朽後に落ち込んだ擦と考えられ

るが三 8KP65同様に投げ込まれたかあるいは、最上認の磯は据えられた可能性がある。本柱穴の周辺には

建物跡の柱が存在していないことから、単独に立っていたことも想定される。 遺物は土器2点、が出土してい

るが、時期は不明である。(高橋)
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第ら章南調査区の遺構

SKP221柱穴(図版161)

L 145区盟層上面で確認した。 SN122屋外炉に切られている。東端側はSN122屋外炉調査時の試掘溝掘削

のため、未確認である。現状から、径0.6m前後の円形平面をなすものと推定するo1i髭豆、面からの深さは0.47m

である。覆土は主に色調の違 ~ìから

前後の地山際が集中する。

に分けた。いず、れも地山際を含むが、中でも2層下位には径S，...._，10cm

らは縄文土器破片約40点、スクレイパー1点、微小剥離痕ある剥片l点、剥片13点、凹石類l点など

が出土した。

はその形態から、柱穴と判断する。現状では柱痕跡および柱材の抜き取り痕跡を確認できない。地

山礁が集中する覆土2躍は人為的な埋め戻し土と判断できることから、柱材をそのまま抜き取ったか、ある

いは柱材の大半が腐朽した後三場め戻したものと推定する。

覆土中からの出土土器とSN122屋外炉との切り合い関係とから、本遺構の廃絶時期はIVc期(大洞BC式)と

判断する。(柴)

SKP230柱穴(図版162)

調査区東側のLF43区に位置している。掘り形規模は直径0.54mで、深さ0.62111、断面はほぼ円筒形を呈し

ている。柱痕跡からは直径0.3mほどの柱が、根固めの磯とともに掘り形東壁に寄せて立てられていたもの

と想定される。周辺に問様の柱穴が存在しないことから、単独に立っていたことも想定される。遺物は土器

え布、が出土しているが、時期は不明である。(高橋〉

SKP289柱穴(図版162)

L 1 46区四層上面で確認した。 SK186土坑に切られる。現状で、長径0.62111、短径0.60mの不整楕円形平面

をなす。確認面から底面までの深さは0.47mで、ある。覆土は1~5濡に分けた。産rr面形状から、 1}警が遺構廃

絶後の流入士、 2層が柱痕跡百 3，._，5震が柱の根回め土および掘り込み底面の整形土と判断する。なお、柱痕

lE3tむ直下には径10cn1前後の小擦が集中する。柱沈下防止のための構造と推定する。

らは縄文土器破片約20点、郡片3点などが出土している。

は形態および覆土の特徴から、柱根部を遺存したまま廃絶された柱穴と判断する。出土土器および

SK186土坑との切り合い関係から、 はIVb期(大、詞B2式)に属する可能性が高いと推測する。〈柴〉

SKP585柱穴(図版163)

L 1 "LJ43区IV層上面で確認した。本遺構はSB430建物跡P2" SK49S土坑を切っている。掘り込みは径

0.22m前後の円形平面をなし、西側に向かつてやや斜めに入り込んでいる。底面は丸みを帯び、確認面から

底面までの深さは0.41mで、ある円

は上下で二分した。上層はク口ボク土を主体とし三全体にしまりが弱いことから 1 慰留から

の可能性が強~ìO 下層は地山土粒が比較的顕著であり、人為的な埋め突し土の可能性があるが、確実ではな

~ìO 遺構確認面と下層とから、縄文土器破片6点、と郡片1点とが出土している。いずれも小破片であることか

ら、偶然混入したものと判断する。

本遺構は形態から 1 小形の柱穴と判断するが百その詳細は現状では判然、としない。出土土器はIVa2，......IVb

群(大潟BI---B2式)に属する可能性が高し1。他遺構との切り合い関係も勘案し、本遺構の上限時期はP/a2，...._，
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第 3節南調査区の検出遺構と遺構内出土遺物

IVb期と判断する。(築〉

SKP592"593柱穴(図版163)

調査区中央のLJ46区に位置している。前柱穴とも掘り形規模は薩径0.3m、深さO.4m、断面は円筒形を呈

している。柱痕跡からは、直径0.1，-.._，0.2mの柱が掘り形の中央に据えられている。両柱穴は覆土の状況も問

じで、同時に存在していたものと考えられるが、建物跡の柱とは考えられなし」時期は不明である。(高橋)

SKP637柱穴(図版164)

L 143 .. 44区に位置する。 SKP670柱穴を切り、 S1 617竪穴住居跡と重複する。竪穴住居跡に設定した畦

の土麗断面から、本柱穴が霊穴住居跡覆土を掘り込んで、いることを確認したが1 平面形は最終的に竪穴住居

跡床面で確認した。竪穴住居跡床面で、は径0.42mの円形平面をなし、床面からの深さは0.43mで、ある。先の

畦の土層断面からは、本来、少なくとも0.60m程度の深さはあったものと推定できる。底面には柱の設置痕

跡に当たると推測するグライ化面が存在する。

覆土は比較的多量の円磯を含む単一層である。柱痕跡を認めることはできず、柱材を抜き取り、円擦を充

壊するように埋め戻したものと判断する。

また、覆土中からは縄文土器破片のほか、微小剥離痕ある剥片 a 凹石類各l点も出土している。縄文土器

破片の大半は小破片であることから、基本的に埋め戻し持に混入したものと判断する。ただし、白石類と深

鈴底部大形破片の302-34とは意図的に埋めた可能性も想定できょう。

S 1 617竪穴住居跡との切り合い関係から、本遺構の上限時期はIVb期(大潟B2式〉と判断する。(栄)

SKP3031柱穴(図版164)

LP47区のlV篇中で確認した。 SR3006土器埋設遺構に切られている。現状から 1 径0.90m前後のほぼ円形

平面をなすものと判断する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ平沼である。確認面から底面までの深

さはな71111で、ある円

はクロボクナを基調とする。中心部分とその周屈とでよ毒物出土量の顕著な差があることから、二分し

た。遺物が多出する前者が柱痕跡百造物の少ない後者が柱根閉め土に桔当すると推定する。

覆土中からはr/a群の縄文土器破片のほか、二次加工ある郡片1点三石核1点、補乳類骨片4点などが出土

しfこO

柱痕跡相当部分の覆土は柱材腐朽後に周囲のIVa群を主体とする遺物包含層が流入したものと想定し得る

ことから 1 本柱穴の廃絶時期はNa期を大きくは下らないものと判断しておく。(築〉

国版165)

調査区北側のLL49区に位寵している。掘り形規模は護窪0.36111で、深さ0.56111、街頭は河湾形を呈してい

る。柱痕跡からは直径0.2mほどの柱が掘り形中央に据えられている。覆土のい2層は柱腐朽後流入した

層である。遺物は土器5点百剥片1点が出土しているが、土器は摩滅しており、時期は不明で、ある。(高橋)

SKP3143A柱穴(図版165)

L046区V層中~四層上面で確認した。本遺構はSKP3143B柱穴と切り合う。平面形および覆土土層断面
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第 5章臨調査区の遺構

の検討の結果、本柱穴がSKP3143Bi柱穴を切り、さらに本柱穴の柱材l土、抜き取り穴を掘削して抜き取った

ものと判断した。

り込みは、柱抜き取り穴によって大きく破壊されている。推定で、長径短径O.60n1前

後の楕円形平面をなす。確認面からの深さは0.53mで、ある。

は1'"'-'4躍に分けた。覆土の過半安占めるい 2層が柱抜き取り穴の埋め戻し土である。多量のま窃山磯の

ほか、遺物も比較的多量に含んでいる。掘り込み下位にわずか

とする3層が柱痕跡もしくは柱抜き取り時の流入土、

る3 4}留のうち、クロボク

とする4層が柱根回め土と推定する。なお、

り込み底面にはかすかにグライ化問が存在する。

覆土中からは縄文土器破片のほか、石皿破片1点が出土した。これら出土遺物は柱設置時もしくは柱抜き

取り穴埋め戻し特に混入したものと判断しておく。

本遺構の廃絶時期は百 らIVa2期(大沼印式)を大きく下らない時期と推定しておく。(祭)

SKP3143B柱穴(図版165)

LU46区V層中~四層上面で確認した。 はSKP3143A柱穴に切られている。推定で、長径O.70n1の

る。確認面からの深さは0.51mで、ある。

覆土は1~3層に分けた。断面形状から、 1 ぺ層が基本的に柱痕跡、に..，. 3層が柱根回め土に担当すると判断

する。 2層直下の掘り込み底面上には柱材の設置範屈に栢当すると推定できる長径35cm程度のグライ北面が

存在する。

覆土中からは少量の縄文土器破片が出土した。柱設置時に混入したものと判断する。

出土土器から、本柱穴の上限時期はIVa1期と判断する。(楽〉
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した。長窪0.73m、短径0.71111の円形平面をなす。壁はiま
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面はほぼ平沼である。確認留から底活までむ深さは合.55111である。

覆土は1_.._，5層に分けた。断面形状から、クロボク土を主体とするい 2濯が柱痕跡、増山十塊を混入する3.. 

が住根閉め土に栢当すると判断する。掘り込み底面直上に堆覆するクロボク土を主体とする5属について

は、柱設置時の流入土と推定する。

ちり 、微小剥喜怒哀ある な しfこo ~ よも 、とのよもた}
し して

おく。

出土土器から、本柱穴の上限持惑をPva2期〈大潟印式〉と判断する。〈楽〉

SKP321 に
U

A
h
v
 

E山

"
E
パ密

LN46"'47区に泣置する。 SR3217土器埋設違講に切られている。 北半部は

地山部で底面付近をわずかに確認したにとどまった。薙認状況から有

権丹形平面をなすものと推定するつ現状で、壁下半はほぼ霊痘;こ立ち上がるが、

はほぼ平坦て¥底面直径は0.50mで、ある。確認密から底面までの深さは0.55mで、ある。

は1~4層に分けた。 1層は掘り込み周囲の亜層と類似し 1 多量の景物を河合する(その環状の

で薙語、したが可 lま

状も勘案すると、本}曹は車層を人為的に;埋め突した堆積層と判断する。その下位の覆土は、地山土粒を多量
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第3節南調査区の検出遺構と遺構内出土遺物

ることから、ここでは人為的な堆覆濯であるものと想定しておく。

らの出土である。縄文土器破片のほか、石箆破片1点、出石類l点、などがある。

その形態から と判断しておく。土層断面では柱痕跡を確認できなかったことから、

柱材は抜き取られたものと推定する。出土遺物およびSR3217土器埋設遺構との切り合い関係から、本遺構

の廃絶時期はIVa期と判断する。(築〉

SIく

した。本遺構は柱穴を切っている。掘り込みは長径0.54m、短径0.48m

の不整構円形平惑をなし、確認聞から底面までの深さはり70n1で、ある。覆土は1--3層に三分した。断面形状

から"1j議はク口ボク起源の柱痕跡に結当すると判断する c さらに2" 3層が柱の根回め土に相当すると推

き、特に3}蓄には柱根回定のために充填した大形円擦が多数存在する。また、 3J欝中には縄文土器破片

3点1 微小剥離痕ある

はその詳細な時期を特定し難いn 約2.3m南東に位置するSKP3246柱穴と形態 e規模が類

とともに建物跡の柱穴を構成する可能性もあろう。(楽)似する。

LL46区四層上屈で確認した。掘り込みは長窪0.46m百短径0.43mの不整構円形平面をなす。確認面から

面までの深さは0.40111である。覆土は二分した。断面ではその大半を占める1層が柱痕跡、西壁際に堆積す

る2層が柱根固め土にそれぞれ相当するものと基本的に判断する。ただし、底面には柱の接地面に対応する

と推定できる長径20cm忠一与ずのグライ化面が存在し、本来の柱材は径20cm前後で、あった可能性があろう。

らは縄文土器被片i点、が出土した。

はその詳細な時期を特定し難い。約2.3m北西に位置するSKP3239A柱穴と形態 e 規模

とともに建物誌の柱穴を構成する)可能性もあろう。

L_[J ~ 合 したた -l--
のつ 主

主

h
ソ の

はない。掘り込みはV層中泣から認めることができ、底面までの

る。覆土はV麗に類似するクロボク土で、産ir面では柱痕跡を認定できない。覆土上位から

と大形円程義1点が出土したほか、覆土下位から凹石類が1点出土している。

はその断面形から 1 柱穴であったと推定する。柱痕跡を認めることができないことから、柱材は抜

き取られたものと想定しておく c 現状では本遺構の詳細な時期は不明である。(祭〉

9 

SX551 

りながらまとまっている。

した。土器破片はほぼ径30crn前後の範囲に一部

は1点を除き向一個体の波状口縁深鉢破片であり、このほかに、二

る景u片1点も搾勺ていた。これらの遺物はいず紅も水平位置で、出土し『下位iこは掘り込みは存在し

ない。よって、当時の地表面上に土器破片などをまとめて量いたものと判断する。
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5章南調査区の遺構

波状口縁深鉢破片は口縁部および胸部の一部のみの出土である。車b群に属する。(楽)

SX582遺物集中地点(図版166)

LK "LL41 "42区に位置する。皿層中で遺物の集中を確認した。経を設定し、周囲を掘り下げて精査した

が、掘り込み等を認めることはできなかった。よって、ここでは遺物集中地点、として扱う。

本地点からの出土遺物には、縄文土器小破片、二次加工ある剥片2点、ノウサギ骨片などのほか、完形も

しくはそれに近い形状をとどめる深鉢1点、注口土器l点、壷1点、などがある。なお、遺存状態が不良なため有

明確で、はないが、 305-10の深鉢は305-11の深鉢の中に入れ子になった状態で出土しているようである。

これらの土器群は大勢としてIVa1群に属すると推定する。現状からは、一括で廃棄されたものと想定し

ておく。(築)

SX3130性格不明遺構(図版127)

調査区北側のL1v148区に位量 L"南側半分をSK3129に切られている。確認状況は重複するSK3128"3129と

同様で、ある。遺構の規模と形態は高さ 1.3m、底辺0.7mと推測される三角形状で¥深さは0.2mほどである。

底面には凹凸があり、壁も凹凸を持ちながら大きく外傾して立ち上がる。覆土は黒褐色土と褐色土で自然に

流入したものである。

遺物は土器1点、が出土している。

本遺構の時期は、確認状況やSK3129との切り合い関係から、 IVa期以前と考えられる。本遺構は楕円形の

土坑墓の構築途中であった可能性も考えられる。(高橋)

竪穴覆土中から出土した竪穴住居構築材の可能性ある炭化材の同定はパリ/場サーヴェイ株式会社による。また、

竪穴住居出土の炭化材のうちの2点については放射性炭素年代測定を学習院大学に依頼した。その結果、 2，730土

90B.P.(GaI十16159)と3，350土130B.P. モ16805)の年代測定報告を得ている(第7章第l節参思)。

註2 本土抗出土の骨角器については第6章第4節で遺構外出土例とあわせて記述する。

190-



遺講舛出土遺物

今回の調査では、南調査区中央部を中心に分布する遺物包含層から多量の土器@石器が出土した。これ以

外に北調査区 I区北西端の埋没谷や謁査区全域の表土層中などからも遺物が出土しているが、その量はわず

かである。正確な数量は算出し難いが、遺構外出土遺物全体では、土器類@石器類とも36リッター入りコン

テナでそれぞれ1000箱以上出土している。また、焼骨を中心とした2000点以上の動物遺存体が主に遺物包含

ら出土しており、本遺跡の一つの特徴となっている。山崎京美氏に依頼した動物遺存体の鑑定と分析に

ついての結果報告は第?章第9節に掲載し、本章では同氏による脅角器などについての鑑定結果を掲載する。

このほか百遺物包含層の読掛けにより、いわゆるガラス浮類似遺物を少量検出した。当該資料については

肥塚隆保氏に分析を依頼し、その分析結果は第?章第5Eifjに掲載した。

第1節土器

遺構外出土の土器は、コンテナで1000箱以上になる。このうち縄文時代後期後葉から晩期前葉の土器は、

遺物包含層である亙，....._.IV層の分布する南調査区の北側から中央部にかけての地域から最も多く出土している。

また中期前葉から後期中葉の土器は百南調査区中央から南側の地竣から出土している。ここではこれら土器

のうち完形品を中心に、第3章第5節2の縄文土器分類と持期区分に従って説明する。

1 rr群(前期~中期)

大木5"告式並行の土器(図版401)

点数は3点で少なし王。いずれもLN44区の亜層とIV層から出土している o 401-1は口縁部の幅のある隆帯上

に縦方向の刻みと富孔を施す。腕部のLR縄文は隆帯下では一部議位回転されるが百{也は縦位自転施文であ

ア
Q o  

401-2"3は同一{国体で百口縁部に幅広の!盗帯を貼付し百口唇への刻みによって口縁は低波状を呈している。

陸幕の下端はジグザグの刻みによって鋸歯状となっている。絵土中には径2----3mmの白色砂粒を含んでい

て可器面上でも顕著に確認できるo401-4"5は結節のLR縄文を縦位回転した後に、同一原体を斜位回転して

おり、結節部分は縞白状に交差している。 401-6はか3条を一組とする斜位の沈線を結んで鋸歯状の文様

現しているo401子はR原体の横位回転により斜縄文が施され1 内面には成形時の指頭庄痕が残る。 401-4--

7の胎土には砂粒が多く含まれるが、焼成は良好である。

大本1u式並行の土器〈図版401)

いずれも給土に締砂粒を多量に含み、表面にザラつきのある深鉢形土器である。 401-8は短軸格条体によ

るR撚糸文"401-9は縦位の条痕文九 401-10はRL療体の縦位回転による斜縄文が施される。

2 璽群(後期前葉~中葉)

IlIa群(後期初頭~十腰内第 i群)(図版401)

401-11は縦位の!盗帯と沈線によって横位の楕円文の描かれる浅鉢である。 401ω12..13はR撚糸の縞呂状文
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主主ι

が施され、 401-14-----17 る。点数が少なく詳細でないが、 401-1]について

I群と考えられる o 401-14'""-'げについては、文襟系統から堀之内式に鉾行させる

晩期初頭の土器と共伴する例もあり、時間稿のある土器の可能性がある。

もある では

111 i
 

i
 
i
 

(図版

は少ないが、大きく外傾して肥厚する口縁部に突起のある る。

は口縁に5招の厚みのある山形状突起が付き、腕部上半にRL縄文が施される。踊部下半から

にかけては大きく外傾する。

J 

!γa1 V (図版401..410吋03$413"416'""-'418"421)

は小さくなり、文;誌の連結点や文保守?と無文部との境に貼付される。 は401句 18粘土粒品付による

がある。胸部下半が膨らみ、柄部中央から口綾部にかけては直線的に外傾する器形である。

;様帯;こはお!み百帯に挟まれて5ないし6段の連結弧状文帯がある c 弧状文は識に押し

に小さな癌が貼付される。

喜本には410-2"3がある。 2点ともビーカ し、口緩は{まい波状となる。続部 め

ぐらすが百 410-2では口縁部の波頂部に対応して沈線がせりょがる。

台付浅鉢に ある。し
i 

b 、、 いる。 低し ら緩やかな曲線

を描いて外に開く器形で、 IVb群の413-4に類似する。

壷形土器には縄文の施された416-4 417-1~8，無文の418…3~6があるが、詳細な分類はし難くこれら

のうちの幾っかは麗b群ないしはIVa2群に含まれるものもある。おおよその器形と胎土を中心に分類し

された416-4"5は窪の大きい底部から丸く膨らみのある服部百やや外傾する頚部が付く。 417寸は下

ある彦らみのある服部から、頚部はわずかに:拝領する。 417-2--8では頚部が祭文で重立する

わずかに外錯する c 縄文はRL療体による417-2ヰ以外;土、 LR震体の転稿文による。
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閉式)(図版401"402"403'"405吋06"410'"414尋415"419"421

占める 。 下 」 百
寸
ι
匂

は40ト問、 402- 司 1 がある。器f~は稲部上半で一度くびれ、ロ縁部まではほぼ重線的に立ち

る401-1号、 402-1以外は、底部から口縁部;こ痘線的;二領するの 402-1~-，3の底部は高台校になる。文様j需は

胸部上半に怒られ、稚拙な沈隷で怒形的な人組文が搭かれる。地支:;こは縄文の{告に、亥iJみ日も多用される。

には405-4*5、406-1----ム 407-1がある。 405-4t訂まし

ら直線的に立ち上がり、口縁部は肥厚した波状を呈する。

でミ膨らみのある関部下

く服部中央か
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第 1節土器

は縄文菩の屈曲部が入り経まずに左下がりになっている。これに対し405ーム 406-1----4"， 407-]は、

台から服部中央で、わずかにくびれ、口縁部に向かつて外傾する器形である。口縁部は山奇弁犬の突起が愚続し、

突起中央には刻みや科突が施される。底部は低高台状が多いが、 405-2のような高台もある。文様帯は胸部

中央から上半に限られ、地文を縄文にして入組文が多段に施されるが、胸部のくびれ部に対応して一列の列

に似た束IJ突列が文禄を上下に二分している。この刺突列は405-5 、 406伊 1~4では文様帯中央部か下端に

施され可このうち、 406-1の刺突列は短沈線状と円形の刺突からなる。また407-1では横位の短沈線を小姑癒

いでいる。

は410-4~6がある。底部から外傾し、ロ縁部がほぼ垂直に立ち上がる器形である。口縁部は低波状を

る410-4"5と平縁の410-6があり、底部は平底と低高台状とがある。文様替は胸部の上端に限られ、地文

として、短沈擦によって半円を窓んだり、一端が巻き込んだだ沈繰など玉抱三又文や入超三叉文のの-萌芽

とも言言ゆうベき文様が描かれる O

五互には414司 1"2がある。 414-1はよ面形が楕円形で船底形の土器と考えられる。腕部には菱形文や一端が巻

き込む短い沈線が号iかれる。 414-2は内外面にケズリの痕跡を残す無文の土器である。

は414-3~ム 415-1-""9がある。器形には最大径が中央かやや下にある円みのある服部に、ほぼ垂直に

立ち上がる無文の頚部の付くものと、最大径が胸部中央にあり算盤玉状を呈するものとがある。後者の頚部

は燕文で口綾部が大きく外領する。文様帯は服部上半にあり、玉抱三叉文状や人組三叉文状の沈線文が措か

れる。

には419-1--5 と無文の421-6---10がある。 419-1~5では中央に最大径のある河みのある絹部に無

文のほぼ直立する頚部の付くものや頚部からさらに大きく外反する口縁部のあるものもある。文様帯は腕部

上半にあり、注口部を間むように短沈線で文様を措いている。 412-1の底部には高台が付く。全体的に器密

のミガキが顕著で百光沢のある土器が多い。

無文の注口土器は、服部中央が張り出す算盤玉状で、タト面はIp高1cn1ほどの単位で了寧なミガキが行われ光

沢のある土器が多い。

iこ泣422-1-.-4がある。 り、三角形のE[1刻を施す。いず

れも頭部に特徴があり、 422-ト2で のままアーチ形であるのに対して 422叩 3"4 させ

~ ¥ iられる。

;γむ群{丈j間続京;)(留絞403"404"408"409，，410斗11

文様の主体が玉抱三叉文や人組三叉文に代表される土器である。

404-1吃がある。底部から

低波状の口縁が付く。文様帯は腕部上半にあり、

して立ち上がる続部に、山形状突起のある口緩や

りも文様帯の騒がさらに狭くなる。地文

にして、文様は沈線の両端が校み合う人組状三叉文や人組部に月形の制突を施すもの『円文を三文文:で挟ん

もあり、墓本的;こは五指三文文と考えられる文壊である。

には408-1"乙 409-1'-"'5がある。器形的には第五Ta2群と変わらないが百文様帯を上下に二分する

剥突列が鰐部上半;こ三うり、そ紅に伴って掘さ与の詔治部も上半;こ島る。日綾部の突起は鰭尾状になり、三角形

の印刻は明瞭になる。柄部文様帯の人組部lこは丹形の科突や丹文が施される。 408-2の高台部には人組状の

る。

は410-7'"'-'11がある。平震の底部から直線的に外傾して立ち上がる器形で¥小波状 している。
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第 6章遺構外出土遺物

文様帯は腕部上端に狭まり、短沈線の一端が唆み合う人組三叉文が施される。

台付鉢には411-3--5がある。膨らみのある胴部が上半で一度くびれ、さらに大きく外傾する器形である。

口縁部は小波状を呈し、合部は胴部に比べて比較的小さい。文様帯は外傾する胴部上端に限られ、短沈線に

よる人組三叉文が描かれる。 411-3では胸部中央部にも幅の広い三叉状の文様帯が施される。

浅鉢には411-9がある。膨らみのある胴部から上半が外傾するもので、幅の広い文様帯は胴部中央にあり、

短沈線の一端が佼み合う入組三叉文が施される。底部は低い高台状を呈している。

台付浅鉢には413-4"5がある。 413-4は円みのある胴部に口縁部は緩い波状を呈し、安定した台部が付く。

文様帯は胴部上半にあり、地文を縄文にして楕円文を左右から三文状の沈線が囲む。胴部?下半は無文であるO

413-5は垂直に立ち上がった胴部が上半で大きく外傾する。文様帯は胸部上半と中央にあり、上半には短沈

線の一端が攻み合う人組三叉文、中央の文様帯には三叉状の沈刻が施される。胸部下半iこはLR縄文が付さ

れる。

護には415寸Oe11がある。洞部は球形に近く、頭部は一度膨らみさらに垂直に立ち上がり 1 大きく外領す

る口縁部に至る。文様帯は頚部下半と胸部中央にあり一端が攻み合う沈線によって『人組三叉文が施されるO

IVc群(大滴呂C式)(図版405"410"411"418"420"422)

羊歯状文やX字状文が文様の主体となる土器である。

深鉢には405-1---3がある。平らな底部から直線的に立ち上がり、最大径のある鋼部上端から一度くびれ百

口縁部はやや外傾して短く立ち上がる。文様帯は柄部上端の宿泊部に405-2では末端が向かい合う羊歯状文

が、 405-1では右下がりの短沈線が施される。 405-3では服部上端から口縁部にかけて、沈線開に料突が行わ

れる。

鉢には410-12"13、411-1"2がある。底部から外傾して立ち上がり 1 口縁部はほぼ垂直か内湾する。文様帯

は胸部上半に限られ数条の沈線開に刺突列が施される。胸部にはLR縄文が多用される。 411-1では胸部上端

の横位沈線を繋ぐ斜位の沈線上に刺突列がある。脳部には人組縄文帯嵐の文楼が描かれる。

台{寸鉢には411-6'---8がある。球形に近い服部からロ縁部はわずかに内海するがミ 411-6のように艇部上誌

で一度くびれ口縁部が外傾するものもある。台部は外側に大きく張り出し、安定感がある。文様帯は網

部上端に限られるが、 411-6では渦巻文の列の上下に詑線と軒突列があり弓腕部上端には羊歯;j:k文が施さ

れる。 411-7"8では文様帯が狭まり 1 横位あるいは斜位の沈線上に刺突列がある。

浅鉢には411-10がある。わずかに円みのある底部から服部は大きく外領する。ロ縁部には2個1対の突起が

あり、突起間には刻みが施される。胸部上端には沈線と刺突によって羊歯状文が施され百踊部と底部には人

組縄文帯が措かれる。

壷には縄文のみ施される418-1，，2と無文の418ーが9がある。 418-1は底部から胴部は卵形で膨らみをもち、

頚部は鋭く外領する。 LR縄文が口縁部から腕部下端まで施され、内面にはケズリ痕跡、が明瞭である。 418-2

は均整のとれた卵形の銅部から細い頚部にいたるもので、服部と頚部に境には一条に沈諒がめぐる。 418-8

では最大径が上半にある服部、無文の頚部、大きく外領する口縁部からなり、外面には光沢がある。 418-9

は1 下膨らみの胸部lこ結く長い頚部の土器である。外語には細かな縦方向の磨きが加えられる。

注口土器には420-1..2がある。 420-2では底部から外に張り出す服部中央に至り、腕部上半が内傾するが、

420-1ではこれに外湾する口綾部が付く。文様帯は服部上半で渦巻文列を沈線と刺突列で、挟んでいる。

香炉形土器には422る"6がある。いずれも 7ーチ部分の資料だが、頭部には動物形の意匠が付けられミ以
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第 1節 土 器

下には沈線と刻み列が施される。

IVd群〈大;関口式以降)(図版416-411-412)

本群は数量的には少ない。壷には416-1---3がある。 416-1吃は平坦な底部から最大径のある胸部上半まで

は直線的に外傾し、そこから胸部上半から頚部にかけては内傾し、口縁部は大きく外傾する。文様帯は胴部

上半にあり、頚部との境には沈線と刻み目があり、その下にX字状文が施される。 416-3はわずかに丸みの

ある底部から頚部まで緩く内傾し、口縁部は大きく外に開く。腕部全体に太腿骨文が描かれ、頚部との境に

は沈線開に刻み目が施される。

浅鉢には411-10、412-1がある。 41ト10はわずかに丸みのある底部から口縁部まで大きく外に開く器形で、

服部には太槌脅文が接かれる。 412-1では沈繰関に努jみ呂が施される。

4 古代以降の土器

遺講外からは縄文時代、古代王中世から近代までの陶磁器が出土しているが、ここでは須恵器のみを図示

する(図版422)。

422-1は護あるいは壷の頚部破片である。 422-2"3も撃の腕部破片で叩き自がある。

第2節 土 製 品

遺構外出土の土製品には耳錦、土{高、動物形土製品などがある。各種の代表的なものを図示し、説明を加

える。

1 耳飾(図販423)

遺構外出土の耳飾りは1む2点である。これらはその形態から下詑の3類に大関した0

1類 中央に子しのある蓋形で、片面に文禄を施す。 12点出土している。

423-1穆2とも縮し1沈線で入組文を施し、 423-1の内面には渦巻き状の沈線が号iかれる。

423-3__，5は中央の孔が前者より小さく表面は丸く盛り上がっているo423-3では菊花状の文様が百 423-4"5 

では中央の孔を中心に渦巻状の文様が播かれる。

2類 臼形の王手飾で、無文のものと刻み自や円形剥突が施されるものとがある。 15点出土している。

423-6は両面とも無文であるが比較的光沢がある。 423-7'""'-'9の両面は細く短い刻み目や円形の刺突が加え

られ、 423-9'こは赤色顔料の痕跡が認められる。 423同 10"11は臼形というよりも耳栓形に近く、 423時ぬでは全

面が磨かれ、光沢がある。

3類環状のいわゆる滑車形の耳飾である。 75点出土している。

423-12""14はいずれも無文であるが百 423-14のように全密が磨かれ光沢のある耳飾もある。

2 土{昌(関絞423"424)

遺構外出土の土偶は41点、である。その多くは断片で時期の明らかな物は少ない。図示した土偶も、中実で

胎土などから後期の土偶と、中空で晩期の遮光器土偶との2類に大望IJした。

1類後期の土偶で、 423-15~~19~ 424-1~~4である。 423… 15-..げでは自と口は横長の刻みで表現し百鼻と眉

-195 



5 

わずかに盛り上げて写実的である。これに対して424同ド2の冒と口は縁取りされ抽象的な表現となってい

る。いずれも頭部の造形は写実的で髪飾りや結髪の状況を知り得る資料である。

2類 晩期の土偶で、 424-5--11である o 424-7が中実土偶である以外全て中空の遮光器土偶である。 424-6..ド9

の文様は沈線による入組文が描かれていて、渦巻文を主体とする424-5"か10に時間的に先行するものと考え

られる。

3 異形土製品(図版424)

異形土製品は3点出土しているが、このうち424寸2"13は把手部分と考えられる。 2点とも水鳥を模したも

のと想像され、特に424-12は嘆の状況が写実的である。 424寸4は海獣を模したと考えられるもので百南側辺

と下端には小さな鰭状の突起が付きミ腕体には貫通孔がある。 3点とも縄文時代後期末葉から晩期初頭と

えられる。

第3節石器@石製品

本節の記述{土、紙数が怪域に制約されることから、 1組成をri1心に石器 e石製品を;概観する、 2.土壌水洗

選別によって採集した遺物包含層出土剥片および砕片の定量的比較を行う、という2点に限定する。また、

一部の石器@石製品についてのみ実誤[J図あるいは写真を掲載し、これらの掲載資料については観察表を付し

た(第156---167表)。

l 石器 e石製品の概要

虫内 I遺跡、出土主要石器 a石製品(以下、石器類とする)の内訳は第5表の通りである。なお、器種分類は

基本的に従来からの分類名称、を踏襲するが、そのうちの一部については1 従来の白石@敵石@磨石を凹石類

と、石剣 e 石権。石刀を石実11類とそれぞれ一括するなど若干変更している。

今痘!の :立、 よ

どもある。このうち百 出

土点数が膨大であるため、今回の整理作業では未計数で百

はナイフ形石器、三郡石器等の一部のものを除き、大きく

するものと判断し、基本的に一括して扱う。

3hf 
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第 3節石器争石製品

剥片石器では、二次加工ある剥片を除くと、石畿が1500点近く出土し 1 卓越する。石匙@石錐がこれに次

、スクレイパーと認定した例は相対的に少ない。磯石器では白石類が多出し、石皿との比は約9:1であるO

また、石箆@打製石斧が一定量出土している点、石鐙がきわめて僅少で、ある点、石核が10000点近く、

にして850kg以上出土している点、などは組成上の大きな特徴であろう。

石製品では石剣類が最も多く、線刻磯がこれに次ぐ。ただし、石剣類の大半は最大長数cm稜度の小破片

である。また、 は遺構出土伊jをあわせてもは点に過ぎず、そのうちの5点がひすい製である。このほか、

異形の石製品1点もひすい製であった(図版440-13)。

なお、各器種の遺構外出土数に対する選権内出土数の比をとると、諜器、スクレイパ一、打製石斧、小玉、

総務諜会:i0.12を越える。石皿、白石類、台石などの大形石器は0.10---0.07前後1

石核や残りの小形造物のほとんどが0.04以下である。ここでの器種による遺構内外での出土量比のばらつき

は、遺構出土石器類の一部は人為的に選択して埋められた可能性を示すものと判断する。少なくとも、遺構

出土の打製石斧、小五百円盤状石製品の大半は土坑墓もしくは土器埋設遺構からの出土であることから、遠

との比較の上では、これらは大勢として理葬に探しての副葬品であったことを示唆するものであ

ろう。

次に、一部器撞について、鰭単に触れておく。

若議(図版425)

さ5cm未j誌の尖頭部と墓部とを作出した剥片石器を石鎌として扱った。石錬は白基金族(図版425-

平基鍛(同5"円基鍛〈同7~的、尖基鍛(向10'""12)、有茎嫉(同13'""'21)、破損品 e 未成品(同22 " 

23)等に分けて、

そ

よそ80%を占める。

したc 集計の結果は、出基銭75点、平慕鍛52点、円墓鍍61点、尖基鎌230点、

っ7こ。 は、有茎畿が過半数を越え、尖基鍛を合わせるとお

む一誌に 1 胃袋5か与の二次恕工によち訣ちを入れて、つまみ部を作出し、対する身部に

はアスファノレト様黒急物質の付着WiJから

なわち、つまみ部の片部

りを作出しない例な

どもあるく図版。少なくとも黒色物震を接着剤として用いるならば、訣りのない突起状のつまみ部で

も紐の結縛部位として利用可能であったようである。

中
広つ

よ

も

、

柄

、
J
U
}

」

「

早

y

イ
，

d

7

v

た

か
。

づ

た

と
し

も

ん

}

に

もその平面形は多嫌であり 1 かっ』二次加工も南京全面に施す鰐から二次加工をまったく施さな

いまで変異が大きい。つまみ部を重視すれば百つまみ部に紐を結んでさ寒帯した手Ij器といえようが、そ

体的な用途iこ辻若干の変異があったであろう。また主務製と粗製品うるいは管理的なものと便宜的なものとい

うよう i 

b きょう。

針状もしく

11---21) 

した円また「こ

とつまみ部とからなるもの(図版428- が197点王棒状の形態をなすもの(河

素材郡片の一部に二次加工を施し錐部を合出したのみの不定形のものが184点、それぞれ出

ため詳細不明のものがお点ある。このうち、棒状の形態をなすものに

端が著しく したもの り、かっ基部側にアスフアルト禄の黒色物質が付着する.WiJもある。この
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第 6章遺構外出土遺物

ことから、これらは柄に装着し、回転させながら対象物を穿子ししたものと推定する。一方、前者の錐部とつ

まみ部とからなるものと後者の不定形のものには錐部の摩耗痕が一般に顕著でな ~ìO また前者には錐部が極

細の針状を呈し、連続した回転穿孔には適さない例も多い。このことから冗これらは基本的に直接手に持ち、

刺突するようにして対象物を穿孔したものと想定しておく。

石核

上述したように石核は10000点近く出土している。ほとんどが在地産と推定できる珪質頁岩素材である。

総重量は850，053.5gを損l的、石核1点、当たりの平均重量は約86gとなる。 500gを越えるような大形例もわずか

に存在するが、その主体は小形例であるということができる。

石核の特徴を概観すると、打面と作業面を頻繁に転移し 1 最終的に立方体状を呈する例が顕著である。一

方、打面と作業面を入れ雪えながら求心状に郡片剥離を行い、円盤状を呈する例も若干認めることができる。

このほか、体系的な剥片剥離の手H国を認定し難いものや石器未成品と区別し難いものなども少なからず存在

する。また1 石核には明瞭な打面調整をほとんど認めることができない。このことは剥片石器に遺存する打

面の過半が単剥離面打面もしくは自然頭打蔀であることと対応しよう。

なお、石核および剥片については接合作業をはじめ1 十分な整理検討を行っていないため百剥片生産につ

いての詳細は不明な部分が大きい。ただし、わずかではあるが石核と剥片、剥片同士の接合例を確認してい

ることから、遺跡内で、剥片剥離作業が行われた可能性を認ゆることはできる。しかし 1 その頻度は不明であ

り、一連の葬送儀礼等に係わる非実用的な行為として行われた場合も存在した可能性もあろう。

図版429" 430) 

ここでの石箆には短冊形~接形平面のもの(図版429-1~7) と基部を柄状に整形し百いわば有層状を呈する

もの(図版430-1~5) とがある。ただし 1 それぞれの形態や大きさ百二次加工の程度にはばらつきがありミか

っ両者の中間的な形態も存在する。さらに後者には打製石斧と共通した形態をなすものもあり 1 ここでは基

本的に長さ 12cm未満のものを石箆、それ以上のものを打製石斧としている。必ずしも厳密ではないが九短

冊形@議形平面のものを石箆有窮状を呈するものを石箆ちとすると百識別可能例では石箆Aが141

箆Bが138点、となる。なお、これら石箆の原材は大半が在地産と推定できる産宣頁岩である。

次に素材と刃部作出位置との関係を中心に、以下の I~V類に細分し百集計した(第6表〉。

I類:素材剥片の主剥離面を大きく残し、刃部を素材剥片の側縁側に作出するものO

豆類:素材去!J片の主剥離面を大きく残し、刃部を素材剥片の末端側に作出するものO

豆類:素材表IJ片の主剥離面を大きく残し、刃部を素材剥片の打面倒に作出するものO

rv類:{本部両面のほぼ全面にわたって二次加工を施すものO

V類:破損等により詳細不明のものO

これによると、石箆Aでは I類---IV類の比が、 i幻自 :2

1 : 4、石箆Bではほぼ3:6:0:2となる。全体ではおよ

そ7:8:1:6である。石箆Aと石箆Bとでは1 素材の整形

の仕方がある程度異なる傾向を認めることができる。素材

選択時点で、既に作り分けの意識が存在したことも推測で

きょう。

E 田 lV 

壬i箆 A 40 23 10 37 31 

石箆 B 11 59 2 18 26 

73 82 12 55 57 

円む第 石箆集計表
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第 3節石器@石製品

(絞り

この結果を隣接する小田IV遺跡出土例と簡単に比較しておく。小田IV遺跡謁査では、 88点の石箆が出土し

た。いずれも短冊形~播形平面を呈し、本稿での石箆Aに相当する。小田町遺跡例には、ここでの I類相当

例が51点あり、全体の過半を占める。一方、虫内 I遺跡では I類とほぼ詰抗した量比を示す豆類およびIV類

の各相当例は、小田IV遺跡では I類相当例の1/4---1/5程度に過ぎない。小田町遺跡例が主に縄文前期に属す

ると推定できることから、ここでの違いは主とじて時期差に起因すると判断する。縄文後期後葉から晩期前

葉の虫内 I遺跡では、以前に比べ選択素材の規格性が弱まっていると推定できょう。このことは当該期の形

態が相対的に多様になることと表裏一体の現象であろう。

また、刃部使用痕を肉眼で観察すると、石箆Aには明瞭な使用痕をほとんど認めることができなl'o これ

に対し、石箆Bでは、摩耗痕と縦方向の線状痕を確認できる例が多い。その場合、刃部の表裏面では使用痕

の違存範臨に比較的顕著な差がある傾向を認めることができる。

この石箆Bの刃部使用痕は百後述する打製石斧の刃部使用痕と肉眼観察では類似している O 一方、石箆A"

Bとも基部には明瞭な使用痕を認めることはできずミ打製石斧に特徴的な基部側縁部の鼓打癌も顕著でない。

先の素材選択時の作り分け意識存在の可能性とここでの刃部使用痕の確認頻度の差とからは、少なくとも

石箆Bの一部は汚11器種として分離できることを示唆するものであろう。

打製石斧(図版431---438)

誌とんどが病状に整形した基部と刃部とからなり、両者の境界が肩をなすいわば有肩状の平面形態を呈す

る。石箆Bの形態類似伊jとは長さ12CTI1以上のものを打製石斧として区別した。ただし、 12CTI1未満でも基部

側縁の敵打痕が顕著で、刃部再生の結果小形化したと推定したものは打製石斧とした場合もある。また1 こ

こでは有薦状平面もしくは接形平面を呈する醸の一端にのみ二次加工を施して刃部を作出した資料も含めた

(図版437-4.. 438-1 .. 2)。

打製石斧は、一部剥片素材のものがあるが百多くは磯素材と推定できる。原材には、非在地産のホルンフェ

/レス等もわずかに存在するが弓その大半は在地産と推定できる珪質頁岩、粘板岩、凝灰岩、安山岩などであ

る。未成品と判較できる関(写真115-11)もあることから、打製石斧は基本的に在地で生産されたものと推定

できょう。

打製石斧の遺存状態をみると百完形品が21点1 基部破片と刃部破片とが接合して完形となったもの2点、

刃蔀もしく誌基部の薮損品が15点となる。新握率は50%未満である。

また、肉根で箆用痕を観察すると、光沢をもっ摩耗痕と器軸iこ平行する譲痕とが刃部から器体中央付近ま

で存在する例が自につく。器面に凸面倒と平坦恵側との相対的な差がある場合、平沼面倒には、刃部周辺の

剥離痕の稜線の一部に摩耗痕が存在する程度の例が多い。

一方、基部側では、鼓打による側縁のつぶれが目立つO このような鶴縁に鼓打痘ある例は、柄状部長が6cm

を越え百直接手に握って使用することが可能と判断できるものが大半である。これに対し 1 基部を柄状に整

形したものでも、柄状部の長さが結対的に短く、直接手で握って箆崩しづらいと判断し得る例には、基本的

に柄状部側縁には鼓打痕は存在しない。

これらのことから百前者の柄状部側縁の敵打痕は蓋接手持ちにより使用するための加工と推定する。また、

後者の刃部形態や肉眼観察した刃部使用痕には、前者と明確な相違を認め難い。よって1 両者の使用法総体

には大きな差はないものと判断し百後者には基部に沿わせるように短柄を装著したものと推定する。

以上のように、打製石斧の大半は長大な柄を装着したとは想定し難いことから、基本的には軽作業用具と
(ij主2)

推定する。打製石斧の折損率が低いこと、 438-1のように直接手持ちで凶石類としても併用したと判断でき
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るoIJが存在することはこれらの推定の箆註とな

態の変異が存在する可能性もあることから、ある

穣製石斧

出土例の大半が破損品であり百完形品はわずかである。形態が確認できるもののほとんどが側面が平坦な

いわゆる定角式石斧で、いずれも両刃である。平面形からは接形のものと、短冊形のものとに2分でき可さ

ま と しない大きさや刃部形

1分けも きるかもしれない。

らに基部端が平坦なものと尖るものとのこ者がある。

また、大きさには変異があり、ここで、刃幅5cm以上、刃幅3cm，...._，5cm未満百刃i福3cm未鵜の極小形のも

のに三分すると、識別可能例ではそれぞれ加点、 53点、加点、となる。

素材には安山岩¥砂岩、凝灰岩などの在地産の可能性三うるものの地百輝緑岩百斑れい岩、滑石、蛇紋岩な

どの非在地産のものも少なくな ~\o 特に一宮ßtíコ極小形の素材となっている曹長岩 l土、

ある(第7章第8節参照)。

ほとんどの資料は全面をよく研磨しておりミ研磨以前の剥離痘、鼓打痕などを残す19t1 ある。また 1

未成品の可能性あるものは1点のみであり(写真117-12入縫製石斧整形持の砕片は確認していなし」こ紅ら

のことから、磨製石斧は基本的に完成品もしくは完成品の破損品が遺跡内に持ち込まれたものと判断する。

線刻磯(図版440)

板状に素材際全体を整形した典型的な岩版から百円際形状を変形せずに線刻を施したのみのものまで百形

態と加工程度に き ~\o しかし、形態の変形度の変化は漸移的で、ある。その一方で、線刻文捧には

素材の変形度の差を越えた共通性を認めることができる。これらのことから可ここでは従来の岩版と線刻磯

とを一括した。今回の出土例では可従来の岩坂の範轄に入る板状のものは3点に過ぎず、いずれも全体のほ

ぼ1/2の破損品である(図版440-14，...._，1針。なお、出士、{frjの大半は凝灰岩素材でるり、多くは在地産と考える

ことができるであろう。

石剣類

したよう ある。 ~町、

U_) 

で除すると、
Lつ1

ろっ。

よ もと ると、 く もっ マA
い

J
Z
 

L
」

匂。

また、石剣類素材はホルンブェノレス e粘板岩が過半を占め、その大半が非在地産の可能性が強い

さらに、破損品の再加工例(写真136-1"ドを認めることはできるもむの、未成品あるい

形加工の際に生じたと認定できる砕片は確認できない。これらのことから、石剣類も謹製石斧同議完成品も

しくは完成品の被讃品が遺跡内に持ち込まれたものと推測する。上述したこつの推定紹体数から

石実11類、を遺跡内で破壊し、廃棄したと懇定しても大きくは矛，昏しないことになろう。

ると、 なし、

。この

i
b
 

し、 もしくは表裏面に格子状線刻を施す特異な資料である。石剣類の破片を再利用し

です」}」
ー

ラ

h
/

'刀ル)
?」た

本遺跡出土石剣類lこは可上述のよう るものの百その特徴 とし
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第 3節石器@石製品

とした東北地方の一殻的特徴を大きく逸脱するものではなかろう。

2 遺物包含層中の剥片@

今回の調査においては、 LL LM42---44区の遺物包含層の過半を土壌ごと採取し、採取土壌の水洗選別

により遺物を採集した。大半は約2mmメッシュのプラスチック製水切りかごを使用して水洗選別を行った

が刊一部の1m区画については、 4.75mmサ .360mm.. 1.180mmの3撞類のメッシュの訴を通し、遺物を採集

した。

以下では百 3種類の協を用いて遺物を採集したLL42Dエ区とLM42Bイ区の1m四方のスクウェ 72ヶ所の資

料について1 剥片@砕片出土量を集計し、これをもとに剥片石器製作活動について簡単に検討する。

LL42Dエ

までの層位を合わせて、

うになる。

は;標高103.7m以下を

となった。遺物包含層の遺物取り

に分けた。 r呂場表弱から譲高103.7m

と対比すると百ほぽ以下のよ

標高103.5nl"'" ! 

標高山3.4，___， 1 03. 5m :宜

標高103.1'-'103.4m :亜層

標高103.0--103を 1m:IV麿

また百 LIv142Bイ区では 1 警の;遺物包含層の取り上げ麗位lこもとづき土壌採取した。

両区の層ごとの砂磯§土器§剥片母砕片の重量の内訳は第7表の通りである。なお、ここでの剥片は単純

もの百砕片は毘じく 30mm未満のものである。

これらと各;蓄の水洗選別により流出した土壌重量との比をグラブ往したのが第23図であるO これによると、

LL42Dエ む標高103.4，=---103.5m震で、砕片の対土壌重量比は最大{遣をネし、以下では一定し

ることができる。これに対し、器片C対土壌重量よと誌やはり豆

は半減以下になるものの1 課高103 .1~-o/103 .4mの揺の謹層相 変

そ

な

、

会
C

7

し

大十
Amで中

むよ となっている。

i~ !醤(十~~~ii:j) t器(g) 議日片(g) 砕f']-(g) 砂瞭(g) i志社i土法(g)

l03.7m~ 1206.8 140.1 151.0 74i6.61 5544i.6 

103.6~ I03.7m 2587.8 282.1 199.0 10958.0 77983.4 

i Lし42D工 l03.5-lU3.6m 3404.6 310.4 289.9 10329.] I 64428.3 

103.4-103.5m 2825.9 554.3 310.9 6236.8 31209.2 

LL42D工 l03.3-103.4m 6793.9 310.9 358.8 8091.9 53792.2 

LL42Dエ 103.2-l03.3m る332.6 318.7 210.7 i 1349.51 54368.3 

LL42Dエ 103.1 103.2m 1617.8 280.6 71.6 3951.2 .8 

LL42Dエ i03.0-. !03.!m 159.2 。 17ヱ 2467.6 119171.2 

LM42Bイ 903.9 1! 1.0 152.2 4109.2 38014.91 

LM42Bイ 日 1725.2 142.81 126.4 5955.6 

LM42B{ 4085.3 .9 193.6 11308.6 61329.01 

し4 .6 30.0 19551.0 

7表剥片
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0.2 

0.1 

0 

103.7rn 

/ 
/ 

砂際

剥片¥
斜片 ¥_______ I 

」ー」込-.."..__I .~ 

一一一一一一一一一三三三一一一一一一←:-------_一、

LL42Dエ

0.2 

砂傑

。lV
土器

f砕Jt剥片砕片

11l府

LM42Bイ

第23留 郡片 e砕片等の対土壌重量比グラブ

W可思?

一方、 L1v142Bイ区では直層で土器の対土壌重量比が最大となり百剥片の対土壌重量比も、 E層で最大値

を示す。本区では三このように郡片 s土器の対土壌霊量比層泣変化にはある寝度C対応を認めることができ

る。これに対し、砕片の対土壌重量比は 1J膏からIV層にわたってほぼ一定の割合で漸減し、層位による大き

な変化を指摘できない。現状では、剥片@土器の対土壌重量比変化と砕片の対土壌重量比変化とには明瞭な

相関を認定し難い。

また、両区ともに、砂擦の対土壌重量比層泣変化と砕片のそれとにも明瞭な相関を認めることはできない。

砕片は、その全体重量が僅少なため、ここでのグラフの読みとりが有意なものかはなお不安があるものの三

塁11片 e土器や砂採と対応した対土壊重量比層役変化を示さないと判断する。これは、人為的な廃棄のばかに

自然営力による二次堆積、剥片石器等の廃棄後の破損による砕片の生成等も遺物包含層への砕片供給の原因

となったこと、さらに砕片廃棄の契機も

剥片や土器とは異なった場合があったこ

となどによるものと想定しておく。

次に剥片と砕片については点数を計数

した(第8表)。ここでは、剥片と砕片を

5mmメッシュの縞掛けにより悉皆採取

している宮城県中沢田貝塚第3.. 4次調査

資料と比較するためJ75mmメッシュ

を通らない砕片と剥片との量比をみる。

LL42Dエ区では、砕片と剥片との

比は4:1---11:1の前後にばらつき 1 全体

では約7.7:1となる。一方、 L1142Bイ区

ではほぼ9:1前後に収まり、全体で、約8.5:1 

L … 

i瓦

しし420工

LL420エ

LL420エ

LL420工

LL420工

LL420工

LL42D工

しL420エ

LM42Bi 

LM42Bイ

LM42B{ 

LM42B{ 
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層(県高) 事1]1計三n 砕J4'(.r:~) 砕!?大(点)

103.7m~ 17 2689 193 

I03.6~I03.7m 26 4236 2681 

1 03.5 ~ l03.6m 38 4587 

1 03.4~ I03.5m 21 3187 

103.3~ 103.4m 37 3749 253 

I03.2~ 103.3m 41 4646 242 

103.1 ._ l03.2m 26 2770 

103.0~ 103.1m 。 249 20 

11 1969 99 

日 20 2697 165 

田 43 4659 368 

れf 279 

号表剥片@砕片の出土点数



第 3節石器。石製品

{註6)

となる。これに対し、中沢目貝塚3..4次調査で、は全体で、約10.3:1前後の比になっている。中沢自貝塚第3ぺ次調査

報告書では最大長20mm以上を郡片としており、単純最大長30mm以上を事j片とした虫内 Z遺跡資料の方が、同一

基準ではさらに剥片の比率が高くなるものと推定できる。

ところで、会田容弘は、石核の僅少性、剥片の面構成や大きさ、砕片の検出量などから、中沢田員塚では剥片

形態で石器素材が遺跡に持ち込まれ石器製作が行われたものと想定する O さらに、里浜貝塚との比較から、両者
(註7) 

に石材供給システムの栢違を認め、中沢目貝塚での石材経済環境の相対的な劣悪性を指摘している。

本遺跡と中沢目貝塚とでは、その遺物包含麗全体の石器類出土量だけをとっても大きな格差が存在する可能性

が強く、遺物包含!蓄の性格を同一視することはできないであろう。よって、単純な比較にはきわめて問題は大き

いが、ここでほ剥片と砕片との量比を遺跡内での剥片石器製作活動の盛行度の指標ととらえ、虫内 I遺跡の剥片

石器製作活動は中沢呂貝塚のそれを大きく凌駕することはないものと考える。

本遺跡では、上述したように剥片および石核のまとまった接合作業を行っておらず、遺跡内で弱j片生産を集中

的に行っていたかは判然としない。しかし、上述の中沢呂貝塚との辻較から、虫内 I遺跡における剥片お器製作

活動の低調さを推定し、遺物包含層中の石核や剥片多くは遺跡外から持ち込まれ、廃棄されたものと予想してお

く。一方、砕片の遺跡内への意図的な持ち込みはーその性格から想定し難いことから、遺物包含層中の砕片は、本

遺跡にわずかに存在した竪穴住居居住集団等による小規模な石器製作活動に伴う療棄や遺物包含層に療棄した

器などからの偶発的な生成などに由来する可能性を想定しておきたい。

今後、定量化資料を蓄積し、上述した解釈の妥当性を検証する必要があろう。

第4鎖 骨角器および切痕を持つ骨(第9表〉

ここに述べる 器および切痕を持つ菅は、動物i護持体と向誌に嬢けて灰白色に変色したものである。

角器は磨耗しているものが誌とんどでありミ明瞭に加工過程の痕跡を認めることが難しかった。

なお、ここでは遺講外出土換!の廷か、 SK481土筑出土例1)点についてもあわせて記述する。

製品の種資i 整JiJi_番号 j也区 !再{立 長さ (cm) IIJ/.I(cm) Jltさ (cm) 素材 凶!tた番目ー 'k:j: !~[、釆rr;'-~J

廿j;!- 174 L043B 1) .0 .4 0.4 出向 441 -2 '!~dl[137-21 

持:1犬)JIU:品? 盟 し4 .6 0.4 出向 441-7 ;'j:~(-137-12 

用j主不明}JIIt:品 7281 LM43CJ二 国 0.9 0.4 0.3 出向 44]-] f子([137-14

tf.WUJIII_Sr'r 949 i LM43Bエ 日 1.8 0.4 0.5 鹿角 441 -10 写:J~(137-18

俸:IRJJIU:品? 352 LL43Dウ 0.5 0.5 鹿ffJ 441 12 写真137-16I 

切痕をJJつ廿 567 LM44Dイ 日 I日.1 441-5 '4:真137-19

棒状加工品 801 LM44Aウ E 1.2 0.5 )1証frJ

持:U::JJIU:品 831 LM43Bエ E 0.6 0.5 ImfiJ 441 -8 ;'n~137- 15 

持;1犬力n_L01~ 780 LM44Aウ E iユ 0.4 0.4 江主fiJ 441 -4 写E-137-1]

出:IK)JIU:品? i立構2SK481 1.8 0.8 0.6 出fiJ?廿? 441 9 'Jf点137-23 

僚:1丈)JII]品? 139 LN43 E 1.71 0.7 0.4 Ilt角 441-6 写~!~137-22

体:1犬)JIIL:品 1085 LM43Bア 回 4.5 0.7 0.5 )J証iiJ 441 13 写真137-20 

f奈tJUJIU品 57 LN43Aア 血 l.2 0.5 。.4ImPJ 441 -3 写真i計一 13

十長:IUJlILi 57 LN4 .7 0.6 0.5 鹿角 441 11 写:j;[137 17 

告表骨角器。切痕を持つ骨一覧
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6章遺構外出土遺物

の骨簡製品〈図接441-1、写真137-14)

鹿角製と患われる加工品で、 i南端が欠損しており、

には側面の両側から穴をあけた形跡が認められる。

骨針(図版441-2、写真137-21)

鹿角製。先端は組雑に尖らせており、研磨痕が残っている。

の形を推測することができない。割れた上§下端

樺状加工品(図版441-3 、 4 、 6~13、写真 137-10""13、 15~18、初、 22 、 23)

すべて鹿角製と思われるが、研磨痕が認められたのは図版441-3のみである。他は加工した痕が見られな

かったが、細い棒状の骨は動物の骨では見あたらないことから、加工した可能性のあるものとして骨角器と

した。なお、棒状加工品の中でも一面に直線状に走る溝を持つものがある(図版44ト7 8φ12)。これらは加

る立前に角にあった溝が残っているのか、人為的に作呼出したかは区別できなかった。な語、

4 9では一端が丸く加工されている様な形を残すが、いずれも麓耗が激しく£るいは割れ口が磨援したもの

かもしれないc

(図版441-5、写真137-19)

種不明の小型動物のものと思われる雪であるが、関節付近に脅幹と直行する方向で切惑が4条認めら紅る。

肉を切り離す際に、石器で付けられた痕跡であろう c

古銭(

遺構外からは7点の古銭が、いずれも I層か告出土している。おそらくは長世品であって近代の墓に納め

られたものと考えられる c 銭名の明らかなものは4点の『寛永通蜜Jで、裏面に11波のある441句 12は1769年

以降鋳造され、 1860年以降は的台藩

Jの字体から 1860年以降

も されている。必1-3斗の裏面 のものについても

1 t火 F
{

臼 理

註

1994(平成6)年

によると、

資料という点を考慮する必要はあるが、

であろう。

-土層

....1- -:' 

わ令。 控用法の相違を想定すること

「打製石斧研究の現状Jr信濃J第35巻第4号 1983(昭和年

註3 松村和男は埼玉県下南原遺跡出土打製石斧について直接手持ちで復活する除草異であった可能性を示唆している。

松村和男く打製石斧について>_1r下南原J埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第3集 1982(昭和年

では、石室Ij類の生産遺跡を克出せないことから、虫内遺跡群造営集留の語性域で石剣類を生産したとは

現状では想定し難 ~ìO 素材産地を北上山地以東に推定し得ることから、当該期 iこ i土地域を異にする集団が薬中的

し、その一部が製品もしくは欠損品む形で、虫内遺跡群造営集出へもたらされた可能性を想定し

ておく G

後藤吉祐|縄文後晩期の刀剣形石製品の研究(上)Jr考古学研究J第33巻第4号 1986(昭和61)年

註S 中沢田員塚第3• 4次調査報告書第53表にもとづく。

会田容弘 I第四章 考察 3.東北地方縄文時代晩期の石器の諸問題j須藤隆編『縄文時代晩期貝塚の研究2 中沢

。fiA
ムU可



自貝塚nj

註7 註告文献

第 5節 古銭

註8 i'寛永通費」の鋳造年代などについては、『日本出土銭総覧 1996年版J兵車埋蔵銭調査会を参考にした。

註9 古銭の計測については、永井久美男編『中世の出土銭J兵態埋蔵銭調査会 1994(平成6)年を参考にした。
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分析結果報告

第l節放射性炭素年代測定結果

平成3---5年度にかけて、計5点の炭化材試料についての放射性炭素年代測定を学習院大学に依頼した。
(註1)

以下可制定結果をまとめて記載する。

Code No. 試料

GaK“16158 LK43区立

GaK山 16159 S 1 617(LI44RC1) 

GaK-16805 S 1 617-63 

GaK-16806 SE2020直下シ/レト層(地山)

GaK-17684 S 14054柱材

学習院大学から は以下の説明がある。

年代 (1950年よりの年数)

2.140士80

190 B.C. 

2.730土90

780 B.C. 

3，350士130

1.400 B.C. 

14.500士250

12，550 B.C. 

6，540士120

4.590 B.C. 

「なお年代値の算出には14Cの半減期としてLlBBYの半減期5570年を箆沼していますO またi寸記し は β線の

計数値の標準偏差 σにもとづいて算出した年数で、標準偏差(ONESIGMA)に相当する年代です。また試料の β

と自然計数率の差が2σ以下のときは、 30に相当する年代を下限の年代鐙(B.P.)として表示しでありま

す。また試料の β線計数率と現在の標準炭素(MODERNSTANDARD CARBON)についての計数率との差が2σ

以下のときには、 Modernと表示し、び14C%を付記してありま
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第2節虫内 Z遺跡の考古地磁気調査

西谷忠蹄(秋田大学鉱山学部)

1.はじめに

虫内 I遺跡は秋田県平鹿郡山内村にあり、北緯39度16分35.18秒、東経140度36分47.88秒の位置で近接し

た場所に虫内車遺跡、岩瀬遺跡がある。この遺跡からは住居内炉と見られる遺構が発見されている。本調査

の目的は、この住居内炉から試料を採集し百考古地磁気学的手法を用いて年代を推定することにある。

2.試料について

試料は一辺が24mmのポワカーボネイト裂の立方体キューブを地中に挿入して採集した。試料は、 S1 431 

住居内炉から20個、 S1 617住居内炉から20偲の計40偲である。採集した試料の自然、残留磁化(何の処理も加

えない1 採集したままの状態で測定した残留磁化〉を測定し 1 二つの炉の平均値を第10表に示した。表には

遺構名古試料番号、採集試料数百自然残留磁化強度の平均値が示しである。試料番号はデータ処理を行うた

めに便宜的に付けた名称である。現場では個々の試料の傾きを示す走向と傾斜を記録している。データ処理

でこの傾きを補正して磁化方向を求めた。

跡 遺構種類 試料番号 試料数 磁イヒ強度(A/m) 考吉推定年代

S 1431 住居内炉 MS01 20 3.690 X 10-2 縄文後期前葉

S 1 617 住居内炉 MS02 20 1.282 x 100 縄文後期後葉

虫内工遺跡の試料一覧

3.澱定

残留磁化強度および方向はスピナー磁力計(テラテクニカ製RJVI-245)を用いて測定した。自然残留磁化

(NRM)は必ず、しも加熱された当時の地磁気方向を示している訳ではない。なぜなら、後で二次的に付加し

た磁化成分と霊堂した形で自然残留磁化が観誤せされるからである。

脅 25留はS1431、S1617の自然残留磁化の方向分布である。この留はシュミット等覆投影法で表現

されており 1 球面上に分布する一対の偏角可伏角を平面的に表わしたものである。二次的磁化成分がほとん

ど無ければ測定値のまとまりが良くなり、シュミット円に投影した点はほぼー箇所にまとまるはずである。

しかし、第24" 25図ではかなり分散したヂータも存在する。 S1 617で見られる白丸は磁化の伏角方向が現

在の地球磁場と逆方向を向いていることを示している。地球E霊場そのものの反転はかなり以前には存在した

が、今注目している炉跡では地縁磁場の反転はあり得ない。従って可反転した磁化は何らかの擾乱作用によ

るものであろう。

二次的な磁化成分は加熱時に獲得された磁化成分よりも一般的に弱く、この成分を消去する効果的な方法

は段階交流治磁法である。交流消磁法は無磁場中で試料にある強さの交流磁場を加えてその強度をゼロまで

下げ、磁化成分を測定する。続いて、先程の強度よりも強い交流磁場を与えて同様の操作を繰り返す。この
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7章分析結果報告
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全ての試料に対してこの交流消磁を行い、信頼できる磁化成分を選び出した結果を第27函に示す。反転し

た磁化成分もなくなり、まとまりが良くなっていることがわかる。平均の偏角と伏角をxEJ]で、データのま

とまりを示す指標である95915信頼区間を楕円で示しである。 959/o信頼区間は95%の確率で真の値が含まれる
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第2節虫内 I遺跡の考吉地磁気調査

し、値が小さい方が平均の編角、伏角の信頼性が高いこと している。 としてもう

ラメータがある。精密度パラメータ きし 、
も

ど3

4.年代推定

測定によっ られた値とHyodo(1993)の地磁気永年変化曲線を比較して年代推定を行った。試料採取

地における現在の地磁気偏角@伏角の値は真北を基準として、偏角-7.79度、伏角53.00度である o

Hyodo(1993)の変化曲線は大阪湾(北緯35.0度、東経

135.44度)における変化で、この地点での現在の地磁

、i八月は偏角-6.78度、伏角48.44度である。

この結果を室内 Z遺跡の経粟と比較するた

ー10
イ馬角。 仁」w 
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る。このとき百緯度、経度による地磁気
50 

の変化 井J と同じであったと仮定する。移動
55 
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のために百永年変化曲線の偏角はそのままとし、{犬角
f支
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には4.56度を加える。
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第28密は測定によって得ら つの炉の額免@{:夫 65 
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の平均績と95%信頼区間百 3300B.P.から4100B.P.ま

での地磁気の変動が示しである。誤差を考癒して百年

{てを推定すると三 81，131住居内炉ほ3700士300B.P置、

81617住居内炉は3530土240B.P.となる。第11表に得

られた結果をまとめである。

と
黒丸が平均穂、構内は95%信頼区間である。点鰻は3300B.P.
から4100B.P.までの地磁気変化を示す。

S 431 1V1801 

8 617 I 1¥11802 

zn
一斗
A

戸川
U

p
h
J
u
n
u
d
 

↓2
2
ム 2.55 

-4.61 

67.14 

61.56 

33.88 

51.09 

6.67 

7.27 

3700ゴニ300B.P.

?表宅;大J1 

5.まとめ

虫内 Z遺跡の二つの炉跡から試料を採集し し 'コ

ょっ Lっ 8I 主居内炉は3700土300B.P.、sz 内炉は3530i:: 240B.Pと

きた。

Kataumi Yasukawa(1993):Geomagnetic secular variation reconstructed from 

magnctizations of wide diameter cores of Holocene sediments in Japan，よ Geomag.GeoeJectr.， 45， 669ι96. 
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7章分析結果報告

第3宣告 I に残存する脂肪の分析

中野益男〈帯広畜産大学生物資源化学科〉

中野寛子長田正宏(C禰ズコーシャ総合科学研究所)

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、核酸、糖質(炭水化物)および脂質(脂肪@油脂)がある。

これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を受けて崩壊してゆくだけ

でなく、土の中に住んでいる微生物による生物的作用によっても分解してゆく。これまで生体成分を構成し

ている有機質が完全な状態で遠存するのは、地下水位の高い低地遺跡百泥炭遺跡、貝塚などごく限られた場所

にすぎないと考えられてきた。

ドイツ事IT石器時代後期にバター結肪が存在していたこと、吉代遺跡から出土した約2千年前のトウ

モロコシ種子1 約5千年前のハーゼルナッツ種子に残存する脂肪の脂肪酸は安定した状態に保持されている

ことがわかった。このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年@万年という長い年月を経過して

も変化しないで遺存することが判明した。

脂質は有機溶媒に溶けて、 71<に溶けない成分を指している。路質はさらに構造的な違いによって誘導路賞、

単純脂質および複合脂質に大別される。これらの務質を構成している主要なクラス〈覆〉が脂肪酸であり 1 そ

の種類、含量ともに脂質中では最も多い。その脂肪酸には炭素の鎖がまっすぐに延びた飽和型と鎖の途中に

一重結合をもっ不飽和裂がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物は不飽和型の脂肪酸を多く持つ

というようにミ動植物の種ごとに思有の脂肪離を持っている。ステロールについても、動物性のものはコレ

ステローノ入植物性のものはシトステロー/人徴生物はエルゴステロールというように動植物に留有の特徴

がある。従って、出土遺物の脂質の種類およびそれらを構成している脂肪酸組成と現生動植物のそれとを比

較することによって、自に見える形では違存しない原始古代の動植物を判定することが可能である。

このような出土遺構 e遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」という。この「残存結肪分

いて虫内 I遺跡から検出した違構等の性籍を解明しようとした。

1.土壌および炭化物試料

秋田県平鹿郡山内村に所在する虫内 I遺跡は縄文時代のものと推定されている O この遺跡内の土器埋設遺

構および土坑内外の土壌試料と煤状炭化物試料を分析した。遺跡内での各遺構の配置状況と各遺構内外での

試料採取地点、を第29---30図に示す。試料を採取したこれらの遺構のうち、土器埋設遺構8R570は縄文時代後

期前葉、土坑8K4032は後期中葉、 8K301、8R3178は後期末吉 8R170、8R3173、8R4009は後期後葉~晩期

初頭、 8K297、8K525，8K636、8K2046B C" L、8K3019、8R4016、8R4018、建物跡¥sB430P5は晩期初頭、

8R49、8R238、8K335と8I{524、柱穴8KP665、8K3013、8R3060、8R3061は晩期前葉、 8K552は晩期中葉百

8K4050は詳細な時期不詳と推定されている。試料No.1は土器埋設違講8R49の土器内面服部下半の煤状炭化

物である。試料NO.2---No.13は土器埋設遺構8R170のもので百試料NO.2""""No.6を土器内、試料NO.7，___，NO.9を

土器埋設遺構内の土器外、試料NO.I0--No.13を遺構外から、試:料No.14-...No.24は土器埋設遺構8R238のも

ので、試料No.14--No.18を土器埋設遺構内の土器外、試料NO.19---No.24を土器内から、試料No.25，-...，No.31

は土坑8K297のもので、試料NO.25--No.28を土坑内1 試料NO.29'-"No.31を土坑外から、試料NO.32，-，._，No.38

は土坑8K301のもので三試料NO.32---No.35を土坑内百試料NO.36--No.38を土坑外から百試料No.39---No.46

は土坑8K335のもので¥試料N0.39--N 0.44を土坑内、試料No.45とNo.46を土坑外から、開ヰNo.47'-""No.54、
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第3節虫内 I遺跡検出遺構に残存する脂肪の分析

NO.74は土坑SK524のもので、 No.47--No.53を土坑内、 NO.54を土坑底面直下ミ No.74を土坑外から百試料

NO.55を土坑SK525内から百試料N0.56--N 0.60は土坑SK552のもので、 NO.56---No.59を土坑内、 NO.60を土

坑底面直下から、試料NO.61---No.64は建物跡SB430P5のもので、 NO.61---No.63を柱穴内、 NO.64を柱穴底

面直下から、試料NO.65---No.69は土器埋設遺構SR570のもので、 No.65，..._，No.67を土器内、 NO.68とNO.69

を土器外から、試料NO.70---No.73を土坑SK636内から、試料No.75---No.77を柱穴SKP665内から、試料No

78""_'No.84は土坑SK2046Lのもので"No.78，..._，No.83は土坑内、 NO.84は土坑底面直下から、 NO.85，..._，No.86

はSK2046B内から、 No.87はSK2046C内から、試料No.88---No.92を土坑SK3013内から、 No.93---No.101 は

土坑SK3019のもので"NO.93""_'No.100を土坑内、 No.101を土坑底面直下から、試料No.102，..._，No.104を土器

埋設遺構SR3060の土器内から、試料No.105---107を土器埋設遺構SR3061の土器内から、試料No.108---No.1

13は土器埋設遺構SR3173のもので、 N0.1 08，._， 109を土器内、 N0.110--N 0.113を土器タよから、試料No.114，.-_.

NO.117を土器埋設遺構SR3178の逆位埋設の土器内から、試料NO.118--No.123は土器埋設遺構SR4009のも

ので¥試料NO.118---No.120を土器内、 No.121---No.123を土器外から、試料No.124--No.127は土器埋設遺

構SR4016のもので1 試料No.124とNo.125を土器内、 No.126とNo.127を土器外から 1 試料NO.128--No.132

は土器埋設遺構8H4018のもので¥試料NO.128'-"'N0.131を土器内、 No.132を土器外から、試料No.133'"'"-' 138 

は土坑81¥>1032のもので、試料No.133を土坑底面直下、 No.134--"No.138を土坑内から、試料NO.139---No.14

1 は土坑SK4050のもので百試料No .1 39 と No .141を土坑IJ~" No.140を土坑底面直下から、それぞれ採取した。

このうち試料NO.I---No.46百トJo.47---No.117、N0.118---N 0.141のグ、ループで採取年度が異なり 1 分析も別々

に行った。

2.残存脂肪の抽出

煤状炭化物試料と土壌試料品""_'636g~こ 3信量のクロロホルムーメタノー/レ(2: 1)混液を加え、超音波浴

槽中で30分間処理し残存脂肪を抽出した。処理j疫を議過後、残撞に再度クロロホ jレムーメタノーノレ混液を加

え、再び30分間超吾波処理をする。この操作をさらに2@J繰与返して残存嬉拐を諮出した。得られた全抽出

19i5塩化パ ijウムを全抽出接援のめ?の

ム層を濃縮して残存脂肪を分離した。

、クロ口ホノレム;奮と水}蓄に分配し、下震のク口ロホ/レ

残存脂肪の抽出量を第12表に示す。抽出率は炭化物試料が0.0805%、土壌試料が0.000991)--0.0195 J6、平

均0.00629.'oであった。この植は全国各地の遺跡から出土した土壌1 石器、土器等の試料の平均抽出率0.0010

~む 010∞0%に比

残存路肪をケイ駿薄!層蓄クロ?トグラフイ一で分析した結果瓦結肪は単純結霊から構或されていたO このう

ち遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセローノレと脂肪酸の結合したトリアシノレグ 1)セロール(トリグリセワ

ド入ステロールエステ/レ、ステ口ールのlfI員に多く可微量の長鎖炭化水素も存在していた。

3.残存脂肪の結紡接組成

分離した残存結訪の遊離脂肪酸とトリアシルグワセ口一/レに5roメタノー jレ性塩酸を加え"1250C封管中で

2時間分解し 1 メタノーノレ分解によって生成した脂肪酸メチルエステルを含む鹿分をクロロホノレムで分離し、

さらにジアゾメタンで遊離脂肪援を完全にメチル化してから、ヘキサンーエチルエーテノレー酢酸(80:30:1) 

またはヘキサンーエーテル(85:15)を農務議諜とするケイ駿薄層クロマトグラフィーで務製後ミガスクロマ

トグラフィーで分析した。
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第3節虫内 I遺跡検出遺構に残存する脂肪の分析

残存脂肪の脂肪酸組成を第31"'-'34関に示す。残存脂肪から15種類の脂肪酸を検出した。このうちノマルミチ

ン駿(C16:0)、ステアワン酸(C18:0)、オレイン駿(C18:1)、ワノー/レ畿(C18:2)、アラキジン酸(C20:0)百エ

イコサモノエン酸(C20:1)、ベヘン酸(C22:的、エノレシン酸(C22:1)、 1)グノセワン酸(C24:0入ネ lレボン酸

(C24: 1)の10種類の脂肪酸をガスクロマトグラフィー-質量分析により向定した。

各試料中での脂肪酸組成パターンを見ると、殆どすべての試料中で、主要な脂肪酸はノマノレミチン酸で、次い

でオレイン酸、ステアリン酸の11国に多いというものであった。試料NO.78、No.創刊 No.82、NO.87、No.125、

No.127では主要な脂肪酸がオレイン酸、試料No.2、NO.85、No.121百No.122百No.124、No.126では主要な

脂肪酸がパルミチン酸とオレイン酸でほぼ間程度合まれていた。試料NO.56で、はノマノレミチン酸とベへン酸が

主要な脂肪酸で、ほぼ間程度含まれていた。一般に考古遺物にはパルミチン酸が多く含まれている。これは

1年月の閣にオレイン駿1 ワノー jレ援といった不飽和脂肪酸の一部が分解し可パルミチン畿が生成するた

めで1主として植物遺体の土壌化に伴う腐植物から来ていると推定される。オレイン酸の分布割合の高いも

のとしては百動物性脂肪と植物性脂肪の両方が考えられ1 植物性脂肪では特に根百薬王種子lこ多く分布する

が、動物脂肪の方が分布割合は高い。スチアリン酸は動物体脂肪や植物の根に比較的多く分布している。リ

ノーノレ酸は主として植物種子 e棄に多く分布する。

高等動物、特に高等動物の臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられる炭素数お以上のア

ラキジン酸百ベヘン酸、リグノセリン酸などの高級脂肪酸はそれら3つの合計含有率が試料No.22，No.53、

NO.54、No.57，NO.60、No.6ム No.81、No.113、No.115、No.123、No.125、No.140で10%以下であった

が、他のすべての試料中で約11--48%であった。さらに全体の半分以上の試料で209-6以上の含脊率であった。

通常の遺跡出土土壌中でのアラキジン酸、ベヘン酸ミリグノセリン酸の高級脂肪酸3つの合計含有率は約4"'-'

10%であるから百高級脂肪酸3つの合計含有率が10%以下であった試料は通常の遺跡出土土壌中の植物腐植

の高級脂肪酸含有量で百イ般のすべての試料は高級脂肪酸含有量が多めであるといえる。高毅脂肪酸が

少なかった試料の各遺構1 遺物内で、の採取地点、に特に問ーの傾向は見られなかった。特に試料NO.56にはベ

ヘン酸が非常に多く三{寵にNO.29、NO.88三NO.94、NO.96にもベヘン酸が 1)グノセリン援と荷量か多めに含

まれていた。ベ、ヘン駿は~i乳動物の辞職、腎1藤有稗1議等の臓器に多く見られるもので、動物遺体の存在を知

る重要な指標脂肪酸である。またミ高級脂肪酸含有景が多い;場合としては三試料中に高等動物の血液ミ脳1

神経組織百臓器等の特殊な部分が含まれている場合と、植物の種子@葉などの植物体の表面を覆うワックス

の構成分が含まれている場合とがある。

以上1 虫内 I遺跡の殆どすべての試料中で、主要な脂肪酸はノマルミチン畿で1 次いでオレイン接、ステアワ

ン酸の!績に多いことがわかった。 SR170、SK2046L，SK2046C， SR400号、 SR4016の試料中にはオレイン酸

が主要な脂肪較であるものや百パノレミチン酸とオレイン酸が間程度含まれているものがあることもわかった。

SK552にはノマルミチン駿とベヘン酸が間程度合まれているものもあった。高級脂肪酸はSR238、SK524、

SK552、SB430P5，SK2046L、SR3173"SR31旬、 SR40む9.，. SR4016" SK4050に通常の遺跡出土土壌中の掻

物務植土並みにしか含まれていないものもあったが百大半はアラキジン酸1 ベヘン駿百ワグノセリン駿の合

計で、20%以上含まれているものばかりであった。このうちSK552の試料No.56には轄乳動物の肝綴1 腎臓、

牌臓に特徴的に見られるベヘン酸が非常に多く含まれていることもわかった。
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7章分析結果報告

4残存脂肪のステ口一ノレ組成

残存路肪のステローノレをヘキサンーエチ/レエーテノレ一群設(80:30:1)を展開溶接とするケイ駿薄罷ク口マ

トグラフィーで分離 a精製後、ピ 1)ジンー無水酢酸(1:1)を窒素気流下で反応させてアセテート誘導体にし

てから、もう一度同じ展開溶媒で精製し、ガスクロマトグラフィーにより分析した。残存脂肪の主なステロー

/レ組成を第35'-""'36凶に示すc 残存脂肪から20種類前後のステロールを検出した。このうちコプロスタノーJv"

コレステロール、エノレゴステ口一 jレ、カンペステローノ人スチグマステロール、シトスチローノレな

のステロールをガスクロマトグラフィー より同定した。

試料中のステロ… jレ組成をみると百動物由来のコレステローノレ No.13、NO.22百 N0.29----

No.弘、 No.24、 NO.25百No.31、NO.33、NO.37、NO.119、トJ0.133に10%以上、 、、

No.28、NO.32、N0.35、N0.39'""'--N 0.46、NO.51、NO.55" NO.84 、 1~c}.1 叩1TJOZ115 、 No .1 17 、 1\Jo.1

NO.120五 Noφ121、トJι123三 No.124、NO.128、No.129、No.130"NO.132百No137、NO.138、NO.141にち~

10%，残るすべての試料に以下分布していた。通常一般的な植物腐構土中にはコレステロールは2---6%

分おしている。従って、コレスチロール含有量は試料No.9，No. NO.22 、 NO.29~--'No.31 、 NO.33 、

NO.37、No.119、No.133にやや多い程度で全接的にさ認ど多くはなかった。しかし、試料NO.3むには約24%、

NO.37には約19%と¥かなり多く含まれていた。これらコレステロール含有量が多めである試料の採京地点

は土坑や土器内の底部または底面下である場合が多かっ

シトステロールは試料No.133に約、 NO.82に約68%分布していた他i立、すべての試料中に

約10~53 1ft分布していた。 通常の遺跡出土土壌中にはシトステロールはお~必%、もしくはそれ以上に分布

してる。従って、試料中でのシトステローノレ含有量は通常の遺跡出土土壌中の植物腐撞土並みか少なめであっ

fこO

ク1)、クルミ

NO.96で検出さ

カンペステロー/レミスチグマステロールl立、カンペステロ一

、スチグマステ口一/レが試料.No.124に京、 No.125に約2591)分布してい

ずし lこカンペステロー ステ ロテ

イナ吋入

、
i
v
r
 ロテr

ウ
〈

C
¥
 

、ノ
2

力
中
d

f

」 ステロー jレは1 している

く、 No.125にかなり 、べ

ま

す

一(「
h

f

」

斗

Jm
ているカンペステロールχ スチ ゎド、，，ノ口}アス

いでシトステロ ._jレ、カンペステロール、ス ステ Eコー/レといっ

た植物性ステロー

微生物由来のヱノレゴステロー jレ

分布していた{告は、すべての試料中

れる(

つあふ
)

していた。こ 1-cフ、

よ

されるものでは試料NO.7、

るコプロスタノーんは、検出されない試料もあっ

NO.I0l 、 NO.120、 f~cì.123 、 NO.129" NO.133百

NO.138.-.vN 0.141に約分布していた植は、

ノレは通常の遺跡出土土壌中には分布していないが"1 

タノールの分布により試料中での日高乳動物の存在を獲認すること

していた。コプ口スタノー

まれていると百試料中 している務訪の動物種や性別、ま

されることがある円また、コプロス

きる{告に、コプロスタノールが以

どが特定できる場合

75であり 1 今呂は

くはないがコプロスタノー

がある。ヒトの場合コプ田スタ J-)レとコレステロー

10~ó以上含まれている試料もあった それらの判定はできなかった。しかし、

t)')(¥ 
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第3節虫内 I遺跡検出遺構に残存する脂肪の分析

/レが残存しているということは、試料中に書道乳動物の脂肪が残存していると誰部できる。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシトステ口一 jレの分布比の指標値は土坑で0.6以上、

土器@石器@石製品で0.8---23.5をとる。試料中のコレステロールとシトステロールの分布比を第13表に示

す。表からわかるように、分布比が0.6以上かもしくは0.6~こ近かったのは、試料No. L.. No.9" NO.13、NO.29、

NO.30、NO.33、No.37"NO.84、NO.109、No.114、No.115、No.119、No.120、NO.133、No.137で、あった。

従って、これらの試料中には動物遺体または動物由来の脂肪が残存している可能性があることを示唆してい

る。しかし、これらの試料の大半は遺構や遺構の底面直下か、それらの上層部から採取したものであった。

以上、虫内 I遺跡の試料中に含まれている各種ステロール類は全般的に少なめであったが、動物由来のコ

レステローノレはSR170、SR238、SK297、SK301、SR4009"SK4032にやや多く含まれる試料があることが

わかった。植物由来のシトステ口ール、カンペステロー/レ、スチグマステ百一/レは通常の遺跡出土土壌中の

植物腐植土並みか少なめに含まれていた。微生物由来のヱ jレゴステロールは通常の土壌中む微生物の存在を

示す程度に含まれていた。補乳動物の腸や糞便由来のコプロスタノー jレはSR170、SK2046L、SK3019冗 SR

4009" SR4018" SK4032" SK4050にやや多く含まれる試料があり、他の試料中にもわずかながら含まれて

いた。コレステ口ールとシトステロールの分布比は、 SR170、SK297、SK301、SK2046、SR3173"SR3178、

SR4009" SK4032に0.6以上か立6に近い値を示すものがあり百これらの遺構や遺物中には動物遺体または動

物由来の脂肪が残存している可能性があることがわかった。コレステロール含有量はさほど多くなく、コレ

ステロールとシトステロールの分布比も0.6以下ではあっても百すべての遺構や遺物中から暗乳動物に特有

のコプロスタノー jレが検出されることから、すべての試料中に高等動物、特にヒトの結肪が残存していた可

能性が強い。一般的には、コレステローノレ含有量が特に多くはないので、先の脂肪酸分析で多く含まれてい

た高級脂肪酸は植物体の表面を覆うワックスの構成分由来のものと考えられる。しかし百その場合にはステ

口一ノレのうちエルゴステ o-}レやカンベスチロールの分布が多くなり 1 今回はそれらの含有量が特別に多く

はないので、これらの高級脂肪援は動物由来のものと考えるのが妥当であろう。

5.脂肪酸結成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料開の相関係数を求め、この相関係数を基

礎にしてクラスター分析を行って各試料の類似度を調べた。雨時に同じ秋田県内の遺跡で、土器埋設遺構や

土坑にヒト遺体が産接埋葬されていたと判定した桂の沢遺跡百虫内彊遺跡、出土土器にヒトの脅のみを埋納

したと判定した片野 I遺跡1 検出土坑を土坑墓と判定した兵庫県寺田遺跡、出土土器を幼児埋葬用護棺と判

定した静岡県原)[1遺跡、ヒトの体脂肪、検出土坑を蒋葬慕と判定した宮城県擢萩遺跡、ヒトの骨油1 ヒトの

胎盤試料など、各種遺跡、試料や現生試料の脂肪酸の類似度とも比較した。予めデータベースの脂肪酸組成と

試料中のそれとでクラスター分析を行い、その中から類似度の高い試料を選び出し、再びクラスター分析に

よりパターン間距離にして表したのが第37密である。

第37留からわかるように百虫内 I遺跡の試料No.78百NO.81百NO.82百No.85百NO.87、No.123百No.12ム

No.125、No.127、No.132、No.139、NO.140はヒトの骨のみを埋葬したことに関わる遺跡の試料予ヒトの骨

油試料と共に相関行列距離0.15以内で同じ系統樹に属していた。虫内 I違跡の{哉のすべての試料はヒトの遺

体を直接埋葬したことに関わる遺跡の試料やヒトの体脂肪、ヒトの胎盤試料と共に栢関行列距離0.23以内で

同じ系統樹に属していた。しかし、いずれの系統樹に属した試料も樹状図全体からすれば椙関行列距離0.35

以内のところにあり、互いに類似しているといえる。 SK2046B• C • L、SR4009、SR4016、SR4018"
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第7章分析結果報告

SK4050の試料の一部が{哉の遺構とは巽なる傾向を示した。

以上、虫内 I遺跡の試料中の残存する脂肪は土坑SK2046B.. C 翁 L、 SK4050、土器理設遠権SR4009~

SR4016、SR4018の試料の一部を除き、すべてヒトの体脂肪や胎盤、ヒト遺体を直接埋葬したことに関わる

遺跡の試料に残存する脂肪と類似していることがわかった。 SK2046B{I C"ふ SK4050、SR4009、SR4016、

SR4018の試料の一部はヒトの骨のみを埋葬したことに関わる遺跡の試料やヒトの骨油試料に残存する脂肪

と類似していたが、全体的にみるとヒト遺体を直接埋葬した試料もヒトの骨のみを埋葬した試料も相関行列

距離的にはあまり離れておらず、互いに類似しているといえる。ヒトの脅油試料と類似した試料はとト遺体

中の骨が残った部分を採取したために、その残存脂肪が多かったのかもしれない。また、ヒトの骨油試料と

類似した試料の中には遺構や遺物外から採取したものもあったが、これは遺構や遺物内の内容物の影響が外

にまで及んだか、撹乱による可能性が考えられる。

6.脂肪酸組成による種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸(炭棄数16のパノレミチン駿から炭素数18のス

テアリン酸、オレイン酸、リノーノレ酸まで〉と高級脂肪駿(炭素数20のアラキジン酸以上)との比を X較に、

飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異性相関を求めた。この比例配分により第1象限の原点

から離れた位置に高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等に由来する脂肪百第1象限から第2象限の原点から

離れた位置にヒト胎盤、第2象限の原点から離れた位置に高等動物の体脂肪、骨油に由来する脂肪がそれぞ

れ分布する。第2象限から第3象限にかけての原点付近に植物と微生物、原点から離れた位置に植物腐植、第

3象限から第4象限にかけての原点、から離れた位置に海産動物に由来する脂肪が分布する。

土壌および炭化物試料の残存脂肪から求めた相関図を第38図に示す。第38図からわかるように百虫内 I遺

跡の試料は土坑SK2046Lの試料NO.78とNo.81が第3象限内に分布した飽は百すべての試料が第1象践と第2象

限内の広い範囲に分布した。この分布位置は試料中に残存する脂肪が高等動物の血液、脳、神経組織、臓器

等の特殊な部分や体脂肪、脅油等のすべてに由来することを示唆している。試料NO.78とNO.81の分布位置

は第3象限内ではあるが、 X軸に非常に近く、第2象限内の傾向も受けている所である。

7.総括

虫内 I遺跡から出土した土器埋設遺構および土坑の性格を判定するために百遺構や遺物内外の土壌試料お

よび炭化物試料の残存脂肪分析を行った。残存する脂肪酸分析の結果、殆どすべての試料中で主要な脂肪酸

はパルミチン駿で、次いでオレイン酸、ステアリン畿のJI慣に多いことがわかった。高級脂肪酸も通常の遺跡

出土土壌中の植物腐植土並みにしか含まれていないものもあったが、大半はアラキジン酸、ベヘン酸、リグ

ノセリン酸の合計で20%以上含まれているものばかりであった。このうち土坑SK552の試料中には璃乳動物

の肝臓百腎臓、牌臓に特徴的に見られるべへン畿が非常に多く含まれていることもわかった。

脂肪酸組成の分布に基づく数理解析の結果、クラスター分析からは虫内 I遺跡の試料中に残存する脂肪が

ヒト遺体を直接埋葬したことに関わる遺跡の試料に残存する脂肪に類似しているものと 1 ヒトの管のみを埋

葬したことに関わる遺跡の試料に残存する脂肪に類似しているものとに分かれることがわかった。しかし冗

全体的にみるといずれの試料も相関行列距離的にはあまり離れておらず、互いに類叙しているといえること

もわかった。撞特異性相関から試料中に残存する脂肪が高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等の特殊な部

分や体脂肪、骨油等のすべてに由来することがわかった。
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第 7章分析結果報告

残存するステロール分析の結果、試料中 れている各種ステローノレ類は全殻的に少なめで、植物由来

のシトステロー/レ、カンペステロール、スチグマステロールと徴生物由来のエルゴステローノレは通常の遺跡

出土土壌中の植物腐植土並みか少なめに含まれていることがわかった。動物由来のコレステローノレは土器埋

設遺構SR170"SR238、SR4009、土坑SK297可SK301、SK4032に、暗乳動物の腸や糞便由来のコプロスタ

ノールはSR170、SR4009、SR4018、SK2046L、SK3019、SK4032、SK4050にやや多く含まれている試料が

あり、コプロスタノーノレはわずかながらでも他の試料中にも含まれていることがわかった。コレステロール

とシトステロールの分布比は、 SR170、SR3173可SR3178可SR4009、SK297、SK301百SK2046L、SK4032

に0β以上か0.6に近い値を示すものがあり、これらの遺構や遺物中には動物遺体または動物由来の脂肪が残

している可能性があることがわかった。しかし百コレステロール含荷量はさほど多くなく、コレステロー

ルとシトステローノレの分布比も0.6以下ではあっても、すべての遺構や造物中から補乳動物に特有のコプロ

スタノーノレが検出されることから、すべての試料中に高等動物、特にヒトの脂肪が残存していた可能性が強

以上の成績から三虫内 I違跡のすべての土坑や土器埋設遺構内にはヒト遺体が骨の部分のみも含めて百

接埋葬されていた可能性が強い。特に、土坑や土器埋設遺講内の土器の大きさによっては可ヒト遺体の中で

も幼児や胎盤等の特殊なものを埋約した可能性も考えられる。ヒト遺体の中でも頭部1 腹部といった部位ま

で推定できる場合があるが、今回は土坑内から複数点数採取したにもかかわらず、各試料に特徴的な傾向が

られないために、部位の推定は函難であった。また1 遺構や遺物外から採取した試料の中に遺構や遺物内

と同じ傾向を示したものもあったが、これは遺構や遺物内の内容物の影響を受けたか、遺構周辺が遺構内と

同じ性質のもので援香しにより汚染されている可能性が考えられる。動物遺体の明確な確認のためには、抗原

抗体反応による免疫学的手法を用いて試料を精査する必要がある。柱穴や建物跡の遺構内にも他の遺構と同

じような性質の脂肪が残持していたのは、周辺の土坑や題辺一帯の影響を受けているものと考えられる。

(1) R.C.A.Rottlander and H.Schlichtherle : iFood identification of samples from sitesJ 

Physikaj 10巻 1979 pp260 
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maize 292巻 1981 pp146 

(3) R.C.A.Rottlander and H.Schlichtherle : i Analyse fruhgeschichtlicher Gef主βinhalteJ WN a turwissenschaften j 

70巻 1983 pp33 

(4)中野益男 :i残存脂肪分析の現状JW歴史公論J第10巻(6) 1984(昭和59)年 pp124 
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ChemJ 358巻 1977 pp1439 

(6)中野益男 :i残留脂肪酸による古代復元Jr新しい研究法は考古学になにをもたらしたか』 田中 琢?佐原 翼編

クパプロ 1995(平成7)年 pp148 

(7)中野益男， f芳賀啓，根岸 安本教{専，畑宏明7 矢吹俊男，佐原 田中 琢 :i古代遺跡に残存する脂質

の分析」同旨質生化学研究』第26巻 1984(昭和59)年 内 40

(8)中野益男 :i真脇遺跡出土土器に残存する動物油脂J[J真脇遺跡-農村基盤総合設備事業能都東地区真脇工区に係わ

る発掘調査報告書J能都町教育委員会@真脇遺跡発掘調査団 1986(昭和61)年 pp401 
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(設1) 

第4節 虫内 Z遺跡検出遺構採取土壌のワン分析
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1 試料

試料は、土器埋設遺構2基(SR170.. SR238)と土坑l基(SK335)から秋田県埋蔵文化財センターにより採取

された覆土土壌である。このうち、 SR170では埋設土器内覆土1層の上@下位及び2層のよ@下位より 5点(試

料番号1---5)、埋設土器外覆土(掘り込み内〉及び遺構外のIV---四層から7点(試料番号6---12)、計12点が採取

された(第39図)0SR238では埋設土器内覆土2層の上@中@下位及び3層より6点(試料番号18---23)、埋設土

器外覆土(掘り込み内)1層 "4層の上@下位より5点(試料番号13---17)、計11点が採取された(第39図)。また、

SK335では土坑内覆土1層 4層"6層の上§下位，.7層倉 8層よち5点〈試料番号24---29)百土坑外のv..顎層よ

り2点(試料番号30.. 31)、計8点、が採取された(第39図)。今回の分析調査では百採取された全試料(31点)を分

析試料として 1)ン分析を行う。分析点数は合計で31点である。

2 分析方法

試料を嵐乾後、軽く粉持して2ll1rnの誌を通過させる(嵐乾結土試料〉。嵐乾細土試料の水分を加熱減量法

(1050C，，5時間)により測定する。風乾純土試料2gをケ/レダー/レプラスコに秤とり、はじめに絹酸(HN03)5ml

を加えて加熱分解する。放冷後、過塩素酸(HCI04)10mlを加えて再び加熱分解を行う。分解終了後"71<.で、

100mlに定溶してろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取し百ワン霊長発色液を加えて分光光度計により i)ン

駿(P20S)濃度を測定する。この測定値と加熱減量法で、求めた水分量から乾土あたりのリン含量(P20Sll1gj討

を求める。

SR170 ギナ21品;問 SK335

分析試料J主J[¥(1伝活
( )内は、 1)ン般合iti:(lIlg/g) 

第3母国 リン分析試料採取位置及び分析結果
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第4節虫内 I遺跡検出遺構採取土壌のリン分析

3 結果 e

分析試料金体の測定結果を第14表に、各遺構のリン含量を第39図に示す。

SR170では、埋設土器内覆土(試料番号1---5)が6.0P205mg/g以上の値を示し、埋設土器外覆土〈試料番号

6---12)に比較してあきらかに高い。特に埋設土器内底部の覆土(試料番号5)で、は9.95P205mg/gの最高値を示

す。また、埋設土器外採取土壌との比較において上位層の覆土及びIV層(試料番号←9)では5.0P20smg/g以

上と高く、下位層の覆土及びVI"四層(試料番号8"11"12)では4.0P20smg/g以下の低い値を示す。特に掘り

込み寵下の四層地山(試料番号12)では最も低い値を示す。

SR238では、埋設土器内覆土(試料番号18---23)の含量範囲が3.0---3.6P20smg/gの比較適狭い範囲にあり百

SR170のような著しく高い値を示す試料は認められな ~ì。また1 埋設土器外覆土(試料番号13---17) とほぼ同

じ含量範密にある。

SK335では、土坑内覆土〈試料番号25を除く 26~29までの試料〉が4.0P20smg/g以上の値を示し" v .. 

〈試料番号30"31)に比較してあきらかに高い。特iこ試料番号26で、は5.0P20s1Ug/g近い最高値を示すOまた、土

坑外採取土壌間の含量に差異が認められ、土坑直下の試料番号31で、は1.0P205mg/gの最も低い植を示す。こ

の点についてはSR170の結果と類保する。

ところで五今回の結果から覆土の 1)ン含量の多少を判断するには百本来は遺跡の基本土層とされる地点の

ワン含量分布を河特に分析しミその含量範囲を対照に富イとがあったか否かを検討する必要がある。しかし 1

今回ほその試料を接取するととができなかったので、ここでは文献等に記載されている僅を基準に考えてみ

る。まず、外患の文献によると土壌に通常含有されるリンは可 Bow臼1(1983)では中央値が29poiZ/g、
(註2)

Bolt and Bruggenwert(1980)で、は1.0'--"2.5P205mg/gと報告されている。一方1 わが国の文献によるとJ11

崎ほか(1991)の九州地域の土壌型男IJの全リン酸量を調査した結果では、含量の比較的高い黒ボク土の平均値
(註2) (設2)

が来耕地で、2.1PzOsmg/ふ既耕地で5.5P20smg/gと報告されており百天野ほか(1991)ではリンoEj
(主主2)

は2.7P205mg/ g以下の土壌が多いと推定している。したがって、土壌中に普通含有される 1)ンの最大値

は3.0PzOsmg/g前後、何らかの影響によってあきらかに富化があったとされる鑑が5.0P20smg/g以上と推

定される。この推定値から今屈の結菜をみると、 SR170では埋設土器内と埋設土器外の上位層に十壌本来の

含量以上のリンの富化があったことを示唆している。特に埋設土器内ではそれが顕著であり、リン成分の高

い内容物がそこに納められていたと考えちれる。またミ SK335では土坑底部付近が土壌本来の含量より高し

ワンの室化のあったことを示唆している。但し百 SR1700J埋設土器外の結果を含めて考えた場金1 覆十与その

ものに 1)ンの富化があった可能性もあり百内容物による影響として断定することは難しい。このような場合1

試料をより細かく立体的に採取し、分析してみる試みが本来は必要とされるが三今回そこまではできなかっ

た。一方、 SR238では推定植よりも多少高い部分もあるが1 埋設土器内に覆土以上のリンの富化があったと

は考えにくし'0

以上のことから、 2基の埋設土器のうち少なくともSR17むの1墓には l)ン成分の高いものが納められていた

ことが指摘される。一般にリンは動植物いずれにおいても含まれているが、動物では植物より 1)ンの必要量

が多く、概してリンの集積量も高いといわれている。したがって"SR170には動物出来の内容物が納められ

ていたと考えられ、遺体を埋納した土器轄の可能性も十分考えられる。なお古 SR170では埋設土器外の採取

土壌においてリンの富化が認められ、この結果をどのように解釈するか今後の課題として残される。この点

について、本遺跡における土壌全体のリン分布を把握するととによっておそらくはあきらかになるであろう

が、現段階ではわからない。また、 SK335では上記の理由から土坑底部の富化が内容物によるものか否かの

-231-
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構 層位名

上i立

1層下位

i層

上位

2層下位

3層

4層

!翠

れf層

V層

V1 J雲

四!翠

SR238 lJ習

資料番号
1) :，-対米白単

土色・土性
P2Uラmg!g

6.05 黒色(10YR2/1) 上 ~CL

2 6.15 黒褐色(10YR2/2) L~CL 

3 6.42 黒褐色(lOYR2/2) L~CL 

ヰ 7.70 黒褐色(10YR2/2) L~CL 

5 9.95 黒褐色(lOYR2/2) し~CL

6 5.27 黒掲色(10YR2β) し~CL

7 4.24 黒褐色(10YR3/2) L~CL 

8 3.80 黒褐色(10YR2/2) し~CL

9 5.23 (lOYR2/1) L~CL 

10 4.81 黒色 (10YR2/1 ) L~CL 

11 3.24 黒褐色(lOYR2/3) CL 

12 1.74 黄褐色(lOYR5/6) CL 

13 3.63 黒褐色(10YR3/2) L 

14 3.28 暗褐色(IOYR3/3) し

15 2.97 黒褐色(lOYR2/3) SL 

16 2.76 黒褐色(lOYR2/3) SL 

17 3.06 黒褐色(IOYR3/2) SL~上

18 3.40 黒褐色(10YR2/お L 

19 3.63 黒褐色(10YR3/2) L 

20 3.04 !黒揚色(10YR2β) SL~L 

21 3.39 黒掲色(10YR2/3) SL----L 

22 2.99 黒褐色(lOYR3/2) SL~-L 

23 3.07 黒褐色(lOYR2/2) L 

24 4.04 黒色 (10YR2/1) CL 

25 3.85 (10YR2/1) CL 

26 4.80 L~CL 

27 4.34 し~SiL

28 4.54 L 

29 4.29 (10YR2/1) し

30 3.37 (lOY立2/1) SL~L 

31 1.05 黄梅色(lOYR5/ら) CL 

4層上位

2層下位

中位

3層

SK335 i層

層

7層

6層上位

6層下位

3マ言

V層

VlI層

i主事 (1)リン般の単位l土、乾二t19あたりの mgで表示。

(2)土色の判定は、マンセル表色系に準じた新版標準土色結

(農林省、農林水産技術会議監修，1967)による。

(3)主性の判定は、土壌調査ハンドブック記載の野外土性の判定法

(ベド口ジスト懇談会編，1984)による。

SL'"砂壌土(砂の感じが強く、ねばり気はわずかしかない。)

L…壌土(ある程度の砂を感じ、ねばり気もある。秒と粘土を同じくらいに感じられる。〉

SiL…シルト質壌土(砂はあまり感じないが、サラサラした小麦粉のような感触がある。)

CL・-殖壌土(わずかに砂を感じるが、かなりねばる。)

第情表 リン分析結果
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第4節虫内 I遺跡検出遺構採取土壌のリン分析

判断がつかず、土;誌の性格を推定することは難しい。さらにSR238では内容物を l)ン分析によって判断する

ことができなかったが、このような場合には今後は脂肪酸分析との併用が必要と盟、われるの

註1 本節はパリノ。サーヴェイ株式会社による自然化学分析業務報告のうち、遺構採取土壌のりン分析に関する部分

の抜粋である。抜粋に際しでは、一部表現等を変獲した。(楽)

註2 文献に記載されている単位は%であるが、ここで、は単位をmg/gに換算して表示した。
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務局編 f土壌蓄積ワンの再生循環利用技箭の開発j]149p.， :p.23-27 

京都大学農学部農芸化学教室編(1957)[f農芸化学実験書』第1巻 411p.産業阻害

日本粘土学会編(1987)[f粘土ハンドブックJ第二版 1289 P.技報堂出版

農林省農林水産技術会議事務局監修(1967)[f新版誇準土色11)占J

ベドロジスト懇談会編(1984)I野外土性の判定J[f土壌調査ハンドブックj]156p.， :p.39-40，博友社

竹迫 紘(1981)111号住居社内埋嚢中の土壌 1)ン酸分析J[f横浜市道高速2号線文化財埋蔵文化財発掘調査報告j]p.156血

158，横浜市道高速2号線文化財埋蔵文化財発掘謁査包
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第5箆 虫内 I遺跡出土の多子し質ガラス状物葉色分析

思塚陸保(奈良国立文化財研究所〉

l はじめに

発掘調査に伴って様々な遺物が検出されるが、使用目的などが不明なものも少なくない。当遺跡からは褐

色の軽石状のガラス物質、所謂「ガラス浮jと称される物質が発見された。従来からこの「ガラス津J状の

物質は発見された例は少ないが、いずれもガラスの製造とは直接関係ある遺物が発見されたことはなく、ま

たガラスの製造ではこのような物質が生じることはない。このような「ガラス津Jと類似した物質としては

こと器が著しく発砲して軽石状を呈したものなども報告されている。今回虫内 I遺跡から出土したこの「ガラ

ス淳Jについて若干の調査をおこなったのでその概要を報告する。

2 資料および調査の方法

所謂「ガラス淳Jは全体に丸みを帯びたもので権円形から球形を帯び、たほぽlcm大から数mmの小片まで

あわせると20数点が出土している。いずれも色調は灰色~黒味をおびた掲誌で、一部の資料はその表面がガ

ラス状光沢を呈している。表面のガラス}蓄は非常に薄いもので肉接的には自然粕に{立た特徴を呈している。

表面には多数の大小の球形の孔が観察され、多孔質で脆く粉砕すると砂粒状を呈しており、かなりの熱を受

けたことが推定される物震である。いず抗の資料とも同様な特徴を有していた。また古参考とした岡山県吉

間)11今谷遺跡から出土した資料i土、全体に灰緑色を呈しており、アメ状に結くかっファイパー状の集合状態

を呈しているが1 多孔質で表面がガラス状光沢を示している点ではきわめて類似する特徴をもっていた。

これらの資料のうち数点、の資料を抽出して実体顕微鏡観察および、 X線透過撮影により内部の状態を調査

し、さらに一部の資料については薄片を製作して偏光顕徴鏡による鉱物の集会状態などについて諮べた。ま

た、化学組成についてはエネルギ一分散型蛍光X隷分析装震によりガラス光沢を有する部分の測定をおこなっ

た。定量分析にあたっては1 検出したすべての元素を酸化物に置して、ファンダメンタルパラメータ法によ

りその合計が100%になるように競語化した。なお、定量にあたっての標準資料はJG-IA...JA... JBおよび

ガラス標準資料を参考とした。また、資料に含有する鉱物についてはX線回折粉末法により同定をおこなっ

た。なお、蛍光X線分析およびX線回折分析の条件は第15表に示した。

、、 、、 、

走査速度:ldeg/lm出、装置:回転対陰撞X線回折装置MXP18VA(マックサイエンス社〉

[蛍光X線分析条件]

励起用X線管:Mo...励起電圧:20-45kV、電流:4-0.3mA、コリメータ 1n111也、計数時間:1000秒三

X線分析測定条件

一ーって~A 一一ι'Vτ 



第S節虫円 I温勝出土の多孔質ガラス側胃貨の分析

3 *古巣と考察

顕微鏡観察によると(!ll40図書聖照〕、資料の全体l;tガラス化しており、そのゆに石英の微綾子が散在してい

る繊手が明らかになった。ガラスは気泡の周辺を取りをくように分布しており、ガラス部分ほ均一ではなく、

ガサガサな状態になっていたり、火山ガラスのパミスのような状態を呈している部分もあり、形状tま-~せ

ず長時間ガラスが浴徹していたとは考えられない。ガラス自身は無色透明で、多数の微細な気砲により灰色

を呈している。また、資斜によゥてはがラス表面はそれほど風化している線相は観察苫れむいものも存在し

た。観察の結果、これらの「ガラス締Jは平城京おどの控室史時代の遺跡から出土する金属の糊鎌に関連するス

ラグ(鉱様}やガラス柑橘などに残存するガラス物質とは全く様相が異な勺ていた。

X線道i晶微量三(軟X線使則〉により内部の状態についても鋭築を加えたが(第411111怠照〉、実体顕微鏡観察と

悶織に内部まで大小の多患の気泡が存在していることも明らかにな今た。

また、含有する鉱物の集合状態伝どについて調べるため、資料の一郎をイゾシアネート系合成樹脂で含浸

強化して悶it，した。強化した資料Iまダイヤモン ドカ，?ーで切断後、カーポラ Yダム ・アランダふを聞いて

研磨して務片を製作後、偏光顕微鏡下で鰻察した。その結集、結晶成分(鉱物)はわずかしか含有せず、数+

ミク ロンの石英や一部はクリス トパライトらしき幼子が散在して分布している状態が鰻察で意た。石"!fAの形

状は丸みを帯びているものや、 f有lまっているものなど形状は一定しない。また、わずかに磁鉄鉱らしき徴役

宇も散在していた。以上のことから一次物質!;t純肢が不揃いな物質ではなく、かなり淘汰さ れた物質である

ことも縫定された。「ガラス海の大部分は非品質でいわゆるがラスの状態にあるが、大部分はガラス小片の

集会状を呈しており、しかも火山ガラ スとも想える大小の破片が集会しているようにも見られた。そしてそ

れらの破片が機管しているよ うに も観察できるぷ第42凶参照)。

:!Jt光X線分析による測定{第43関〉の結果は、部分的なパラツキはかはり忽められるが平均約にみると 二織

化法索(SiO，)はかなり多く、 70-80%を占める雪ついで厳ftカザワム0(，0)が多<9-13"6、酸化カルシウ

No.1 

第40図 5主体顕微鏡写真{約30依)

ぶ。7 No.I2 

第41図 X線i護過写真
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第42図 偏光顕微鏡写真{ふヨルのみ)Xω

E‘C!O.> r:-.UNI>I当MCNT倫L .内后AMErER 舟NALYSIg; 内角兇 ~9 . ~ 

ム(CaO)は4-7%で、 酸化アルミニワム(AbO，)は3-5%と少なく、般化ナトリウム(N削 0)は鍛%以下、

般化マグネシヴム(¥1gO)li数%前後である。また、厳化チヲン(Tio，)は0.1%前後で厳化マンガン(MnO)

は0.5%前後である。酸化鉄(F的0，)1;1:0.6%-1.3%で、銅や鉛、錫などの金属はいずれも定量限界以下で、

傘精精錬に関係するスラグではないことは明らかである。

いっぽう、間山県否問111で出土した「ガラス線Jは、岡山県工業絞術センタ ーや山崎一雄によって

その成分が測定された結果、厳化アルミニワム(AI，o，)含有蛍の多いソーダ石灰がラスに似た紛成を示し

ており、今回出土した 「ガラス海」 とは組成は~な司ている。 今回の 「ガラ ス篠J はむしろカリ石灰カラス

( I{.O・CaO-SiO，系)の組成に近いものと考えられるが、いわゆるガラス製品を軍司造したことをよJ，¥すものでは

ない。ちなみにカリ石灰ガラスは古代のものでは紀元前5世紀から紀元前3世紀の中国の湖日同省や四川省など

の寒からガラス玄と して発見されている。しかし、臼本ではこのようなタイプのガラスが発見された報告は

なし、。

いうぽう、X線回折紛求tまによる測定の結娘、いずれの資料からもガラス物質の中からは a・クリス トパ

ライト 、石英が検出された。ヲリストバライト は火山岩などからも検出されるが、石英や粘土鉱物から熱変

成により生じるには少なく とも1200'C以上の高温が必婆である。い勺ぽう、参考とした岡山県西|筒111今谷遺

跡から出土した fガラス告書Jからも石英やクリストパライトが検出されるものもあるが、中には石英、長石、

活締石などが含街しているなど、虫内 I遺跡から出土した 「ガラス博Jとはやや輿なっていた{第制限繋熊}。

以 kのことからこのような 「ガラス簿」を形成する環織を鍛定すると、まず二重量化珪議に富む成分が必袈
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..L. 3.51iJ-

、ムsν 言?h、て、
3.日時

2~4: 虫内 1 :i:a跡、出土

1 :百関JlI今谷遺跡出土

A 

2.5込
1ト4↓E 〈

( 由
2.0 

白‘

!:!-

1.5 

0.5 

20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 

各資料のX緩思折スベクトル

で、これは火山灰などの天然ガラスや細粒の石英齢、などが考えられる。またこれらが比較的低い温度で溶融

するためのフラックスとしてのアルカワ成分は、木灰などに出来したと考えちれる。これ与の材料が自然に

じり合し¥大掛かりな焚き火などにより加熱され荷等かの条件下で高議室度iこ栖され短時間内にガラスが形

成し著しく発砲した鍔発的な産物と推定されるが百はたしてこのような条件下でガラス状物質が形成される

かに関しでは実験を行っていない事もあり百やや疑問も残る。しかしミ縄文や弥生時代の遺跡から同様な物

質が出土していたり 1 土器などにも加熱による変形や発泡した状態のものが出土していることが報告されて

いる事実を考麗すると古代において稿然的にこのような状態の物質が形成された可能性も充分にあ与うる

〈例えば、縄文時代晩期の静潟県講水天王山遺跡出土土器のなかには著しく発泡して全体が膨張したものが

ある。弥生時代前議後半~中期初頭の大阪府美麗遺跡出土土器のなかにも著しく発泡して全体が膨張したも

のがある)。

美菌遺跡の土器に関しては、製作中の焼成に原因するのではなく火災などに原因すると推定された。さら

に現在のー殻の木造建築における火事では最高温度が11000

Cから13000Cに達することなどが指摘されており有

吉代においても偶然的に短時間内ではこの程度の温度に達する大災なども考えられる。また百今留の資料で

は火山ガラスに似た形状の物質が多量に観察されており、仮に火山灰とアルカリ物質が一次物賓となってお

れば、石英砂とアルカリ物質の混合物にくらべてより低い温度でガラスが形成されることも推定できる。い

ずれにしても、当時は人為的にガラスを製造したり百金属の精錬などが行われる技術は存在せず九これらの

製造に関る遺物ではない。

井上弘@内藤善史: rrガラス浮」を出土した関山県否問JlI遺跡JW月刊文化財Jlp40-42 H喜和国年

沢田正昭 e秋山隆保@伊藤暁子: r八尾市美菌遺跡出土の変形を受けた土器についてJU美園』大阪府教育委員会 e

大阪文化財センタ一掃55巴668 昭和的年

肥塚陸保: r化学組成からみた古代ガラスJW古代文化Jl48-8 p47幽58 平成8年
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第6節 虫内工遺跡出土縄文土器密土製品の胎土

富田泰民(新潟県社会文化施設建設室〉

筆者は先に海綿骨針混入土器を主眼として、片野 I遺跡@虫内E遺跡@平鹿遺跡の晩期土器の比較を行っ

たが、今回は虫内 I遺跡の埋設土器と包含層出土土器の胎土を比較し、器種あるいは器形による胎土の差異

を検討した。またこれまで縄文土器の胎土については複数の視点からの分析が行われてきているが、同じ粘

土を原料とした遺物でありながら、土製品と土器との比較はあまり行われていない。特に土偶は出土数はか

なりの数にのぼるにもかかわらず、貴重品という意識があるためか百これまで知る限り分析例はない。上記

の土器に加え、同じく包含層から出土した土偶の胎土も検討することとした。

試料について

虫内 I遺跡は秋田県南東部の横手市の東にあり九 1991--..93年に秋田県埋蔵文化財センターによって発掘さ

れ、他の一連の遺跡群、虫内車場虫内豆§小田IVなどとともに1 縄文時代晩期前半を中心とする広大な墓域

の一部を構成する遺跡として知られるようになった。遺構は土器を埋設した土器埋設遺構が200余基の他九

土坑裏、住居跡などが発見された。また部含層からは縄文時代後期後半から晩期前半の土器や土製品百石器

が大量に出土した。これらの遺物の内耳埋設土器59個体、包含層出土土器68点可土偶 8点を分析資料として

提供いただいた。土器埋設遺構に患いらさ1た土器は大多数が煮沸に思いられた痕跡が残る百文襟が単純な深

鉢三いわゆる粗製土器であるので、比較のため包含}露出土の土器はある程度時期幅を持たせっつ特徴的な文

襟のある土器を選択した(第45---53図〉。これらの遺物の時期は土器編年で言えばおおむね癌付土器の終末期

から大洞BC式の時期(縄文時代後期末~晩期前半)にあたる。この報告書で、はIVa1期(後期末入 IVa2期(B1

式期入 IVb期(B2式期入 IVc期(BC式期〉としている。

晩期の土偶は著名な遮光器土偶と呼ばれるタイフ。で、内部が空溺の中空のものと空潟のない中実のものが

ある。またその前段階の土偶は文様や形態が異なり、今回の資料の内、 1点は後期後半のタイプと見られ有

地の 5点、は晩期の土誌である(第問題〉。いずれも包含層からの出土であり、特に出土状態に何らかの意味が

読みとれる例はなかった。

土器の飴土観察結果(第16，， 17表)

試料はそのまま薄片とし偏光顕微鏡下で観察した〈写真141)0

虫内 I遺跡の土器絵土は大きく分けて、石英事長石を主体とし ものと、火山ガラスを主体に含

むものの 2穫があり可興味深いことに後者はいわゆる精製土器の大部分(壷可鉢百台付鉢百皿百注口土器)'こ

限られ弓粗製土器など深鉢にはみられなかった。この傾向は先に行った平鹿遺跡出土土器の分析でも問機で

あった(西国 1996)。火山ガラスを含む土器はやや軟質の仕上がりで赤褐色から談灰褐色を呈し研磨された

部分もなでてみるとざらつきがあるなどの特徴がある。

この結果がサンプル抽出段階での煽りに起因するおそれもあるため1 肉眼でも独特の表面状態を認識でき

る火山ガラス主体の胎土の土器がどの程度含まれているのか、破片をカウントしてみた。

LL44、LJ'v144、LN44百LL43"LJ'v143の5スクウェア分(80rrわから採拓摺に抽出された土器片約1500片1 お

よび復元個件について競察した結果では、 E立に特に火山ガラスの飴土の土器が多く見られ浅鉢でも2i3'まど

であったが、他の器形については少数派であることが判明した(第18表)。また後期末@晩期初頭段階ではあ
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試番料号 遺情番号 時期
砂粒筏

qt fel px hb 雲母 砂岩 泥岩 cht pl vol glass 骨主l' 赤色粒 form (mm) 

SR40 Nc 1-2 3 3 3 。 3 3 。 。 。。深鉢

2 SR40 Nc フ 3 3 。。。 3 3 。。。。 3 。j菜鉢

3 SR41 町c 2 3 3 。。。 3 3 。。 。。 i~~鉢

4 SR41 Na? 3 3 。。。。 。。。。。× 深鉢

5 SR44 Na2 1 1.5 3 3 。 2 3 3 。。。。。。深鉢

6 SR53 Na l叩 2 3 2 2 。 2 3 3 。。。。。。i菜鉢

7 SR53 Na 0.5-1 3 2 3 。。 3 2 。。。。。。深鉢

8 SR66 Nb 0.5 3 。。 2 3 3 3 。。。。。深鉢

9 SR75 Nb 0.5-1 4 。 2 。。。 2 。 2 。。× i菜鉢

!o SR75 Nb? 0.5 3 3 。 G 2 。。。 4 。深鉢

11 SR99 Nc 3 3 2 。。 2 2 。。。。フ 。j菜鉢

12 SR99 Nc 3 。。。 3 2 。 2 。。× 深鉢

13 SR99 Nc 0.5-1 3 3 。 3 2 。。。。 2 × 深鉢

14 SR99 Na 0.5 3 ウ 3 。。 3 ウ 。。。。 守 × 深鉢

15 SRlll Na2 0.5 1 3 3 。。。 3 ヲ 。。。。 ，̂- j宗主本

16 SR171 Nc 0.5 1 3 4 。。フ 7 。つ 。。 7 × 深鉢

17 SR228 Nb 3 3 2 。。 3 2 。。 。 4 × j菜鉢

18 SR238 Nb 1-2 3 3 2 。 2 3 。。 Q 。。u i宗主本
19 SR256 Nc I 1.5 3 勺ゐ 。。 ウ 3 。 w 守 。。。。i，*針;
20 SR263 Na2 0.5-0.75 3 勺 つ 3 3 。。。つ 。。。。台f.J鉢
21 SR300 Nal 0.5-1 3 3 守 。|。 3事 。。 。。o 、¥ 深鉢

22 SR300 Nal 0.5 -1 3 3 。。 3 。。。。。o j京i{;
23 SR363 Na2 0.5-1 コ戸、 3 。守 。 3 。。 2 。。(寸 j京鉢

24 SR401 IVa2 1-2 'ヲ 3 。 2 。 3 3 。。
』守 。 C " j宗主本

25 SR405 Na 1-2 ヲ 3 。。。。 2 。。。。。u i京事t:
26 SR570 田a 0.5 1 フ 3 3 。。つ 7 。。。。。× i来事ド
27 SX582 IV a2 0.5 1 1 3 つ 。。|。1 。o 。| 』勺 。o 。深鉢

28 SX582 IVa2 0.5 守 。。。。 。。。。 4 '1 i)  ニr~~‘~

29 SR2030 Nb 1-2 ヲ 3 2 'ヲ 。 7 。。。。。 7 ^ 深鉢

30 SR3005 lVb 0.5-1 守.. 3 守.. 。。 守 。。。。。。f、、ー) 深鉢

31 SR3006 Nb 1-3 3 3 。 7 。 2 。。 2 。 2 × i架鉢

32 SR3007 IVc 0.5 -1 可 3 守 2 。。。。。。。。n i*鉢
1 33 SR3007 Nc 0.5-1 3 ワ 7 。ヴ 7 。。 。。。。深鉢

34 SR3010 IVc 0.5 I つ 3 つ 。。つ つ 。。つ 。。fヘj i菜鉢

Zベ SR30!4 Na2 0.5 1.2 fヲ 3 7 () 。 7 。。 7 。 3 × 深鉢

36 SR3015 Nc 0.5 -1 7 3 7 。 7 。 7 。。。。。 å~封、

37 SR3059 IVb 0.5-1 2 3 ヴ 勺 。 ヴムa 2 。。 2 () 。 (i i京会主
38 SR3060 Nc 0.5-1 つ 3 つ 2 つ 7 。。。。。c、j i菜鉢

39 SR3060 IVc? l“ 2 7 可 ヲ 。。 7 ワ 。つ 。。。o 深鉢

40 SR314i Nc 0.5 -i コFち フ ウ 。。。ヲ 。。。o ~ ) i*鉢
41 SR3150 IV a2 ゐウa 3 ヴゐ， 。。守 ム守d 

。。。。 。j菜鉢

42 SR3151 Na2 今.:. 3 ヴ 。。 。。。。。。× i呆鉢

43 SR3152 Na 1 1.5 3 Z 2 。。 2 。。。フ 。 o三 i菜鉢

44 SR3173 Nal? 1-2 3 3 ウ 。。 7 3 。。。。。。主主鉢

45 SR3173 Nal 0.5-1 弓 3 フ 7 。つ 。 7 。。。。× >>:? 

46 SR3174 N立2 1-2 3 3 。。。。ー勺 ヲ 。 ー，、 。。 ノ-、 ;菜i+:
47 SR3178 IV al 0.5 -1 3、 J 今 7 2 。つ rヲ 。。。。。仁〕 {菜鉢

48 SR3215 IV 0.5 ウム 3 。。。 J守
ん守 。。。。。 j宗主主

49 SR3217 IVa 1-2 今ー， 3 。 7 () 。 。 ウ 。 × |深鉢

50 SR3273 Na 3 3 。。|。ヲ 2 。υ 。。。。 i~~@-t、

51 SR3288 ワ 0.5-1 3 つ 2 。。 2 2 。。。。 2 。i菜鉢

52 SR3288 つ つ 3 Q 。。 3 3 。。。。 G r、J、} ü~i{( 

53 SR3288 IV呂2 0.5 1 3 司 。。。 2 A今d 。。 Fヲ 。 2 。j京鉢

54 SR4009 Na2 1-2 3 ヲ 2 。。つ 7 。。。。。() i菜鉢

55 SR4009 IV a2 0.5-1 3 3 ウム 。。。。。。。 G 。i架鉢

! 56 SR4011 Na2 0.5-1 3、 3 。。。。。。。。。 j宗鉢

57 SR4014 Nc 0.5 1.5 1 ミ ヲ 。つ 7 。。。。。。。j菜鉢

58 SR4018 Na2 2 3 3 。。つお 2 。。 2 。 し) j菜 i4~

59 SR4040 IVa2 1-2 7 3 。。。つ つ 。。。。。o 深鉢

101 Na 0.5 守山 3 ウ 7 つ つ相 。。。。。。 X 台付鉢

102 IV al 0.5-1 3 3 。。。。。。。。。つ 。j架鉢

103 N 0.5勾1.2 3 3 。。 7 7 。。I 7 。 u 深鉢

104 Nc 20ver 3 3 。。。 2 。。。つ 。 × I i菜鉢

胎土観察結果(1)
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7輩分析結果報告

番試号料 遺構番号 時期 砂粒筏(?) fel hb 雲母 砂岩 泥岩 cht pl 
r71 '̂ px vo ノJ

105 Nc 0.5 3 ワ 。 担r】 。。。。。 4 。× 2オ2ゴ2 

106 Nb 1-1.5 2 3 2 。。 2 。。。 2 。。× 鉢
107 Nb 0.5叩 i 2 3 2 。。 2 2 。。 3 。 2 × 鉢
108 Nb 0.5 3 3 2 。。 2 2 2 。。 2 。。鉢
109 Nb 0.5-1 2 3 。。 2 。。。。。。。。鉢
110 Nc 0.25 2 2 。。 2 。。。。。 4 。。血
111 Nb 0.5-1 2 3 2 2 。。。。。。。。。鉢
112 Nc 2 3 。。。 2 。。。 2 。 。鉢
113 Nb 0.25 2 2 。。 2 。。。。。 4 。× 鉢
114 N 0.5 -1.5 つ 3 。。。。 2 。。。。 2 × 深鉢
115 町 0.5-1 3 3 2 G 。 2 2 。 2 2 。。× 深鉢
116 Nc 0.5-1 2 3 。 2 。。。。。。 4 。。住口土器
117 Nb 2 3 2 。。 2 。。。 2 。 3 。j菜鉢
118 Nb 1-1.5 3 3 2 。 G 。 2 。。 2 。 3 ¥ ) 鉢
119 IVc つ 1 。 f“ ラ 。 勺』 。。。 ウ 。。。鉢
120 IVb 0.5 -1 3 3 7 。む ヲ ヴ』 。。。 2 u 深鉢
121 N 0.5 1 つ 3 つ G 。。。。。 2 。。× 深鉢
122 Nb 0.5-1 3 3 つ』 。 2 。。 2 2 。。n i菜鉢
123 Na2 0.5 1 3 3 。 勺 守 。 Q 。

』守 'ヲ 。。n 台付鉢 i 
124 IV c 10.5 M 勺 つ 。 ウ 。。。。 G 4 。、λ， 台付i主鉢 i
125 IVa2 0.5 1 3 3 7 G 7 。。。。。。 ヲ 台1.J鉢
126 IVb 0.5 -0.75 守M 1 2 勺.f.. 3 2 。。。。。。u 深鉢
127 IVal 3 3 。。。 2 2 。。。。。X 深鉢
128 IVc 0.5 つ 3 2 。 G 勺ι， つ 。。。。 3 n 2二2豆2 

129 IVc 0.5 [ ヴー 3 。 rゐ下 2 rぷ? 2 。。 2 。。 ) j家主本
130 Nal 0.5 I 2 3 今ん 。。 2 。。!。 2 。。 く i京鉢
131 IV al 守 1 。。。 2 勺.f.. 。

品一》 。。。。j菜鉢

132 IVb 0.5ゃ 0.75 3 3 2 2 。 2 2 。。。。 3 u i架鉢

日7- Nb -0.5 ヲ つ 。 7 。 ? 。。。 4 。 Y 浅鉢

!日 0.5 -1 ウ コ 。 2 。L勺声
。。。 3 。 台f寸浅鉢〉ぐ

135 IV昌 0.5 1 ヴ 3 。
A勺， 。 2 勺町 。。。。。(十1 i菜鉢

136 IVb 0.5 7 ウ 。 守 ウ 。。。| 。ヰ 。、〆 i支鉢
137 IVa2 0.5 つ つ 。つ つ つ 。。。。 3 。 f、〉て、， 笠で全rr
138 I IV al 0.5-1 3 3 。。。 7 つ 。。。。。し) 深鉢
139 IVc 0.5 3 3 。 2 2 2 2 。。 2 。 2 × 鉢

140 Nb 0.5 -1.5 3 3 7 2 2 7 2 。ヲ つ 。。u ま本
141 IVal 1-2 ム勺 3 '1 。。。ウ 。。つ 。。 {戸~) 深鉢
142 IVc 0.25-0.5 3 1 2 。 づ 。。。。。 4 。 ¥〆人/ ま:，{;:

143 IVc 0.5 4守. 守 G つ 。。。o 。。ヰ 。 入 ~江で.~叶'i企24t?ニ7ニー，ー
144 IVc 0.5 3 3 守ん 2 ヴ 7 。。。。 1 。 入

145 IVc 1-2 1 1 ウ 。。 、d 2 2 。 フ 。
ウー 。j菜鉢

146 I IVc 0.5-[ ウ 3 。ウ 3 』勺 。。 下e 。。。 v 鉢

147 IVb [-2 3 3 。。。 ヴゐ， 。。ム吋， 。。 3 。主本
148 IVc 0.25 3 守 。 つ り 。。 G 。 υ 3 F u i主3十三
149 IVc 0.25 -0.5 1 1 。 2 2 。。。。。 4 。、ノ< i支鉢
150 IVa2 0.25 7 2 。 2 2 。。。。。ヰ 。× 浅鉢

151 IVb 2 3 。。。。。。。つ 。。、f 深鉢

152 IVb 0.25 2 。 2 2 2 。。。。 4 。、Jく 笠二L立守

153 IV 0.25 1 可 。 7 ヴ ウ 。。。。 3 。 ') ど i支鉢

154 IVc 0.25-1.5 3 3 。 7 フ 。。。つ 。 4 。 三ピ 笈で竺t定T 

155 IVc 1-2 ゐウ. 3 ヲ 。| 守 ウ ヴ 。 7 。。。u 浅封、

156 IV a2 0.25 -0.5 2 3 。。。。。。。。 4 。、〉く j支鉢

157 I Nc 0.5-1 3 3 7 。つ 7 。。。。。。。?菜鉢

158 IVc 0.5-1 弓 1 つ 。。 2 2 。。。。。× 喜本
159 IV 1 1.5 F町r 、 3 勺.:.. ウ 。 ウ つ 。。つ 。 ヴ 。i来季本
160 IVb 1-1.5 3 3 。。 2 ウ 2 。。。。。。台付鉢

161 IVb 1-1.5 ヴム， 4 。ヴゐ 。 2 2 。。 2 。 4勺6 
。深鉢

162 IVa2 1-1.5 つ 3 ヲ 。。。。。 。。。。深鉢

163 Na2 0.5-1 3 3 。。。つ 守 。。。 。。探鉢

164 IVa2 0.5-1 3 3 2 μ '1 守h 2 。。 2 2 今... 仁) 血

165 IVc iザ 2 3 3 ヲ 2ヲ 。 ヴM 
f伽ラ 。。。。 守 。深鉢

166 IVb 0.25 ヲ 。 '予 Jヲ ヲ ウ 。。。。 4 。 ¥ ) 自村主主
167 IVb 0.5-1 3 3 つ担 。 7 つ 。。 。。 3 。深鉢

168 Nal 0.5 1.5 守 3 。。。 2 。。。。。。ノ、ノ、 j呆鉢

土偶1 0.5 守 ヲ 。 ウ ? 。。。。。 4 。〉く

一jて偶2 0.5-1 可 4 。 2 3 。 。。。つ 。× 

土偶3 0.25“ l 2 。。。。。。。。 4 × 

土偶4 0.5-1 7 3 』ウ 。。。つ 。 2 つ 。 '血下 。
土偶5 0.5-1 3 3 。 rラ 。。 2 。。。 2 。。
日j自己 0.5 1 。 2 2 。。。 2 。 4 。× 

第17諜胎土観察結果(2)
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第 5節虫内 I遺跡出土縄文土器@土製品の胎土

まり見られず百 B2段階で目立ち始めることもわかった。一方深鉢には全く認められなかった。

同様の胎土と器種の関保は先年の片野 Z遺跡の報告において時じ県南地域に所在する平鹿遺跡の土器の特

徴として述べた。平鹿遺跡でもガラス質の胎土であったのは鉢 e浅鉢窃注口土器鯵壷であった。ま

報告はないが、筆者が岩手県九年橋遺跡の晩期土器を分軒したときにも同じように器形の異なる土器でガラ

ス主体の絵土と遥常の砂粒の土器という違いがるることを連べたことがある〈富由徳 1995)。なお集中央部

の片野工遺跡の土器試料にはこうした胎土の土器はなかったが1 サンブ0)レ数が少なかったことと海綿脅針に

注援した分析であったため、まんべんなく試料を晃たわけではないのでガラス主体の賎土の土器が県高部に

だけ分布するとは言えない。なおわずかながら、ガラスが主体とは言えず、砂粒も間程度含まれている第 3

のグループがある。 108、134、137可 144百153である。マク自にはガラス質の胎土の土器に類{立して見える。

またそのほか第17表中でガラスを少量含むとした148はガラスを含んだ砂が混和材として使われたと思われ百

164は生物化石を含む粘土に火山ガラスと砂が混和された胎土と判断される。 ガラス主体の土器はすべ

て均費えZわけではなくミ 角関石が比較的多い136...150 ... 154やガラス粒窪が100ミク口 マネ

位iこえべで綴粒の105、124のよう ι分別が可能で、ある。

当然のことながらこの火山ガラスを主体とする土器の産地が重要な問題となるが、めだっほどの淳みをもっ

た火山灰層は少なくとも遺跡の近くにはなく九こ才Lまで秋思県高きsでは知G紅ていない。また火山ガラスC

りとして有効なのは屈折率であるものの、土器中の火山ガラスは加熱を受けているためにオリ

ジナルな窟訴さ容は保持されておらず有この手法による噴出火山の特定は難しい。 持らかの間定方法がないか

せよョこれら火山ガラス主体の土器は持ち込まれた土器であるか、持ち込まれ

た原材料を使っ ないと
。

五
w

このような胎土は極めて特殊なわけではなく百たとえばこれまでの報告例では弥生土器であるが、愛知県

朝日遺跡〈永草 1992)や兵産課垂水@百向遺跡〈主義椅佑 1996)に火山ガラスを主体とする土器がある。

{寵方五火山ガラスを主体とせず、長石@石英などと少量む重鉱物からなる一接的砂粒を含む土器はさ与応

分類できる。 ほとんど霊鉱物を会まないもの1 輝石@角間五を栢当霊会むもの、雲母を含むもの、議鶏脅針

ものなどと分けることが出来る。また岩片としては安出岩質の火山岩、花爵岩質の深成岩が認められ

た。これらもそれぞれの土器の給土を特徴づける要素である。遺跡近くの沢で採取された砂粒を晃たところ、

泥岩片、砂岩片百安山岩質火山岩片1 粘土粒があり司有急鉱物は斜方競石 e単斜輝石類が比較

的多く、わずかに角関石と雲母が見られた。形状はやや角張った粒子が多い。

ガラス費以外の精製土器や粗製土器の胎土は鉱物§岩石種だけからでは数例をのぞき大きな差はないが、

粒度や赤急粒の入り方などが一様ではなくバリエーションに富む。遺跡近くの砂との比較では粒子が円磨さ

れていないのは共通するが、砂に目立つ輝石類が土器にはあまり含まれていなし1。同じ原材料を用いていて

も焼成の度合いによって見え方が違うのではないかとj思われる薄片もある。各土器の絵土の特徴は鉱物種だ

けを書きだしでも明らかにならず1 粒子の形状や大きさ『粘土中に含まれる徴化石などの稽報が重要である。

藤根が指摘しているように粘土の起源そのものに着目する必要があり、これまで混和材にのみ主たる視点が
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第7章分析結果報告

おかれてきたことは、反省されなければならない(藤根 1997など〉。ただし百数種類の粘土を混ぜ合わせて

素地とする民族例も多く知られており、単純な振り分けはできないのが難しいところである。

粘土そのものの成分は顕微鏡ではわからないが、 100ミクロン未満の細粒粒子や徴化石を手がかりにして

素地土の違いと仮定して数種に分けることができる。このサイズ以下の粒子がほとんど見られないきめの縮

かい粘土が使われている個体と可 100ミクロン程度の粒子が非常に多いタイプ¥またそれに赤色粒子の混入

量や海綿脅針の有無を組み合わせると埋設土器は 6種類ほどに分けることができる。作業上の仮定であるが百

とりあえず試料番号を示すと百

A: 2，14，18，24，27，30，33，37，41，51，53，55，57，58，59 

B: 10，17，19.26，29，31，45，49 

C: 1 ，3，12，15，32，34，36，38，47 

D: 4，11，25，39，42，43，44，50，52 

日:5，6，7，8，9，21，22，23，40，46，48，54，56

F: 13.16.35 

というグループにわけることができミ大まかに言ってA"B" Cはきめの飽かい生物化石を含むことの多い

粘土が用いられており"D、日はそれに対して100ミクロンほどの粒子が多量に克られるグループである。

器の型式を見ると前者には新しい時期のものが多く百後者には古い時期のものが多いので、粗製土器といえ

ども原材料が変化していることを見て軍ることもできるだろう。れま海綿骨針の自立つものである。

精製土器は基本的に粗製土器の飴土に近く、持者にそれ誌ど違いはないが百パ 1)エーションはより多い。

興味深いことに生物徴化石を含む給土の精製土器もIVb，[vc期に集中する。その中で試料番号101の土器は

形態もユニークであるが、脊色鉱物を大量に含む点が襟だっておち1i司じ蛤土の土器はこの諜寺中にはなかっ

た。 126"146も雲母と角関石を多く含む点で異質で、ある。また45と115にほ漆7k警の珪護が晃ら

の珪藻が含まれることが多い他の結土に対して少数派である。

について

る とる

るのは望ましいことではない。そのために

ii;こも

もこうした混和材が使われていたとしても

粒と記述される粒子にも土器細片が含まれていると考えら

仏土 器

~ìO てVyhitbread

遺跡の土器にもこうした粘土質

e土器結片 e

粘土化したクサ 1)擦や自然に含まれている粘土粒との区別が難しい。

、
可邑 と

と
向

片との区7j1lは密難である くないとしている。

合も Lコ
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第6節虫内 I遺跡出土縄文土器・土製品の胎土

赤色粒の混入のある土器は粗製土器に隈ってみると、 rVa期とされるものでお個体中19個体主 IVc期で、は

15偲体中12個体であった。双方の時期とも段ぼ4/5であり 1 差は認められない。また海綿骨針は約3害!の土器

に認められた。

土器と土偶

一方、土偶6点のうち3点は火山ガラスを主体とした胎土であったが、その混入の度合いには違いがあり、

火山ガラスを含む点で、は同じであっても、同じような胎土調整を行った製品と認められるのは遮光器土偶の

内の2点のみ(1、6)であった(第17表〉。具体的には、火山ガラスとともに雲母が比較的多く含まれているの

がこの2つの胎土の共通点でありミもう一つの火山ガラスを含む土偶(3)には雲母が含まれていない。他の土

{需の給土はそれぞれに特設があり共通の給土と認識されるものはなかった。また後期の土議(4)の給土も{哉

とは異質であった。

次に、土器と土偶が同じような給土調整法で{乍られているかどうかであるが、胎土のバリエーションから

みれば類似している。ただし土偶の中で火山ガラス主体ではないとしたものにも、少量の火山ガラスが含ま

れている。このタイプの胎土は今回分析資料とした土器の方にはほとんど認められなかった。ガラス嚢の胎

土の土偶は土器と同じくその独特の仕上がりを呈する。

火山ガラスのタイプは同じであるので、土器と土偶の材料が向じである可能性は高いが、先に述べたよう

に百火山ガラスが同じ給源であるかを確かめる方法が現在はな ~ìO

まとめ

今回の試料の特徴として顕著であるのは、砂粒を主体とする絵土と火山ガラスを主体とする給土の土器が

あり 1 しかもその器種に偏りがあることである。単に精製 e粗製ということではなく、大まかに言えば深鉢

とそれ以外という区別が胎土の上から見られた。

また粗製土器の胎土も一様ではなく原材料となった粘土は複数あることがわかり百供給地の違いである可

能性が考えられる。

一方、おそらく今悶が初めてと思われる土偶の分析では、悶じように土偶にもガラス質胎土と砂粒主体の

胎土があることがわかった。土偶の出土量の擾端な差異から土偶の生産が行われた集落と外部から持ち込ま

れるのみであった集濯が存在した可能性は縄文時代中期の中部山地での例からも想定されている。今回の分

析例は土偶の供給先 e製造元が土器と同様に接数あったこと 1 また土器とは異なった胎土の製品があること

をしめすものである。

今回のように顕微鏡で確かめられた特徴的な胎土の土器を肉眼やルーペ程度で弁別することを後に行えば、

多少の不正確さはっきまとうものの大量の遺物を検討材料とすることで、少数のサンプノレの偏りをただすこ

とができる。

なお、広範な分布域を持つ大潟系の土器の胎土は研究素材として大変興味深いが、まだ東北地方晩期の土

器の胎土分析例は少なく、分析例の蓄積によっては今回の結果の再評価もできるであろうし百土器の分布の

理解も変わるであろう。青森では元素分析例がいくつかあるが、マクロな観察がなされていないために元素

含有比の違いが何に起因するのかが全くわからない(三辻 1997など〉。せっかく精製 e粗製の土器が分析用

にそれぞれ選択されているのであるから 1 護数の方法を組み合わせて実のある分析成果が出るよう分析依頼

者側も分析方法について理解を高めることが必要である。
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第 6節虫内 I遺跡出土縄文土器@土製品の胎土

試性県F料口勺ー I 造捕許サ.iJJI LR:.層 "~{;f .f_~R 音I¥ii!: 外面特概 内面特徴 そのf也の持散毒 i桔J;-

山 l一一江

t1立短j土線 [J~底:IP

γIJ同f:IP-Y Iま:[;ぞiJi主
!底部はιfiが1.jくnJiiを'1"1'

102 LL44C1 国 i?t~鉢 1I 実IJみ日情状x E刊 Y 11伝部ほほ平lH

103 しし44Dウー血 j京鉢 I1 RL'LR-YUI:結束) FP 11将在11ほ(;fifZj:l!_

104 LN42Cエ一日 ??t~鉢 rl~ JJ[，îj 仁1:ド→jrtf5.刷K.水平it総 A-E-Y IIFf'予告1m突起
JJ同:しR-Y

105 LN42Cエ-II ~~i~ IJIi~ 主;;r~文 FP 

106 LN42Cエ-II 鉢 LI~ )JIiíJ 
仁1:人主11ニ叉丈 )JIl1J:LR-Yが人 IP-Y 低波状IH求 1 I'{~ 在日丸み
主11'iW状丈?-炉IP-Y

107 LN42Cエ-II 鉢 I! 
11:人組三叉文→IP FP IH予告11はほ、ドよ11.
1Jf~:RL-Y? 

108 LN42Dウ江 2本
[I~)JIIÎJ 1I 胴上人組二叉文 'IP HP-Y 

了{「止帝i拝波京E状部市外は1I縁良ほ一ド7訓日7祥E司部1hJzみ;~A~ 
109 LN42Dエ-II 鉢 [二! IJ:人主1I三又丈→F 1J[r~:LR -Y F 

110 しN42DJ.- II IUl I U- )jl~ 
IJ-~ lJIljJ:~ Jf三丈叱長 Y 寸P 1 I L:/J~ 附ji 1 14lip-T i l l側附IJ

! 111 しN42Dエ II J:1' 11 玉抱一叉丈中 F 11伝部はほTj:Ft

112 LN42D工 II 2本 仁1~IJ[iiJ IJ:芋的状丈一->FP !JII~:LR -Y F 1 Ilf~ 部主IJ み 1'1 [J拝吉15干上H

113 LN43Aエ 11 主本 11 LJ人組二叉丈 'FP IJI吐LR-Y IP-YN l i i尉ì5B:;~起日開JLみ

しN43Bエ-II 深鉢 IJ同 LR'Rし-Y(結束第百i[D G-Y→F 

115 LN43Bエ一日 ì~主};f\
しR寸Rゃ YT F l':lk，州都内111附

LJlfc'f.部ほほ'1'-jJI 

116 LN43Cウ H j2j3 J仁u IJ~IJliíJ 
I]:C字文')宝珠文 !学:ili&

ì~~ ;î本 li RL'LR-Y→人組'i"g:~た丈→FP F 低波:1犬u去最 i二i惇告II)Lみ

i 18 LN43C工一日i II~JJlijJ 
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120 LN43Dウ出 i京鉢 摩減 j皮状Ll紋u 
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書試科号 蹴番号出 iR:!?Z| 間 {m位 のf自の特i殻，

:下歯状丈一 胴上::3J巴 rl:IP y IJ同 T;ff ff!j;!I.:fJl 

139 LP43-t;'C r [-1 ~~ !JIiu 
S 

一 炉IP

140 しP43Cウ IV 2本 !二 I~胴 [J・人組二叉丈 腕:レY FP 低波状仁川量 Ll唇部、1f:1fl

141 しP49Aエ-II j茶会主 [1 刻み [!~W状文・入制l丈 F !J総端部外11m 主IJみ [~I []容
部丸み

142 し044一回 鉢 !I 雲Jf::.丈 "LR-S→IP FP 口唇きIIB突iE昼

143 L044-II fu1 !二i
[L!二:LR-Y 口 f:c字文 !埜i威 仁i縁音ru・-'1サトJ-j_ 仁l係きIIJL

み

144 しN43-II 'τ ・ [] ~-)J1f~ 

iL土lllFiJ 刷F4P1jみi-EJ形十x丈C寸HL14丈RRL主IJみγ日

[]~JJlfl] ・ FP 内面亦色塗彩?

145 LN43-III 深H: [1~ /lIH] 
[]-~胴 :F

146 LN43一部 !二i
[1:F~l> C字文横位沈級文 í-I~胴 :F 仁昨季音11外反 U~昌吉1m実起
!J向J:.:LR-Y 口容部丸み

147 I LN43-1日
人主tl~ え丈 j主総一仁刺史ヂP E戸 Y→F 1I縁部外!三位i皮iKu絃

u 1]辱部丸み

浅吉本 !J[ilJ 
Il向上二、[Z1'j-i土親→FP m~rIJ:LR FP 
-y !l同ド:7l<~ 'Fl. i)七級一IP-Y

LN43伊関 i斐鉢 I]~IJI[ÌJ r]:f<1Jみ日文 !Jl!u:LR-Y FP? 口辱 ;~:I)B突起 LJ唇部丸み

150 LN43 III 法針二
1

1ト胴
人組三叉文土決 S→枠 IP-Y 唇部j頁部南側に刻み 1Iあ i 

る 山起 [J叫 i
LN43一回 i寸ワロ屯企i主1~入 11~!Wj] l-H背:1犬丈叱R-S IJI司.しR-Y FP f氏j皮~R口縁 r-I尽き11;-I7.m_

"オt“aプ 11m] !!11111411 1十fj:しdR-liS丈→LR-S iコ

153 しN43-阻 i支鉢 []へ JJ同
[___I:IP-Y flI司:IP-T FP iU拝部丸み

154 LN43-II 1:且πf[ [! 
LR-Y !李j成 i仁I縁部外汚 !こ1~岳部低8突起

155 LN43-II i~i十; 円
~~]毘丈一 LR-S--+IP FP 口唇き!:B突起

しN43-匝 o之H: u 円以 FP 口唇音(1)しみ

157 LN43-盟 i;思鉢 )J!日j 刻みt:~j 文 "LR-Y F 

l 仁[IJ~i…4宰古部E 却刻lみυ u 158 LN43一国 喜本 仁i
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!J同rll:LR-Y

159 LN43-111 深鉢 H!rij R'LR-Y(結束第i種) B-N→F 

160 LN43-悶 台f寸鉢 仁1~)Jli~ 口:しR-Y→こk+'d!ーぇ丈 IP [l~!JFiJ :IP-Y 1止法:Ik口縁 Ll幹部Jしみ
fJI司J:IJ:しRωY IJ向ド:FP

161 I LN43 担 お~Æ-本 円--IJI司 [J:LRωy.帯状文 IJ向:しR-Y FP !止法 :1大~[]縁 日唇部1しみ

j菜鉢 仁i
11:入手11倍状丈一-+LR-S→IP FP 1-1宮古1Iij7. W. 
11同:LR-S

163 LN43 IV i菜鉢 !J同
子育:iJ~ 文: 炉RL← S→ iP FP 

164 LN43 -IV llll 仁l~ fJ同 []:f-t包三え丈 ~IP )j[uJ:IP-Y 摩i!点 1丘j波状 [l~:ま 1 J!.岳部L~ì成

165 LN43 II 7'.tじ二 d列士.1-晶 LI~ íJ同
透土l仁開!かL入Rし組状Y三穿文fぇLf' tAjみ日丈

fコ 口仁i松惇在奇1日1外来日突1J.. 口1岳部8突起

!同 iL時立 合1~ 鉢 ，. ‘」ι1 へ
字文=刻み [::1 埠:;1&

167 LN43 盟 7:t:1H: 1 J 
入組一叉丈7・しR-Y-咋 FP fL~波状 IJ縁 口界部jしみ

168 担!っ L i菜鉢 u 
LR-T'主IJみiヨ帯状文→縦{立 E-Y 什縁部かすかに外!又
刻み臼あるfh1i樹

包含層出土胎土分析土器試料観察表(2)
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第7蔀 虫内工遺跡出土土器の植物珪酸体分析

株式会社古環境研究所

1 はじめに

植物珪酸体は、ガラスの主成分である珪酸(Si02)が植物の細胞内に蓄積したものであり百植物が枯死した

後も徴化石(プラント@オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。プラント@オノマーノレ(植物珪酸

体〉分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出し、その組成や量を明らかにする方法であり 1 イネをはじ

めとするイネ科栽培植物の同定および古植生@古環境の推定などに応用されている。

ここでは、虫内 I遺跡より出土した土器90点について、当該時期における稲作の痕跡を採る自的で植物珪

援体分析を行った結果について報告するの

2 試料

分析試料は1 第21表に示す90点である。

3 分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、「プラント。オパール定量分析法(藤原 1976)Jおよび「プラント@オパーノレ

土器絵土分析法(藤原 1982)Jを基本に三次の手}I援で行った。

。土器片を採図(コピー〉する。

2)土器片を3---4cm角程度に分割し分析試料とする。

3)試料の表面を研削し異物を除去する。

4)超音波照射(200W窃 42K瓦z"10分間)により洗揮する。

5)煮沸後再び超音波照射により試料を柔軟化する。

6)試料を圧砕し土壌イとする。

試料土を恒温乾燥機(105
0C" 24時間〉で絶乾する。

8)試料土約19を秤量しベガラスビーズ(直径約40μm，約0.02g)を添加する 0

9)電気炉灰化法により脱有機物処理を行う。

10)超音波照射(3∞W"42KHz" 10分間〉により分散する。

11)沈底法により微粒子(20戸m以下)を除去後乾燥する。

12)封入剤(オイキット〉中に分散し、プレパラートを作成する。

検鏡は百おもにイネ科植物の機動細胞(葉身にのみ形成される〉に由来する植物珪酸体(以下、植物珪酸体

と略す)を同定の対象とし、 400倍の偏光顕徴鏡下で行った。計数は、ガラスピーズ個数が2000以上になるま

で行った。これはほぼプレパラート 5枚分の精査に栢当する。

検鏡結果は、計数{直を試料19中の植物珪酸体個数(試料19あたりのガラスビーズ儲数に 1 計数された植

物珪酸体とガラスビーズの，個数の比率を乗じて求める)に換算して示した。

4 分析結果

植物護霊堂体分析の結果を第22" 23表に示す。

土器試料90点、について分析を行った。分析の結果、イネ様百サヤヌカグサ属様百キビ族、ヨシ属1 ウシク
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図版番号
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第7節虫内 I遺跡出土土器の植物珪酸体分析

検出密度(単位:X100鱈/g)

分 類 群 ¥試料 1 2 3 4 5 5 7 8 9 10 11 12 

イネ様 。。。。。。。。。。。。
キピ族(ヒエj嵩など) 。。。。 1 。。。。。。。
ヨシ属 7 。。。 5 。。 3 。。
ウシクサ属(ススキ属など) 。 9 。。 2 。。 。。。。
タケ亜科 34 21 6 123 167 6 10 173 3 5 8 
サヤヌカグサ属様 。。。。 。。。。。。 G 
シパ属 。。。。。。。。。。。。
その他 21 11 14 94 120 2 10 86 7 4 

よ仁』コ 計 62 32 20 217 297 8 2 22 262 4 12 13 

検出密度(単位:X100侶/g)

分類群¥試料 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

イネ様 。。。。。。。。。。。。
キピ族(ヒエ腐など) 。 む む G 。。。。 9 。。。
ヨシ属 。。 2 。 l 。 3 。 2 。
ウシクサj蕎(ススキ属など) 。。。。。。 3 。 。。。
タケ亜科 82 21 270 15 19 72 563 113 96 53 112 155 
サヤヌカグサ属樟 G 9 G 。 9 。 合 G G 。。。
シパ属 。。。。。。。。。。。。
その他 43 i1 102 5 12 24 248 41 53 21 67 43 

止仁ヨ与、 計 125 32 374 20 32 96 817 155 151 74 181 198 

検出密度(単位:x100個/g)

分類群¥試料 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 

イネ様 。 む 。 む む む む 。 G む 。。
キピ族(ヒヱ属な G む 。 む 1 。 む 。。。 む 。
ヨシ属 。 5 む 。。 む 。 5 。 1 5 。
ウシクサ属(ススキ属など) 。 2 む 。 2 む 。。 G 。。。
タケ亜科 250 239 23 i 22 6 13 174 10 58 104 23 
サヤヌカグサ}寵様 G 9 G G 1 。。。 9 。 。
シパ属 。。。。。。。。。。。。
その他 64 41 6 2 34 2 3 24 2 19 29 11 

EEコL 計 314 293 29 3 60 8 16 203 12 78 139 40 

検出密度(単位:>< 100個/g)

分 類 群 ¥試料 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 

イネ守護 。 。 9 む 。。 り 。。 G 。
キピ族(ヒエ属など) 。 。。。。。。。。 。。
ヨシ属 2 3 4 。 7 。。 も 。。 4 。
ウシクサ属(ススキ属など〉 。 3 。。。。。。。。 2 2 
タケ亜科 18 1，087 197 48 19 326 127 384 212 590 149 
サヤヌカグサ属接 8 8 。 9 。。 む 1 G 。 2 。
シパ属 。 G 。 合 。 9 G む B 。。。
その他 7 223 131 13 66 65 61 90 15 64 304 51 

ムにI、 ~t 27 1，316 332 61 92 391 188 481 22 277 902 208 

検出密度(単位:>< 100個/g)

分類群¥試料 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 

イネ様 。。。。。。。 G 。。。。
キピ族(ヒ ど) 。。。。。 Q 。。。。。。
ヨシ属 G 。 。。 6 。 む 2 。。。
ウシクサ属(ススキ属など) む Q 。 Q 3 G む 。。 1 。
タケ亜科 も 8 303 3 2 359 79 5 22 15 15 12 
サヤヌカグサ属様 。 む G 。。 む 。。。。。。
シパ属 。。。。。。 G む 。。。。
その他 5 5 90 4 13 151 28 18 27 29 32 13 

よ仁』コ 言十 11 13 395 7 15 519 107 23 51 44 48 25 

虫内 I遺跡出土土器の植物珪酸体分析結果(1)
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検出密度(単位:X100個/g)
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イネ禄

キピ族(ヒエ}罵など)

ヨシ属

ウシクサ属(スス

タケ亜科
サヤヌカグサ属様

シパ属

その他

Z遺跡出土土器の植物産酸体分析結果(2)

。t:こだ、し、シバ属の植物珪酸体が検出さネザサ節型入サ族三タケ亜科(ほとんどがクマザサ属型、

ら、一般の土壌試料に比べ同定の精度はかなり劣っている。とくに全体に植物珪酸体の風化が激しいこと

きなかっについては、持議を明穫に詫えることまで観察が必要であるイネ、サヤヌカグ

サヤヌカグサ属様としたコ

紹か

たことからそれぞれイネ

見一所
「門
J
V

にイネの植物珪酸体が、1)土器の原料である土器の飴土からイネの植物珪酸体が検出されたなら

イネの植物3)土器の製作中1まれていた12〉土器の製作り過程において人為的に稲藁を混入させ

などの理由が考えられる。設殺体が混入し

るあでのは試料NO.87の今回分析を行った土器90点のうち 1 イネとみられる植物珪酸体が検出さ

るならば、ったとし、風化が著しいことからイネと特定することは沼難でるった。'i.反にこれがイネた

当該土器が製作された時代以前に、当該土器の主原料である粘土が採取された地点あるいはその近傍、また

は高いもので

は土器の製作が行われた場所付近において稲作が行われていた可能性が考えられる。

植物珪酸体の組戒をみると、ほとんどの試料でタケ亜科が卓越しており、全体に占める
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第7節虫内 I遺跡出土土器の植物珪酸体分析

85.7%~ 平均でも57.591)と高率で、ある。このこと辻、これらの土器の原料で通うる粘土が採取された地点付-近

の環境(植生〉が、議ねタケ産科の繁茂するような乾いた環境であったことを示唆している。なお、タケ亜科

について少し詳しくみてみると、タケ亜科のうちネザサ節は比較的温援な地域に生育し、クマザサ属は寒冷

な地域に生育している。今回分析を行った試料のうち、試料No.87からはネザサ節型が多量に検出された。

他の試料がクマザサ属型で占められているのと対照的である。ネザサ節は東北地方の臼本海側にはほとんど

分布しておらず、仙台市以南の太平洋側に多く分布している。当時の植生が現在のそれと大差がなければ、

試料NO.87の土器については地元産ではなく、他所から持ち込まれたと見るのが自然で、あろう。当該土器か

らイネ様の植物珪酸体が検出されていることもこのことと関係がありそうである。

、仮に試料NO.87で、検出された植物珪酸体がイネであったとしたならば、日本に野生のイネが無い以上、

ていたことになるのそうなると稲作の形惑が気になるところであるが、土器から検出され

物珪酸体の量が極めて少ないこと、付総して検出されるのが在倒的にタケ亜科(ネザ、サ節〉であり湿地的環境

の示擦であるヨシ震が認められないことなどから、水沼稲作の可能性は低い。おそらく焔稲作であったと

われる。

ちまとめ

虫内 Z遺跡より出土した土器について植物珪酸体分析を行い1 稲作の痕跡の追求を試みた。その結果1

料NO.87においてイネ様の種物珪酸体が検出されたむ明確にイネと特定することはできなかったが、当該土

器が製作された持壊に務作が行われていた可能性が示唆された。

文献

「プラント@オノぞー/レ分析法の茎獲的研究(1)

と自然科学~ 9 : p15“お

藤原宏志(1982)rプラント@オパール

オパールの検出 J p55-65 
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第7節虫内 I遺跡出土土器の植物珪酸体分析

遺物番号 出土区・層 器撞 部泣 外部特鍛 内面特徴 その他の特徴・備考

RL-Y→山形叉文・帯状文 E' F(P)“ Y 
頂形群部突起に2口条唇の部刻仁み付目くあるN山a2 76 しし42Dエ-N 深鉢 口

77 しH40一日 深鉢 口~胴
口:刻み巨文胴:LR?Y 口~腕:F(P) 外白色針状物唇部質含む 口i縁Vc部群

反 口 8突起

78 LL42Dエ即 深鉢 口
LR-YS→帯状文? F(P) 頂起部に刻部み自ある低b山群形?突

口唇に付く N 
79 LL40Bイ-II 深鉢 日~胴 ロ:羊歯状文→IP 腕:LR-Y 口~月間:FP Nc群

80 LN41Bエ一日 深鉢 口~胴
口:LR-Y→帯状文→IP 口~胴:F(P) 口唇部低波状口縁状の刻み
日間:LR-Y 呂 口容部丸み Nb群か

81 LN41Bエ一日 j菜鉢 口~胴 口:羊歯状文・(刻非み結目束文)→IP 口~胴:F(P) 口唇部丸み Nc群
胴:RL'LRωY(~f~iUR)

LR-Y→帯状文→IP F(P) 口唇部低部波状口縁状の刻み
82 LN41Bエ 立 j菜鉢 口 目 口唇かすかに丸み

Nb群?

83 LN41Bエ凹 深鉢 口~胴
文ロ:羊歯状文 胴上:表IJみ白 口~胴上:摩滅 白色針状物唇質含む 口縁音IS

外反口部B突起 Nc群
84 L04lBイ一回 深鉢 日 入組ニ叉文 摩減 低波上口縁 Nb群
85 LN42D工一日 鉢 日~腕 口:実IJみ 白文柄:LR叩 Y 口:IP“ Y 月間:IP“ T 口唇部刻み目 Nc群

86 LN45Cエ一回 深鉢 口~月間
口:F→入組ニ叉文腕:LR 口~網:A-Y→F(P) 小波状口縁 日唇部丸み

明 Y 内外面赤色塗彩 Nb群

口:LR-Y→入結節組帯沈状線文文? 口~胴:F(P) 口縁部外反 lV a2群
87 LN44Cエ国 深鉢 口~腕 腕状文:LR-Y→ ・帯

88 LN44Dエー血 深鉢 口
LR-Y→入組帯状文→IP FP 口lVa唇2群部小山形突起付く

89 LN43-m 深鉢 口
入組帯状文?→LR-S→IP (B-Y)→F(P) 口W縁b群部?外反 口唇部丸み

口:i品巻j品文巻→LR-S→IP 口~月間:IP-Y 口lVc縁群部外反 口唇部8突起
90 LN43Dエ-II i主主本 口~腕 胴上: 文→LR-S→IP

胴下:LR-Y

遺i構外出土分析試料(No.76-，.，90)観察表
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第8第世界;z
パ ijJ i!iサーヴェイ

はじめに

虫内 I遺跡は、横手JI!西岸の河岸段丘上に立地する。発掘調査の結果、縄文時代後期後半~晩期前半の土

土坑、竪穴住居跡、配石遺構など多数の遺構と、遺物包含層から多数の遺物が検出

されている。これらの調査成果から、本遺跡は大規模な墓域であり可当該期の援数集落の共同墓地だった可

能性が考えられている。今回の謁査では、本遺跡の総合理解を深めるために、出土した石器類の出来(涼産

地)に関する清報を得ることを目的とした岩石鉱物学的検討を実施する。調査方法は百現地での

の 介、 し

上石器類の肉眼鑑定

1.室内付近の地震の標設

より行った。

当地方の地質は古くから調査研究され、多数の地質に関する

報に基づいて作成された5万分のl総合地質留幅「接手!およ

明する。

されているが、ここでは最新の矯

九を 参照 し

(1)在地性の堆撞宕類

されているc 硬質頁岩の風化した面は灰白色、新鮮な面は培灰色

を呈する c 本岩には{為層様の模様が発達することがあり、「虎縞模様」と呼ばれ山内層の特徴のーっとなっ

ている。出土石器にもしばしば美麗な「定結模諜Jがみられる。撞手沢か与主再沢にさコた

質頁岩の擦式的な分布域である。

硬質頁岩の純度の良好な岩石は灰白色の玉髄の外観を呈することがあり、

シlレト

これらの岩石は山内層下部の真昼間層および山内層上部の梅野々層を講成する

!IJ醤の分布は知られていなし )0 これに対し、椙野々患は相野々を中心に露出し、

している。

参凝灰質砂岩§

。

る。虫内沢付近で

穏野々!喜より東部では柏野々東方に推定断層が走り、これを境iこ黒沢層と議する。黒沢層は捗老母シ/レト

岩を主体とし 1 全般に凝灰質である。粗野々層と指交する関係にあるとされている。本層からは員化石を多

産する。遺構出土品の化石とされる岩石(凝灰岩)は窯沢!蓄に由来するものが多いと考えられる。

@凝灰岩 e火山繰凝灰岩

黒沢層の上部層は滝の沢凝灰岩部震と呼ばれ、横手Ji!上流域に比較的広く分布する。デイサイト賞凝灰角

e 火山磯凝灰岩を主体とし、砂嚢凝灰岩を伴う。

号操岩§穣質砂岩

花山層は遺跡上流の山地に分布する地層で、磯岩@砂、岩@シノレト岩@ヂイサイト質凝灰岩の堆積岩類と輝

ヂイサイトの溶岩および円漬丘(ドーム〉で構成される。襟岩 e擦震号、岩の多くは花LUJ蓄に由来すると

られる。
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(2)在地牲の火成岩類

事安山岩類 a斑状デイサイト窃石英斑岩

安山岩類は著しい変質作用を蒙っているものから、新鮮な岩栢を有するものまで多種が認められる。

このうち最も多く観察される岩棺は輝石安山岩、次いで含石英@輝石安山岩である。肉眼鏡察の岩石名と

して含石英@輝石安山岩とした岩石は「横手J図幅では花山層の普通輝石紫蘇輝石石英安山岩に相当する。

花山層の普通輝石紫蘇輝石石英安山岩とされる岩石は場所により岩相に変化がみられる。石英と斜長石の

斑品が顕著であるため、肉眼鑑定では石基がガラス質であるものを斑状デイサイ人石基が結品質であるも

のを石英斑岩とした。ここでいう斑状ヂイサイトと石英斑岩は一連の岩系で百花山層の構成員のデイサイト

である。

この とし している。ま

)蓄の構成メンバーであろう。

@石英斑岩

石英斑岩は貫入岩としても成瀬川上流に分布し、現在砕石資源として利用されている。向岩の分布域と虫

内 I遺跡、とは水系を異にするため百この種の石英斑岩は石器類の原料には使用されていないと考えられる。

@流紋岩@松脂岩@デイサイト@玉髄@水晶

波紋岩§松脂岩など、については「横手」図幅に記載はみられない。しかし、出土試料が比較的多く(遺構

出土分:流紋岩口、松脂岩人デイサイトム玉髄 L 遺構外出土分:流紋岩 115、松路岩 21、デイサイ

ト路、玉髄 218ち水品(石英)19)、在地性であると考えられる。前述したように花UJ層にはずイサイトの

溶岩や丹頂丘が分布し、活発な酸性火成岩の火山活動が行われている。月頂丘は少なくとも4地区(南郷岳、

日向山、大鈴森百小鈴森)に認められることから緩り返し噴火活動があったと推定される。この間に流紋

岩の活動があったことが期待される。松脂岩は黒曜石と同様にガラス質流紋岩の一種で、出土品の一部lこは

流紋岩から松脂岩に移化している試料が観察され、松脂岩も在地である可能性が高いと判定される。

2. 

中

玉髄命水晶(石英〉は流紋岩の品調付近にできる変質鉱物である。玉髄@水晶はともに母岩として

う試料が観察され、松脂告と間接に在地の可能性が高い。

Z遺跡の罵辺 され1 していない門叶つ

なされる。

らかに

e中-古生態起源の堆積岩およびホルンブエ/レス

砂岩@粘板岩@輝緑凝灰岩および主として粘板岩が熱変成作用を受けて生成したホルンフェルスまた

ホルンフェノレスが多く存在し百主として石斜類に、一部は磨製石斧などに痛い与れている。

は秋田舎岩手の県境の新第三紀層中にごく小規模なフェンスター状の露出を示すことがあるが、分布域はお

おむね山地であるため下流では大塊を擦として得ることは窮待できない。 主主内 E遺跡、からもっとも近い大震

中一古生題分布地域は岩手県の北上山地である。ただし耳石金岩参粘板岩密輝緑凝灰岩およびホルンブェ

ルスは中 古 牛j冨分布煎茶ではもっとも普通にみられる堆覆岩で通うるため特定産識を示す特徴はみられない0

0 斑れい岩 e関緑岩@輝緑岩 e ひん岩 e蛇紋岩 e曹長岩 e変質岩

これらの岩石は主として磨製石斧に箆慰され丸一部は石剣類等に箆渇されている。これら

体およびこれに伴う塩基性岩体として露出することが多い。もっとも特徴的な岩石は曹長岩である。本岩は
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蛇紋岩に伴われる蟹白岩で主として曹長石で講戒されている。本岩は糸魚川地区でlまひすいの母岩とされて

いる。蛇紋岩の広大な分布は岩手崇宮守地方や早池峰地方に知られるが百曹長岩の分布は報告されていない。

このような観点から磨製石斧の原料となる塩基性岩類は北陸地方も視野に入れなければならない。

変質岩は主として輝緑岩の変質岩と思われるが、原岩の組織が不明瞭となっている緑色岩である。

@結晶片岩類および圧砕岩

結品片岩類として黒色片岩@黒色千枚岩@緑色片宕@石英片岩@石英千枚岩@絹雲母片岩@絹雲母千枚岩@

角関片岩が認められる。これらはいずれも典型的な広域変成岩類で明らかな異地位岩類である。

圧砕岩は破砕帯に産する原岩は中一古生層であるため奥地性岩に属する。

@滑石@ひすい e雲母鉄鉱

わが留の滑石は蛇紋岩の変質鉱物として産するため、増石の産地は蛇紋岩分布地域iこ線定される。産地と

して関東地方の埼玉@群馬県下が有名であるが百岩手娯下にも著名な滑石産地がある。

ひすいはわが国では新潟県糸魚川地方を始め数カ所に産出する。小玉として出土した4試料は糸魚川産と

判定される。

本遺跡から出土した雲母鉄鉱は後述するように岩手県和賀他人地区に接触交代鉱床として産する鉄鉱石で

赤鉄鉱の一種である。雲母状の品癖が発達する特徴を有し百産地を特定することができる。

3. 在地か異地性か不明主著五

ここでは培結凝灰岩、火山磯凝灰岩百凝灰岩、玄武岩百花簡岩類岳アプライ人黒濯岩百

げられる。

@溶結凝灰岩@火山際凝灰岩@凝灰岩

赤玉が挙

祷結凝灰岩@火山磯凝灰岩 e凝灰岩などの火砕岩は新第三系にも存在し、在地性の可能性がある岩石であ

る。ここで取り上げた火砕岩はやや変質が進み百少なくとも中新統下部またはそれより古い時代の酸性岩類

と類似した岩棺を有し 1 現段階では異地性の岩石と考えられる。溶結凝灰岩は特に顕著な溶結組織を脊して

いる。これらの火砕岩類はl¥ずれも石剣類に思いられている。

@玄武岩

1試料のみであるが、石剣類に用いられている。難密室の五武岩で産地および岩石の地費時代は不明であ

る。

e 花商岩類審アプライト

角関石黒雲母花関岩@花践閃緑岩 e アプライトが各1試料出土している。花商岩類は県境付近の脊梁山地

に小規模に露出することがある。在地性とするためには遺跡付近の河川磯に同種の岩石が確認されることを

要する。

e黒曜岩

考古の分野では黒曜石と称される岩片である。出土品としての火山ガラス岩は黒濯岩と松脂岩である。こ

のうち松脂岩は在地性の岩石であることは前述した還りである。黒曜石は遺跡付近では産出の記録がなく異

地性である可能性を有する。

@碧玉@赤玉

碧玉@赤玉は玉髄のー覆である。地震的にも玉髄と同様に流紋岩類の晶、掘やその付近の熱水変質岩として

産出する。本遺跡には流紋岩源とされる玉髄が多く出土し、在地性の鉱物とみなされる。しかし、碧玉@赤
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玉lま玉髄と比較して出土試料が少なく百虫内 I遺跡周辺の産出地iこ関する矯報を欠いていることから産地不

明とした。今後の靖報次第で在地性となることが考えられる。

4.器穫別にみた岩石の特徴

石器類の肉眼鑑定の結果を第25.. 26表に示す。

(1)巣地性岩石を主に用いている器種

ここでは代表的な例として石剣類@磨製石斧@鉱石を取り上げるo

a)石剣類

大部分が異地性岩石を用いている。

一ー屯-崎町巴『旬、一一ー~均一一 1 1 2 3 I 4 5 I 6 7 I 8 9 I 10 11 1 12 13 1 14 15 1 16 17 1 18 19 1 2日

在 事轟読書岩

9 6 2 

2 1 

41 59 17 4 11 6 16 

地 31 32 21 1 1 

韓裂長毒事{J叫〉〉

2 1 5 9 

21 g~ 2 

性
17 

17 

玉髄 2 

業!
粘砂ホ岩絞Jレ岩ンフェノレス 5 

地
斑響ひ長れん器岩い岩

性
ひすい

1: I襲灰岩 2 
1 

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 32 33 34 

l l 

4 3 
l 

1 1 5 112 2 1111日 21 4 

111 2 3 21 3 4 

q 白 2 

3 

1 1 

2 2 2 

器 事II 1:スクレイパー 2渓形Iitra3:月鍍状石製品 4:白石室買 5固化石 6鉱石 7:1r.~撃・小同様 8:小玉 9:;Cヨ主主 10:石室1穎 11・2ヨ材 12:石匙 13:石血 14:石銭 15:石鐙 16白石製茸飾 17:石叡品 18:石徐

官i

13 9 

B 
11 

383 7 

66 

11 
7 
4 

117 
17 

3 

5 2 

3 

7 3 

19:石箆 20五銭 21:~芋孔磯 22線刻l際 23:打製石斧 24:台石 25:liJJ;石 26:事j片(二次加工) 27:事j片 28:事l片〈微小事J凝主主) 29縫製石斧 30盲孔石製品 31:有孔石製品・有孔穣 32:撲形石器 33:際器
34:擦破片

主宝石名 本 l真珠岩を含む。 ホ 2:卦iIi丈デイザイトを合む。

第25表遺構出土分石器類の岩種

但-一一ー一ー-一一‘ー『ー~一一一~、-ー 1 1 2 3 1 4 5 I 6 7 1 8 9 1 10 11 I 12 13 I 14 15 I 16 17 I 18 19 I 20 21 I 22 23 I 24 25 I 26 27 1 28 29 I 30 31 I 32 33 1 34 昔f

ト重
31 Ig 51 1 

7 3 4 
3 4 10 1 I 4 4 52 
1 3 5 4 2 24 

4 B 

{E 1741 18 21 1 3 1235 55 r I 4 26 1260 12 24 36 7 863 0 

181 106 51 22 2 48 2 1 1 99 101 3 11 I 2 E 408 1 
2 2 4 

地

E議態3論( * 

4 10 63 I 2 11 4 1 1 5 3 I 17 2 115 
1 I 3 B 7 l 21 

526487 0 8 
6~ 1 1 

11 
18 3 

3 28 
3 2 I 3 2 10 749 

3 
105 7 性 10 3 2 

11 5 B 

玉石良t英f道t石a水占吉牟

2 9 38 218 
19 
1 

l 

24g7 5 5 2 
13 18 

7 50 
輝ホ線ル凝ン灰フェおJレス 包 2 4 1 1 313 

6 11 

3宅 正山王 18 18 2 

41 ~ 4 

35 3 4 44 4 2 1 

蛇主霊長紋石君
1 l 

地
21 2 4 

41 3 7 
3 4 

1 性
12 1 11 

3 

雲滑ひ石母す鉄い鉱(*6) 
4 5 2 7 14 4 

10日 100 

者事戸~rE古~. 
423 2 91  

50 
不

語雪: 
23 
2 

2 
2 1 

月開 1 2 
723 3 13  

3 3 2 85 
4 

4 28 

*2斑状デイサイトを含む。 本 3:黒色千欽岩を合む。 *4:石主主千欽岩を含む。 *5:絹雲母千枚穏を含む。 本5守赤鉄鉱のー緩 *7:干E樹閃緑者を含む。

第26表遺構外出土分石器類の岩種
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遠構外出土品では435試料中ホルンフェノレス(輩膏石ホルンフェルスを含む)297誠主粘板岩42試料で砂岩会

輝緑凝灰岩を加えた中一古生層の堆積岩を原岩とするものが全体の80%を占める c 次いで1 溶結凝灰岩が49

試料、同質の凝灰岩類が24試料で17%を占め、残りの3%は輝緑岩@玄武岩@結晶片岩類を原石としている。

遺構出土品は遺構外出土品とは若干異なる比率を占めす。全12試料中の7試料(58%)をホルンフェルス@

粘板岩@紹粒砂岩で占め、溶結凝灰岩@玄武岩は各1試料みられるが、他の3試料はデイサイト (2試料〉と凝

灰岩(1試料)である。これらの3試料はいずれも新第三系の岩石で凝灰岩は新第三紀中新統下部のグリーンタ

フの岩相を示し、在地性の岩石であるが、遺跡付近には露出せず、上流域に分布すると考えられる。

b)磨製石斧

遺構外出土品は135試料あるが、在地性岩石が25試料、巽地性岩石は110試料となっている。最も多く使用

されている岩石は輝緑岩(変輝緑岩を含む〉で35試料あり、これに斑れい岩(18試料ド緑色岩〈多くは輝緑岩

等が強い変質を受けて生成した岩石。 11試料)を加えると64試料となり、境基性深成岩~半深成岩類は全体

の47.4%、異地性岩の58%を占めている。次いで多い岩石のグループは中-古生層の堆積岩類(砂岩13試料、

粘板岩@ホノレンフェノレス5試料、輝緑凝灰岩6試料入およびこれを原岩とするホルンフェルスで全体の17.7%

を占める。また1 蛇紋岩およびこれに伴うグループとして蛇紋岩(4試料入滑石(7試料入曹長石(1試料)が

あり、全体の8.9%となっている。

新第三系に属する在地性の岩石では安山岩が10試料(7.4%入凝灰岩類9試料(6.7%)である。

遺構出土品では全7試料が異地性岩で1 斑れし

曹長岩が各1試料である。

c)鉱石

も多く (3試料入{告は砂岩、ホルンフェ/レス冗ひん岩、

雲母鉄鉱の塊が100試料(約2.2kg)認められる。雲母鉄鉱は雲母状の結晶を示す赤鉄鉱(Fe203)の一種であ

る。この種の赤鉄鉱は岩手県和賀郡にある和賀他人鉱山の特産である。雲母鉄鉱は微粉末化すると赤色とな

り、ベンガラとして用いられる。下流にいたるまでに粉末化するため河川礁として塊拡を寄ることは困難と

考えられ、ベンガラ原料として塊鉱で運搬されたと考えられる。

(2)特定岩種を多用する器撞

在地性の岩石を用いるが、硬質で精績な器種に用いられる珪質頁岩と、対照的に重厚な材質としての安w
舎凝灰岩等を多用する器撞を取り上げる。

a)珪質頁岩

スクレイパ一、石匙、石錐、石槍、石鎖、模形石器が挙げられる。珪霊頁岩は中一吉生層のフリント質チャー

トと類似した石質を有し、堅硬 a縁密雲岩石で、利用の範囲は広い。虫内 I遺跡付近には良質の珪質頁岩が

広く分布し、珪費頁岩を利用する環境に恵まれている。

これらは第27表のように共通した原料岩石を設用している。ここで用いている流紋岩は松脂岩の母岩で白

色綾密質のガラス質岩であるc 松脂岩 e黒曜岩はいわゆる黒曜石で百ガラス岩である。

玉髄は前述したように二つの産状があり 1 石簸として用いられている玉髄は珪質頁岩の高純度のシリカ質

岩石で、鉱物としては玉髄で構成されている。赤玉は含鉄量に富むジャスパーの一種で、物性は玉髄と異な

らない。

b)安山岩 e凝灰岩を多用する器種

出石類 e球穣 s 石血 s 石製品 e線刻擦は共通して安山岩 e凝灰岩を多用している。砂岩 e凝灰章弘、岩 e

英斑岩もこのグループに多く使用されている(第28表)。なお、ここでいう石英斑岩には斑状デイサイトとさ
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れた試料が含まれている。

琵替要素 流紋岩 松脂岩 黒躍 岩 玉 髄 赤 玉 その他 i

スクレイノマー 174 

石 匙 235 2 3 3 2 

石 錐 55 4 8 9 

石 本会 26 3 

石 鎌 260 3 7 3 38 

模形石器 7 2 

珪質頁岩を多用する器種(遺構外出土分)

凝灰岩 安出岩 砂 毛Lム玉g 凝灰質砂岩 石英斑岩 そ の 他

沼盤状石製品 18 5 3 2 10(粘板岩 7) 

出 石 類 106 640 10 5 88 21(デイサイト 7) 

球 諜 51 66 5 10 15(流紋岩 10) 

石 思 2 16 3 4(ヂイサイト 3) 

石 製 ロ仁3ロ 48 3 4 3 2 11(流紋岩 5) 

線刻繰 99 2 10 5 14(シノレい泥岩 9) 

凝灰岩。安山岩等を多用する器種(遺構外出土分)

II. 出土石器類の顕徴鏡観察

1.試料

秋田県虫内 I遺跡から出土した石器類の原産地を推定する目的で百第29表に示す20試料の石器類を切断し、

薄片を作製して1 岩石顕微鏡下で観察しミ各岩石の岩石学的検討を行った〈写真143e 144)。

i試料番号 器 撞!岩 石 名 試料番号 器覆 帯 石 名 試料番号 器謹 老若 石 名 j
23325 石剣類変質溶結凝!火岩| 23698 石剣類 変質溶結凝灰岩 25504 磨製石斧 輝緑岩
23360 石剣類粘板岩 23717 活費日類

粘粘披板岩岩 25505 磨製石斧 滑石岩
石剣類 l変質凝灰岩 23752 石責IJ 類

25506 磨製石斧 蛇紋岩I 23647 
石石石 卵剣j類類

変質凝灰岩 25500 磨製石斧 粗粒凝灰岩
磨製石斧 蛇紋岩I 23655 葦青石ホルンフェルス 25501 磨製石斧 細粒凝灰岩

25507 

! 23671 創業員 粘板岩 25502 麿製石斧 角関岩 25508 I磨製石斧 蛇紋岩

I 23682 石 剣 類 頁岩吾、岩互層 25503 暦製石斧 変輝緑岩 25509 磨製石斧 変鷲石英斑岩

2. 顕微麓観察結果

(1)試料番号 23325

地:秋田県虫内 l

岩 石:変質溶結凝灰岩

薄片作製試料一覧

組 織:ユータキシティック組織(eutaxitictexture) 

砕屑片

鉱物片

斜長五:少量存在し、粒径O.7，..._，O.03mm百他形、破片柱状で集片双品を伴い警長石震である。

石英:微量存在し百粒筏0.35'-""0.01mm、{由形、破片粒状で弱し1波状消光を示す。
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アパタイト:徴量存在し、粒径0.06mm以下の半自形六角柱状を呈する。

不透明鉱物:少量存在し 1 粒径O.lmm以下の半白形粒状を呈し 1 基質中に散在する。

岩片

粗面岩:少量存在し、粒径1.1"'_'0.lmm、角磯状から亜角磯状で流理状の針状斜長石を埋めるカリ長

石で構成される。

基質

粘土:少量存在し、全体に炭酸塩鉱物化し、基質全体を交代している O

炭質物:少量存在し 1 微粒粉状で基質を培褐色に汚染し、粉状三粒状を呈して層理に平行する。

変質鉱物

セ1)サイト:少量存在し、粒径O.1m m以下の他形鱗片状で、基質粘土や斜長石を交代している。

炭酸塩鉱物:多量存在し、粒径O.Olmm以下の他形徴粒状で基質粘土を交代している。

特徴

ユータキシティック組織を示す変質凝灰岩で、石英 e斜長石 e アパタイト a不透明鉱物の砕属鉱物片お

よび粗溜岩岩片を伴い、変質鉱物としてセリサイト s炭酸塩鉱物を伴う基質で構成される。全体に強く

炭酸塩化した岩石である。

(2)試料番号 23360

産 地:秋田県虫内 Z

岩 石:粘板岩

組 織:砕屑状組織(clastictexture) 

砕屑片

斜長石:徴震存在し 1 粒径0.1---O.Olmmの他形破片粒状を呈し有一部に集片双晶を伴う。

カリ長石:少量存在し、粒径0.08，..._，0.01mn1の他形、破片粒状を呈する。セリサイトイとしているものが

多い。

:少量存在し百粒窪0.1---0.01mmの飽形破片粒状を呈し波状泊先を示す。

不透明鉱物:少量存在し、粒径0.2mm以下の他形粒状を呈し散点状を示す。

基質

炭質物:

変賀鉱物

し、粒窪0.15mm以下の他形教粒状で、培嵩色を恭しミ

し、全体にセ 1)サイト化している。基質粒間を埋める。

く埋める。

セリサイト:中量存在し、粒径0.08mm以下の鱗片状を呈し、墓質粘土や雲母鉱物を交代しているもの

が多い。

特徴

炭質物の多い砕屑状組織を示す粘板岩で、多量の炭質物@粘土と変質鉱物のセリサイトで構成される基

霊を主体としミ微粒の斜長石@カリ長石@石英@不透明鉱物の砕属鉱物片を伴う。

(3)試料番号 23631

地:秋田県虫内 I

石:変質凝灰岩

組 織:火砕状組織(pyroclastictexture) 
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鉱物片

斜長石:少量~中量存在し、粒径O.65----0.02mmの他形破片粒状で、集片双品が発達する。一部はセリ

サイト@緑泥石@炭酸塩鉱物に交代されている。

石 英:微量存在し、粒径O.3----0.01mmの他形破片粒状で、弱い波状消光を示すO

黒雲母:微量存在し、粒径0.4----0.02mmの他形、褐色~暗褐色の多色性が顕著で、ある。葉理に沿った葉

片状や紐状を示す。

不透明鉱物:少量存在し、粒径0.18mm以下の半白形、粒状で散点状に配列する。

岩片

変質安山岩:少量存在し、粒径O.95----0.2mmの角磯状を呈し、顕著な緑泥石化作用、および炭酸塩鉱物

化作用 e セ1)サイト化作用を受けているが、安山岩の組織を残留している。

スコリア:少量存在し百粒径O.35--0.05mmの角磯状を呈する。柱状の斜長五を{半う培揚色のガラス質

岩である。

基質

粘土:全体にセリサイトイとしているため、粘土としては微量で存在する。砕屑片罰の基質を埋めるが、

一部は微細な炭酸塩鉱物iこ変質している。

変質鉱物

セリサイト:多量存在し百粒径O.1mm以下の鱗片状または葉片状を呈する。基質粘土を交代している

ものが多い。

緑泥石:少量存在し、粒径O.05mm以下の他形、葉片状、緑色で黒雲母や器片を交代しているものが多

し、。

炭酸塩鉱物. し、粒径む.15mm以下の徴粒粉状で基質および岩片を交代している。

特徴

火砕状組織を示す変嚢J凝灰岩で三斜長石器石英 e窯雲母号不透明鉱物の砕罵鉱物片および変質安山岩 e

スコ 1)アなどの若片1 セリサイト場緑詫石穆炭酸謹鉱物の変費鉱物を持う基質で構成される。令俸にセ

リサイト化作用および炭酸塩化作用が顕著な岩石である。

(4)試料番号 23647

地:秋田県虫内 1

岩 石:変質凝灰岩

組 織:火砕状組織(pyroclastictexture) 

斜長石;少量~中量存在し可粒径O.6""'O.Olmmの地形被片粒状を呈し、集片双品が発達する。一部はセ

ワサイト@緑泥石 a炭酸塩鉱物に交代されている。

石英:微量存在し 1 粒径0.4---0.01mmの{由形破片粒状を呈し、強い波状消光を示す。

黒雲母:微量存在し、粒径O.2.-._，O.04mn1の葉片状および紐状を呈する。褐色~暗褐色の顕著な多色性を

有する。

不透明鉱物:少量存在し、粒径O.lmm以下の半自形可粒状で散点状に配列する。

岩片

変質安山岩:少量存在し、粒径1.1r-----O. 081nn1の角諜状を呈し、緑泥石化会炭酸塩鉱物化。セリサイト化
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を受けているが、安山岩の組織を残存している。

スコ 1)ア:

である。

し1 手立径O.3----0.08mmの角磯状を呈する。 情つ/ 片山石ヌ一ブガ

粘土:全体にセリサイト化し、未変質部は微量で存在するに過ぎない。砕屑片の粒酪を理めるが、一部

は微細な炭酸塩鉱物に変質している。

変質鉱物

セリサイト:

が多い。

し、粒径O.13mm以下の鱗片状または葉片状を去する。基質粘土を交代したもの

緑泥石 し、粒径O.05mn1以下の{由形葉片状を呈する。 e岩片@ 交代して

いるものが多い。

炭酸壇鉱物.

特徴

火砕状組織を示す変質凝灰岩で百

し、粒窪O.Olmm以下の数粒粉状で基質や岩片を交代している。

通石英@ @不透明鉱物の砕属鉱物片、 スコ

1)アなどの岩片1 および、セリサイト a緑泥石 e炭酸塩鉱物の変質鉱物を伴う基質で構成されるの

にセ 1)サイト化{乍用、炭酸塩化作用を強く受けている岩石である。

(5)試料番号 23655

地:秋田県虫内 E

石:童青石ホノレンフェ jレス

組 織:斑状変晶状組織(porphyroblastictexture) ..片状組織Cschistosetexture) 

主成分鉱物

斜長石:少量存在し、粒径O.2，...，_，O.02mmの他形破片粒状を呈し、一部に集片双品を伴う。

し、粒窪0.25---=-0.01mr)]の{t色彩破片粒状で波状清光を示すc

し1 粒径O.3.-._，O.04mmの他形葉片:誌を議す。

し百粒窪0.3，.._--0.07mmの斑状変晶状を呈する。粉状累急鉱物に汚染されている

ものが多い。

黒雲母 :CÞ量存在し、粒径O.5~O.05mmのj造形葉片状または紹片状で片状の配列を示す。

の多色性が顕著である。

副成分鉱物

.少量存在し、微細な不透明鉱物ミセリサイ人黒雲母に交代され薬理状の組織を作る。

不透明鉱物:多量存在し、粒径0.14mm以下の徴粒粉状で基質を交代し葉理状の組織を作る。

変質鉱物

セ1)サイト:少量存在し、粒径O.04mm以下の鱗片状を呈し、基質粘土を交代しているものが多い。

炭酸塩鉱物:微量存在し、粒径O.1mm以下の他形粒状または微粒状を呈して基質粘土を交代している。

一部は汚染状で暗褐色を示し、菱鉄鉱質である。

特徴

片状組織を有する童青石ホルンフェルスで、宗寺長石さ石英会出雲母などの砕属鉱物片、斑状変品として

、変成鉱物として黒雲母、変質鉱物としてセリサイト@炭酸壊鉱物 e酸化鉄を伴う。原岩は粘板
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岩である。

(6)試料番号 23671

士通:秋田県虫内 I

岩 石:粘板岩

組 織:砕屑状組織(clastictexture) 

砕屑片

斜長石:微量存在し 1 粒径0.1---0.01mmの他形破片粒状を呈し百一部に集片双品を伴う。変質鉱物とし

てセリサイトが生成している。

カリ長石:少量存在し、粒径0.1---0.02mmの他形破片粒状を呈し 1 セ1)サイト化しで汚染されているも

のが多い。

石英: し、粒径0.9---0βlmmの他形破片粒状を更する。弱い波状消光を示す。

:徴量存在しミ粒径0.1'=-'0.01mmの鱗片状または針状を呈する。墓質中に散在し、セワサイトに

交代されている。

基質

粘土:少量存在し、全体にセリサイト化作用および珪長質鉱物化作用を受けている O 砕屑片粒間を埋め

基質を構成する。

炭質物:少量存在し、粒径O.2mm以下の{由形微粒状で、慈賞中iこ散在する。

変質鉱物

セリサイト:多量存在し、粒径O.1mm以下の鱗片状を呈する。基質粘土を交代したものが多い。

珪長質鉱物:少量~中量存在し、粒径O.Olmm以下の他形微粒状で基質粘土を交代して生成している。

特徴

砕屑状組織を示す粘板岩で『微細な斜長石@カリ 窃白雲母暢炭質物の砕屑鉱物片を伴い、変

質鉱物としてセリサイト e珪長質鉱物を{半う基質で構成される。

(7)試料番号 23682

地:秋田県車内工

石:頁岩砂岩互層

組 識:砕屑状組織Cclastictexture) 

頁岩中;こ細粒砂岩を共在する組織を示す。

砕屑片

斜長石:少量~中量存在し、粒径0.08........，0.02111111の地形破片粒状を室し、集片双晶が発達する。セ ljサ

イト化し汚染状となっている。

カ lJ

石英:

し1 粒径0.1--0.02mmの{由形破片粒状を呈し、汚染されているものが多い。

し、粒径0.15--0.01mmの他形破片粒状を呈し百強い波状消光を示す。

白雲母:微量存在し、粒径0.05-..-0.01mmの鱗片状や針状で、基質中に点在する。セリサイトに交代され

ている。

:少量存在し 1 粒窪0.06---0.02mrnの佑形百板状および経状で可淡褐色~褐色の多色性を示す。

粘土:中量存在し、全体lこセ 1)サイト化し、徴細な墓震を構成する。
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変質鉱物

セリサイト:多量存在し 1 粒径O.1mm以下の鱗片状で、基質粘土を交代するものが多い。

緑泥石:微量存在し、粒径0.12mm以下の葉片状を呈する。緑色から灰掲色で有色鉱物を交代している。

(8)試料番号 23698

産 地:秋田県虫内 I

岩 石:変賓溶結凝灰岩

組 織:ユータキシティック組織(eutaxitictexture) 

砕屑片

斜長石:少量~中量存在し、粒径1.6，...._，0.01mmの他形、破片粒状を呈する。集片双品および累帯状組織

が発達している。一部はセリサイトイとしている。

し、粒径0.2----0.02mmの他形、粒状で波状消光を示す。

アパタイト:徴量存在L....粒径0.15n1m以下の他形1 柱状で斜長石結晶中に伴うもの多い。

不透明鉱物:少量存在し、粒径0.2mm以下の他形百粒状で散点状を示す。

岩片

泥岩:少量存在し、粒径1.2，...._，0.12111mの角機状を呈する。微粒の石英を{辛う粘土質岩石で百変質作用を

受け、セリサイト@緑泥石@炭酸塩鉱物を背製している。

軽石:微量存在し、粒径1.6---0.25mmの車角準装状を呈し、議維状空隙組織を示す。変賞作用を受けミ

母@緑泥石@炭酸塩鉱物イとしている。

基質

粘土:微量存在し、全体にセリサイト化、炭酸塩化が著しい。ユータキシティックな組織を作る。

変質鉱物

セ1)サイト:中量存在し、粒径0.2111m以下の地形1 鱗片状で斜長石、基質を交代している。

緑淀石:徴量存在し、粒窪0.15111111以下の他形、有色鉱物を交代している。

炭酸塩鉱物;少量存在し、粒径0.02mm以下の{由形百撤粒状集合を作り

特設

ユータキシティック組織を示す変質溶結凝灰岩で、斜長石窃石英などの砕屑鉱物片、泥岩命軽石岩片を

{半い、変質鉱物としてセリサイト@緑泥石§炭酸塩鉱物を伴う嘉質で構成される。

守合て?し代交」'一官質基や

(9)試料番号 23717

産 地:秋田県虫内 I

石:粘板岩

組 織:砕屑状組織(clastictexture) 

大部分は微細な粘土質基質で構成されるが、一部に幅1111111の紹粒砂岩の薄層を挟むO

砕屑片

斜長石:少量~中最存在し、粒径0.15'""'0.02mmの他形、破片粒状を呈し、一部に集片双品が発達する。

はセリサイトおよび緑泥石に交代されている。

カリ長石:少量存在し、粒窪0.1，...._，0.05mmの他形、破片粒状を呈し、一部はセリサイトおよび緑泥石に

交代されている。

石英:少量~中量存在し、粒径0.15.-.，.，0.01mmの他彩、破片粒状で弱い波状清光を示す。
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:少量~中量存在し、設護0.2.......0.02mmの葉片状または紐状を呈する。鴇色~稽揺色の顕著な多

急性を有する。

白雲母:少量存在し、粒径0.12'-"'0.02mmの葉片状を呈する O 炭酸塩鉱物@セリサイトに交代されてい

る。

不透明鉱物:少量存在し、粒径0.2mm以下の半自形粒状で、散点状に配列する。高倍率では粉状の集合

体で、低変成度のグラファイトまたは炭質物と思われる。

基質

粘土:中量存在し、全体にセリサイト化し、砕屑物粒閣を埋める。

変質鉱物

セリサイト. し、粒径O.1mm以下の他形、鱗片状で基質粘土を交代しているものが多

~)o 

繰泥石:徴量存在し、粒径0.05mm以下の他形葉片状を呈する。灰色で黒雲母を交代している。

特徴

葉理状や砕屑状組織を示す粘土質岩で、斜長石 e カリ長石@石英@黒雲母@不透明鉱物の砕屑鉱物片と

基質で構成される。基質はセリサイト@緑泥石 e炭酸塩鉱物の変質鉱物を伴う。一部に締粒砂岩の薄層

を挟み、全体にシ/レト質である。

(10)試料番号 23752

地:秋田県虫内 I

岩 石:粘板岩

組 織:砕層状組織Cclastictexture) 

砕屑片

斜長石:少量存在し、粒径0.15---0.02mmの他形破片粒状で1 一部に集片双品を伴う。セリサイトに交

代されている。

カi)長石:少量存在し、粒径O.1--0.02ll1ll1の勉形破片粒状で¥セリサイトイヒによる汚染がみられる。

石英:少量存在し、粒径O.15"'_'0.Olmmの他形被片粒状を皇し、弱い波状治光を示す。

不透明鉱物:少量存在し、粒径0.07mm以下の半自形粒状で、散点状に配列する。粉状集合体が多く、低

変成度のグラファイトまたは炭質物である。

基質

粘土:多量存在し、全体にセリサイト化し、砕屑片粒間を埋める。

変質鉱物

セリサイト:中量~多量存在し、粒径O.1mm以下の鱗片状を呈し可基質粘土を交代している。

特徴

葉理状や砕層状組織を示す粘土質岩で、斜長石 e カリ長石 9 石英@不透明鉱物の砕属鉱物片1 セリサイ

ト化された基質で構成される。

(11)試料番号 25500

産 地:秋田県虫内 I

岩 五:粗粒凝灰岩

組 織:火砕状組織(pyroclastictexture) 

'll5-



7章分析結果報告

鉱物片

し百粒径1.9"'_'O.02mmの{色彩破片粒状を呈する。一部に集片双品を伴う。また、

一部はセリサイト化および緑泥石化している。

単斜輝石:少量~中量存在し、粒径1.0，...，_，O.02mmの他形破片粒状を呈する。淡緑色の色調を有し、割れ

目に沿って緑泥石化が進行している。

不透明鉱物:少量存在し、粒径O.2mm以下の半島形粒状で、散点状を示す。

デイサイト:中量存在し、粒径3.2""'_'O.04mmの角磯状を呈する。流理組織を示す針状斜長石と

成される。結品質とガラス質のものがある。

泥岩:少量存在し、粒径O.8"'-'O.08mmの角磯状を呈する。粘土奮を示す。

粘土曹 し、徴絡な斜長石..1篭石翁岩石綿片を含む粘土で構成される。

よび累帯組織が発ー

している。一部はセ 1)サイト化している。

カ 1)長石:微量存在し、粒窪O.2，-..O.02mmの{由形破片粒状を呈する。 され、セ 1)サイトイとしている

ものが多い。

石英:数量存在し、 の地方三被片粒状を呈し 1 語し られ，る。

し1 粒径O.3"'-'O.25mmの半自形柱状で、淡褐色~濃褐色の多色性を示す。

単斜輝石:微量存在し1 粒径O.15~O.04mmの自形~f由形三短柱状を呈しミ緑泥石化している。

不透明鉱物:少量存在し、粒径0.12"'-'O.03mmの半奇形粒状で、散点状を示す。

デイサイト:中量存存し、粒窪0.25mm以下の亜角磯状を更する。流理状組織が明擦である。

泥岩:中量存在し、粒径O.25mm以下の重用機状を呈する。

-276 
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し、微細な粘土や破砕変質し されτ 比較的粘土に っている。

セワサイト・

緑泥石:

緑簾石:

特徴

火砕状組織を示す細粒凝灰岩で、細粒の斜長右穆カリ長石@石英の砕属鉱物片可デイサイト@泥岩片・1

し百粒筏O.1mm以下の鱗片状を呈する。基質粘土を交代しているものが多い。

い粒径O.Olmm以下の{也形微粒状で、基質粘土を交代している。

し、粒径0.15mm以下の他形粒状を呈し、淡褐色を示す。

および基質粘土で構成される。セリサイト@緑泥石@緑簾石の変霊鉱物を伴う。

(13)試料番号 25502

i 

石

繕;.p:J:も状認識 texture)

主成分鉱物

し1 粒窪1.35""'_'0.05mmの偽形柱状を呈する。大部分は角関石(透関石)に交代され

ている。

し、粒径1.8，__，0.01mn1の葉片状または繊維状を呈する。無色~淡褐色の色認を存する

を交代している c透関石で1

副成分鉱物

不透明鉱物: し、粒径0.5mm以下の徴粒~粉状の不透明鉱物に交代され、一部は赤褐色を示

す。

セワサイト: し、粒径0.05111111以下の鱗片状を呈し、 く己 は仮像となっ

ている。

懲特

、言 さ紅ている。

内室

市…

ω

目
見
九

日

田
2

秋

番

地

ら

料

め

試
a
A

一-
一
一

L
ぃ

S

F
ペ・・

4
サセムふ されている。

組 織:メタベーサイト状組織Cmetalコasitictexture) 

主成分鉱物

:中量存在し している。最大対称消光角は

35 

角関石.

石全体を広く

。

し、粒径造形羽毛状または銭維状を呈する。淡緑色の急認を示し、岩

している。

し、粒径O.15mrn0.下の{由形粒状で培揺色を示す。

Lγ 
ノ々

4サベloノ

徴

メ

品川

、も

レ
d、 としている。
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(15)試料番号 25504

産 地:秋田県虫内 I

岩 石:輝緑岩

組 織:填問状組織(intersertaltexture) 

主成分鉱物

斜長石:多量存在し、粒径0.85，-..，0.03mmの自形柱状を皇し、集片双品が発達する。一部は緑泥石に交

代される。最大対称消光角は40
0

を示す。

単斜輝石 t中わ量存在し、粒径0.4必5，-..，0.0侃5mmの半自形粒状で

はスメク夕イトに交代されている O

随伴鉱物

不透明鉱物:少量存在し五粒径0.15mm以下の半白形粒状で、散点、状に書官Ijしτ 粉状iこ交代されたものが

多い。

変質鉱物

緑泥石:中量存在し、粒径O.1mm以下の繊維状を呈する。緑褐色で輝石@斜長石を交代している。

スメクタイト:少量~中量存在し、粒径O.1m m以下の繊維状を呈する O 祷色で基質を交代する。

特徴

填問状組織を示す輝緑岩で百斜長石§単斜輝石を主成分鉱物とし九緑泥忍 e スメクタイトの変質鉱物を

伴う基質で構成される。

(16)試料番号 25505

産 地:秋田県虫内 I

岩 石:滑石岩

組 織:繊維状組織(fibroustexture) 

主成分鉱物

滑石:多量存在し百粒径0.08"'-'0.02mmの繊維状集合を作り透関石質角関石を交代している。

角閃石:中量存在し、粒径0.75---0.01mmの{由形で百繊維状を景し百透関石質である。無色で、湾曲した

結長を作る。

鑓伴鉱物

斜長石:微量存在し、粒窪O.4mm以下の半自形柱状を呈する。

炭酸塩鉱物:微量存在し、粒径0.2mm以下の他形粒状で、角関石の繊維に沿って析出している。

チタン鉱物:少量存在し、粒径0.2mm以下の粒状~粉状を呈する。褐色で散点状を示す。

特徴

繊維状組織を示す靖石岩で、滑石を主成分鉱物とし、斜長石 e角関石@炭酸塩鉱物@チタン鉱物を随伴

する。

(17)試料番号 25506

産 地:秋田県虫内 I

岩 石:蛇紋岩

組 織:繊維状組織(fibroustexture) 

主成分鉱物

-'2:7喜一



蛇紋石:

随伴鉱物

第8節虫内 I遺跡出土石器類の岩石学的検討

し、粒径O.2...._，0.02mmO)羽毛状また誌繊維状集合を呈する。

不透明鉱物:微量存在し、粒径0.02"_'0.01mmの微粒状で、数点状を示すO

特徴

繊維状組織を示す蛇紋岩で、羽毛状または繊維状蛇紋石の集合体である O 微粒の不透明鉱物を伴う。

(18)試料番号 25507

産 地:秋田県虫内 I

者 石:蛇紋岩

組 織:繊維状組織(fibroustexture) 

主成分鉱物

蛇紋石:多量存在し、粒径O.2"'-'O.02mmの他形百羽毛状または繊維状集合体と細E康状を呈するものの二

種の産状が認められる。

随伴鉱物

滑石:微量存在し、粒径0.06111111以下の繊維状鉱物で¥蛇紋石に沿って形成されている O

不透明鉱物:微量存在し、粒径0.02""""'0.01mmの微粒状で、散点状を示すO

特徴

繊維状組織を示す蛇紋岩で三羽毛状または繊維状主および脈状を呈する蛇紋石を主成分鉱物とする。徴

粒の靖石および不透明鉱物を伴う。

(19)試料番号 25508

産 地:秋田県虫内 I

岩 石:蛇紋岩

組 織:繊維状組織(fibroustexture) 

主成分鉱物

蛇紋石:多量存在し百粒窪u.2"_'u.U2mmの羽毛状または繊維状を呈する。

随伴鉱物

不透明鉱物:徴量存在し、粒径O.02""""，u.Olmmの微粒状で、散点状を示すO

特徴

繊維状組織を示す蛇紋岩で、羽毛状または繊維状の蛇紋石の集合体で百徴粒の不透明鉱物を伴う。

(20)試料番号 25509

地:秋田県虫内 I

岩 石:変質石英斑岩

組 織:斑状組織(porphyritictexture)および交代状組織(replacementtexture) 

斑目
日目

斜長石:中量存在し百粒径1.65---0.18mmの自形柱状で集片双品および累帯組織を伴い、最大対称消光

角30
0

を示す。

石英:少量存在し、粒径2.4......，.，0.05mmの他形粒状を呈し、波状消光を示す。

石墓

斜長石:少量~中量存在し、粒窪O.1mm以下の他形柱呈し百セリサイト化 e 曹長石化している。

一幻9-
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し三粒窪OJ5n1m以下の他形粒状を呈し、設〉決j完売を宗す。

し、粒後0.5mm以下の半活形柱状で、致点状に配列する。

アノマタイト: し、粒径0.15mm以下の半白形~自形粒状を呈する。

変質鉱物

角関石- し百粒径O.4mm以下の他形粒状を呈し百談褐色~談緑褐色の多色性を示す。 を

交代して生成したもので¥一部に輝石の仮像、を残存する。

セリサイト:

緑泥石:

し、粒径O.07mm以下の他形微粒鱗片状を呈し¥斜長石を交代している。

し、粒径O.1mm以下の繊維状を呈し 1 緑褐色の色調を示す。輝石鎗斜長石を交代し

ている。

スメクタイト

している c

し九
。

る 、 よ

炭酸塩鉱物:

特徴

交代状組織を示す変質石英斑岩で、斜長石 e石英の斑品が特徴的で、

している

し、粒径0.25mm以下の不定形で、有色鉱物を交代しているつ

している。

と患われ は緑泥石

に交代さ いる。セ ljサイト@ 窃スメクタイトの変質鉱物を伴う される。本岩

性の岩石で、横手}jjの上流に露出する のデイサイト岩体を供給源としていると り者工る。

3. まとめ

顕徴鏡観察した20試料は岩種別lこは次のよう される(第30----34表〉。
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丹/一

( e ホノレンフェノレス

は中-古生還に分布する

用を受けて生成された熟変成岩である。

jl/ンプェノレ;ス

ホルンブェルス

より

は比較的低変成で、

産地は粘板岩の分布域と近議していると考えられ、生産地は同一である可能性が高い。横手JlI水系上流の脊

梁山地は新第三紀系で構成され1 先第三紀の岩石は岩手察側の和賀他人付近に小規模な分布が知ら

とし、角関岩@石灰岩を伴う吉生震と花関岩が露出している。これら

ホルンフェ/レスとは異なる岩穏を示すことから、石器類は異端性であると判定され、産地は不明である。

向種の岩石の分布は百(1)県下では森杏山}苛辺に露出する。ここでは新第三紀の花関岩体が貫入し 1

はホノレンフェ/レスイとしている(藤本有 1971，1983)。鹿角市花輪 e湯瀬舎八森山周辺にも同様の産状

られている円

る地法に生成されるが、このよう

J♂ヴ

何〉位。 とこれに近接して

い萄議にわたるため地名は特定されな

liO 

る -とザ」る まれる。

一 部0-
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火砕岩類の顕微鏡観察結果

主主鉱物務号 P1!斜長石 Qz:石英 Ho角閃石 Ap:アパタイト Op:不透明鉱物 Se:セリサイト Ch:緑泥石
Smスメクタイト cc炭酸筏鉱物

f霊 比@多選 O中震&少E設_tjJ]遺ム少量+・徴f霊

鋳考(殺事室)

E干腐状組織
砕屑状組織

w.1白状組織
砕屑状綴織
砕病状認総

斑状変liu状組織

変質石英斑岩の顕敏鏡観察結果

cb I Se I Ch I Si i Cc 

I! I I A I 
。 T 

-r-

ム

変成鉱物

Op 

ム

物

Mv 

十

ム

紘
一
刊

ム
著書

勝
一
印
一
ム
A
A
A
〈一

23360 
23671 

23682 
23717 
23752 

23655 

ホルンブェ jレスの顕徴鏡観察結果

蛇紋岩の顕微鏡
観察結果

塩基性岩類の顕微鏡観察結果

(2)凝灰岩類

よび変質
ーでザ」}」，~九e議灰岩がさまこのグループには変賀溶結凝灰岩§

している。変;ア百サイト鷲で炭酸話量化作罵とセワサイト化作罵とした火砕岩はいずれも

質溶結凝灰岩は流理認識に類似する縞模様(ユータキシティック組織)が8jj醸である。変萱j容結凝灰岩@変質

凝灰岩は変質状態と岩桔から新第三紀中新世またはそれより古い地質時代の火山活動で形成されたと考えら

の北側の「六郷J密憶の岩手県側でれる。 5万分のl

凝灰岩が知られているが、虫内東方の脊梁山地の新第三系にはこれと類似する岩石の分布については情報は

られる。とられていなし-'0

み

る。横手!!;水系のJii砂利としても存在することが十分期待され百在地-性の可能性が高い。

し、 25500粗粒凝灰岩と25501細粒凝灰岩はグリーンタフ地域の中新設一日E層
守

」

(3)変質塩基性岩類

ら才Lる

} 

L. いずれも壌製石斧に利用されている。争輝緑岩がありプには角このグ/レ

五中ししもはしり

され

は蛇紋岩

このような産状を有するため、

~\o 

-281 

に沿って蛇紋岩体に伴われて分布することが多い。

る脊梁j;車竣では存在したとしてもフェンスタ

るべきである。
↓

1
0
 

と認達し
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(4)蛇紋岩

25506 .. 25507穆 25508の3試料は蛇紋石で構成される蛇紋岩で、いずれも磨製石斧に使用されている。秋田

県下での蛇紋岩の産出は知られていないことから異地牲と判定される。当地方と地理的に最も近い産地は岩

手県の北上山地であるo (1)上閉伊郡宮守町には大規模な蛇紋岩体が分布し、小規模な角関岩@角関片岩等

の変成岩類を伴う。一部で滑石を採掘したことがある。 (2)北上山地の早池蜂山一小密地区も大規模な蛇紋

岩体が帯状に露出している。

(5)変質石英斑岩

本岩は在地性の岩石で、横手}11の上流に露出する岩体を供給源としていると考えられる。臼田ら(1977)に

よれば、石英斑岩の貫入岩体の露出は岩井JlI上流の山地に知られ、砕石資源(合居採石鯛)に利用されているO

しかし"71<系が異なることから虫内の石器類に利用される石英斑岩の供給源は花UJJ蓄のヂイサイト岩体であ

ろうと推定される。

引用文献

臼田雅部翁村山進 e 白石建雄@伊里道彦@井上武@乗富一雄、 1977、5万分の1秋田県総合地質図幅「横手Jおよび同説

明書、秋田県.
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第9節車内工遺跡出土の動物遺存捧につい

山崎京美(いわき短期大学〉

1. はじめに

虫内 I遺跡は秋田県平鹿郡山内村土淵に所在する、主として縄文時代後期後葉から晩期前葉にかけて形成

された遺跡である。本遺跡は秋田県埋蔵文化財センターにより平成3年から5年にかけて調査が行われ、その

結果、土器埋設遺構や土坑墓、配石遺構、掘立柱建物跡を始めとする大規模な墓域と、広範聞に広がる捨て

場(遺物包含層)が検出された。ここで報告する動物造存体は焼骨となり、主に捨て場から発見されたもので

ある。以下に、動物遺存体の同定結果について述べる。

2. 遺存体の採取方法と状態につい

虫内 I遺跡からは多数の動物遺存体が検出されているが、これらは調査中に発見された時点で土壌を援集

し、水洗選別して採取されたものである。採集された範囲はきわめて広く、 4m四方の大スクウェアの52ケ

所からであり、遺存体数は遺構出土が507点、遺物包含層出土が2649点百その他出土地点不明資料36点、の、

総点数3192点を数える。しかしながら、本遺跡資料は1cm前後の細片がほとんどであり刊さらに劣化が進行

したいわゆるチョーク状を呈しており、少しの接触でも破損してしまうほどの劣悪なものである。また、包

含層中には凝灰質泥岩の細片が多数含まれており、遺存体の中の微細なものは泥岩片と見分けることは困難

であった。この位百調査後の水洗過程で割れたものも多かったらしく百遺存体には新しい割れ口が多い。こ

のような理由もあり、遺存体の計数に際しては微小破片は外すことにした。ゆえに本遺跡では多数の遺存体

が採取されたにも拘わらず1 遺存体の点数は厳密なものではない。

動物遺存体の色調は灰白色4を呈しているものがほとんどであり、また亀裂が入ったり、骨の内部が黒変し
(設け

ているものがあるなど、焼けていることが明らかである。しかし、保存状態が良好ではないため同定できた

資料数はきわめて少なくミ 108点〈向定率3.4%)のみであった。

3. 同定結果

虫内 Z遺跡の遺物告含層から出土した動物違存体のうち 1 種名などが判明したのは以下のとおりである。

ここで、は、遺構内出土と遺物告含層(捨て場)出土とを分けて述べるの

なお、同定に際しでは、比較した現生骨格標本は国立科学博物館所蔵標本と筆者所有擦本を使用した。ま

た可ヒトについては国立科学博物館人類学研究部の松村博文博士に向定していただいた。

1)遺構出土の動物遺存体

遺構から検出された動物遺存体の中で、再定できたのは以下の諸についてであった。

遺構出土の動物理名

1 )脊椎動物内 Phylum Vertebrata 

硬骨魚縞 Class Osteichtves 

サケ日 Order Salmonif ormes 

サケ科 Family Salmonidae 

お



第 7意分析結果報告
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両生綱 Class Amphibia 

カエル自 Order Anura 

3 科@属不明 Order et fam. indeι 

補乳綱 Class Mammalia 

ウサギ目 Order Leporidae 

ウサギ手ヰ Family Leporidae 

4 ギサ=ウ9
/
 

Lepus brachyrus 
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ニホンジカ? aθrvus nippon ? 5 

2)遺構出土遺存体の記載(第35---'37表、写真137)

(1)サケ科

SK61(29" 11めからサケ科特有の網呂状模様を持つ椎体の破片が全部で9点同定された。いずれも細かい

破片となっており(写真137-4)、属以下の同定は困難である。破片は全て灰白色に変色しており、焼けた痕

跡が残っている。

また8K61より苦言が4点検出されているが、円錐歯であり百歯長は1.8mmで、ある(写真137-3)。歯の形状を

観察するとサケ科の議の特徴を有している。現生のシ百ザ、ケ〈♀百件長542rnm)と比較してみたところ、長

く訟でい おそらく とj弓ーの撞に帰属すると られる。ここでほ散のサケ震と比較できてい江いた

め百種まで同定することはしなかった。

(2)麓不明魚類

8K61 (113)の牽の中から種不明の権体が3点検出された。 3点、とも縫体長は約lZ4mmの撞めてiJ¥さな栓体で

ある〈写真137-1哉の。椎体の特徴からこれらの2点は腹稚であり、 1点はf宅誰である。いずれも権定体長は

10cm前後の小型魚類で、ある。コイ科に類似するが、コイ科以外の可能性もあり百断定はできなかった。淡

水魚、の中の一種と考えられる。

(3)カエノレB

8R3059(50、位、 60、61、 よりカエル呂の上腕骨と恵、われる 、、 1 指骨近

位底有力エノレ自と思われる骨片が2点可骨幹が1点出土している。これらが同一個体に帰属するかどうかは被

片が小さいため産別できないが、出土状況からは本遺構に一個体分のある種の焼けたカエ jレが埋められてい

。
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第S節虫内 I遺跡出土の動物遺存体について

真137-7) している。

(5)イノシシ?

SK61(29)の壷の中から、エナメノレ質で、縮れた形の攻頭を持つイノシシと思われる小臼歯あるいは大臼歯

の破片がl点検出された。

(6)ニホンジカ?

ニホンジカと思われる中手骨あるいは中足骨が百 SR3151よりl点、出土したのみである。

No. 出土遺構 取上番号 層位 出土位置 種名 部 位 名 左右 点数 f蒲 考
150 S1388 焼土 不明 骨片

67 SB430Po I SK587←458 時乳類 骨片 17 ネ

715K60 10 日前乳類 骨片 守相

109 SK60 時乳類 l骨片 8 

29 SK6i 
↓ 

!壷中
イノシ

小または大白歯シ?

29 SK61 壷中 サケ科 推{本片 8微細

29 SK61 壷中
小型楠乳

関節部 つ臼
類?

29 SK61 壷中 |小型動物 骨幹片

29 SK61 |壷中 日南乳類 16 *{披細破片多数

113 SK61 7 lサケ芋! 歯 4 

SK61 2 サケ科 椎{本片 1 I f殻細

SK61 ヴ

113 SK61 ウム， 不明 不明

125 SK61 時乳類 骨片 11*車問片
151 5K61 骨片または石屑? 2微細

63 SK103 23 i補乳類 骨片 71* 
91 SK103 時乳類 骨片 31* 

94 laの中 11前乳類? 骨片 12 小型サイズ

65 SK202 354 日高乳類 骨片 づ相

勺 SK2( 時乳類 骨片

補乳類 品符Jムi ヴヲ

Si 

土塁土;中

暗乳類 中手骨または中足音 イノご Y?、清車破片

ワ i輯乳類 月同 rト'i

¥9 SK3 人? 補乳類 骨片 ヲ

守ウ SK3 時乳頭 '~寺工Jt 
57 SK387 時乳類 骨片

iiO SK387 フルイ 補乳類 干i円~J~寸- 2 
121 SKJ宗7 !時乳類 1j'片 5 
I~ SK394 ~42 捕手し類 骨片

SK394 B291 暗乳類 骨片

14 SK403 519 11甫乳類 骨片 1突起部?関節部?

34 SK403 ! 日前乳類 i骨片

41 SK403 時乳類 i骨片 .) 

フルイ 11南乳類 骨片 弓ネ

SK403 晴乳類 骨片

81 SK403 時乳類 :t5段.，日1弓. ' 

85 SK403 フjレイ 補乳類 骨片 』ウウ21*

122 SK403 403R! 日前乳類 ーi向~}ム1 ー

140 SK403 フア土 I !I甫乳頭 骨片 611~キIII
1106 SK403 ブルイ 11爵乳類 骨片 ウゐ，

36 目前乳類 F討，}ム1 
却守 * 

56 65 11帯主L頚? 骨片 11 

)
F
 

4
1
1
一

本は激組資料で計-~Úの厳存;で

ないものを示す

お5ー



7章分析結果報告

No. 出土遺構 取上番号 層{立 出土位置 榛名 名 左右 点数| 備 考

80 SK413 確認、面 n甫乳類 骨片 51* 

93 SK413 80 時乳類 骨片 *1殻寺田

161 SK481 補乳類 骨片

38 SK481 40 R甫乳類 骨片

76 SK481 2 H甫乳類 骨片 51* 

75 SK496 時乳類 骨片 2 

SK496 時乳類 指骨 I1 j主{立端

116 SK524 37 補乳類? 骨片

32 SK525 9 楠乳類 骨片

98 SK525 126 楠乳類 骨片 1 ネ

31 SK546 284 日甫乳類 骨片

77 SK546 319 日甫乳類 1i弓'J寸L 5 

153 I 日甫乳類 骨片 3 

99 SK546 492 時乳類 骨片 吋故細

19 SK558 1097 目前乳類 骨片

231 SK558 246 日前乳類 骨片

|多い73 SK598 Hrl'i乳類 骨片

40 SK2040 52 捕手し鎖 骨片

47 SK2040 50 晴乳類 骨片

531 SK2040 23 捕手し頬 骨片

55 SK2040 日甫乳類 骨片 6 

58 SK2040 29 JI南乳類 骨片 17 

82 SK2040 39 晴乳類 骨片 2 

102 SK2040 48 日甫乳類 "悶~.)t 71* 

103 SK2040 H甫乳類 |骨片 ウ

107 SK2040 47 日甫乳類 骨片 3 

1171 SK2040 J 15 I 時乳類 骨片 16 i 

120 SK2040 41 時乳類 骨片 5 

i咋K2040 石骨屑片 ? ? 3 

131 1 SK2040 時乳類 骨片 細片多数

61 H甫乳類? 骨片?

1 107 1 SK2046し
サンプル

時乳類 骨片 3 
A 

lJ3 SK2116 I1 日甫乳類 骨片 3 1 f殻細

91SK3013 1421 楠乳類 中手骨または中足骨 1骨端破片

暗乳類 骨片

201 SK3126A ノウサギ 距骨 左 i 他に骨片 1あり

1151 SK3126A i 石?号屑?? 6 

81 SK3127 94 崎乳類 骨片 13 

51 SK3149 I 50 硝宇し頚 関節部

1004 SK3171 H甫乳類 骨片 21 

!005 1 暗乳鎖 骨片

1006 i SK3171 1 日前乳類 5同I'!'l 守~ 

61 SK3232 日甫乳類 骨片 9 

71 1 SR3S 堀方 日高乳頭 関節片

i 1051 SRI24 不明 骨片 i 横綱 E 

147 SRI27 立 不明 骨片? 2微細

143 SRl46 ¥'1 不明 骨片 41* 

SE-'4三アク
不明 骨片? 211教組!

二k

1007 SRI70 底片部の骨 日前乳類 骨片 3 

100計四170 a 11南乳類 骨片 i 関節部

101 SR363 5 n甫乳類 骨片

11 SR363 日 晴乳類 骨片 <)1* 

1 1 SR2030 I1 n甫乳類 骨片 5 

126 SR2030 〆』、
11甫乳類 骨片 *1殻細

1 108 1 SR2072 不明 骨片 21 i殻細

97 SR300S 182 H甫乳類 骨片

48 SR3016 112 時乳類 骨片

113 日南乳類 骨片

遺構出土の動物遺存体一覧(2)

怨6-



第9節虫内 I遺跡、出土の動物遺存体について

No. 出土遺構取上番号 層位 出土f立震 種名 i 音巨 名 左右 i点数 嫡 考

54 79 補乳類 骨片

59 SR3016 7R n甫乳頭 |骨片

50 SR3059 底部付近 カエル目 l権尺骨片

52 SR3059 46 
カエル

上腕骨片? 1骨幹の近位半
日?

60 SR3059 E カエル自 腸骨片

カエル
61 SR3059 45 日?小型 骨幹

動物?

118 SR3059 42 外時乳?類以 骨片 4 

123 SR3059 晴乳類 骨片 20 

130 SR3059 43 不明 ~弓f!寸-

132 SR3059 44 カエル目 指骨近位端片

SR3059 底部付近
カエル

骨片 つ
自?

137 SR3061 時乳類 骨片 1 吋段細

41SR3151 ーホン
中手または中足骨 lli丘位端カフ

66 SR3189 57 補乳類 ，!陪玉ζJt 
28 SR3217 中 時乳類 骨片 微細破片多数

148 SR3229 骨片または石屑?

84 SR3288 19 ノウサギ、 第2中手骨 右 1近位部

124 SR3288 20 日市乳頭 骨片 2 

149 SR3288 土器内土 不明 骨片

64 SN122 12 噛乳類? 符~'J寸_L 8 

79 SNI22 NE 楠乳類 E日~'rl 111 '十

152 SN292 焼土 骨片?

144 SN499 不明 骨片? 1微細

24 S0152 時乳類 骨片

68 SQ564 354 日南乳類 骨片 11* 

15 SQ3181 焼土中 日高乳類 骨片 11 

136 SKP68 日南乳類 骨片 14 *微細

44 SKP106 補乳類? 骨片? 12 

1115 SKPI06 日南乳類 骨片

74 SKP185 確認面 暗乳類 骨片 ド

26 SKP323 28 晴乳類 骨片

96 SKP528 ブ}l，.>イ 捕まし類 骨片 2 I i敬和|
138 SKP2053 74 時乳類 骨片 !微細

141 SKP2053 45 楠乳類 骨片 i微細

i29 SKP2!51 4 石骨屑片 ? ? 

51 SKP2290 iO 日前乳類 骨片 4 

104 SKP2290↑ 27 晴乳類 |骨片 守

119 SKP2290 8 時乳類 骨片 3 

18 SKP3031 I 230 日南乳類 骨片

37 SKP3031 288 晴乳類 l骨片 3 

45 SKP3182 捕まし類 骨片 " 
25 SX582 ノウサギ 関節部

25 SX582 ノウサギ 尺骨 -山fムコA 

25 SX582 ノウ十F二千 尺骨
171l|鈎ウ状サ突ギ起以外一ト槙骨切痕

25 SX582 暗乳類 骨片

遺構出土の動物遺存体一覧(3)

3)遺物忽含層出土の動物違存体

遺物包含暑から出土した動物遺存体は以下の通りである。

1 )軟体動物内 Phylum Mollusca 

二枚貝綱 Class Bivalvia 

日e科不明 Order et fam. indet. 

II)脊椎動物内 Phvlum Vertebrata 

一宮i
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第9節虫内 I遺跡出土の動物遺存体について

真珠光沢を有することから百談水産の大型二枚呉の破片と考えられる。本資料は焼けているかどうかは不明

である。

(2)魚類

①サケ科

L042区からサケ科特脊の網目状模様を持つ椎体の側面破片がl点同定された。この純白状模様は現生シロ

ザケに近似していたが、椎体は長さ2mm程の微細な破片で、あり百この資料から属以下の再定は困難である。

は灰白色に変色しており、焼けた痕跡が残っている。

(3)両生@腿虫類

①ヒキガエノレ

LJ45区よりヒキガエルの左上腕骨と恵、われる骨が1点検出された。ヒキガエ/レはかなり大型の骨であり 1

他謹の骨と容易に区別ができる。カエ jレ呂とした中にも、サイズからヒキガエノレの可能性が考えられるもの

もるったが、関宣告部会主良好に保存されていないことからカエル自に鷲治た。

②カエノレ目

LL42Dエ立，..._，IV層より Bufo属に近似する榛尺骨が1点、 LM42Bア漉層よりカエノレ自と思われる骨片、

LJVI42Bエ宜層よりヒキガエ jレにサイズが近い右上腕骨遠位端、 LN45Dイ

り榛尺骨の近位部が1点出土している。

③へど車呂

ヘピ亜自の脊椎替が、 LN44重層杭下とLN46Aアにおいて、各1点出土した。

(4)鳥類

より践脅が1点、 LN46Cアよ

骨の厚さが薄く中空の骨幹を持つ鳥類の骨は、 L1'v143Bア豆層より骨幹片が1点、 LM43Dア麗震とLIv144Cア護層

より骨片が各1点検出された。いずれも小破片であり百目以下の同定は困難である。

(5)補乳類

①ノウサ

LL42Aア

LN44Dウ

②チン

iフ LlvI44Dイ らはよ腕脅の遠位増車部がl点、出土している。ま

らはノウサギと患われる爵節がl点あり可ノウサギは合計3点が検された。

LJvI43Dイ蛮層より、テンと思われる中手骨あるいは中足骨の遠泣部が1)点出土している。

③ツキノワグマ?

ツキノヴグ、マと思われる骨が百 LM42Bイ彊j曹とLN45Dア立層より末節骨が各1点百 L043Bアより左第4中

と思われる近位部と遠位部のおそらく間一偲体のものが1点出土している。

③イノシシ

イノシシは古今患の発掘により最も多くの部位(15部改〉と点数(28点〉が出土している。 LI話Dエ立麗と

L046Aイ華麗より左尺脅が2点、 Llv143Bイ立層から者尺-ffiiJ手接骨が1点百 LN45Bエ藍層から

1点百 L1'v145Aウ理}蓄の第2指あるいは5指の中手または中足骨が1点"LL43Dヱ I層、 LM42BアIV層、 LM43

Bエ蛮層下部、 LN44Dエ豆層、 LN45Bウ豆麗より中手骨や中足骨の、遠位骨端が2点百滑車が2点、遠位端

がi点検出されている。このうち日、必5AウとLN44D工、 LN45Bウの中手足膏の達金脅端は骨幹から遊離し

ていることから、普端が癒合する蔀の若い錨体のもCである。なお百 LL43Dエの中手足骨滑車は、現生擦

と比較したところ若子小型であった。またLJ¥ず143Cア五蓄の左第2中足脅は、骨体のカー

-2.89 
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と若干異なっていた。これは焼けて、本来の大きさから縮小 e変形しているためと考えられるが、ここでは

イノシシ?としておく。他に指の脅として百 LM43DイIV層より第2指あるいは5指基節脅がl点、 LL42Cエ

I---II層より基節骨が1点、 L043Bア盟層、 LP45宜層、 LP52BアII層より第2指あるいは5指の中節骨が各1点、

LJ46 II層とLL42DアI層より中節骨が各l点、 LM43Bア立---IV層より墓節脅あるいは中節骨が1点、 LL42

DイI層とLM43Aエ聾層より末節骨が各1点、 LL42CエII層、 LM43AアI層、 LN42BイE層、 LM42BエE層、

LM46CアIV層より指骨が各1点、 LP52BアE層より種子督がl点出土している。これらの中にも、骨端のは

ずれた若獣(LP52Bア"LM43Bア)があった。またイノシシと近似しているが確定できなかったものとして、

LM45Dイ軍層の左中心足根骨がある。

今回同定されたイノシシの残存部位には頭骨や体幹骨はなく 1 全て前肢あるいは後肢の特に手足骨が多かっ

た。また、成獣と共に若獣も含まれていることが明らかとなった。

⑤ニホンジカ

本穆はイノシシに次いで多く発見された。 LIV143BイIIJ蓄とL043Cイ霊層より角が各1点、 LN46AfV層よ

り腔骨が1点、 LI¥I43Bエ茸..m層より右第2十3手接骨が1点、 LM44Dア豆層よ今左第4手根脅?が1点 1

LM45BエE層とLM46AウIVJ欝より中手管が各1点百 LM43Bア豆層'"LM45Aエ"LM45Bウ百 LN44Dウ誼層、

L046AウIV層より中手あるいは中足骨が各I点出土した。これらのうち、中手骨あるいは中尾骨の中には管

端が遊離していたもの(LN44Dウ〉があり、若獣のものである。またLM45Bウの中手足骨では現生ニホンジ

カと内面の形態が若干違うものが怠った。

このように、ニホンジカにおいてもイノシシと同様に、若獣と成獣を含む違存体の1 特に手@足の管が多

く発見されている。

⑥イノシシあるいはニホンジカ

イノシシかあるいはシカかの区別ができなかった骨には、 LN46Bエ亜j醤の腔骨近位骨端、 LM43Cエ盟

の尺骨、 LL43Cイ 1J語、 LJ¥，142Bア立層、 LN45AイE層およびLP46Cア直属の中手脅あるいは中足骨 1

LK43Aウ蛮窟可 LIV144謹層、 LN45Dア霊層およびLN48Cウ百麗の諮脅弓 LN45Bエ豆層の指骨遠泣管援百

LlvI43Dイ麗層の足根督、 LL43D ウ宜 ~rvJ警の覆子脅がある。

⑦ヒト

LN45Aウ堕層より、ヒトの麗脅の被片1点、が出土した。 勉の焼骨と同穫に灰白色を呈しており、保存状態

もあまり良くない。ヒトの骨はこれが唯ーである。

⑧その他

骨片の中には多くの同定できていない骨がある。骨の特徴や質感から両生類や鴫乳類の区別のつくものは

大分類でまとめたが、たとえば小型動物としたものは大分類も区別できていない両生類や鳥類丸小型補乳類

を含んでいる。点数を見ると、小型動物の樫骨l点(ノウサギ、テンサイズ〉、関節片3点、骨幹片ヨ点1 骨片

18点1 小型暗乳類には下顎骨片1点、大槌骨片l点、関節片2)点、百中手骨あるいは中足骨1点1 補乳類では頭蓋

脅片1点、顎骨片1点(イノシシ?)、肋骨片1点、寛脅臼?1点、経骨1点、骨幹l点、左榛儲手根骨1点、距管片?

1点、手根骨あるいは足根脅6点、中手あるいは中足骨3点、末節骨?1点完指骨13点完種子脅1点、関節片88点百

若獣の脅端1点、骨片が1827点である。なお、本資料中には前述のように凝灰質泥岩の細片と骨片の風化し

たものとが区別できないものがある。それらは実体顕微鏡下で観察し、骨の綴密組織が分かるものは骨片と

したが、断定できないものについては除外した。
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No. 出土遺構

273 LH44Dエ

229 LH45Dイ

276 LI43Dエ

1009 LI44Cウ

220 Ll44Cウ

154 Ll44Cエ

231 Ll44Dエ

91 Ll45D工

238 Ll46Bエ

271 U39Cエ

118 U40Cイ

139 U41 

244 U42Bエ

751 U42Cイ

331 U42Cウ

182 U42Cウ

189 L143A7 

180 LJ43Cウ

280 U43Cウ

277 LJ43Dエ

292 L143Dエ

1010 LJ44M 

312 LJ44Bイ

86 LJ44Cウ

108 U45 

183 しJ45M

32 LJ45Aイ

22 U45Aウ

U45Aエ

250 U45Cイ

298 U45Cイ

148 U45Cウ

185 LJ45Dイ

1118 LJ46 

313 LJ46C7 

1116 LK41A{ 

266 LK41B'7 

156 LK4lC工

156 LK41Cエ

95 LK42 

991 LK42 

150 LK42B工

254 LK42Cイ

130 LK42Dイ
トー

25 LK42Dウ

278 LK42Dウ

242 LK42Dエ

96 LK43A7 

153 LK43Aウ

109 LK43Aウ

306 LK43Bウ

116 LK43C7 

248 LK43Cウ

152 LK43Di 

258 しK43D7

17 LK43Dイ

90 LK43Dイ

111 LK43Df 

1114 LK43Dイ

42 LK43Dウ

43 LK43Dウ

69 LK43Dウ

第9節虫内 I遺跡出土の動物遺存体について

取上番号 層位 出土佐霞 議名 部 位 名 左右 点数 針t 考

E 崎乳類 骨片

B 暗乳類 骨片 2 

721 II 補乳類 骨片 11 * 

i特乳類 骨片

血 崎乳類 骨片 6 

H 哨乳類 骨片

田 日常乳類 骨片 6 

訂 イノシシ 尺骨 1L l肘突起部

E 哨乳類 骨片 3 

SKP505但62 日前乳類 骨片 2 

E 時乳類 骨片 3 

SX442フク下土 IV 楠乳類 骨片 31*微弱II

74 回 11荷乳類 骨片 31 i数細

IV 11街乳類 骨片

SX442-88 IV i碕乳類 ，;同~'Hヲ

E 11出乳類 2 

E 11市乳類 骨片

386 11甫乳類 (吾片 2 

辺 時乳類 ロ汚ヨdt 5 

日 補乳鎖 I~弓t)c¥- 2 

W 哨乳類? 骨片 31* 

附乳類 骨片

IV 日市乳額? |骨j十 1 1 t数紹i
SK587-258 n市乳類 骨片 つ

SKP521 哨乳類 骨片 81*細片

阻 R甫乳類 骨片

IV 日前乳類 関節片

2149 楠乳類 骨片

硝乳類 骨片

112 l不ルヒ明キ?ガム 上腕骨 左 l遠位端

IV 骨片 1 1 *鳥類または小型動物骨幹

H P甫乳額 骨片 61* 

IV 日前乳類 骨j十 61* 

日 イノシシ 中節骨 有三 l骨端癒合底後、遠f立部

IV 11甫乳額? 骨片 711絞細片

SK282-93 時乳類 骨片

461 国 11前乳類 骨片

Ij~明 関節片または脊椎骨片

E H信乳頚 骨片

SX588-1 関 時若手L類 l'首片 4 

不明 |骨片 111絞細

363 れf 11市乳類 手棋または足担骨

E I~浦1m乳乳業類員 骨片 11 

回 骨片

れf 11浴乳類 5円Hi司

364 IV 噛乳類 骨片 3 

田 11市乳類 骨片 フ

国 日前乳類 1玉I'Jt

時たイジ乳はヵノ類ニシホシ まンE 指骨 l 近{立端

IV 骨片

H P南乳頭? 骨片 11 *j殺細

田 11議乳類 骨片 ヴ

回 晴乳類 関節片

補乳類 骨)'1 13 

II 11出乳類 1よZヨj'ft 6 キ

SK71-6581 II 硝乳類 骨片 2 

SK71-6971 II n甫乳類 骨片 9紛i片
SK71-672 耳 明乳類 骨片 4 

SK71-5761 II 附乳額 骨片

SK71-4211 II H市乳頭 骨片

SK71-11611 II 崎乳類 関節Jt

SK71-6351 II 哨乳類 骨片 4 

第38表遺物包含層出土の動物遺存体一覧(1)
ホは徴縮資料で計数の厳密で

ないものを示す
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No. I I出土j立構! 取j二書号 | 層 位 i出土liL置 き11 f立名 左右 i点数 綴 考

2 

1 吾話一一一一一

2 

nu 
l
 

11近位端

I1近位骨端

第39表遺物包含層出土の動物遺存体一覧(2)
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第9節虫内 I遺跡出土の動物遺存体について

No，出土i立構 取上番号 !詩位 出土{立i宣 種名 t'ill 位 名 左右 点数 備 考

1023 LL42D工 241 1 Il日i乳類 J日~'H- 121*関節吉1¥片含む

1042 LL42Dエ 53! 1 不明 骨片 111絞議II
1038 LL42Dエ 491 1 

i不l甫乳明類?
骨片? ~g放{絞縦紛i1037 LL42Dエ 471 1 n')t 

1014 LL42D工 81 1 
i!特l描乳乳類類

骨片 4 

1041 LL42Dエ 521 1 11' )~- 2 

403 LL42Dエ I 不明 5 

1020 LL42Dエ 191 1 
不不明明

|骨片 41* 

1017 LL42D工 111 1 ，!同~. )~1- 131*微キUI

I W 日11前m乳乳類類? I骨骨片片
1022 LL42Dエ 22 3 

一一一一一一

411 LL42Dエ 日~

1021 LL42Dエ 20 II~N 

曜可?
l挽骨片尺骨

71* 
一一…一一

1 I jfi:f立端、ヒキガ ルサイズ1034 LL42Dエ 42 II~N 
一一一一一

1031 LL42Dエ 37 II~N 硝乳類 骨片 3 

1040 LL42Dエ 51 日 ~N 11前乳類 骨片

1011 LL42Dエ 立、 N
!HRiiI画5乳面類?一 一

骨片

1036 LL42Dエ 45 II~N 骨片 ヴ

1016 LL42Dエ 101 II ~民f 11甫乳類 ロ悶ヨ Jt 

1019 LL42Dエ 151 II ~IV 不明 骨片

1012 LL42D工 31 rr ~N 哨乳額 骨片

1013 LL42Dエ 5 立 ~IV 不明 骨片

392 LL42Dエ N 不明 骨片 2 

399 LL43Aイ 86 不明 ，!阿~.)t 2 

396 LL43Aイ 86 時乳類 ，!日三j.)t 2内 1"J!J'型動物?

94 しし43A7 田 11甫乳類 骨片 7 

LL43Aイ 日甫乳類
骨骨片片

122 245 E 2 

272 LL43Aウ m 日前乳頬

E 
時11南乳乳類類? 骨fl召 f片Fl' 

301 LL43B7 

LL43Bイ309 I 

347 LL43C7 11前乳類 |骨片 4 

374 LL43C7 不明 骨片 i関節?

405 LL43C7 不明 11)-1 12 

1109 LL43C7 I 目指乳類 関節片

315 LL43C7 ll~N 捕まし類?
!骨骨片片

4 

89 LL43C7 国 11市乳類 4 

318 LL43Cイ I 11市乳類? |骨J4-

イノシシま
412 LL43Cイ たはニホン 9:1手骨または中足骨 11;主杭骨端

ジカ

371 LL43Ci I 
!不!甫乳明額

骨片 ? 

LL43Cイ 理 骨片252 

282 LL43C{ 面
司不王i明均

.~j'}l 2111-J 1 ~，.)鳥類または小型動物

b河I"f-t368 LL43Cウ コ
359 しし43Cウ 11前乳類? 骨片 7 

325 LL43Cウ 立 ~N l時乳類? 骨片 3 

365 LL43Cウ III ~IV III1J宇し想 骨片

!不騎手明し類
骨片406 Lし43Cエ 13 

402 LL43C工 関節片

LL43C工
iHt11Hi乳乳額類 ? 骨E日L片)¥ 

341 I 5 

LL43Cl 1001 3 

326 LL43 不明 |占!骨且竺片古人
394 しし43Cエ 日~れ「 11出乳類? 7 

356 LL43Cエ 自 ~N 不明 l骨片

389 LL4Ji ll~IV I!市乳類? 骨片

408 LL43D7 I 不明
I骨指骨片 ? 

不明 4守， 379 しL43D7

。ffi乳類 '\~'王j，Jt415 LL43D7 ll~IV 

376 LL43D7 日 ~N 不明
」

日~lV i不i南乳明類? 骨片344 LL43Di 

骨片?343 しし43D7 日 lV 

1053 LL43D{ 33 不明 骨片 41 *1殺説II
311 1 不明 骨r円百i片1--¥' 本1052 しし43Dイ 10 

IIIH乳類1050 LL43Dイ 251 1 

1051 261 1 硝乳類?
骨骨片片

3 
山一一一一一一司開ー

日目i乳類1055 LL43D，i 64 ll~N 

1054 62 日 ~N 不明 骨片 411設細

327 LL43Dウ 時乳類 骨片 4 

第40表遺物包含層出土の動物遺存体一覧(3)

293-



第 7章分析結果報告

No. 出土遺構 取上番号 J~王位 出土位置 t..-'f; -t {立 名 左右 点数 備 考

382 LL43Dウ I 11市乳額? E行~'rl→ 

353 LL43Dウ 不明 Iよ2ヨJi フ

339 LL43Dウ 日-N 不明 1J'J'-i 

330 LL43Dウ 日-N
JイUノシ-うまン

種子骨
ジカ

409 LL43D工 不明 ;jミ節骨?

33422 3 
LL43Dエ I 11前乳類 |骨片

しし43Dエ 不明 l'回符'j'-i 5 

400 LL43Dエ I イノ℃えっ 仁1:1手または仁1:1足骨 不 l滑車ω、型)
264 LL44A7 11m乳類 ，口悶辺'Ji 8 

417 LL44D工 日-N 11m乳類? 骨片 9 

小小類型9型捕動物手Lワ
78 LL45Dイ SR3206句 18 1 . II 骨片 8 

105 LL45D( SR3206-2 1 . II 骨幹片

135 LL45Dイ SR3206叩7 1 . II 時乳類 ，I日正rJ-t 311故紺i

83 LL45Dエ SR3206-1 1 . II 11甫乳類 骨片 2 

イノシシま
833 しM42B' ロ たはニホン 仁1:1手または中A骨 1遠位端

ジカ

479 L恥142B7 E 不IljJ ，干Z悶~'}'-i 可

956 LM42B7 E 11m乳額 骨片

849 しM42BY 立 昨日乳類 骨片

591 LM42B7 匝 11m乳類? ，I月~'PI 2 

1056 しM42B7 国 カエル日? ワ

595 LM42B7 阻 11市乳類 骨片 7 

1057 LM42B7 N 時乳類 i正ヨJt 8 

時イ乳ノ類シシ~? 中手または中足骨 イミ 11 r骨!Ii615 LM42B7 N 

759 LM42B7 N 骨片 5 

1063 LM42Bイ 補乳類 A悶ij'J-¥' 515 ? 

1058 LM42B{ 271 1 不明 骨片 3段高III

1060 LM42B{ 121 II 目前乳類 骨片 16 

1059 LM42B{ 51 II 11甫乳頭 ，I月~'h 4 

1063 LM42B{ 191 II !粉乳類 骨片 10小型動物を含む

1061 LM42B{ 161 II 晴乳類 骨片 31 i放おII

1062 L恥142B{ 171 II 補乳類 骨片

959 LM42Bイ E 不明 ，r月~'h-

1072 26 胆 11前乳類 骨片

739 LM42B{ 関 崎乳類? 同片 2 

1066 LM42B{ 6 阻 不明 骨片

938 しル142Bイ 田 lIf1i乳類 I符:tJt フ

805 LM42Bイ 国 1I市:fU罰? 骨片 3 

1064 LM42Bイ I1 III マツキヲノワグ 末節骨

1067 LM42Bイ 7 出 nm宇L~:l'î ，I向~'Jt

1069 L恥142Bイ 14 出 11甫乳額 骨片 10 吋j投細

1071 LM42B{ 21 田 11m乳類? m円Fi 7 

1068 LM42B{ 11 自 11甫乳頭 骨片

1065 しM42B{ 2 回
HHi甫B乳乳類類

骨片

15 国

骨骨骨片片Ji 

91 fi投網1070 LM42B{ 

時乳類?598 し恥'142Bウ 田

LM42Bウ N 不明579 

722 LM42Bエ 日 7J 'fl t腕骨 右 1遠位端 ヒキガ jレサイスー

678 LM42Bエ E 時乳類 骨片 3 

不イ明ノシご ? 
骨片?426 LM42B工 H 

E 指骨 i述。位端887 LM42B工
ト一一

盟 不明 骨片587 L恥142B工 1 

il!11市併乳し類類 ? 631 LM42B工 国 骨片 6 

骨片655 LM42Bエ 田 8 

不II市乳19]類
骨片?744 LM42B工 IV 

，r討4'r-l 
一一一一一

848 LM42B工 IV 

499 しM42Di E 不明 [骨j十 つ

1073 LM42Dイ 部 11m乳類 fl'fi 
で一一一一一一一一一一一一

骨石屑片?864 LM42Dイ 国

1110 ILM43 1 1 プタ? l屑Ej3骨 右 1新し ν骨

260 LM43 E 11市乳頚 骨片 15 

28 LM43 N Il甫乳類 肋骨片

第41表遺物包含層出土の動物遺存体一覧(4)
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第9節虫内 I遺跡出土の動物遺存体について

No. 出土遺構 取上番号 !語 f立 出土{立置 種名 音s i立 名 左右 点数 備 考

896 LM43A7 R南乳頬 骨片 3 

627 LM43A7 イノシ三? 指骨 11i主{立端

674 LM43A7 I 補乳類 骨片 11 

656 LM43A7 不明 骨片 3微細

753 LM43A7 II~IV Jl南乳類? 骨片 2 

484 LM43A7 II~IV 不明 骨片 7 内 l-'J関節部

892 しM43A7 II~IV 附乳類 骨片 2 内5つは関節片

732 LM43A7 II~IV 時乳類? 骨片

696 LM43A7 III Jl南乳類 骨片 6 

599 LM43Aイ II l1~ì礼類 骨片 8内3つ関節片?

639 LM43Aイ II Jl甫乳類? 骨片 2 

757 LM43Aイ II 楠乳類 関節片

685 LM43A1 II~IV 硝乳類 骨片

559 しM43Aイ III 不明 U悶j-f'( 3内2-'Jは骨顕(黒化)

804 LM43Aイ III 補乳類 骨片 2 

689 LM43Aウ [1甫乳類 関節片

665 LM43Aウ [lH!:rL額 AI!日-)'1咽

503 LM43Aウ 不明 骨片 4 

493 LM43Aウ
i日i前由乳乳頭類ほ?か

骨骨付片片片

10 
一一一

821 Lル143Aウ 3 

440 LM43Aウ [1南乳類 5 内 l-'J関節j午

441 LM43Aウ II~IV [1描乳類? 骨片

466 ILM43A'7 II~IV [型不明
骨片

460 LM43Aウ II~IV 骨片 8 

I 骨捕石片屑ま'L頬9 9 
606 LM43Aウ II~IV 3 

一一一一一 一 一 一 一 一

3 596 LM43A'7 II~IV 骨片

11市乳類?
骨末節片骨?

790 LM43Aウ II~IV 4 

547 LM43Aエ 11甫乳類 l近位端

680 LM43Aエ 骨石屑片 ? ? 

723 しM43Aエ 11m乳類 百R五F¥- 4 

538 LM43A1 II 小明 骨片 コ

i不Ifti乳明類 骨片618 LM43Aエ II 

855 LM43Aエ II 骨片 17内 iつ小型動物の骨幹を含む

467 LM43Aエ III 不明 骨片 3 

659 LM43Aエ III 目前乳類 骨片

918 
LLhM444 33 AAエ工 IiH ii 

小型動物 l骨骨片片 6 内2~_)は関節片

843 昨i乳頭? 4 

652 LM43Aエ
IIH II 

不明 骨片 1 

626 イノ手ご? 末節骨 1近位端LM43Aエ

788 LM43Aエ III 11甫まし頻 骨片 7 

601 LM43A工 III 時乳類? 骨片 61 j:投細

475 LM43Aエ IV 小型動物 ，1日孟!~<1平i'f.、

i不i甫乳明類? 骨片933 しM43Aエ IV つ

i')')t 633 LM43B7 

1085 LM43B7 不明 骨片 本多し

708 LM43B7 II 崎乳頬? 骨片 15 

498 LM43B7 II 不明 '同・ J~' 1 

422 LM43B7 II ニカホワ ンジ 中手または中足骨 不 11i骨平:

101 II 1081 LM43B7 鳥類 骨骨!片i!i~ 片
11甫乳類1084 LM43B7 391 II 

1083 LM43B7 301 n 11出乳類 ，~日~-H'

1080 LM43B7 41 II 不明 1ヨヨ'J~司 ? 
1l 石近位屑骨と端区別(若国)難

633 LM43B7 II~IV イノシシ? 中節骨または恭節骨

1078 LM43B7 19 II~IV 11m乳類 E向~-F\- 6 

1077 LM43B7 18 II-IV 
l哨i甫乳乳類額 l官骨片

フ

1076 しM43B7 17 II~ IV 6 

1079 LM43B1 21 II~IV 不明 骨片?

863 LM43B1 III 11m乳類 |骨片 4 

1086 LM43B1 24 III H前乳類 1'~Jt 

1087 LM43B7 28 1II I1flj乳頭 E同辺'jc¥- 4 *1，投組i

457 LM43Bイ 小型動物 骨片ー 求総|片

897 LM43B'I IIf~乳類 骨片

809 しM43Bイ 時乳類 ，阻iヨコム樹山弁ffl) l若

457 II ニホンジカ角

565 L恥143Bイ II イノシシ 尺側手根骨 右

第42表遺物包含層出土の動物遺存体一覧(5)
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第 7章分析結果報告

No. 出上J立構 取仁番号 j~日~ liL 出上{立iぎ 種名 {立 名 左右 点数 話5 三，壬， 

612 上九，143Bイ 日~れf 時乳類 骨片手 ? 

945 しM43Bi Il~lV WIIl乳頭? Z日~'n
一一一一一一一

458 LM43B{ 回 不明 ，且FJt…L 1 31 j~主総i

903 しM43Bイ 回 不明 Z阿~~J3， 
419 LM43B{ 回 nm乳頼 骨片 8 

1不1市乳明類? 骨片748 LM43B{ 田 10 

78i12 8 
LM43B{ 回 骨片 4撒細

一一一一一一一一一一

時乳類 関節片LM43Bイ 国

485 LM43Bウ 不明 ，!符~~Ji- 2 

452 LM43B'i 補乳類? 干よ'fj'Jiー 4 

不明
WfI13EヨtJi-575 LM43Bウ 3 

H 11tH乳類?889 LM43Bウ

648 しM43Bウ H 11前乳類 骨片 2 

485 LM43Bウ H 11市乳類

骨I手骨調節根片片片まワ たはj込担骨?420 LM43Bウ 日 IJ市乳類

720 LM43Bウ 国

輔不暗乳乳明類類 ヲ719 しM43B' 田

906 LM43Bウ 国 A月-Jl 6内 1~_)は手担または足根骨

58! LM43Bウ 国 不明 骨Z丹沼 I片I-i-

75986 3 
しM43Bウ 日i 1碕乳頭? 2 

不明 1向~.}tLM43Bウ 部 2 

429 LM43Bウ 国 不明 骨片

846 LM43Bウ 田 哨乳類 骨幹

830 L恥143Bウ 自 補乳類 骨片 2 

634iU叶438ウ lV 日!官乳類? 五lヨ豆調}'I占

585 LM43Bウ れr 不明 骨片 2 

495 LM43Bエ 不明
指骨骨片? 1遠位端

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

不明831 LM43Bエ 2 

521 LM43B工 百 不明 |骨片 9 

854 LM43B工 E 時乳頭? |骨片 11 

914 しM43Bエ E IJ甫乳類 骨片

補乳類
I骨骨片片

8 716 LM43Bエ E 

517 LM43Bエ 回 小明

926 LM43Bエ 匝 11市乳類? l骨片 3 

669 LM43Bエ 血 i騎手L類 |骨片 2 

456 LM43Bエ 回 |不明 l ロjfj'h 2 

658 LM43B工 回 不明 'fj'F-1 12内 lつ関節(時乳類以外)

593 LM43Bエ 臨 I1nJ乳類? l骨片 8 

1089 LM43Bエ 臨 日前乳類 t日辺.Jc¥- 勺ι 

619 LM43Bエ 国 イノシシ? 中手または中Jt骨 1 速{立端

423 LM43Bエ 日‘国
ーンン

第 2-ト 3手根骨 七
カ

り30LM43Bエ Il'II! 時乳類? 骨片 7 

713 しM43 国 11市乳茸i 立符rJi- 7 

56014 7 
LM43Bエ 回 不明 骨片 3 

LM43BJ 田 硝乳類? 骨片

541 LM43Bエ れf 不明 骨片 10 

672 しM43Bエ lV 

晴目ィ出、乳宇f則L 歯~? 骨U月'.片}j 
675 LM43Bエ IV 3 

骨片
一一一一一一一一一一一一

490 LM43C7 

437 LM43C7 Il~lV 。Hi乳頬? 骨片

576 LM43C7 日-lV 不明 骨片 4 

745 LM43C7 Il-lV IJ市乳類 骨片 8 

671 LM43C7 11前乳類

骨骨骨片片片

3 

883 しM43C7 補乳類? 3 

不明513 LM43C7 '") 

751 LM43C7 時乳類 骨片 11 

910 LM43CT 不明 骨片 フ

1002 LM43C7 楠乳類 関節片

Il~lV LM43C7 イノシシ? 第 2仁I:JJι骨 i竺 1遠位端 カーブが若干異なる

11市乳類81 LM43Cイ 骨片

骨片
97715 5 性IL恒M433ECイL 

不明 3 

崎乳類? 骨片 3 

636 LM43Cイ E 附乳類 骨片 4 

554 LM43Cf H 不明 骨片
一一一一一回一一一

602 ~tI1~~S:{ H 時乳類? 骨片 61 i妓組l

第43表 遺物包含層出土の動物遺存体一覧(6)
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9節虫内 I遺跡出土の動物遺存体について

No. 出土遺携 取 i二番号 !吾位 出土位置 撞名 部 {立 名 |左右 ，~: 皆ヨ';'.:1"、 合iil ま季

l88788 1 
LM43Cイ 匝 11荷乳類 骨片 3 

LM43C{ 国 時乳類? 骨片

474 LM43Cイ 田 不明 |骨片 2 

711 LM43Cイ W 日前乳類 11H'ニLl 2 

913 LM43Cイ N 11甫乳類? 関節片

726 LM43Cイ N 不明 l骨片 4 

845 LM43Cウ II~N l小型型動物
権腔骨側手根骨 左 ホンジカより若干小型

734 LM43Cウ 立 11i童{立端、ノウサギ・テ rサイズ

772 LM43Cウ H 
il時i前乳乳類類?

よ日沼'fμIー 5 

951 LM43Cウ E ~弓fh 3 

lm時悶乳類?? 
関節片721 LM43Cウ 国

骨片743 LM43Cウ 凹 7 

884 LM43Cエ 回 たイジはノカニシ?え まン 尺骨関節部

783 LM43Cエ I n由乳類 骨片

776 LM43Cエ I 1I市乳類 骨片 7 

605 LM43C工 n市乳類? 骨片 つ

527 LM43Cエ I 不明 骨片 11 

904 LM43Cエ 立 不明 頭蓋骨片

904 LM43Cエ 日 不明 !骨片 1四肢骨(小型)

880 L恥143Cエ II n信乳類 :tEt目品同 3 遠シ{サ立端イ片ズ()ニホンジカ、 イノシ

640 LM43Cエ E 不明 骨片 4 

650 LM43Cエ E n甫乳類 骨片 4 

608 LM43Cエ H 日前乳類 指骨? 11近位端

694 LM43Cエ 凹 暗乳類 骨片

688 LM43Cエ 臨 不明 |骨片?

941 LM43Cエ 阻 時乳類? J.向ヨ )~- 2 

528 LM43CJ- 国 不明 羽1E周~ヨL/1EL1ii1 一+ 

6内 1~_)は関節

544 LM43D了
PHIH5i乳乳頭類?

1関節片
一i時玉L打LL 771 LM43D7 I 

574 しM43D7 不明 骨片 3 

628 LM43D7 日 IlHi乳類? 骨片 3 

725 L恥14307 E 11市乳類 ~ヲrjC¥"→，. 4 

537 LM43D7 田 不明 骨片 8 
ト一一一一

738 LM43D7 E 硝乳類? 1ì弓‘)~- 3 

928 LM43D7 田 日南乳類 干i日まえ)1

544 LM43 07 回 鳥類 よ同a門I.L 

IV 不明 i 骨母j片T 
526 LM43D7 号

N IlHi乳をi617 LM43D7 今

LM43D7 国 崎乳類 骨片

876 LM43Dイ nm乳類? |骨片 11 

808 LM43Dイ 11日i乳頭 1乏ヨj-g司 4 

477 LM43Dイ 11市乳頭 関節片

~88 しM43Dイ 不明
l 有骨悶片平ト人f' 

7 

710 LM43Dイ 小型動物

871 LM43D{ 
イノシ手まン

足根骨

651 LM43D{ 田 ド頚一手 "同~)ム1 4 

758 LM43Dイ 国 !椅乳類 ，む日l-H-
888 LM43Dイ 田 小型動物 ? 

477 LM43Dイ 田 テン?
骨関中節片手片Iヰ甘

l遠{立

877 LM43Dイ N |小型動物?

450 N 不明 2 

715 I LM43D{ れ「 イノシシ? 第 Iまたは 5指基節骨 l遠投手
一一…LM43D{ 

時補乳乳類類 つ
干骨i同王rf 片F1 815 れf 2 

597 LM43Dウ E 3 

519 LM43Dウ E 不明 ，回符'Jt 6 

647 LM43Dウ E 11市乳類? E同忍.)Ii 4 

543 LM43Dウ N 不明 骨片 4 

907 しFν143Dウ れI 小型動物 骨片 4 
一，一一

953 LM43Dウ W !鞘乳類 |骨片 rム予

817 LM43D工 日 11甫乳類?
!骨骨片片

7 

491 LM43Dエ E 不明

706 LM43D工 関 i不明 J.同~'fl

第表遺物包含層出土の動物遺存体一覧(7)
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第7章分析結果報告

No. 1 出土遺構| 取上番号 | 層位 名出上位-百 i種名 i 部

補乳頭 骨片「

|不明 骨片

いl市宇し類?骨}十

円三明 骨片

!日時i乳類? 骨片

iH市乳類 骨片

|イノシシまi
たはニホン i指骨
ジカ?

日市乳類 骨片

岡市乳類 骨片

川高乳類? 骨片

川三明 i骨j十?

川市乳類?骨片

雨瓦語一一一一r厨
芥二明 骨片

不明 骨片

補乳類 |骨片

哨乳頭 骨片

骨片?
!石屑?

ドi荷乳類? i骨j十

汗三明 |骨片?

時乳類?骨片

時乳類 問 片

晴乳類 'i 骨片?

l騎乳類 同高節目

!柑乳類 |骨片

不明 i骨片

時乳類 i骨片

H市乳類? 骨片

山一
!浦乳類 |骨片

不明 i骨片
一 一
ii前 乳 類 ?骨片

11甫乳類 |骨片

500 LM44A工

661 LM44B工 E 

746 LM44B工 E 

835 LM44B工 日

623 LM44Bエ 回

516 LM44Bエ 阻

629 LM44Bエ E 

813 LM44B工 N 

740 LM44C7 E 

566 LM44C7 H 

464 LM44C7 H 

469 LM44C7 国

545 LM44C7 国

940 LM44C7 田

586 LM44C7 田

925 LM44C7 W 

882 LM44C7 N 

N 610 LM44C7 

日717 LM44C{ 

LM44Cイ E 

860 LM44Cイ 盟

814 LM44C{ 1m 

左右|点数| 備 考

。|内 lつ頭蓋骨片、小型動物を
11きむ?

1 21内 Iつ関節部

4 

1 1 i主位端

司 板 子

12 

1
1
1
1ゅ

一

2

nu 
l
 '
i

一ぺノ
ω

!両日而j寄

与 (lf;;

11市乳類?

雨瓦瓦
!不明

楠乳類?

不明

11m乳類

鳥類?

補乳類?

不明

11市乳類

昭乳類

5511 LM44Ci 

4421 LM44C{ 
1---

9571 LM44Cイ

294 LM44引 1

8381しM44C'J

4611 LM44Cウ

9211 LM44Cウ

-a
一今コ一

/
O
一・
4
一
l
a
-
-
i

11官官品分離している

7
一
6

Z
三
3
一

4
一
i

司

1
7
1
一

2

2 

4 

第45表遺物包含層出土の動物遺存体一覧(8)
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第9館虫内 I遺跡出ことの動物遺存体について

No. 出土遺構 法上番号 壌往 出 i二位置 種名 首J {立 名 左右 点数 考

893 LM44Cウ 自 不明 骨片

875 LM44Cウ 回 I-~小関空型動物
I膏j十 6 

922 LM44Cウ 匝 骨幹片

779 LM44Cウ N 時乳類? 骨片 211故細

911 LM44Cエ 国

不11南乳明額
骨片

168 LM44C工 E 骨片 5 

668 LM44Cエ 間

1!時Ifft乳乳類類? 
骨片 2 

699 LM44Cエ 回 骨片 3 

560 LM44C工 W 不明 骨片 3 内 l-:Jは指骨近位端?

857 LM44Cエ N 
l不i粉乳明類 骨片

506 LM44D7 N 骨片

418 LM44D7 11甫乳類 干よ正!f}t 9 

853 LM44D7 E 不明 骨片 3 

61527 4 
LM44D7 日 目前乳類 骨片

一一一一……

LM44D7 H ニホンジカ 第4手根骨? 1王
837 LM44D7 立

H日d車i字乳しま類長? 
fi' J~- ') 

660 LM44D7 日 関節片

666 LM44D7 E 11.市乳類
骨骨片片

6 

620 LM44D7 盟 不明 ヲ

418 LM44D了 町 日市乳類 手根または足根骨? 7 

824 仁M44D7 盟

小類不不崎型明乳明ワ類晴乳ワ

関節片

424 LM44D7 邸 骨百日H
J

片

Fi 3 

592 LM44D7 国

683 LM44Dイ 骨片 6 

683 LM44D{ E 11市乳類 関節H
773 LM44Dイ 日 11南乳類 関節片

811 LM44Dイ E !碕乳類 関節片 2 

858 LM44Dイ E 不明 骨片 411級制

934 LM44D1 田 不明 骨片 21*細片

563 LM44Dイ 罰 日甫乳類 指骨 1 1 i主{立端
737 LM44D{ 田 11m乳類 卜5・n 4 

676 LM44D{ 回 ノウサギ? 上腕骨遠位滑車 不

730 LM44Dイ 国 11市乳類? 骨片 8 

504 LM44Dイ 匝
補崎乳乳類類?

画T干 勺ゐ

842 LM44Dウ N i骨片

944 LM44Dウ N 不明 1三~'Jt 7 

LM44Dウ N 11M)乳類? 卜再・片 8 
トー

697 LM44Dウ れr H甫乳頭 骨片

525 LM44Dエ 出 補乳類 関節片

600 LM44Dエ 盟 11帯乳類? ，田阿.)t

879 LM44Dエ IV 時字し穿i ，r:;毘j'}~- 6 

93 LM45 田 11m乳額 骨片 斗三

637 Ll¥科5Aウ 不明 骨片

701 LM45Aウ 11市乳類 骨片

613 LM45Aウ E 不明 骨片 10 

793 LM45Aウ H 11南乳類? 一l日正室 )~- つ

431 LM45Aウ H 崎乳類 );月~.}ll 1 

794 LM45Aウ rr 小額型?!I南乳 大!出管 l近{立

482 LM45Aウ 日 不明 関節片

637 LM45Aウ 思 イノシシ 第2または 5指中手/中足骨 l遠{立骨端(若)

558 LM45Aエ ホンジカ 中手足骨 i骨幹片

869 LM45A1- E 11南乳類 指骨 4 

505 LM45Aエ 耳 不明 骨片 6 

851 LM45A工 E 11南乳類? 骨片

681 LM45A工 盟 日前乳類 骨片

臨 不明
骨骨片片

702 LM45Aエ

思 11m乳類?718 LM45A工

486 LM45B{ E 11m乳類 骨片 ウ

515 LM45Bイ N 不明 8');- 6 

691 LM45B{ N 日|併し茸i 骨片

557 LM45Bi N 昨日乳類 関節片

17 LM45Bウ ニホンジカ 中手または中足骨 不 l形滑違!j[(うニ)ホンジカと若干内面の

684 LM45Bウ 陪乳類 距骨片?

I 骨干1時まえ片J~-542 LM45Bウ E 不明

553 LM45B'] E 晴乳鎮?

遺物包含層出土の動物遺存体一覧(9)
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第 7章分析結果報告

iI~L番号 j 層 fii: I HtJ.fi/:霞 i護名! 部校名

I n I n甫乳類 i手緩または足根骨?
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m
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ふ
併

ν
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虫内 I遺跡出土の動物遺存体について
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第 7章分析結果報告

No. 出土遺構 成上番号 層位 出土位置 種 名 部 位 名 左右 点数 靖 考

980 LN45Bウ 54 盟 不明 骨片

192 LN45Bエ 補乳類 骨片 41* 

121 LN45Bエ 国 イノシシ 第 3手根骨 左

イノシシま
192 LN45Bエ 日 たはニホン 指骨骨端 l遠{立滑車片

ジカ

861 LN45Cイ H {時乳類 骨片 4 

90しN45D7 H 
ツキノワグ

末節骨
マワ

イノシシま
29 LN45D7 国 たはニホン 指骨 1遠位滑車

ジカ
トー… 一一一一

60 LN45Dイ 時乳類 骨片

60 LN45Dイ N カエル日 腸骨

137 LN45Dイ E !粉乳類 '骨片

35 LN45Dエ H i時乳類 骨片

177 LN46 阻 11甫乳類 骨片 *多い

41 LN46A れf ニホンジカ 腔骨 右 1 遠{立端

126 LN46AT へビ距自 脊椎骨

44 LN46A7 N 

噛晴晴乳乳乳類顕類

骨片 10 1 * 

|か 関節片126 LN46A7 24 

70 LN46A7 阪 骨片 6 

129 LN46Af I騎乳類 関節片 2 

274 LN46Aイ れI 崎乳類 |骨片 6 ネ

982 LN46A1 46 N 不明 骨片
一一一一一一一

101 LN46Aウ N i時乳類 骨片 61* 

255 LN46A工 N I1ffi乳類 骨片 81* 

128 LN46B7 N 補乳頭 I1tJt 101* 

LN46B1 
H硝rIi乳乳類類

|骨片162 E 2 

213 LN46Bイ N |骨片 181* 

83 LN46Bウ N 11m乳類 骨片 32 

281 LN46B工 田 補乳類? 骨片 21* 

イノシシま

13 LN46Bエ 阻 たはニホン !鹿骨 1近位骨端(若獣)
ジカ

243 LN46Bエ N 晴乳類 骨片 6 

61 LN46C7 カエル自 検尺骨 i近位

61 LN46C7 阻 晴乳類 骨片 2 

237 LN46C( 国 11甫乳類 骨片 51* 

983 LN46Dイ 12 国 11甫乳類? 骨片 7 

304 LN47A1 N 崎乳類? 骨片 41*微細

191 LN47， 硝乳類 骨片

191 LN47Aイ N 小型動物 骨幹

11南乳類
f-よ1日主ヨ正主 1FiZ L L1 l a 

167 LN47Aウ N 11 * 

159 LN47A工 れf 11甫乳類 8 

73 LN47Bエ 11甫乳類 骨片 フ

53 LN47C7 問 補乳類 骨片 ウ

275 LN47C1 N i時乳類 'f'l. }~r 51 *1殻細

134 LN47Cイ N 11m乳類 ，日日.)，11 • 弓

207 LN47Cウ N 暗乳類 ，日同.)'1

119 LN47Cウ IV 11甫乳類 l骨片

217 LN47Cエ 思 IIrm乳類 |骨片

しN47D1 N 日市乳類 骨片 1 

209 LN47Dウ 日 楠乳類 骨片 2 

日前乳類 骨ロFヨjl片Jt 102 LN47Dウ 田

135 LN47Dウ N 11出乳類 つ

N 

晴剛哨乳乳乳類類頭ヲ
骨田月片)， 一

111 111 LN48C7 

6ホ{数細299 LN48C7 N 

132 LN48Cイ E 骨片 101* 

71 LN48C1 百 淡只水産一枚 2 

165 LN48C'] N 11m乳類 ~ξr fi-

113 LN48C'} N 
イノニシホシまン
fこは 指骨(基節骨?) J li骨車
ジカ

54 しN48Dウ E 11市乳類 骨片 2 

87 LN48Dエ W 晴乳類 骨片 10 

310 ILN49A7 N 不明 骨粉 ネ

232 LN49A了 N 同乳類 骨片 2 

第49表遺物包含層出土の動物遺存体一覧ω
-302-



第 9節虫内 I遺跡出土の動物遺存体について

No. 出土遺構 取上番号 層 f立 出土位霞 謹名 {立 名 左右 点数 矯 考

204 LN49Bイ 立 噛乳類 骨片

103 LN49C7 N Il荷乳類 骨片 3 

791 LN49C工 N 補乳類 骨片

290 LN50Dイ H 小型動物 骨片 41* 

1101 L042Dウ 47 サケ科 椎体片 1住口土器内出土
1102 L043Cエ 108 不明 骨片 1徴縮鉢内出土?

239 L043 時乳類 |骨片

992 L043Aウ 101 小型動物? 骨幹片 51 徹注細目土器内出土?
1103 L043A7 m 晴乳類 骨片

289 L043Aイ 立 不明 骨片

296 L043Aイ E i時乳類 骨片 61* 

291 L043Aイ 国 崎乳類 骨片 3 

61 L043B7 補乳類 骨片 7 

811 L043B7 ツキノワグ
第4中手骨? 1三 l近位遠位マワ

287 L043B7 H 補乳類 骨片 6 

E イノシシ? 骨第片2または 5指中節骨 i近{立骨端?(若)61 L043B7 布三

L043B7 国 暗乳類 81* 

L043Bイ 小鳥類型動ま物たは 骨幹
一一一一一一

196 L043Bイ 日 日出乳類 骨片 6 

170 L043Bイ 日 補乳類 骨片 4 

10 1 L043Bイ 面 日前乳類 関節片 111 * 

241 L043Bイ E 11描乳類 骨片 3 

300 し043Bイ N I浦乳類 骨片 51*徴細

174 L043Bウ 不明 (骨片

31 L043Cイ 国 ニホンジカ 角

994 L043Cウ 112 不明 骨片

1113 L044 日 11.荷乳類 手根骨または足根骨

97 し044A{ E 日前乳類 骨片

211 L044Aイ 国 楠乳類 骨片

68 L044Aエ E Il市乳類 骨片 2 

996 L044Bウ 99 i浦乳類? 骨片 2 

114 し044D7 96の中 11甫乳類 骨片 3 

37 L044Dエ 日 l時乳類 骨片

257 L045 E 補乳類 骨片 7 

40 N 暗乳類 骨片

36 L045Aエ 日 補乳類 骨片

267 し045A工 E H甫乳頚 骨片

270 L045Bイ 日 11市乳類 骨片 2 

108 L045Bウ E i特乳類 骨片 3 

262 L045Bエ E 崎乳類 骨片 ) 

58 L045Bエ N 
不日甫乳明類 1.ヨrJt 2 

N |骨片 i撒紺!993 L045Bエ 57 

123 L045D1 立 11甫乳類 骨片

49 L045Dイ N 硝乳類 関節片

145 L045Dエ N !時乳額 骨片 13 

197 L045Dエ E IlfH乳類 骨片

L045Dエ E 暗乳類 骨片

51 L046A7 III !時乳類 寛骨臼?

65 L046Aイ 国 イノシシ 尺骨 在 i遠位骨端(若)

169 L046Aウ E II甫乳類 関節片 3 

227 L046Aウ 国
硝時乳乳類類

骨片

203 L046Aウ 理 |骨片

39 L046Aウ N ニホンジカ I=jJ手または中足骨 i 近{立端?

26 L046Aウ N !浦乳頭 関節片

88 L046B7 国
補昭乳乳類類

!骨片 守

1104 し046Bイ N l骨片
72 L046Bウ N 哨乳類

I~言'Jí 7ji志向172 L046Bエ N 日前乳類

77 L046C7 れr 11m乳類 |骨片 2 

82 L046Cウ N 1I市乳類 1f1't ヴ

251 し046Dウ れf 硝乳類 'jli.n. 41* 

259 L047 自 14~:伴うか 時乳類 骨片

307 L047A7 日 捕手し額? 回行'f¥司 5キ{殻細

11 L047B7 E 時乳類 X~丹.)t

195 L047D7 思 補乳類 骨片

遺物包含層出土の動物遺存体一覧U3)
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第 7章分析結果報告

i No. 出土遺構 段上番号 !苔{立 i11\ 土i立 Ì[ì~ 干桑 名 お5 名 11' 自m 考

201 L047D7 割前乳類 骨片

11市乳殻 骨片214 L048 つ

74 L048A7 
iiv V 

nfll:fL;f$i 骨片

131 L048A{ IIf首乳類 むftJt 111 * 

rrr隠し類 I"rよヨH¥215 し048C7 N 

155 LP43D7 E llfii乳頼 ll'H" 2 

11市乳類 ，ド日Ht171 LP43Dエ E 3 

236 LP44B7 部 11市乳類 1J'ft 51* 

62 LP44Bエ 日 11吊乳類 メFヨj'Ji→ 7 

LP44C 不明 骨片998 60 

115 LP45 イノシシ? 中節骨(第 2または 5指)

106 LP45Aイ E 11市乳類 骨片

142 LP45Aエ E IlrR乳類 ， 回ド]"Jj

Illli乳類 f符~'}l136 しP45Bエ 自 4 

nm乳類 骨片173 LP45C{ E 

LP46A'J (古 i1rB乳類64 関節片

LP46B{ !rr 
附たイ乳はノ類ニンホシ9ンま

1弓HT295 

43 LP46C7 田 rll手またはi下足骨 1遠{立骨端(滑車)J十

997 

ジカ

LP46Cウ 9i N !騎手L額 ? 日Iヨ'1μ1 

225 LP52B 日 イノシシ 種一子'討

225 LP52B 日 イノシシ 第 2または 5指rll節骨 1 事~.端 l!!~ し若

288 LQ43B 盟 日前乳類? 骨片

LQ4: 40 不明 骨片 llf;設総i999 

66 !日i乳頻 .~弓')jLQ44A7 回

1112 LT44 ブタ? 腔骨 右 ドnj骨端JWiし 切傷新 L¥;'骨

144 ME62B7 N Ilfli乳類 骨片 6 

不明 nfJ.i宇L茸i |骨片 36 

4. 遺存体の出土状態につい

1)出土層位

)遺構

いて 告 5章で詳しい検出状混が嬰らかにさ いる。 し会〉し、そこ

，"-.こり いるように、 しているものの、 たつ

例は撞めて少ない。そし

した可能性を否定できな ~ìO そこ

でいくことにした。

まず、確実に遺構に伴ったとしてあげられるのは百壌土から検出されたS1 388百SK2046L百SQ3181、

SN122 .. 292 .. 499である円 S1 388は大詔BC式鶏に比定される住居註であり『炉内部の嬢土から境管が1点出

している。出土状況からは、背はi主居使期待に炉の中で嬢かれたか百あるいは偶黙に火中に落ちたか、い

ずれかの可能性が想定される。 SK2046Lは土坑墓と考えられており百:境管は覆土中位に形成された焼土中

より3点が検出された。本遺構は遺体安置後に埋め戻され百柱を立ててさらに;埋め麗し百土坑上面酉鰯

百

ここでは第4" と箆係がるる伊jの し

を焚きく脅を焼いたか?)、そののち石畿などを置き三さらに小山状に土盛りされたと誰認されている。大諮

る。 SQ3181誌記石遺構であるが有配石との関連が想定されている鏡土から鐘昔日点が出土し

この遺構は1 焚き火を伴う祭紀行為を行った可能性が考えられており百縄文後嬰後葉~大潟Bl式拐に

されている。 SN122 292 499はすべて壌土遺構であり百 SN122泣大潟BC式期に罵しョ土器を埋設し

い炉で単粒露外炉とされ、埋設土器内から19点の競脅が出土している。

の中に形成された焼土層から炭化物と焼骨とj皆、われるもの1点が検出さ

し1 落ち

。SN499も らせてい
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百節虫内 Z遺諒出土の動物遺存体について
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第 7章分析結果報告

を採取する方法がとられた。したがって可動物遥存体の分布を検討する擦にはこれらの小スクウェア

る。

層位別では I層が421点、宜層が764点王軍属が636点、 IV層が472点と、層位が判明した中ではrr層と

で多く出土している。このほか、 rr 謹層として3点百立---IV}謹として120点、その他と不明として233点が

発見されており、これらも含めると、耳---IV層出土点数が1995点、遺物包含層全体の遺存体総数が2649点と

なる(第52.. 53表〉。すなわち、層別分布から見ると動物遺存体は宜---IV層の遺物包含麗に本来は分布してい

たが、後世の削平により撹乱され、 I層にもかなり混入した状況を示している。

これを平面分布で見ると(第56図入動物遺存体が出土する範囲は東はLH44..45区から西はLQ43"44区ま

で、北はME62区から南はLJ40区までである。なお1 基本的に表土除去したのみの北調査区rr区のLT44区

からも霞かに検出されている。中でも分布が集中するのはLL42窃43"LlvI42--.. -46， LN42，._，4丸 L043，._，48... 

LP44"-'46区で百他方百 LI43---46百LJ42"-'46百LK41"-'44区では分散した集中を見せる。次に層努IJに平面分

布を見てみると(第57"-'59図入立層で最も多かったのはLM42Bイの35点...LM43Bエの29点王 LM44Aウの

28点可 LJ¥t143AエとLM43Bアの23点百 LL42Aアの21点であり、置層で、はLJ¥t143Bエa:J45点、 LM42Bウの39点、

Llv143Bイの27点百 Llvf43Aエの26点、 LN44の24点である。またfv層ではLN46Bウの32点"LlV146Cアの26点、

LN46Bイの18点、 LN48Cアの17点司 LM43Bエのは点である。このように百集中が見られた大スクウェアの

中では小スクウェアからの出土点数も多いことがわかった。つまり、遺存体の集中底はLL西側 "LM"LN

ラインの42---46区にある。そして豆麗と菰}蓄は、護層になると若干減少するものの法ぽ同様の分布を示す。

しかし百 IV層になると分散的に検出され百集中箆所はLM42---45区周辺とLM-LP46---48区の2ヶ月号に分かれ百

その上II..亜層よりも分布は若干西北側に寄っている。このように百麗ごとに見た分布はIV層形成時は2ケ

所に集中区があったが、面層@百層になるにつれ中心はLM.. LN43---45区周辺となっていくようである。

ちなみに弓種名が判明した遺存体を分布図にプ口ットしたが(第57---59密入特定の種が偏在する傾向は見ら

れず1 選存体の多く発見されたスクウェアから多く再定されたという結果となった。

以上のように百包含層から検出された動物遺存体は百 LMωLPラインの42---48区までの範屈に多く発見さ

れることが分かった。包含層は後世の部平が著しく、プライマワーな分布を見るのには問題がある O しかし1

大まかな傾向として遺物包含層が形成された後期後葉~晩期前葉の中で百焼骨は初期のIV麗形成時から亜窃

豆層形成時まで、分布を若干東南iこ移動しながらも包含題中にrt.く遺棄されたと考えられる。なお 1

LN44Dウ亜濯では百注口土器の中からノウサギ、とj盟、われる関館1点と晴乳類の骨片5点が出土している。こ

れらの骨が注口土器に伴うかどうかであるが有本遺跡では動物選手子体は包含!書中iこ底く包含されていること

から 1 包含層からの流れ混みの可能性は否定できない。

(3)出土層位のまとめ

前述のように、遺構と遺物包含j蓄のそれぞれの出土層位@状態を分析してきた。その結果、遺構では10ヶ所

において焼骨が伴うと考えられた。それら選権は、 LI45区にSN122が"LI43 .. 44区とLJ43，， 44区にSB430

及びSN499が、 LK45区にSN292が可 LL46区にSK邸、 LN47i2互にSQ3181、LN48区にSR3059、LR54" 55区

にSK2046L，LS57区にSK2040が分布している。一方、包含層では境脅は南調査区に分布するが、特に南調

査区豆区に集中している O ここで、包含麗の分布と遺構の分布とを照合させてみると、高調査区の中で各種

遺構の分布と重複するところもあるが百包含}蓄の集中部分は遺携の分布密度の薄くなるLlv1ωLPの42""""48i2互

にある。つまり、本遺跡では遺構からの出土はきわめて稀で、告含層〈捨て場〉において多量に、多くの謹類

の焼骨が発見されている O そして、焼土を伴う遺構や焼骨を意国的に埋めた遺構以外では百焼脅は遺構を構
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出土地冨 寝泣 点数

LL43Dウ 自 ~N つ

LL44Dエ II~N 9 

「立 ~NLM43A7 12 

L長143Aイ 召 ~N

LM43Aウ II~N 20 

LM43B7 II~N 16 

LM43Bイ 日~町 3 

LM43C7 日 ~N 14 

LM43Cウ rr~N 

小計 120 

LI44Cウ 盟 6 

LI44Dエ 話 6 

LI46Bエ 回 3 

LJ42Bヱ 盟 1 

LJ42Cウ E つ

LJ43A7 部

盟 5 

LJ45Aア
l堕m 

l 

LK 理 4 

LK42Dイ 盟

LK42Dエ 盟 2 

LK43A7 臨 1 

LK43Aウ 国

LK43C7 匝 つ

盟LK43Cウ

LL32A7 盟

LL42Aア 盟 2 

LL42Aウ 国

LL42B7 邸

どし42Bエ 堕 2 

LL42C-{ E 10 

LL42C1. 国

LL43A7 震 7 

盟

芭 ヰ

LL43Cイ 盟 3 

LM42B7 田 10 

Ltvf42Bイ 39 回

LM42B' 盟

U"i42Bヱ 思

LM420イ ill ') 

LM43i¥7 蛮 む

L!ャr143Aイ 部

L長143Aヱ 話

LM43B7 盟 9 

LM43Bイ 盟 27 

Lちを43Bウ E 17 

LM.43Bエ 磁 42 

U¥rI43C{ E 6 

LM43Cウ E 8 

L長143Cエ 直 11 

LM4307 主 14 

LM430イ 班 9 

Lお143Dヱ 車 6 

Lr.A44 理

出土地豆 層{立 点数

JN44D7 E 6 

N44Dエ 立 2 

LN45Aイ H 5 

LN45Aウ E 3 

LN45Aエ 立 11 

LN45Bウ E 11 

LN45Bエ 立

LN45Cイ E 4 

LN45D7 日

LN45Dイ 立

LN45Dエ 日

E 2 

LN' H 2 

LN48Cイ E 12 

LN48Dウ 立 2 

LN49Bイ E 

LN50Dイ 日

L043Aイ

L043B7 

L043Bイ E 10 

L044 豆

L044Aイ B 

!L044Aエ E 2 

L044Dエ E 

L045 11 7 

L045A1. 立 ヴ臼

L045Bイ 立 2 

L045Bウ E 3 

L045Bエ E 5 

L045D1 E 

L045Dエ 五 2 

L04;ら./1;..7 立 1 

L046Aウ 豆 3 

!L047 豆

5 

I 立

LP43D7 ウ

LP43Dエ 3 

LP将ヱ 立 7 

LP45 11 

LP45i"，イ 豆 1 

LPヰ5Aヱ II 

LP45Bヱ 豆 A 

LP45Cイ 立

立

LPS2B7 日

764 つ小言十

LM43Bエ 豆，霞 3 、

L小L計42Dウ
3 

立~手/

LL42Dエ 日 ~[\T 20 

立 ~N
LLLL443 3C了

ヰ

Cウ 五~lV 4 

LL43Cヱ 立 ~[\T

LL43D7 立 ~[\T

Lt.43 0イ 立'~ [¥T 

第 9節

豆
一
豆
一

E
一豆一

E
一E
一
日
一
日
一
豆
一
日
一

E
一立一

E

LM42B7 

LM42Bイ

LM42Bエ

LM42Dイ

LM43 

LM43Aイ

LM43Aエ

Lお143B7

LM43Bイ

LM43Bウ

LM43Bエ

一
れ
一

T
A
一γ
i晶
子
i
&

一T
i

一7
i

一T14
一γ
i

一714
一T
i

一γ
i
ム
工
lA
一T
1
4

一τ
i

一
τよ一
T
I

担当区
LK43D7 

LL42D7 

LL42Dイ

LL42Dウ

LL42Dエ

LL43Bイ

LL43C7 

LL43Cイ

LL43Cウ

LL43Cエ

LL43D7 

LL43Dイ

LL43Dウ
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第 7章分析結果報告

出土地区 層{立 点数

LM44Aウ 国 15 

出土地区 層住 点数

L048 理 2 LN46A7 県主 点数 出土地区 J審泣 点数 i 

34 LL42Dウ

LMム;入i 血 5 LP44B7 田 5 u、>I46Aイ W 9 LL43A1 4 

LM44Bエ E 12 LP46C7 匝 LN46Aウ W 6 LL44A7 8 

LM44C7 自 12 LQ43B7 田 LN46Aエ W 8 LM42Bイ 5 

LM44Cイ 田 16 しQ44A7 E LN46B7 N 10 LM43A7 3 

LM44Cウ 出 12 小計 636 LN46Bイ W 18 LM43Aエ 2 

LM44Cエ 田 6 U41 N 3 LN46Bウ W 32 LM43B7 

LM44D7 回 15 U42Cイ N LN46Bエ N 6 LM43Bイ 2 

LM44Dイ E 19 U42Cウ W LN47A7 W 4 LM43Bウ 2 

LM44Dエ 臨 2 U43Dエ N 3 LN47Aイ N LM43Bエ 3 

LM45Aウ 醍 U44Bイ N LN47Aウ N LM43C了

LM45Aエ 話 3 U45Aイ N LN47Aエ N 8 LM43D7 

LM45Bウ 国 U45Aエ W LN47C7 N 5 LM43Dイ 18 

LM45D7 毘 2 U45Cイ N LN47Cイ rv 3 LM' 71 

LM45D{ 国 6 LJ45Dイ れ「 6 LN47Cウ W LIV!:' 9 

LM46Aイ 国 U46C7 N 7 LN47Dイ N LM44Dイ 6 

LM46Cウ 国 i3 LK42Bエ [¥l LN47Dウ [¥l 7 LM45N 

LM46Dエ 国 3 LK42Dウ rv 4 LN48C7 rv 17 LM45Aヱ

LM47Aイ 理 LK43Aウ N LN48Cウ N 2 LM45Bウ

LN42Bエ E つ LK43Dエ N LN48Dエ N 10 LM45Bエ

I LN43 思
4 6 

LN43A7 E 

LK44Aエ N ヲ

LL41Dウ N 

LN49A7 N LM45Cエ

LN49C7 N 3 LM45Dイ 15 

LN43Bイ 凹 2 LL42Dエ N 2 LN49Cエ N 1 LM46C7 19 

LN43Dア 田 LM42B7 N 14 L043Bイ N 5 LN43 ヰ

LN43Dウ E 5 LM42Bウ N L045Aイ 1'1 LN43C了 5 

LN43D工 田 5 L加f42Bエ [¥l ヴ』 L045Bエ N 3 LN43Cイ

LN44 国 24 LM43 N L045Dイ N 1 LN43D7 8 

LN44A了 i面 2 LM43Aエ [¥l 3 L045Dエ N 13 LN44 

LN44Bイ 田 5 LM43Bウ N 3 L046Aウ N 2 LN44Cエ

LN44Bエ 回 LM43Bエ !目 14 L046Bイ N 1 LN44Dイ 2 

LN44Cイ 盟 l LM43Cイ N 7 L046Bウ N LN45Aエ 16 

LN44D7 国 LM43D7 rv 7 L046Bエ rv 7 LN45Bウ 6 

LN44Dウ 血 8 LM43Dイ N 6 L046C7 N 2 LN45Bエ ヰ

LN45Aウ 盟 LM43Dウ N [0 L04るCウ IV 2予 LN45Dイ

LN45Bイ 血 4 LM43Dエ N L046D'] rv 4 LN46A7 

LN45Bウ 理 LM44Bエ N 2 L047D7 rv LN46C7 

LN45Bエ 血 LM44C7 N 5 L048A7 rv LN47Aイ

LN45D了 血 LM44Cイ N 3 L048Aイ rv 11 LN47Bエ 2 

LN46A7 部 6 LM科 Cウ N 2 醐 L048C7 rv L042Dウ

LN46Bエ 盟 しM44Cエ N 4 LP46A'ち N L043 

LN46C7 盟 ウ LM44D7 N LP46Cウ N L043Aウ

E 5 LM44Dウ N 171 ME62B7 N 6 L043B7 8 

部 7 LM44Dエ rv 6 小計 472 L043Bイ

LN47C7 臨 2 LM45Bイ N 8 LI44Cウ L043B'7 

LN47Cエ rrn LM45Dイ N 3 LJ39Cエ 2 L043Cウ

LN47Dウ 思 L恥f46Aウ N 13 LJ43Cウ 2 L043Cエ

L043A7 思 5 LM46C7 N 26 LJ44A7 L044Bウ

L043Aイ 国 3 LM46C1 N 3 LJ44Cウ 2 3 

L043B7 蛮 9 LM46Cウ N U45 8 LP44Cイ

L043Bイ 思 i4 LM46Cエ N lι ウ耐 LJ45Aウ LQ43Bイ

L043Cイ 田 LM46Dア N 4 LJ45Cイ 小計

L044Aイ 盟 LM46Dイ rv LK41Aイ 合計 2649 

L046Aイ 自 LN43 百 Cエ 1 

L046Aウ 思 ウ... LN44 N LK42 1 

L046B7 毘 2 LN45Dイ N LL42A7 

Lむ47D7 盛 LN46A N LL42Cエ 2 

スクウェア)J1jによる出土点数(2)
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第 9節虫内 I遺跡出土の動物遺存体について

築する場所を避けて百捨て場に遺棄されていたようである。もし、焼土を伴った遺構が管を焼いた場所であ

ると復定すると、競土から出土した脅の点数は撞少であるし、また娃土遺構自体も少ない。骨を競いた場所

は定IJに存在するのかもしれないが百遺構出土と包含}欝出土焼脅の焼け方には差異が認められないことから 1

焼骨は遺構に埋める場合でも捨て場に遺棄する場合でも問じ焼かれ方をしていたことになる。

2)遺存体の内容と残存部位

小破片となった動物遺存体を同定する場合、キーとなる形質が破片の中に保存されていれば可能であるが百

大きな関節が粉々になってしまえば問定は困難になる。今留はできるだけ部位を同定し九また細片であって

も関節か骨幹かが判明すれば分類するように努めた。 ζのような方法で問定できた動鞠は百淡水産二枚貝百

サケ類、とキガエル、カエ lレ類百へど類百鳥類百ノウサギ、ツキノワク、、マ人テン百イノシシ百ニホンジカ、

ヒトであった。ここで本遺跡と県内の問時期の遺跡と比べると有本遺跡のみに見られる種としてカエノレ類百

ヘピ類1 テンはあるが、 f告はほぼ類叙した動物桔となっている(第54表)。本遺跡で発見された動物は1 一般

的に縄文時代の遺跡から発見される謹である。なお1 サケ類についてであるが百本遺跡は雄物川の支流であ

る接手J!Iに面するが弓雄物川河口からは直綜距離で約68km入ったよ読に位置する。遺害体は震以下の再定

が関難であり、陸封型か走海型かの区}Jllもできないが、もしシロザ、ケとすると産卵は大河川では1むOOkm以

も上流で行われるという〈井田 1984)。ちなみに百筆者も草創期の岩陰遺跡ではあるが吉岡賀野)11河口か

ら約62km上流の福島県耶麻郡塩喰岩陰遺跡で、サケ科の椎体を同定したことがある(山崎 1994)。秋田県の

鮭鱒漁に関する記録によると百江戸時代の鮭換で代表的な湾問は雄物JI!と米代Jliで、江戸中期になると乱護

などにより漁護量が減少していくが百その後も雄物JI!は{告の米代)11や子吉J11 ，こ比べ流程も長く百魚、族

で中下流では最も鮭漁が盛んであり弓上流では鮭藷突がもっぱら行われたという〈谷川編 1996)。このよう

なことから 1 本遺跡はかなり上流に位援するが弓当時も雄物川の本支流にはサケ類の遡上があったと推定で、

遺跡名 立地 時期

新屋i兵員塚 海岸部 晩期

i 
海岸部 晩期

女}II貝塚 海岸部 晩期

中山遺跡 八都潟近接 晩後期期前後半半~ 

八木遺跡 内陸 後期

平鹿遺跡 内陸 晩期

白坂遺跡 内陸 晩後期期前末半~ 

虫内i遺跡 内陸 設晩期期前後葉葉~ 

性格 動 物 手重 焼骨の有無

海ダ産員、 淡水員グ、スズキ、 クロ
貝塚

イ、ト ウ イ 、ギギ科、
ニシン科¥ヒラメ、カレイ マフグ
科、ニホンジカ、イノシシ、ムササピ

海ダ産貝、 汽ズ水キ貝、鳥イ類淡水貝、 ウナギ、 クロ
貝塚

イ、ス 、 、シカ、イノシシ、
クマ、オット七 、ウサギ、ム4ナサピ、
クジラ

貝塚
科海産貝、スズキ、タイ科、サパ、アピ
、ウ、アナグマ、イノシシ、ニホンジ

カ

泥炭層
ホオジロザメ、魚類、イノシシ、ニホン 魚類は焼73・ジカ

土壌 不明 壊人骨が出土

捨て場 シカ、クマ 焼骨

捨て場 サケ科、コイ科、蓄歯自 焼骨

捨て場
淡水貝、ピサケ科、鳥ヒキガエル?、カエル
自、へ亜目、 類、ノウサギ、ツキノ 焼骨
ワグマ?、テン、イノシシ、ニホンジカ

県内む縄文後@晩期遺跡から出土した動物

一_Q1つ
也)l.u

文 献

秋田県・能代市1966

金子1980

西本1984

小林1989

小玉1983

111崎1994
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きる。現在のところ、本県においてサケ科が認定された例は1 管克によると

1979λ 自坂遺跡〈出精 があるが吉野保り憎んどのつ

精査することによりさらに多くの遺存体が検出されるものと推測される。

ところで百出土した骨は全て灰白色を呈し百さらに亀裂。収縮@変形が認められた。ま

1981入大知

は完形で発

されることはなく百 1""'2cmの細片が大半で、あった口 Von den Driesch Badyや Trotter

and Petersonの実験によると百同ーの動物の骨を850
0

C

さでは減少する。で1時間20分焼くと自色化し九

くと黒化し百平均して長さでは5%刊

して15%より小さくなり百 50%の重さ

う。そして、例えばwild pigで、は焼かれる前に40.5mmの長さの距骨が85む℃で1時間焼くと38.5mm(右側〉

に、 1000
0

Cで1時間20分焼くと 5mm(左{間)になったという (Von den Driesch 。また百

も著しく変化し古色辻灰白色となり

しなくなる。さらに王軟部が付着し

は:壌か紅ても誌とんど変花せず1 大きく

b
T
A
 

s-号一る

3hJ 
ミ '-4しり

ことになる。さら

動物の解体後間もない軟部の付着した段階のものであり 1 る。そ

して焼脅となっていたのは、塁妻雲を除く全てで毒ったと2 多く発呈されたイノシシとニ本ンジカ

された部位も少なく残存部位に特徴iまないが1 イノシシとニ本ンジフむには四肢管の百特に手足骨が多い特徴

が認められた。なお可ニホンジカに

顔、)も多く出土していることから『

さ いる

な

る

さ
C

いてかった

。また、関節部分と分かつ

にイノシシやニホンジカ

Sク

l.門

でプつ

去る

はない

シ7Jとクマ百

出された。

土した遺跡では手足替に額っている傾向がおる〈第55表λ本選鉢では包含露中の焼膏を丹念に設立立されたた

め百捨て場から

と J-
L守担 る となると ちれる。

5 まと

ように百 h し とし

明らかとなっ

さらに

も含ま

ニホンジカとなっていること可イノシシ

ていること弓動物と共に幾人骨も

いること、イノシシ e シカは手 e 迫骨が多いことな

ること 1 イノシシ g ニホ γジカに

らかとなったn そし



第9節虫内 I遺跡出土の動物遺存体について

遺跡名 動物名 頭部 体部 四肢 手足 関節部 その他 破片

虫内I遺跡 イノシシ 歯 尺骨2 尺骨根節指第第2骨2骨側1ー11、555手1中中中、、中節根手節手種第骨骨骨子lβli3足足、骨、基、骨第骨末1節中315節骨節手、、骨骨第1銀中、片22骨心中、2I足、足基、

虫内r:i貴跡 ニホンジカ 角2 腔骨1
第中2手+骨32手、根中骨手l、・ 足第4骨手5根、

骨?1 

虫内I遺跡
イノシシまたは 尺骨A丹 I 中手・足骨4、足根骨l、指
ニホンジカ 臨 l 骨5、種子骨1

虫内I遺跡 小型動物 腔骨幹骨9l 3 18 

虫内I遺跡 小型晴乳類 下顎骨1 大腿骨l 中手・足骨l 2 

虫内1遺跡 p甫乳類 頭顎蓋骨l 肋寛骨骨l臼l 腔骨骨幹11 
榛根骨側3骨、手足末根根節骨骨骨61、、i、距中指骨手骨1、1足3手、種

88 骨端1 1827 骨1
子 1

平鹿遺跡 ニホンジカ
中足骨2、中足骨または中
手骨1、JFE骨1

中山遺跡 イノシシ 上下顎顎骨骨2i 頚椎2 榛尺骨骨l1 
E重骨1

角5
肩頚寛椎骨甲2骨1 1大主腿骨1

末中手節骨骨1l、距骨1、中節2、
中山遺跡 ニホンジカ 下顎骨3

歯1 ? 1 
骨1

上歯3顎骨I 上腕，骨骨~ 骨2
露骨l

i新屋浜員塚 イノシシ 庸申骨1
榛 1

下顎骨l 尺 l
排 1

新屋浜貝塚 ニホンジカ 歯7 腐甲骨i 距骨l

|女川貝塚 イノシシ 上歯6顎骨1 寛骨l
第3中足骨 基節骨i

鼓歯室部2
腰寛椎骨1l 

骨中手i骨1、基節骨2、末節
女川員塚 ニホンジカ il 上腕骨l

下顎骨1
」一一一一

第55表 イノシシとニホンジカの残存部位

らは遺構に伴う例は撞めて少なく、主に遺構よりも捨て場である包含麗に遺棄されていたようである。

ところで、焼脅については高山純、新葎健らの研究がある。高山は配石造構に伴出する焼骨出土遺跡を集

成し、その分布は関東、中部百北陸、秋田九北海道であること 1 骨は焼かれ故意にばら撒かれたこと瓦骨

の構成はイノシシ百シ力、イヌ中心で、地域性があること 1 焼雪中には鹿角製の人工品が多いこと吉中類以降

に増加するが、中期末から幾人骨が多くなり、娩患に顕著になること等を指摘した。そして、焼骨は内陸部

を中心に出土し、海に近い地域でも員塚を形成しない遺跡から発見されるが、配忘遺議と貝塚では物送りの

仕方が異なり 1 配石遺構では焼くことにより物送りができると考えた(高山 1976 e 1977)。一方、新津は焼

骨の出土状況には住居跡可~石弓土壌『埋設土器内等の遺構百包含j蓄の5型があること、焼骨は2cm以内の

小片が多いこと、焼骨は破砕され撒かれた可能性が高いこと、獣脅ではイノシシやシカが庄樹的に多いこと百

イノシシとシカでは手足の指魁骨や鹿角などの出土率の高い ζと王イノシシでは幼百若獣が多いこと等を挙

げている。そして可後 e晩期に多い焼骨はこの時期iこ強まる火を媒介とする埋葬儀礼や狩猟犠礼の現れであ

り、火に関係する祭紀に伴うと解釈された(新津 1985)。

このように有高山百新津らによって指摘された焼骨の特設は百本遺跡にも当てはまった。本遺跡の場合、

焼骨は焼土を伴う例もあるものの、焼土をもたずに単独で出土している例がほとんどである。ゆえに、本遺

跡の捨て壌の焼骨も他遺跡と問機に、人間により別の場所で焼かれ、土器などの遺物と共に撤かれたものと

して解釈することができょう。ただし 1 焼土を伴った屋外炉や配石遺構『土坑墓もあり可この場合はここで
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焼かれたものであろう。高山や新津は擁骨が増加するのは中期以降で特に後晩期に多く 1 それは狩猟儀礼や

葬送儀礼に伴ったと考えている。本遺跡では後期後半~末の時期にまずSN292e 499カ〉ら、後期後葉~大漏

出式期ではSB430.. SK2046L .. SQ3181から、そして大洞BC式期にはSN122百SK61 2040から検出される。

包含層検出の焼骨も後期後葉~晩期前葉に検出されており百焼骨を焼いて捨て場に遺棄し、遺構に埋める行

為は向時併行で行われていたようである。これが葬送儀礼に関わるか百狩猟などの儀礼に関わるのかについ

ては、 SK2046Lの骨がヒトかどうか、また焼骨にはヒトがどの程度合まれているか 1 が明らかにならなけ

れば断定することはできない。 SK2046LやSK2040の覆土堆積過程の分析からは百骨がヒトである可能性も

感じさせる。しかし丸焼脅の大半はヒト以外の動物が多種類含まれていることから、今の所百筆者は葬送犠

礼に関わる場合(ヒトを焼いた〉も稀には存在したが丸焼骨になる対象はヒトに特定されることなく百これら

は葬送以外の儀礼に関係した可能性『を考えている。捨て場に競脅を{告の遺物と

も確認された(出崎 1996)。すなわち百捨て場に遺棄さ

焼いて捨てる行為は前期より始まっており百それが中期以降になると配石や土読などの遺構に多く搾ってき

て、焼人骨も含まれてくるようである。本県においても、他北部八慈の元富遺跡の銅山甘み曲折出幻四時一

いが百晩期と考えられ百配石のから全部で100体くらいの成人の幾人骨が検出されたという〈高山 1976)。

もし百これが焼人骨とすると、当該地域では娩期にとトを境くという葬送犠礼が行われていたことになる。

今後は可八津の元宮遺跡の再検討が必要となろう。いずれにしても百焼脅は何らかの犠礼に伴った可能性が

高い。本遺跡の大半の遺構は埋葬施設と考えられており、さちに遺物量iこ克合った窟註墳の存在を想定でき

ないことを勘案しながら、遺物相互の関{系や慰問の遺跡との関係を踏まえて考察していく必要があろう。
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第10節虫内 I遺跡出土植物遺残について

松谷暁子(東京大学総合研究博物館〉

l 試料

試料は、炭化種子と土器に残された圧痕の二種類があり、合計32点になる。圧痕の残された土器片4点は、

縄文時代娩期初頭の大潟B式、炭化種子28点は、晩期前葉竪穴住居跡からのl試料を除くと、縄文時代後期

後葉から晩期前葉の包含層の遺構外から出土したものである(第56表)。

2 方法

実体顕微鏡下で、外形および表面構造などの観察を行い、ノギスを用いて計測を行った。

3 結果(第56表〉

種子

オニグ/レミ内果皮、クリ人コナラ属子葉(どんぐり〉、ヤマブドウ種子、マメ科子葉類似種などが識別さ

れたが、不明のものも残る。不明種の中で、比較的特徴がはっきりしているものを不明撞A、B、C百Dとし

たが、中には破片となっていて識別が不可能なものもあった。玄米に類似のもの、コムギに類似の粒は、炭

化しているが、スギナの貯蔵根は炭化しておらず百現生の混入と考えられる。植物種子に外見は似ているが百

昆虫の卵と疑われるものもあった。以下種類別に鰐単な説明を記す。

ドングリ:種名はわからないが、ブナ科コナラ属の子葉、いわゆるドングリの炭化したものと考えられる

ものが、 3試料認められた。 NO.29の外形は、基部が幅広く先織りになった卵型で¥上下に割れ自が認めら

れるので有二枚の子葉が合わさった状態と考えられる(写真145-1)。それiこ対し可 NO.26の外形は祷円形に

近く(写真145-2)、NO.27は、先細りの卵型(写真145-3)であるが、片面が平らで片面が凸になっており、子

葉が二枚iこ分離した状態と考えられる。 3試料の大きさは以下のようである。

長さ (mm) 椙(mm) 摩さ(mm)

No.26 12.4 

NO.27 11.0 

NO.29 14.5 

8.5 

7.5 

10.6 

5.0 

4.6 

10.7 

クワ? : i室窪約百mn1く込いo，まぼ円形で1 醤くごつごっしている炭化物3点。 はじめの内不現議と考えて

いたが百クリの子葉の乾燥したものではないだろうか。晩期前葉住居に伴う可能性があるとのことである

(写真145-5)。

オニグソレミ:長さ 14mm、幅9mmくらいで、稜がある。壊れ易く破片になったが、裏面の構造などから

もオニグルミと考えられ、未熟な果実の内果皮と判断した〈写真145-6)。

ヤマブドウ:ヤマブドウ種子と判断される4試料の粒の大きさは『以下のようであった。
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長さ(mm) i福(mm)

No.6 5.7 3.9 

NO.9 6.0 4.4 

6.1 4.2 

6.3 4.1 

6.4 3.9 

5.7 4.1 

6.3 4.2 

No.11 6.0 4.5 

NO.32 6.0 3.0 

ヤマブドウ類似種子には、エピズノレ、サンカクズ/レなどがあるが、これらの種子はもっと小さいので百ヤ

マブドウと考えても良いであろう(写真145-4)。

マメ類

外形からマメ科の子葉の可能性のある粒が12試料あった。しかし、へそが残っていて百はっきりマメと判

定できるものは、一つもない。従って、マメ類の可能性はあるが1 マメ以外のものがあるかも知れない(写

真146-7-""18)。

長さ(mm) 幅(mm) 厚さ(mm)

No.5 (写真146-の 7.0 3.8 3.8 

No.14 (写真146目的 4.5 3.7 3.7 

No.15 (写真146-9) 5.9 4.0 4.1 

No.16 (写真146-10) 5.6 3.5 3.5 

No.17 (写真146-11) 5.2 3.7 3.8 

NO.18 (写真146-12) 6.0 3.5 3.4 

NO.19 (写真146-13) 6.5 4.5 3.5 

NO.20 (写真146-14) 5.5 3.3 3.2 

No.22 (写真146-15) 6.0 4.0 4.7 

NO.24 (写真146-16) 5.1 3.7 3.8 

NO.25 (写真146-17) 6.0 4.5 4.5 

No.30 (写真146-18) 5.7 3.0 4.0 

玄米?:二分した状態で、合わせた外形は玄米に似ている。幅2.5mmで百推定長さ4.51111110 撹乱層からの

出土(写真147-19)。

不明種A:6被片に分かれたが、はじめは6X4mmくらいの円い炭化物。内部は窯く光沢があり、充実し

ている(写真147-24)。

不明種B:表面は凹凸がある。 5X3.5mmの広卵型。色は茶褐色(写真147-21)。

不明種C:二分したらしいが、もとの大きさは百推定4X3.5mmくらい。表面に粗い網呂様の凹凸があり、

一一_，)10
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中は累く充実している(写真147-22)。

-外形は円形iこ近い構円形で、長さ4.5mm、福4.0mmo 中央iこ溝状の構造が認められる。外形と

きさはコムギに類似しているところがあるが、騒の跡に相当する構造が裏面に確認できない(写真147-20)。

スギナ貯蔵根:長さ9-12.5mm百幅5.5-7mmの4点(写真147-25)。

昆虫の卵:3X2mmくらいの大きさであるが百植物議子ではなく百昆虫の卵ではないかと考える

147-23)。

圧痕

士器片4試料の表面に認められる庄痕の大きさは、次の様である。

長さ(111111) 1福(111m)

円
/
M

1
1

つ

ん

円

九

V

4

1

0

0

0

O

 

N

N

N

N

 

5.0 

3.7 

3.5 

4.7 

2.6 

2.6 

2.0 

2.0 

147-26 

147相 27

147叩 28

147-29 

大きさも外形も 1 肉眼ではイネの圧痕に似ている。庄痕でイネの識別が可能なのは、連続した乳頭突起が

観察される場合であり、 NO.2は、イネ拐の表面に訟ているところがある。しかし、実体顕微鏡の下で拡大

して観察すると『どれもイネの庄痕との判定は出来ないと考える。

4 考察

縄文時代の遺跡から出土する植物違残は九縄文時代の人々が生活に利用した植物を知る手がかりとして主

要な情報源である。しばらく前までは、出土物の大多数は1 クルミ、ク k ドングリ類などの大型堅果類で

あった。 車内 I遺跡の今回の試料でも 1 オニグソレミミクリ 71 ドングワ類1 ヤマブドウの議子が出土してい

る。

しかし、近年、樹木以外の草本植物に由来する小型の種子や球根なども見いだされるようになった。中で

も近年、注目されているのはマメ科め謹子であるく粉}1!1983)。栽塔議物かどうか百おるいは大陸か与の渡来

植物かどうかという問題は別にしても百日本にも自生のマメ類が生育していた可脅野生は高く百縄文時代の人々

がそれらを利用していたことは十分に考えられる。しかし、発掘された炭化物では、マメ類の識別に重要な

へその部分が残っていないことが多く、マメ類の同定に国難が伴っている。とはいえ可内部の保存状態の良

い場合には、吉u誇昌一氏の指摘にあるように、初生葉の形態などによってある翠度の判断は可能になると盟、

われる(吉崎1992)。虫内 I遺跡のマメ類についても百粒を分離して内部の形態を観察すれば、何らかの手が

かりが鐸られるかも知れないと窮待されるが1 蒋来の研究に委桧た ~\o

文鞍

粉}I!昭平 1983 I縄文人の主な植物食糧Jr縄文文化の研究2Jl雄山関 43-49寅

吉崎昌一 1992 I古代の雑穀Jr考古学ジャ…ナルJl355号 2-13頁

t)!)!三
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友三 結 果

圧痕

圧痕

圧痕

圧痕

嬬 考 写真番号

147-26 

147-27 

147叩 28

147-23 

146-7 

147“24 

147-19 

145-4 

14i-21 

147-29 
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146-10 

146-11 
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戸
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146-16 

146“ 17 

145ω2 

145-3 

147-20 

145ゃ 1

146-18 

147-25 

2 LL42Dエ(遺構外)

3 LL42Dエ(遺構外)

4 LL42Dエ(遺構外)

5 LL42Dエ(遺構外)

6 LL42Dエ(遺構外)

7 LL42Dエ(遺構外)

8 LL42Dエ

ヲ LL43Dイ

10 

M

外構遺

f
i

，d.
，
 

D

h

u

 

勾

JS

雪
J

M

M

一

言

b

I

U

11 

12 

13 5B88(i遺構)

14 LL43C?(遺構外}

15 LL43CI.(遺構外)

16 LM42B7(遺構外)

17 LM42Bエ(遺構タト)

9
0
 

・2 LI'v143B7 (遺構外)

19 LM43Aイ{遺構外)

20 L恥143Dイ

21 LI'vi43Dヱ

つつ LM43Aイ

《，

J
守
品

24 Livi43Aウ〈遺講外)
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26 U，，143，A.ウ
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28 LIVl44Aウ

29 LM448ヱ(遺構外〉

30 LN44(遺構外)

31 LN45Aエ(遺構外)

ヴ相
今
、
J L045(遺構外)

晩期前葉

後期後葉~晩期前葉

後期後葉~晩期前葉

後期後葉~晩期前葉

後期後葉~晩期前葉

後期後葉~晩期前葉

後期後葉~晩期前葉

18表土・撹乱}謹

後期後葉~晩期前葉

!日表土ー謹乱層

18表土・議乱層

晩期初頭

娩期前葉竪穴住居跡

後期後葉~晩期前葉

後期後葉~娩期前葉

後期後葉~晩期前葉

後期後葉~晩期前葉

後期後葉~晩期前葉

接
十
市
土
中
一
小

前

前

期

期
晩

晩
~

~

 

葉

葉
後

後

期

期
後

後

後期後葉~晩期前葉

後期後葉~晩期前葉

後期後葉~晩期前葉

後期設業~暁期前葉

!日表土・議乱層

!日表土・擾乱層

後期後葉~晩期前葉

議期後葉~晩期前葉

後期後葉 t 晩期前葉

後期後葉~晩期前葉

後期詮葉~晩期前葉

後期後葉~晩期前葉

昆虫の卵?

マメ類

ヤマブドウ種子

不明謹A

玄米?

ヤマブドウ種子

不明種B

ヤマブドウ謹子

ク1)

マメ類

マメ類

マメ類

マメ類

マメ禁

マメ類

マメ類

オニグルミ内果皮

マメ類

不明議C

マメ類

マメ類

コナラ属子葉{どんぐり〉の半分

コナラ属子葉{どんぐめの半分

不明議D:コムギ票鉱

コナラ属子葉(どんぐ、り〉

マメ類

スギナ貯蔵根

ヤマブドウ譲子

虫内 I遺跡出土植物遺残等一覧
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